想と 風 浴 


序 

思想と いう もの は、 その 持ち主の 身に つけば、 その 

持主の 好みの ような ものにまで もなる もの だ。 意識と 

も 良心と も モラルと も 云って いい ものになる。 そして 

同じ 時代の 同じ 社会に 活 きている 沢山の 人間 達の 間に、 

共通す る 好みの 類が、 風俗 をな すので ある。 

ファッション ゃモ— ドと 云っても、 それ はた だの 伊 

達 ごとではなくて、 それとなく、 時代 ゃジ ェ ネレ ー シ ョ 

ンゃ又 社会 階級の、 世界観 を 象徴して いるもの なの だ。 

だから 吾々 は 又、 世の中の 風俗の 褶ゃ 歪み ゃ蠢 きから、 


時代の 夫々 の 思想の 呼吸と 動きと を、 敏感に 抽出す る 

こと も 出来る わけで ある。 

思想 は 風俗の 形 を 取る ことによって、 社会に 於け る 

肉体的な リアリティ— を 有つ ことが 出来る。 だが 風俗 

はあくまで、 社会と いう ものの 皮膚と 云うべき ものに 

相当す るの が 特色で ある。 風俗 はつ まり 社会の 現象で 

あって、 その 内部的な 機構で はない。 そこで 社会現象 

の 批評 は、 時には 風俗 批評と も 云われる ので ある。 け 

れ ども 風俗の 裏に は、 常に 思想が あるの だ。 

私 はまず 初めに、 思想と 風俗との こうした 交流 の 経 

緯を、 独自な 題材と して 考察して 見た。 それが 第一 部 


「風俗」 である。 そして この 考察に 沿うて、 特に、 現下 

の 日本に 於け る 教育 関係の 現象と、 宗教 関係の 現象と 

を、 考察して 見た。 第二 部 「教育 風俗」 と 第三 部 r 宗 

教 風俗」 とが それで ある。 他に、 科学. 文芸. 政治 外 

交 • 経済 • 其の 他に ついて 風俗 現象 を 取り扱った 文章 

もあった の だが、 之 は 割愛せ ざる を 得なかった。 

この 評論 集 は、 一 年 足らず 前に 出版した 評論 集 『思 

想と しての 文学』 と、 直接な 関係が ある。 「思想と して 

の 風俗」 とで も 云いたい 処だ。 その 姉妹 篇と 云って い 
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風俗の 考察 

—— 実在の 反映 一 般に 於け る 風俗の 役割 


力— ライル は 『サ— タ ー. リザ ー タス』 に 於て、 な 


ぜ これまでに 衣服に 就いての 哲学が 書かれて いない か、 

を怪ん でい る。 衣裳 ほど 日常 吾々 の 眼に 触れる もの は 

ない のに、 之に 就いて 哲学が 語られた ことがない とい 

うの は、 何とした ことだろう、 というの だ。 イギリス 

人な ど が 衣裳 哲学 に 考え 及ぶ ことな ど は 想像 も 及ば な 

いだろう、 ドイツ人なら 或いは 衣裳の 哲学に 向いて い 

るか も 知れない、 という わけで ある。 そこで 無 耶郷の 

トイ フェルス ド レック 教授なる 人物の 書物が 出て 来て、 

衣服の 考察が 始まる という 仕組みで ある。 

トイ フェルス ド レック = 力 —ライル はこの 際、 要す 

るに 衣裳と いう 人間の 装飾 物の 否定 者で あり、 アダム 


主義者 (ァダ ミスト) 的 裸体主義 者であって、 ドイツ 

観念論 式に 抽象的で 純粋な 「純粋 理性」 を 信じる 先 験 

主義者で あるの だが、 併し 衣服と いう ものが 有って い 

る 社会的で 歴史的な 特有な リアリティ ー に 就いての 関 

心 を 強調して いた ことが、 今日の 吾々 にと つても 興味 

の ある 個処 だ。 なる 程 衣服に 就いて 書かれた ものなら 

山 ほどあろう、 各 時代の 又 様々 な 地方の。 だが 衣服が 

有って いる 社会的 政治的な 意義、 歴史に 於け る その 積 

極 的な 役割、 それから 思想 • 哲学 • 文学 • 芸術 • 等々 

に 於け る 不可欠の 一 ファクタ ー としての その 特異な リ 

ァリ ティ—、 こういう もの は 力— ライル 以後 も あまり 


真剣に 注目され なか つたので はない かと 思う。 そうい 

う 意味に 於け る 「衣服の 哲学」 は、 流石 哲学 好きの ド 

イツで も 発達し なか つ たよう だ。 

カント は イギリスの 新聞に 床屋の 哲学と いうの が 

載って いたと 報告して いるし、 へ— ゲル は 靴屋の 哲学 

の 批判 を やって いる。 併し 哲学に 就いては 今 はどうで 

もよ い。 問題 は、 衣服と いう ものが 寝ても 起きても 実 

在して いるもので、 そういう 生々 しい リアリティ ー を 

持って いる にも拘らず、 この リアリティ— の 特色 その 

ものに 就いての 理論的 考察 は、 甚だ 影が 薄い の だが、 

それ はどうし たもの か、 という 点に あるので ある。 


力— ライル =ト イフェ ルス ド レック は 自分が 或いは サ 

ン キュロット であるか も 知れぬ、 と 弁疏して いる。 サ 

ン キュロットと は 云う まで もな く、 フランス 大 革命 時 

に 於け る 一 つの プロ レ タリ ャ 的な 勢力と も 見る ことの 

出来る 分子で、 短 袴 をつ けぬ 無礼者の 一団の こと だ。 

実際 衣裳の 思い切った 変革 は、 それが ただの 流行の 誇 

張 や 新しが りで ない 場合 (い や 新しが りで もそう だが)、 

多く は 思想 的な 意味 を 有つ ものな の だ。 衣服 は 着て い 

る 人間の 経済的 生活 を 象徴す ると 共に、 その 人間の 階 

級と 階級 的 思想と を 象徴す る。 サン キュロット など は 

そういう 意味で 注目すべき 名称で ある。 でと にかく そ 


れ程 衣裳と いう もの は リアリティ ー を 持って いるの だ。 

衣裳の 革命な ど、 よく 考えて 見る と 事実 相当に 革命的 

な 象徴な の だ。 それ 程 衣服 は 社会的 リアリティ ー を 

持って いる。 

併し どうせ 力— ライル はた だの 衣服に 就いて 語って 

いるので はない。 衣服と は 彼に とって は 人類の もつ 象 

徴 のよう な ものな の だ。 処で この 衣服と いう 象徴 は 一 

体 人間に ついて 何 を 象徴して いるの だろう か。 夫が 風 

俗 だと 私 は 思う。 実は 力— ライルな どと いう ドイツ 式 

観念論 者 はどうで もよ い。 問題 はまず 風俗なる ものの 

理論的な 観念 を 得る ことに あつたの だ。 


風俗 生活 をして いない 人間 は 勿論 世間に は 一 人 もい 

ない。 裸で 外 を 歩く 文明 人が いないと 同じで ある。 だ 

から 風俗 そのもの は 初手から 或る 大衆 的 現象 だ。 そし 

て 風俗に 就いての 関心 そのもの も 亦 極めて 大衆 的で 

あって、 大衆 的に お 互いの 間で 容易に 了解され る もの 

なの だ。 風俗画で あると か、 風俗 美人 画で あると かい 

う、 やや 難解ら しい 言葉 も、 世間で は 苦 もな く 大衆 的 

に 通用して いる。 —— だが それ はそう でも、 一体 社会 

科学的に 云つ て 風俗と はどうい う カテゴリ ー なのか、 

こうなる と あまり ハツ キリした 既成の 結論 はない ので 

ある。 処が、 社会生活 百般の 事象に 就いての 考察が、 


或る 本当の 意味での 大衆性 を もたねば ならぬならば、 

風俗の 考察 こそ は、 最も 大事な 理論 上の 設 題の 一 つで 

なければ なるまい と 私 は 思う。 之 は 大衆性と いう もの 

の 理解に とっても、 必要 欠くべからざる 一 つの 社会 理 

論 上の ファクタ— だ。 

二 

風俗 習慣な どと 続く ように、 風俗 は 勿論 社会的 習慣 

と 密接な 関係 を 有って いる。 処で 云う まで もない こと 

だが、 社会に 於け る 習慣、 或いは 又 習俗 は、 社会の 生 


産 機構に 基く 処の 人間の 労働 生活の 様々 な 様式 関係に 

よって、 終局 的に 決定され ている が、 二次的に はこの 

生産 関係 を 云い 表わす 社会的 秩序と しての 政治 • 法制 

が 維持 発展させる 処の もので あり、 そして 三次 的に は 

社会意識 や 道徳律が 観念的 に 保証す る処の もの だ。 そ 

の 際 習俗 は、 云わば 歴史的な 自然 性 (意図的で も 人工 

的で もない という わけで) を 持った 一 つの 与えられた 

社会的 制度で あると 共に、 同時に その 制度が 概略の 大 

衆の 意識に とって 安易 快適 (アット -ホ —ム) である 

と いう 場合の こと だ。 処で この 云わば 制度と 制度 習得 

感 としての 習俗が、 一 見片々 たる 細々 した 手回り品 や 


言 葉身 振りにまで 細分され て 捉えられた 場合が、 恐ら 

く 風俗と いう ものだろう。 

風俗 は 社会の 基本的 機構の 一 つの 所産で ある。 決し 

て その 逆の 源泉な どで はない。 風俗 そのものが 独自な 

積極性 を 持って いて、 夫が 社会 機構の 過程 を 左右す る 

ファクタ— になる、 と は 云われない。 だが 又 風俗 は 社 

会の 基本的 機構に 基く 一  つの 結論で も あるの だ。 とい 

う 意味 は、 社会 機構の 本質が、 風俗と いう ものに 至つ 

て その 豊麗な 又は 醜い 処の肉 づけと 皮膚と を 得る ので 

あり、 その 最後の 衣裳 づけ を 終る ので ある。 風俗 は 社 

会の 本質の 云わば 社会的 (経済的 • 政治的 • 等々 と 区 


別され た 意味での 社会的) な 結論で あり、 社会の 最も 

端的な 表面 現象で ある。 社会の 人相が 風俗で あり、 社 

会 生活の 臨床 的 徴候が 風俗で ある。 風俗 は 社会の 本質 

を 診断す る 時の 症状で ある (デカダンス 其の 他 はこの 

診断の 用語 だ)。 

勿論 風俗な どと いう もの は、 右に 云った ような 次第 

で、 社会の 本質から 抽出され た 一 つの 抽象 物に 過ぎな 

い。 だが それ故に 又 他の 意味で、 右に 云った と 同じ 次 

第に よって、 最も 具体的で ぁリ 具象的な ものな ので あ 

る。 愛情に 於け る 恋人の 肉体の ような もので、 抽象的 

と 云えば 抽象的、 具体的と 云えば 具体的な ものが 之 だ _ 


ここに 風俗と いう 社会的 リアリティ ー の、 理論 カテゴ 

リ ー としての 強みと 弱点と が 横たわる わけで ある。 

社会の 構造 分析から 見て、 具体的と も 見える し 抽象 

的と も 見える 処の、 この 風俗と いう 特有な 社会現象 は 

どうも 社会の 物質的 基底と その上 部と いう 普通の 社会 

科学的 段階 づけの 内に は、 いきなり 適当な 位置 を 発見 

出来ない ように 思われる。 風俗 乃至 習俗 は 前に も 云つ 

たように 一方 一 つの 制度と して 現われる。 生産 労働の 

様式 そのものに ついて さえ 形 をと つ て 現われる 処の、 

一 種の 制度と してな の だ。 その 意味から 云う と 之 はい 

つ も 社会 の 物質的 基礎 のど こに で も 随伴して 発見 さ れ 


る もの だ。 処 がそれ と共に、 風俗 乃至 習俗 は 他方、 そ 

の 制度の 内に 生まれ 又 教育され た 人間の 意識の 側に 於 

ける 制度 習得 感 にいつ も 随伴す る。 すると この場合の 

風俗 は 明らかに 上部構造 としての イデ ォロギ —の 一 部 

に ぞくする と 云わねば ならぬ。 

だからつ まり、 風俗 乃至 習俗と いう もの は、 本当 は 

社会の 本質の 一 所産で あり 一 結論に 過ぎぬ にも拘らず、 

それが 社会の 本質的な 構造の 夫々 の 段階 や 部分に、 い 

つも 衣服の ように 纏わ つ て 随伴して いる 現象の ことな 

ので ある。 従って 社会の 構造 全般に 跨って 現象して い 

る 或る もの だとい う 風に も 之 を 考え 得る ので、 夫が 何 


か 独自の 独立した 社会的 本質の 一 つで でも あるよう に 

考えられ 易い わけ だ。 風俗 は 経済 現象で もなければ 政 

治 現象で もな く 又 文化 現象で もない。 而もそう した 諸 

現象 を 一 括すべく 用いられる 処の 社会現象 という 言葉 

は、 風俗に とって は 打って つけではないだろう か。 つ 

まり 経済 現象 • 政治 現象 • 文化 現象 • 等々 という 社会 

の 物質 構造 上の 段階と 関係な く、 そういう もの を 無視 

しても、 そうした 諸 段階 全般 を 貫く 或る 共通な 一 般的 

な 一つの 「社会現象」 が 風俗 だ、 というよ うな 風に 考 

えられ 易い の だ。 

社会学 (ブル ジョァ 社会科学の 代表者) に は 大体に 


於て、 社会が 実際に こうした 共通な 一 般 的な ファク 

タ ー から 云わば 出来 上って いるもの だとい う 風に、 仮 

定 する 癖が ある。 社会 機構に 於け る 物的 構造 上の 秩序 

を 第一義 的な 分析の 規準と はしないで、 いきなり 社会 

の 之 あれの 一 般 共通な 徴候 • 現象 をと り 出して、 之が 

何 か 社会の 本質的な 諸 要素で でも あるよう に 考える。 

風俗 はこうい う 社会学 的 方法に よれば 一 等 通俗的に 簡 

単につ かみ 易い ように 見える だろう (その 極端な もの 

は 「モデル ノロ ジォ」 の 類 だ)。 之に 反して 史的唯物論 

の 方法から 行く と、 風俗と いう 現象 は 方法 上 一種の 副 

次 的 操作 を 要する 処の 却って 高度な 複雑な 現象な の だ。 


—— だが そう 云う こと は 決して、 風俗 を 社会学 的 (現 

象 主義 的) に 安易に 取り上げる 仕方が 正しい という こ 

とに もなら ず、 まして 史的唯物論の 方法に よって 風俗 

と いう 題材の 解決が つきに くくなる だろうと いう こと 

を も 意味し ない。 元来、 現象なる もの は 直接な もので 

直覚的に は 簡単な もの だ。 だが、 夫 は 分析の 上から は 

最後に なって 出て 来なければ ならない 程 複雑な ものな 

の だ。 

処で 実際問題 として 見る と、 ブル ジョァ 社会学に 於 

て も (日本で は 空疎な 方法論が まだ 盛んな ような わけ 

で)、 風俗と いう もの は あまり 「科学的」 なテ— マに さ 


れ ていない、 恐らく 之 は あまり 理論的な 価値の ない も 

のの ように 思われて いるせ いだろう。 この 事情 は 実は 

併し、 世間が 風俗に 就いて 有って いる 知的な 興味が 如 

何に 薄い かとい う 事実 を 反映して いるに 過ぎぬ ので 

あって、 新聞紙 面から 判断しても 風俗 は 甚だ 不真面目 

にし か 取り上げられ ていない。 風俗 は 俗な もので 卑し 

いもの だとい うような わけで、 大した 社会問題の 資格 

は 有て ない らしい。 

そのく せ 世間 は 流行な どに ついて 極めて 敏感で ある 

し、 又 恐ろしく おせつ かいでも あるの だ。 例えば モ 

ダ ー ン 風俗な どに 対して は 一 投の 世間 は 何 か ヮザヮ ザ 


調子 を 下げて やに 下って 対 手になる。 モダ— 二 ズム風 

俗 は 云わば 揶揄われる 対象と してし か 世間の 眼に 写ら 

ない、 それが 世間 普通の 常識 だ。 風俗の 本質の 一 つ は 

性的な ものに あるが、 性的 能力 を 自分の 社会的 生存の 

大きな 支柱と している 従来の 社会の 女達 は、 この 社会 

では 特別に 風俗 的な 特徴 を 持た されて いる。 そこで 女 

も 亦 婦人問題と いうよう な 社会問題の 内容と して 世間 

の 眼に は 写らずに、 云わば 揶揄 や 娯楽の 対象で ある 美 

人と してば かり、 世間の 眼に 写る というよ うな 次第 だ。 

こうした ものが 今日の、 通俗な 風俗の 観念の 現状な の 

だ。 


風俗 問題に ぞくする 一 つの 観念 を、 少なくとも 社会 

科学的な 意図から 取り上げ たものと して 注目され るの 

は 田 心う に W  •  、ノ ン バルトの Luxus  und  waplitalismus 

(1912) である。 資本主義 社会の 発生 発展 過程に 於け 

る、 愛欲 • 婦人. 又 奢侈、 等の 役割に 就いて、 一応 テ— 

マの 纏った 考察 をして いるの が この 本の 価値 だが、 併 

し 力点 は、 奢侈が 資本主義 を 産み出し たという 関係に 

集中され ている ので ある。 「奢侈の 需要の 発生が 近代 

資本主義の 発生に と つ て 如何に 極めて 重大な 役割 を 

有って いるか」 が 力点で ある (一 四 〇 頁)。 「奢侈から 

の 資本主義の 誕生」 であって、 その 逆で はない の だ。 


奢侈と いう 資本主義の 一 所産 一 結論た る 目前の 絢爛た 

る 風俗 現象が、 唯物論 的な 弁証法の 道 をよ く 理解し な 

いこの 社会学 者の 眼 を、 全く 眩まして 了って いるので 

ある。 この やり方 は 本質に 於て ブル ジョァ 社会学 的な 

や リロで あり、 例の 通俗的な 風俗 観の、 単に 専門家 風 

な 学術 的な 仕上げに しか 過ぎな いので ある。 

三 

私 は 今風 俗に 就いて、 内容 的に 社会科学 的 分析 をす 

る だけの 準備が ないし、 又 その 場合で もない。 今 必要 


なの は、 こうした 卑俗に 通俗的に しか 把握され ていな 

い 風俗と いう 観念 を、 さし 当り 必要な ように 訂正して 

理論 上 意義の ある 一 つの カテゴリ— に 仕立てて おく こ 

とだ。 そこでまず 第一 に、 風俗が 道徳に 属する もので 

ある 所以 を 注目しょう。 

前 に 風俗が 習俗 • 習慣 • 風習に 直接す る も の だと 云つ 

た。 そして 習俗が 一 方に 於て 制度 を 指す と共に、 他方 

に 於て その 制度の 習得 感情 を も 指す こと を 述べた。 例 

えば 家族制度 という 習俗が、 一 方 家族と いう 制度 を 指 

すと 共に、 他方 家族 的 感情 や 家族 的 倫理 意識 を 指す こ 

と は、 今更 云わなくても 判って いる こと だ。 習俗と は 


歴史的 伝統 を 負った 処の 社会的 規範で あり、 その 意味 

での 人倫 や 道徳と いう ものに 他なら ない。 この 判り 

切った ことが 即ち 又、 風俗が まず 第一に 道徳的な もの 

だとい うこと になる ので ある。 

風俗 は、 社会の ただの 習慣 や 便宜 や 約束で はない、 

又 単なる 流行 其の 他の 類で もない。 単に 世間が 皆そう 

している という 事実 だけではなくて、 この 事実が 社会 

的 強制力 を 持って おり、 そして 道徳的 倫理的 権威と、 

更に それ を 承認す る ことによ る 安易 快適 感とを 惹き起 

こしつつ ある ものが、 風俗で ある。 風俗に ぞくする 規 

定の 代表的な もの は、 前に も 云った ように 社会に 於け 


る 性 関係 だ が 、 事実 は この 性 風俗が 最も 端的な 通常 道 

徳の 内容 をな している こと を、 注目し なければ ならぬ _ 

風俗 壊乱と いう 一 種の 反社会的 現象 は、 主に 性 風俗の 

破壊 を 指す こと は 云う まで もない ので、 これが 社会 風 

教 上の 大 問題 だと 政治的 道学者 や 風紀 警察当局 は 考え 

る。 風俗 は 全く 道徳的な もの だ。 

性 風俗が 可な りに 衣服 服飾と 密接な 関係の あるの は 

興味 ある 点 だ。 性別 を 社会的に 表現す る もの は 無論 何 

よりも 服装な ので あるが、 この 服装 風俗が 極めて 性的 

意義と 共に 道徳的 意義に 富んで いる こと を 反省して 見 

るが よい。 奢侈. 化粧. お洒落から 始めて、 お 行儀 や 


作法 ゃゼ ント ルマン シ ップゃ 淑女 振リ等 々から、 家庭 

的 儀式 や 支配権 力の 威儀 や 宗教 的 支配の 荘厳にまで 及 

ぶ、 一貫した 或る ものが あるだろう。 このように 服装 

は 性 関係 を 道徳にまで 連絡 づける。 アン デル センの 

『裸の 王様』 を、 こういう 点から 見て 見る と、 又 特別の 

面白さが あるだろう。 —— でこう した 一 見 末梢的な 風 

俗た る 衣裳 さえが、 一つ一つ 道徳的 重大 さ を 持って い 

る こと は、 今更 事新しく 説く まで も あるまい。 

併し それ は それでよ いとして、 一体 風俗が ぞくする 

と 考えられ たこの 道徳なる もの は 何で あるか。 最も 通 

俗 的な 規定と して は、 善し悪し を 判定す る 標準の こと 


か、 又は 善し悪し を 決める 場面の ことだろう。 これが 

通俗 常識に よる 道徳の 観念であって、 そこで はつ まり、 

出来るだけ 早く 簡単に 善い か 悪い か を 決める ことが 目 

的に なって いる。 処が 或る 事柄の 善い悪い を 決める こ 

とと、 その 事柄に 就いての 有効な (然り 人生に とって 

有効な) 批判的. 科学的 検討と は、 殆んど 全く 別の こ 

となので ある。 事柄の 理論的 研究と、 その 事柄の 善悪 

の 宣告と はまる で 別 だ。 と 云っても 私 は 何も、 理論 や 

科学が 超 利害 的で あると か 又 公平無私 (？) で 超党派 

的 • 超 階級 的な もの だ、 などと いうよう な ブル ジ ョ ァ 

科学 論の 一 節 を 暗誦す る 心算で 云って いるので はない。 


例えば 日本に 特有な 形態の 人身売買 制度 (娘の 身売り 

など) を どんなに 悪い ことで 不道徳 だと 宣告し て も、 

それで 少しも この 現実の 風俗 は 善く はなら な い の だ。 

問題 は 善い か 悪い かで はなく して、 如何にし てこの 欠 

陥 を 救済す るかと いうた めの 理論的な 研究な の だ。 処 

が 道徳 は往々 にして、 正にこう した 科学的 検討 その も 

の を 省略す るた めの 唯一 の 手段と して 出馬す る もの だ。 

道徳的と いう こと は 反 科学的 • 反 理論的 • 没 批判的と 

いう こと だ。 日本で はこの 頃、 こうした 意味での 道徳 

的 社会 観 や 政治 観 や 文化 観 や、 経済 観さえ が、 盛んで 

ある。 


こんな 道徳の 観念 は それ 自身、 打倒され る 必要の あ 

る もの 以外の 何物で もない。 一 定の あれこれの 道徳律 

や 道徳 感情の 打倒と いうより、 寧ろ 道徳 の か かる 観念 

自身が 打倒され ねばなら ぬの だ。 マルクス 主 義的 社会 

科学 乃至 文化 理論 は、 之 を 徹底的に 打倒した。 マルク 

ス 主義に と つて は、 あれこれの ブル ジョァ 道徳律 ゃブ 

ル ジョァ 道徳 観ば かりで なく、 この種の 道徳なる もの 

そのものが 元来 無用 有害と なり 無意味と なる。 —— で、 

もし 風俗の 観念 も、 単にこう した 意味での 道徳の 観念 

に 接着す る だけなら、 夫 は 理論的に 無用で ナン セン ス 

な 困った カテゴリ— に 終る だろう。 


だが、 道徳に 就いての 文学的 観念 ともいうべ きもの 

こそ、 道徳 現象に 就いての 論理的に (又 広義に 於て 認 

識論 的と 云っても よいが) 有効な 唯一 の カテゴリ— だ 

ろうと 私 は 思う。 普通の 所謂 「道徳」 という 観念 はこ 

れの 前に は 解消して 了う 害で あるし、 又 「道徳」 とい 

う 観念に よ つ て 指し示された 所謂 道徳なる もの 自身 は、 

, J の 文学的な 道徳 観念 に 照らされる ことによって 初め 

てう まく 把握され 得る だろう。 —— 最近 文芸 評論家が 

口にする モラルと いう 言葉 はこの 「文学的」 な 道徳 観 

念に やや 近い。 だが 根本的な 相違 は、 所謂 「モラル」 

が往々 にして 単に 道徳 意識 や 生活 感情と いう 観念 物以 


外の 何物で もなくて、 現実の 客観的 社会の 本質的 機構 

や 現実的な 思想 内容 や、 又 風俗と さえ、 関係な しに 口 

にされ ている という 点 だ。 つまり 所謂 モラル は 文芸 創 

作 方法に 結びつけて 考えられ ている らしい にも拘らず、 

夫が 一 向、 創作 方法 上の 論理学 (乃至 認識論) 的 根本 

概念の 資格 を、 発見 出来ずに いるので ある。 之で はモ 

ラル も 十分に 理論的な カテゴリ— に はなれぬ。 

道徳の 文学的 観念 を 私 は、 云う まで もな く あれこれ 

の 道徳律と も 道徳 感情と も 考えない、 又 あれこれの 習 

慣 とも 風俗と も 考えない、 却って そうした 所謂 「道徳 

的」 な 諸 現象 をそう いう ものと して 把握させる ような 


一 つの 認識の 立場の 名が 夫 だと 考える。 現実の そうし 

た 反映 を やる 場所 や 媒質の 名が、 道徳 = モラル だ。 処 

で 文学と いう もの は、 恰も この 実在 反映の 仕方の 如何 

によって、 科学から 区別され ている ので ある。 文学と 

科学と では 方法 は 勿論の こと 世界観の 形象 も 実は 全く 

同じと は 考えられない。 なぜなら 世界観と はすで に 一 

つの 実在 反映の 結果の こと だから。 すると 文学の 認識 

= 反映の 場所 や 媒質が 即ち 道徳 = モラル だ、 という こ 

とになる ので ある。 この 道徳 観念 を 文学的 道徳 観念と 

呼ぶ 所以 は 之で あり、 世間の 文学が モラル を 語る 所以 

も 亦 之 だ。 


今 この 道徳の 立場、 即ち 文学の 立場が、 科学 乃至 理 

論の 立場と どこで 異 るか を 説いて いる 暇がない。 夫 は 

恐らく 形象の 問題と 自己 (自我 • 自意識. 等々) の 問 

題との 関係の 内に 横たわる と 思う (コム. ァカ デミ— 

編 『文芸の 本質』 —— ヌ シノフ —— の 稿 及び 岡 • 戸坂 

著 『道徳 論』 中の 拙稿 「道徳の 観念」 に 問題 を 譲ろう)。 

だが とに 角 必要な こと は、 右の ように 考えて 行けば 道 

徳 という 概念が 理論的に 確立 出来る だろうと いう 点 だ。 

で、 もし それが 出来れば、 それに ぞくする ものと して 

の 風俗の 概念 も、 理論的に 確立 出来る 見込みが 立つ わ 

けだ。 —— つまり 風俗と いう 観念、 カテゴリ— は、 そ 


の 本質 を 以上 述べた ような 意味での 道徳の 内に 持って 

いると いう ことで ある。 風俗と は、 道徳的な 本質の も 

のとして 用いられるべき 理論的 用語 だ、 という 当然 至 

極の ことに 過ぎない の だが、 今 それが 理論的に 説明 さ 

れ 得る、 という ことの 説明み たいな もの を やって 見た 

わけで ある。 

こういう 回りくどい 間接な 接近の 仕方 を 選んだ とい 

うの も、 結局、 風俗と いう 観念に もう 少し 重大な 理論 

的 意義 を 認めよ という ことが 専ら 云いたかった からで 

あって、 さっき 第一に 風俗が 道徳に ぞくする 所以 を 強 

調した が 今度 は 第二に、 風俗が 思想 的な 本質 を 持った 


もの だとい うこと を 強調したい。 之 も 亦、 判リ 切った 

現象に 就いての 観察に 基く わけで、 服装 や 態度 一 つに 

も その 人間の 思想が 現われて いるし、 国民の 風俗 習慣 

は 俗に 国民性と 呼ばれて、 何 かその 国民の 国民 思想で 

あるよう に 云われて いるので ある。  だが、 例えば 

風俗 は 思想が 表現と なって 現われた もの だと か、 風俗 

は 思想の 一 つの 実現 だと か、 というよ うな 安易な 理解 

の 仕方 はや や 危険で ある。 なる 程 思想 は 風俗に 於て 表 

現される、 風俗 は 思想の 表現で ある、 之 は 大事な 認識 

であり 又 事実に 就いての よい 理解で ある。 けれども 表 

現と いう 言葉 は 解釈 上の 又は 解釈 学 上の 用語であって、 


決して 無条件に 説明 上の 科学的 用語 でない。 だから 風 

俗が 思想の 表現 だと 云 つても、 思想が 本当に 風俗と い 

う 形 をと つて 現われて 来た ことで はない の だ。 吾々 は 

言葉 の 綾に だまされて はならず、 言葉 の 洒落 に ひっか 

かって はならぬ。 思想 は 一 つの 〔# 底本で は 「思想 一 

つの」 となって いる〕 観念 物 だ、 併し 風俗 は 目に 見え 

る 風物 だ。 思想と いう 観念 物が 風俗と いう 風景と な つ 

て 現われる というよ うな 神仙 譚で はなくて、 単に 風俗 

が 思想 を 云い 表わして いる、 一 種の 思想 を 意味して い 

る、 という 事実 だけが 本当な の だ。 

思想 乃至 意識に 就いても 説明し なければ ならぬ 要点 


が あるの だが 夫 は 省かねば ならぬ (前 出 『道徳 論』 参 

照)。 併し 少なくとも 思想と いう 言葉 も 亦、 一方 今 云つ 

た 観念 物 を 指示す ると 共に、 他方、 この 観念 物 を 云い 

表わして いる 一 切の 物的 風物 —— 風俗な どが その 一 つ 

だった —— の もつ 「意味」 を も 指示して いる。 その 点 

だけ は 注目すべき だ。 だから 本当の 「思想」 という 観 

念 はも はや 単なる 観念 物 をい うのではなくて、 そうい 

う 観念 物 を も 又 更に この 観念 物 を 云い 表わす ような 物 

的 風物が 有つ 「意味」 を も 把握させる 処の、 反映 • 認 

識の 機構 上の 一 つの 個処を 指す と 云わねば ならぬ。 先 

に 道徳 卩 モラルが 恰もそう いう もので あり、 夫 は 文学 


的 認識 • 反映の 場処ゃ 媒質で あつたが、 思想 もつ まり 

そういう ものと 大して 異っ たもので はな いこと が 判る- 

道徳 =モ ラルが 問題になる 処 では、 事実 同時に、 いつ 

も 思想が 問題に な つてい る。 現に 文学の 場合な どが そ 

の 証拠 だ。 —— で、 そうだと すると、 道徳的 本質 を 持 

つ 害だった 風俗が、 思想と いう 意味 を 有つ こと は、 尤 

も 至 極な ことだった わけ だ ( 思想が 風俗と なって 初め 

て 熟する 所以 を 「現下に 於け る 進歩と 反動との 意義」 

—— 『日本 イデ ォロギ —論』 の 内 —— に 於て 私 は 少し 

説いた)。 


四 

さて、 風俗と いう カテゴリ— が 論理的に 有つべき 性 

質の、 大体の 輪郭 を 私 は 描いて 見た。 つまり 風俗と は 

道徳的 本質 の もので 思想 物と しての 意味 を もつ もの だ 

という、 一見 平凡 至極な 結論な ので ある。 だが この 結 

論 は、 風俗が 有って いる 社会的 リアリティ— の 特質 I 

I 大衆性の 一 ファクタ— に 注意 を 喚起す るのに 役立つ 

だろう ばかりでなく、 この 特有な 社会的 リアリティ— 

に 就いての 観念 や 表象 や 概念 や カテゴ リ ー が 有って い 

る処 の、 理論的 • 文学的な 論理 上 • 認識 上の 重大 さと 


を、 注目させる にも 充分で はない かと 考える。  こ 

の 考察 は、 社会 理論の 一 見 末梢的な 課題 を、 社会 理論 

の 中心 問題へ 真直に 連絡す る ばかりでなく、 それと 同 

様に 重大な ことに は、 文芸 乃至 芸術に 於け る 実在の 反 

映 • 認識. 表現の 機構に 於て、 風俗なる カテゴリ ー が 

占める 理論的 意義 を 暗示す るに 役立 つか も 知れない。 

ここに 再び、 芸術 乃至 文学に 於け る 大衆性の 問題が 取 

リ 上げ 得られる。 そういう 実際的な 効用 を ねらって い 

るの だ。 

一 体 文学作品の 凡てに 含まれて いる 風俗と いう 要素 

は、 その 意義 をもう 少し 一般に 注目 されても いいので 


はないだ ろうか。 と 同時に 又 その 反対に、 特に 風俗 的 

な 特色 を 有って いる 一種の 作品 様式に 就いては、 そこ 

に 口 を 利いて いる 風俗なる ものの 観念 を、 もっと 厳正 

に 重厚に 評価し 高揚 させねば ならぬ ので はない か。 私 

は ひそかに それ を 思って いるので ある。 風俗 描写 を 欠 

くこと が 作品に どういう 本質的 欠陥 を齎 すか。 例えば 

長篇 小説 (ロマン) の 「面白さ」 という ものが 一方に 

於て スト— リ ー の もつ 文学的 リアリティ— に 基く らし 

いこと は ほぼ 明らか だと 思う の だが、 それと 共に、 之 

は 風俗 描写の もつ 文学的 真実 さと 何 かの 重大 関係が あ 

るので はない か。 面白さと 大衆性との 関係 だ。 之に 反 


して 短篇 小説 は、 主として 身辺 エッセィ か 又は 極端な 

場合に は モラ— ル • レフ レ クシ ョ ンゃ モラ— ル • ディ 

ス カツ シ ヨン を さえ その 本質と している が、 そこで は 

如何に 風俗が 虐待され がちで あるか、 そして 同時に 夫 

が 如何に 「純」 文学的で 「面白くない」 か。 等々。 

風俗が 映画な どに 於て 占める 特別な 意義に 就いては、 

後に 述べる (「映画の 写実的 特性と 風俗 性 及び 大衆性」)。 

視覚に 訴える こと を その 本領と する 処の 映画 は、 文学 

などに 較べて、 風俗の もつ 社会的 リアリティ— の 再現 

に 努める こと を 著しい 根本 性質と する だろう、 と 考え 

たからで ある。 そして そこに こそ 映画の スクリ ー ン自 


身の もつ 特有の 大衆性が ある だろうと 考えた。 この 点、 

映画 以外の 芸術 形式 (例えば 舞踊 其の 他) にも あて は 

まるので はない かと 思われる。 

なお 特に、 風俗の 文学的 役割に 就いて 述べて おこう 


私 はすで に 岡 邦 雄 氏と 一 緒に、 『道徳 論』 という 本 を 

書いた。 共著と いうよりも 二人の 論文 を 合わせた もの 

である。 私の 書いた の は 道徳の 観念が 何かとい うこと 


について であった。 私 は その 論文で、 道徳の 観念 を 四 

つに 分けた、 第一 は 世間の 通俗 常識に よる 道徳 観念で、 

大体 修身に よって 理解され る もので あり、 第二に 倫理 

学 的 観念で、 ブル ジョァ 倫理学 や 実践 哲学な どで 考え 

る 道徳で ある。 この 二つが どれ も 科学的な 道徳 観念で 

ない という こと は、 道徳 を 社会科学 的に 考察して 見れ 

ばよ く 判る と 思う ので、 従って 唯一 の 科学的な 道徳 観 

念 は 社会科学 的 道徳 観念 だと 考えた。 之が 第三の 観念 

である。 

この 第三の 観念に よると 道徳 は 生産 機構に 基 い て 発 

生し、 そのこと によって 独自の イデ ォロギ —として 道 


徳 価値 感を 生む 処の もの だが、 夫 はつ まり 道徳の 発生 

と 本質と 意識と が 階級 的な 実質 の ものである という こ 

と を 意味す るに 他なら ない。 理論的 • 論理的 • 科学的 

な 認識が 階級 的に 一 種の 歪曲 を 必要と する 時、 夫が 道 

徳 という 形 を 取る のであって、 真実 か 否かの 問題が、 

善い か 悪い かの 問題に 引き直されて 片づ けられる のが、 

道徳の 社会的 役割 だと 考えられる。 この 意味から 云う 

限り、 道徳と は 認識の 不足 そのもの をし か 意味し ない。 

階級 的 分裂が 消滅す る 社会に 於て は、 かかる 不合理な 

本質 を 持つ 道徳 も 亦 消滅す るだろう、 と 云わざる を 得 

ない。 


だが 之で 凡ての 道徳 観念が 悉 される ので はない。 道 

徳が 問題になる の はい つも 自分と いう ものの 日常 行動 

思 想が 課題になる からだ。 他人の 行動ば かり を 問題に 

したがる 日本人 的お 節介 道徳 は 道徳ではなくて 寧ろ 反 

道徳だろう が、 併しそう いう 出来 損い 現象 も、 つまり 

わが 身に 引き くらべ て 他人の 身の上 をと や 角 云う ので 

ある。 一 つの 自己 弁解で ある。  そうすると 道徳の 

観念 も 単に 社会科学 だ けで は片づ かない ものが あると 

いう ことにな つて 来る。 なぜなら 社会科学 では 個人と 

いう もの や 個人の 個性 や を 論じる こと は カテゴリ— 上 

常に 可能 だが、 併し そのまま では、 銘々 の 自分の 我 性 


に 基く 活動 を 論じる のに 足りない 点が ある。 この 我 性 

という 銘々 の 自分の 一 身上の 課題 を 解き 得る ような 立 

場に 立つ ことによって 初めて、 道徳の 最後の 科学的- 

哲学的. 観念が 得られる と 思う が、 処 がこうした 立場 

は 恰も 文学す る 立場な の だから、 私 は 之 を 文学的な 道 

徳 観念と 呼ぶ ことにした。 之が 第 四の 観念で ある。 所 

謂 モラルと は 之で なければ ならぬ の だ。 

併し 私の 主張した いもう 一 つの 要点 は、 この 文学的 

な 道徳 観念と 社会科学 的 道徳 観念との 結合の 問題な の 

である。 所謂 モラル を 云々 する 文学者に は、 この 結合 

に 何等の 関心 を 払って いないよ うに 見える 人が 甚だ 多 


い。 モラル は 何 かた だの 身辺 的な 私事と しての 心理の 

ような もの だと 考える 類が その 例 だ。 処 がそん な モラ 

ルは 実は、 お天気 加減 一 つで 吹き飛んで 了 うだろうよ 

うな 空疎で 薄っぺらな もの だ。 吾々 は その 深刻そう な 

ポ ー ズに 惑わされて はならぬ。 本当に 文学的な 真実で 

ある 処の モラル は、 何よりも 卓越した、 かつ 行き届い 

た、 純粋な 客観的 認識に よらなくて はならぬ。 社会 機 

構の、 又 自然の ヴァラエティ ー の。 モラル は 科学的 認 

識を 自分と いう 立場にまで 高めた もので、 現実の 反映 

としての 「認識」 の 特殊な 最高 段階 以外の もの を 意味 

する もので はない。 その 意味で は 科学の 対象が 真理で 


あるよう に、 文学の 対象 は モラルな ので ある。 

で 考える のに、 文学作品 (創作. 評論) 及び 文芸 現 

象 を 評論す るに も、 いつも この モラルなる ものが 観察 

の 焦点で なければ ならぬ。 モラル は 倫理と も 云われて 

いるし、 又 思想と 呼ばれても いいし、 又 之 を 世界観と 

呼び 直しても いいの だが、 併し 文学の 内に 部分的に 含 

まれて いる 処の そん な 倫理 や 思想 や 世界観 だけ を 取り 

出して 見る ことが、 文芸批評 だと 云う ので はない。 創 

作の 技法 だけ を 取り出して 問題に する のはバ 力げ たこ 

とで 又 事実 不可能な こと だが、 それと 全く 同じに、 こ 

れはバ 力げ た Y J と で 不可能な こと だ。 尤も バ 力げ た不 


可能な こと も、 実際に 出現 するとい うのが 事実で は あ 

るが。 

最近 モラルの 問題の 一 つと して 恋愛 論が 相当 盛んで 

ある。 モラルの 興味の 中心が 恋愛 乃至 性道徳に あると 

いう こと は 重大な 意味の ある ことで、 この 意味 だけ を 

強調 すれば、 場合によって は 口 ー レンス 的な 世界観へ 

行く 理由 も あるの だが (口 ー レンスの 『恋愛 論』 —— 

伊藤整 訳に よる —— は 可な り 莫迦げ た 観察 も 含まれて 

いるが 一 読に 値い する ものと 思う)、 併し 一 方 問題 を 

もう 少し 方法論 的に 整備す る 必要が まだ 残されて いる 

と 私 は 思う。 文学と モラルとの 認識論 (？) 的な 連関 


を 探ね て 来た 私に とって は、 なお 手前に 残された 問題 

が ある。 それが 風俗と いう 問題 だ。 

風俗に 就いても 亦、 すでに 社会科学 的な 観念 は 多分 

に存 する。 否 寧ろ 風俗 は あまり 手近かな もので 科学的 

な 考察が 忘れられ 勝ち だから、 却って その 科学的 研究 

は 意識的に 盛んで あると 云って よい。 社会学 的な 実証 

的 研究 は 乏しくな いし、 社会科学 的な 史的 研究 も 少な 

くない。 すでに 述べ た ゾンバルトの 『奢侈と 資本主義』 

など、 とに 角 注目すべき もの だ。  併し 風俗 は 他人 

の 風俗で あるより もまず 自分自身の 風俗で なければ な 

るまい。 そうなる と 之 は 趣味と か 好みと か 云った 安価 


なよう な ものになる が、 併し 趣味 や 好み は 良心の 端的 

な 断面で、 認識 や 見識 や 政治的 意見 さえの イン デ ッ キ 

ス になる。 吾々 は 理論 や 主張に 濁った 不審な もの を 

持って いる 人間 を 警戒し なければ ならない が、 之 は 証 

明の 限りではなくて 実は 一 種 特別な 趣味 判断に よるら 

しい。 風俗 は モラルの 徴表 だ。 

で ， J うした 意味にまで 深められた 立場から 見た 風俗 

は、 文学的な 意味に 於け る 風俗 だ。 その 意味での 趣味 

も 亦、 文学の 本質 だと さえ 考えられる (シ ュッ キング 

など は 問題で は あるが とに 角そう いう 主張の 見本の 一 

つに はなる)。 無論 風俗 は 吾々 が 旅 をして 世界の 人情 


風俗 を 見聞して 見たい と 思うよう に、 客観的な そして 

末梢的 でさえ ある 肉 づけ を 持った 具象 物 だ 。 而も 夫が 

モラルの 徴表 なので ある。 モラルの 感覚的. 物的. 分 

泌 物が 風俗 だ。 —— 私 は 文芸 評論の 一 つの 観点と して、 

風俗 描写と いう もの を 強調した いと 考える。 今 云った 

ような 意味での 掘り下げられた 立場から する 風俗が 描 

かれて いるかい ないか は、 そこに 把握され た モラルが 

生きて いるか 死んで いるか、 性格 個性 を 有つ か 有た な 

いか、 に 関係す るし、 それだけ ではなく、 その 作品が 

リアリティ ー を 有つ か 有たない か、 又 更に、 その 作品 

が 大衆性 を 持つ か 持たない か、 或いは 「面白い」 か 面 


白くない か、 という ことにさえ、 直接関係が ある だろ 

うと 思う。 

さて 風俗の 最も 著しい 内容 は 性 風俗 だが、 そこから 

恋愛 論と いう モラル 問題に 行く 道 も 開け る と 思う。 恋 

愛 論 のた めの 文学 上 の 方法論が 必要ならば、 この辺の 

見当で はない かと 考えて いる。 


2 映画の 写実的 特性と 風俗 性 及び 大衆性 

私 は 映画に つ い て 特別な 知識 は 少しも 持 つ ていない _ 

映画 製作の 原理 や 実際に ついては 云う まで もな く、 映 

画 批評に ついても あまり 知っていない。 その 意味で 私 

はごく 普通の 観衆の 一 人に すぎない。 併し 私 は 映画が 

好きだ。 単に 娯楽 ゃ気晴 しとして ばかりでなく、 事実 

色々 のこと を 考えさせ、 意識に 希望と 野心と を 起こさ 


せる という 意味で も、 映画 は 非常に 面白い。 映画 は 文 

学な どと 違って、 意識 を 浅薄に し、 又 その 印象 はすぐ 

忘れて 了い やすい、 というよ うに 云われても いるが、 

それ は 必ずしも 当ってい ると は 思われない。 少なく と 

も 良い 映画 を 見る と 自分 も 出来たら 何 か 映画 を 一 本 

作って 見たい という 気持ちになる。 之 は 私 一人の 癖で 

はなくて 多くの 人の 気持ちではないだろう か。 そうい 

う 意味での 映画 愛好者 は、 事実 非常に 多い と 思う。 映 

画が 意識 を 浅薄に したり、 忘れられ やす か つ たりす る 

という 説が、 当ってい ない こと は、 この 点 だけからで 

も 結論 出来る ように 思う。 現代人の 意識 を かき 立て、 


創造へ 駆り立てよう とする 力 を 持つ 映画 は、 確かに 活 

きた 真理 を 有って いるので ある。 単なる 娯楽 や 享楽 や 

暇つ ぶしに 近い もので はない 所以だろう。 

一 人の 観衆と しての 私 を 以上の 意味で 面白がらせる 

映画の、 その 面白さ は 一体 どこに あるか。 消費生活の 

華 かな 街頭 や、 劇場が もつ 一 種の 社 交感が、 確かに 私 

を 映画館へ 導く 一  つの 秘密 (？) である こと は 否めな 

い。 本 を 読む にも 退屈し、 人 を 訪ねる にも 遠慮が ある、 

という 時に、 私の 身体 を 移動 させて 巿 井の (この 経済 

的 社会的 矛盾 にも拘らず) 活々 した 雑閙の 内に 身を投 

ずる こと は、 近代 人に 一種の 安心と 自信と を さえ 齎す 


もの だ。 この 際 比較的 安い 映画館 は 何と 云っても 一等 

大きな 誘惑な ので ある。 

だが こういう 巿井 的な 諸 原因 は 別に 改めて 考察し な 

ければ ならない。 今 は スクリ ー ン そのものに 現われる 

内容で、 何が 私 を 面白がらせる のか を 考えて 見る。 と 

夫 は 何と 云っても、 スクリ —ンが 視覚の 官能に 活動 性 

を 与える という、 一見 判り 切った 事情に つきる ので あ 

る。 なる 程ト ー キ ー が もはや 視覚 だけに 訴える もので 

ない こと は 忘れ はしない。 それに 視覚と 云っても 今日 

のト ー キ ー で充 される 官能 は、 高々 平面 的な 形と 陰影 

と 動きと だけであって、 立体 もなければ 色彩 もない。 


ト— キ— によって 映画が 本質的な 飛躍 をな した こと も、 

今日の ト— キ ー 映画の 視覚 上の 大きな 制限 も 知らない 

ではない が、 にも拘らず 今 曰の 映画 は、 すでに そして 

何より、 視覚の 官能 を 満足させる。 ト ー キ— になって 

から 映画が 俄然 面白くな つたわけ ではなく、 面白みの 

基調 はすで に 無声映画 時代から あ つたの だ。 

尤も 視覚 型の 人と 聴覚 型の 人との 区別 は あるが、 併 

し 少なくとも 映画に 於て は 視覚の 役割 は 聴覚の 役割に 

較べて、 比較に ならぬ ほど 大きい と 云わねば ならぬ。 

k -1 キ— は 音に 写真 を 与えた ものではなくて、 写真に 

音 を 与えた もの だとい う 映画 発達の 歴史 は、 無視す る 


わけに は 行かぬ。 盲人の 世界 像に は 触覚が 大きな 役目 

を 果してい る こと を 知らぬ 人 はない が、 この 触覚 は 聴 

覚 よりも はるかに 視覚に 似た 性質 を もっている。 視覚 

自身 も 撫でる 性質 を 有って いる。 之 は 聴覚の 時間 的 連 

続と は 違った 空間 的 連続の 緊張 感を 有って いる。 触覚 

もそう なの だ。 通常の 意味での 実在の 認識に とって は、 

だ か ら 聴覚よりも 視覚 の 方が はるか に 根本的な 意義 を 

有って いると も 云う ことが 出来る。 処で 映画 は 丁度 こ 

の 視覚に 強調 をお いている の だ。 

臭覚 や 味覚の こと は 論外と しょう。 触覚に ついて 云 

うなら、 映画に どんなに 完全な 実在 再生の 機能 を 要求 


すると 云っても、 之に 触覚 を 求める 心配はないだろう。 

見 又聞きす るに は 対象との 間に 一 定の 距離がなければ 

ならない。 見聞きに は 一定の 媒質が 必要で、 之が 直接 

の 接触の 代り をす る。 眼に 物 を ひっつけ たら 却って 見 

えなくなる。 この 距離と いう もの は、 実際 活動で はな 

くて 観照で ある 場合に は 無くて ならない 条件で あ つ て、 

美学 や 芸術 学で いう イン テ レツ セロ— ジッヒ カイト 

(無関心) の 性質に 相当す る 生理的 事情 だと 云って い 

いか も 知れない。 そして この 距離 をお いての 感動 は、 

中で も 「見る」 という 作用に よって 代表され ている の 

である。 この 段階 を 離れて 一歩 進めば、 もはや 観照で 


はなくて 事物に 対する 実際的 処置と な つ て 了う。 

尤も 観照と か 見る とか 視覚と かいう こと は 何も 映画 

に 限った ことで はない。 絵画 • 彫 塑 • 写真 • 舞踊 • 劇 

に 至る まで、 之に 基いて いる わけ だが、 映画 は 之 を 単 

に 動く 写真と 考えて 見ても、 すでに 最も 具象的な 視覚 

の 内容 を充 たす もの だとい ぅ処 に、 その 特色が あるの 

だ。 美術 も 舞台 も 夫々 固有な 芸術的 リアリティ ー を 

有って いる。 写真 的な もので あろうと 象徴的な もので 

あろうと、 芸術的 リアリティ ー の 分量の 如き ものに は 

関係が あるまい。 だが そのこと と、 美術 や 舞台が、 一 

般に 夫々 の 視覚 的 芸術が、 空間 的 時間 的、 社会的 歴史 


的な 本来の 現実から、 夫々 の 程度 乃至 方針に 従って、 

抽象され た 世界の もので あり、 従って この 現実の リア 

リ ティ— からの 夫々 の 距離での 抽象化 を 持って いると 

いう 関係と は 別 だ。 つまり 芸術的 リアリティ ー の 問題 

と は 別に、 現実 実在の 再生と いう 意味での リア リ 

ティ— を 考えねば ならぬ の だが、 之 を 映画に ついて 考 

えて 見る と、 映画 はこの 意味で 視覚の 最も リ— ャルな 

内容 を充 たす ものな の だ。 スクリ —ンに 現われる 内容 

は 最も 具象的な の だ。 その 芸術的 世界が 具象的 である 

なしに 関係な しにそう なの だ。 

この 誰でも 知っている 事柄 は 一 見 何でもな いような 


こと だが、 之が 映画の 内容の 特色 を 最後にまで 渡って 

決定す る 先決 条件に なって いる こと を、 まず 卒直に 見 

とどけなければ ならぬ と 私 は 考える。 つまり 映画 は 何 

と 云っても まず 第一 に 写真で あり、 動く 写真で あると 

いう こと を、 強調し なければ ならぬ、 それの 上で 一 切 

の 映画 美学が 試みられるべき だとい うので ある。 この 

写真 は 云う まで もな く 最も 具体的な 現実的 リア リ 

ティ— を 有って いる。 修正 や 所謂 芸術 写真と いうよう 

な もので あっても、 もし この 現実的 リアリティ— の 再 

生 を 土台に しないならば、 写真の 独特な 好 さは 見失わ 

れ るだろう。 この 写真の 現実的 リアリティ— にモ ー 


シ ヨンと 音と を 加えた ものが、 スクリ —ンの 物理的 ィ 

メ— ジ なので ある。 

以上 云った こと は 全く 生理的 物理的 基礎の 外へ 出な 

いのであって、 映画の 社会的. 歴史的 又 劇的. 文学的 

其の 他の 条件 を まだ 問題に しないの だが、 それだけで 

もす でに 映画に 特有な 一 つの 世界の 説明と して 足りる 

ものが ある。 実写と いう ものが 之であって、 之 は 地球 

の 上で 起きる 現実的 リアリティ ー の 任意の 部分 (その 

選び 方 や カメラの アングルに は 実はす でに 社会的 • 文 

学 的. 美術的 • 其の 他の 観点が あるの だが) の 再生に 

他なら ない。 何時 幾日に 何処で 何が 如何に 起き たかを、 


或いは 何 かが どこかで い つか どのように 起き たかを、 

再生す るの が 「実写」 や 「ニュ ー ス」 の 謂で ある。 

実写 や ニュ— スは 単に それだけ でも、 私に 映画の 価 

値 を 尊重させる に 充分 だ。 人 はニュ ー ス などに 何の 芸 

術 的 価値が あるかと 云う かも 知れない、 映画 は 一 つの 

芸術た る ことが 建前で はない かと 云う かも 知れない。 

映画 は 確かに 芸術が 建前 だ。 だ が そ う 云 う な ら、 

ニュ— スは 一体 なぜ 芸術的で はない のか、 と 私 は 云い 

たくなる の だ。 私 はかね がね 新聞の 社会面の ニュ ー ス 

が、 如何に 文学的 真理に 乏しい か を 悪んで いる 者の 一 

人 だが、 それ はニュ ー スが 文学 価 B を 有ち 得る という 


想定に 立つ からこ そで ある。 二 ュ ー スが 芸術的で ない 

の は 新聞社に 雇われて いる 記者 達が 記者と して 不充分 

だからで、 少し 乱暴な 空想 を 許して 貰えるならば、 ホ 

メ ロスで もつれて 来れば 二 ュ— スは 立派に 文学的に な 

るだろう。 と 云う の は 社会的 眼光 や 心理的 把握に 於て、 

この 現実的 リアリティ— たる ニュ— スを、 真理にまで 

高める ことだろう。 実写と 云つ て も 馬鹿に はならぬ の 

で、 カメラの 力に よって 開拓され た 自然の 嘆美 は 確か 

に 人類の リアリスティックな 眼 を 肥やした と 云わねば 

なるまい。 故 寺 田寅彦 氏だった かと 思う が、 自然 物 は 

拡大して 見れば 見る 程 精緻で あるに 反して、 人工 物 は 


拡大して 見る 程 粗雑 だとい うような こと を 云って いた 

そうだが、 こういう 観察の 誠意 は 今日で は 正に カメラ 

の 賜物な の だ。 社会的な 事件で も、 或る 広場に 於け る 

大衆の 行動で、 大衆が どんな 口つ きをし どんな 眼の 色 

をし たかは、 新聞の ニュ ー ス などで は 伝えられな いが、 

カメラ はこうした 文学的に 大切な 社会 観察 を 与えて 呉 

れる。 

絵 や 劇で は 到底こう した 現実的 リアリティ— から 来 

る 人間的 感動 を 与え 得ない こと は 明らか だ。 私 は 別に 

社会 時評 も 一 つの 文学の 大切な 様式 だとい うこと を 主 

張したい ので あるが、 それ はこの 現実的 リアリティ ー 


(芸術的 リアリティ ー ではない) そのものが 持つ 芸術 

価値 を 云いたい からだ。 

実際 吾 々 が 物見高 いという こと は、 ただの 妄動 性 や 

野次馬 性 をば かり 意味す るので はない。 人間の ジャ ー 

ナリ スティックな 本能に 基く のであって、 子の 所謂 遠 

くより 来る 友 や、 ヘラルド (之 は 間諜で も ある)、 話し 

手、 物語 作家、 其の 他 はこの 本能の 要求に 対応して 発 

生した。 こういう ジャ— ナ リズムの 文学的 本質、 つま 

リジャ ー ナ リズムと 文学との 本質的 連関 は、 多くの 文 

学 批評家が 教科書 的 にさえ 解説して いる 既知の 知識 だ。 

こういう 「見聞き」、 「見聞」、 「見物」 の 要求 を充 たす 


何よりの ものが、 スクリ ー ン なの だ。 写し 方 さえ、 誠 

実で 着眼点が 芸術的に 真実なら ば、 二 ュ— スゃ 写実 そ 

の ものが、 そのままで 人 を 考えさせ るに 充分だろう。 

吾々 はこ こ に 世界 を 見聞きす る - ^ との 怡びを 有 つ の だ _ 

この 怡びは 非常 に 哲学的な もの だ。 思想 もこ こから 養 

われる ので はない か。 —— 映画の 実写 的な 無限な 能力 

を、 単に 一 通りの 意味の 実用 性にば かり 限定して 考え 

る こと は 誤りで ある。 

モン タ— ジ ュ や 又 トリック のこと を 考えて 見ても、 

映画の この 実写 的 本質 は 却って 裏打ちされ るに 他なら 

ない。 モン タ ー ジュが 可能な の は 云う まで もな く 実写 


的な (と 云う の はセザ ンヌの 絵の ようではなくて 

デュ— ラ— の 絵の ように 空間 一 面に 実物が つまって い 

る) フィルム を 材料と してな ので あるし、 トリックが 

効果 を 有つ の は 現実的 リアリティ— との 対比 を 観衆が 

行なう からだ。 実写 的 フィルム のない 処に トリックと 

いう もの は 意味が あろうと は 思われぬ。 一 体 吾々 の 日 

常の 見聞なる ものが 多少と も モン タ— ジュ 的な 手法の 

もので、 旅行したり 見物した りする こと さえが 一 種の 

モ ンタ ー ジ ュ に 喩えて いい かも 知れない。 

映画の 芸術的 価値に は 無論 劇的 又 文学的な モメント 

が ある こと を 私 は 忘れない。 併しそう いう 価値が 実現 


する ために も、 まず 第一 に 現実的 リアリティ ー の 再生 

という 写実 性が 大切な ので あり、 この 写実 性 そのもの 

がすで に、 映画に 特有な 芸術的 価値 を 与える というの 

である。 自然 的 社会的な 出来事に 就いての 実写 や 報道 

はしば らく 別にしても、 日常の 自然現象に ついての 実 

写 的 効果 だけから 云っても 他の 芸術 様式 ではた だの 匍 

匐 的 リアリズム や トリビアリズム や ミミ クリ— に 終る 

べき ものが、 映画で は嶄然 たる 芸術的 鋒 鋩 を 現わす の 

だ。 自然現象 に関して 云えば、 スクリ —ンは 世界の 物 

性の 好 さ を、 物質の 運動の 怡 しさ を、 人間に 教える。 

こんな もの は 多く は 吾々 が 日常 見て いるもの だが、 そ 


の 好 さは スクリ —ンに 現われて 初めて 気がつく。 すで 

に 写真の 好まし さは ここに ぁリ、 グラフの 魅力 はこ こ 

にある の だが、 スクリ ー ン はまず 第一 に 動く 写真 だか 

ら、 この 現実的 リアリティ— がー 層 強調され る。 運動 

は 物質が 身 を 以て 語る 言葉 だ 。 

処で 現実的 リアリティ— (ァ クチ ユア リ ティ— と 

云っても いい) は 無論 自然現象に 限らぬ。 社会現象 も 

亦 これに ぞくする。 どういう ものが 社会の 現実的 リア 

リ ティ— か。 普通の 場合、 風物 や 風俗が 夫な ので ある。 

この 風物 や 風俗 を 見せる ことが 映画の 第 一 条件な ので 

ある。 見聞 や 見物と は 多く この 虱 物 や 風俗 を 見聞す る 


ことだった。 事実、 映画に 於け る ェキゾ ティ シズム (実 

写 的なる 又 材料 上の) は 吾々 を 著しく 満足させる もの 

の 一 つで、 之 も 亦 少なくとも 映画に 於て は 必ずしも 芸 

術の 邪道とば かり は 云えない。 地球の 地方々々 の 風俗 

(人情 風俗と 熟すの を 注意せ よ) を 見る こと は、 まこと 

に 嬉しい ことで あるが、 この 風俗 を 形の ままに 見せる 

もの は スクリ ー ン でしかない。 なぜた だの 風俗 を 見る 

ことが そんなに 価値が あるか、 芸術的に 価値が あるか、 

と 云われる かも 知れない。 風俗と は 何 か を 少し 説明す 

る 必要が あるよう に 思う。 

へ— ゲルが 法 (即ち 広義に 於け る 道徳) を 法と 道徳 


と 人倫 (習俗 性) とに 段階 づけた こと は 有名 だが、 習 

俗 性と は 習俗、 習慣が 何等か 実体 性 を 受け取つ たと 考 

えられる もの だ。 結婚 • 家庭生活 • 親子関係と 云うよ 

うな 習俗が 家族と いう 実体 をな すので あって、 この 家 

族な どが 人倫の 第一 段階 だと 考えられ ている。 習俗が 

このように 道徳の 本質の 一 つ を なすこと は 今更 断 わる 

まで もない が、 従って 人情 風俗 も 亦 元来 道徳的 本質の 

もの だとい うこと は、 見易い 道理だろう。 人情 は 習俗 

性 = 人倫が 意識に 現われた もの だし、 風俗 は それが 被 

服 や 建築 や 動作 や 顔つきと いう 物的な 感覚的な 形に 現 

われた ものに 他なら ない。 


道徳と いう ものの 意味と その 段階と に は 色々 あるが、 

少なくとも 夫の 最も 物的な 感覚的な 現われが 風俗な の 

であって、 風俗 は 別に 倫理学 的な 善悪 や 良心 や 人格の 

問題に 直接関係 はない ように 見える が、 そういう もの 

を 一 応 抜きに しても そこに 道徳の 本質 は 必ずしも 見失 

われる もので はない。 例えば 交通道徳 など は 全く コン 

ベ ンショ ナルな もので 良心 や 人格の 問題な どから は 可 

なリ かけ 離れて 見える が、 併し 夫が 或る人 間の 都会 的 

性質に 関係が ある 時、 彼 又は 彼女の 風采 や 容貌と 同じ 

程度の 重大 さ を 持って いるので、 風俗の 相違 は、 ごく 

普通の 場合に は、 吾々 の 道徳的 不満 や 反感 や 同類 感の 


欠乏 を さえ 意味す る ことが 少なくな い。 自分の 国の 言 

葉の 下手な 外国人 は 何と 云っても 普通に は 尊重 出来な 

い (野蛮人 = バ ルバ ロスと は ギリシャ 語が 上手に 喋れ 

ない 吃音の こと だ)。 奴隸と 自由 民と は 風俗 上 厳重な 

境界 を 引かれて いるので、 一 々奴隸 に対して 同類 感を 

催さずに すむ こと も ある (制服 や 階級 を 現わす 服装の 

秘密 はこ こに ある)。 人物の 風体 は その 人物の 道徳 意 

識を、 思想 を、 現わす とも 考えられ ている。 軍人 はク 

リク リ 頭で 文士 は 長髪、 どういう 頭髪の 形の 女 はどう 

いう 種類の 女と、 相場 は 決って いる。 被服 風俗 は 支配 

社会に 於け る 各 社会層 別と 個人 別と による 道徳 感と社 


会 意識と を 云い 表わす。 習俗の 第一 である 男女 関係に 

あって は、 男女の 服装の 区別 は 極めて 深刻な 意義 を 

有って いるだろう。 警察 は 現に 女装の 男 や 男装の 女 を 

警戒して いる。 

こうして 風俗と いう ものが、 人情 • 人倫 • 道徳 • 思 

想 の 最も 感覚的 で 物的な 表現で ある 所以 は 理解され る 

だろうと 思う。 国民 思想と か 国体と かいう もの をハ ッ 

キリと 把め ない 人間に も、 日本人の 風俗 は 最も 端的に 

つかむ- J とが 出来る。 ここに， J そ 日本の 国民 思想の 具 

体 的な 表現が あると さえ 云って いい かも 知れぬ。 ソ 

ヴ ェ ー トの 民衆が 日本の 風俗 映画 を 見て 皆 一 緒に 吹き 


出して 了った という こと は、 だから 仲々 重大な 外交 問 

題 を 意味す るか も 知れない。 一 国の 生産 機構 も、 その 

国の 農民 (つまり 百姓) や 小市民な どの 風俗 を 描けば、 

おのずから 芸術的に 特徴 づ けられる ことになるの だ。 

—— 大きい 文学で 風俗 を 描かぬ もの は殆ん どない とさ 

え 云って いいので はない かと 思う。 

風俗 を 見る こと は、 だから 元来 感覚 主 義の 範囲に ぞ 

くす る。 そして この 風俗 的 感覚 そのものが 道徳的な 意 

味、 モラル、 を 持って いるので ある。 映画が まず 第一 

に 見せる もの はこの 風俗 的 感覚で あり、 そこに 映画の 

感覚的な、 そして 従って 又 社会的な、 面白さが あるの 


だと 私 は 思う。 現実的 リアリティ ー に 於て は、 社会 現 

象 は 風俗と な つ て 眼に 見える。 

処で 風俗と ェ ロティ シズム と は 切っても 切れな い 関 

係に 立って いる。 グロテスクよりも エロ ティ シズム の 

方が 遙 かに 風俗に 与える 動揺 は 大きい。 食事が 風俗 を 

挑発す る 程度 も エロ ティ シズム が 風俗 を 挑発す る 程度 

に 較れば 問題で はない。 エロ ティ シズム は 風俗 壊乱の 

ものと 考えられ ている。  だが エロ ティ シズム を 単 

に 煽情 主義と 考える から、 夫 は 風俗の 破壊 • その 否定 

的な 動揺. と考えられると いうまで であって、 こうい 

う 目的意識から 名 づける 代りに 人間社会の ェ 口 ス的 


(生物 的 文化的) 契機 を 恬淡に エロ ティ シズム と 呼ぶ 

ならば、 エロ ティ シズム こそ 風俗の 基本的 要素の 意味 

を 有つ と 云う ことが 出来る だろう。 そうすれば、 この 

風俗 感覚 を その 宿命と し 又 その 特権と する 映画が、 不 

断に ェ ロティ シズム を 追求す る 側面 を 失わな いのは、 

甚だ 当然な のであって、 この 現象 そのもの は 映画の 芸 

術 的 低級 さ を 意味す る もので も 何でもない。 ただ 映画 

のこの 感覚 主義が 不純で ある 時、 と 云う の は 感覚 を 何 

等 かの 感性 的な 行動への 潜在的な 手段と 見たり、 感性 

的な 連想の 手段と 見たり する 時、 その 時に 限って、 映 

画の エロ ティ シズム は 煽情 主義に 堕する ので ある。 


で 映画の 感覚 主義 (映画 特有の 芸術的 地盤 はこ こに 

ある) は、 エロ ティ シズム からの 脱却で も 何でもなく、 

却って 正に ェ ロティ シズム の 純化に こそなければ なる 

まい。 映画 は 観衆に、 観衆の 意識 (生活 意識. 社会 意 

識- 等々) と スクリ —ンに 現われた 風俗との 対質 を 要 

求す る。 この 風俗 は 何人も 解し 得る 処の、 人類に 普遍 

な 性 関係に つながって いるので あるから、 云わば ここ 

に 映画の 内容 自身が もつ 大衆性の 一 つの 根拠が あると 

云って いいだろう (人類の 類 意識 は 性的関係から 発生 
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性道徳への 省察 を、 大衆 は スクリ ー ンを 通じて 行なつ 


ている の だ。 

誤解 を 防ぐ ために 断 わって おくが、 私 は エロ ティ シ 

ズムゃ 性道徳への 省察 だけが、 映画の 主な 芸術的 内容 

だな どと 云う ので はない。 要は 風俗が 映画の 芸術 価値 

を 成立させる 根本 条件 だとい うので あり、 その 一 つの 

必然的な 契機と して エロ ティ シズム が 本質的な ものと 

なるとい うので ある。 そして この 風俗と 雖も 映画の 芸 

術 的 価値 を 終局 的に 決定す る もの だな どと 云う ので は 

ない。 ただ 映画の 芸術 価値 はこの 風俗と いう 物的で 感 

覚 的で、 肉体的で 社会的な、 具象 性の 地盤の 上で 初め 

て 完了す る ことが 出来る というの であり、 且又 この 風 


俗 感覚 そのものに すでに、 丁度 自然現象 や ニュ— スの 

実写が そうだ つ たように、 独自の 芸術的 価値が 約束 さ 

れ ている の だとい うので ある。 つまり 映画で は、 風俗 

そのものが、 その 感覚的な 表現 にも拘らず、 その 故に 

こそ 却って モラル を 有つ の だ、 というの である。 

映画に よる 風俗 感覚が 大衆の 道徳 意識 を 芸術的に 剌 

戟 するとい うこと は、 色々 の 証拠 を 見出す ことが 出来 

るが、 吾々 青年が 日本語で 話す 日本 映画よりも 寧ろ 言 

葉の よく 判らない 外国 映画の 方 を 面白がる という こと 

は、 吾々 の 生活 意識の 新し さ 清新 さが、 この 日本的 現 

実に 満足して いない こと を 示す もので、 日本の 資本 主 


義が 英米 仏 独の 先進 資本主義への 歩みに 他なら ず、 や 

がて は ソヴェ ー ト 連邦 的 経済 機構への 必然 を 有って い 

ると い う 客観的 事情が 、 若い ジ エネ レ— シ ヨンへ 知ら 

ず 知らずに 反映して いる ことに 他なら ない。 決して 外 

国 の 監督 や 俳優 の 素質が 高い ばかりで はなく、 その 高 

さが 判る という ことが 一 つの 道徳的 向上の 動向 を 示し 

ている の だ。 ただ ブル ジョァ 映画 そのものが 現在の 風 

俗の 自己批判 を 敢えてな し 得ない という 宿命から、 

吾々 はこうした 映画から 何等 道徳 批判の 積極的な 結果 

を 期待 出来ない まで だ。 風俗 を 見る こと は、 之に 泥む 

ことに 終る 方が 多い というの が、 風俗 感覚の 芸術的 弱 


点 だ。 夫 は 一 般に 感覚 主義 や 又 狭く エロ ティ シズム の 

弱点と もなる ものである。 映画 中の 大衆 映画と も 云う 

べき チャン バラが 受ける の は、 一 種の エロ ティ シズム 

に 帰着す る 舞踊 的 (或いは 寧ろ ギムナ スティックに ぞ 

くす る) 風俗 感覚に よると 共に、 之に 基く 封建的 道徳- 

封建的 風俗 感覚 へ 由来す る y  J と は 今更 説明す る ま で も 

ないだろう。 —— で 映画の 大衆性 は、 社会人の 普遍的 

な 感覚 (現実感 • 風俗 感 • エロ ティ シズム 其の 他) に 

訴えて、 之 をい つの 間に か 道徳 • 道義 感 • 社会 思想に 

移行させる という 処に、 その 本質 を 横たえる。 映画館 

は 安くて 誰でも 皆と 一緒に 見られる から、 というよう 


な処 にば かり 映画の 大衆性が あるので はない。 又 映画 

は 何 本で も 複製が 出来て どこへ でも 持って行 ける とい 

ぅ処 にだけ その 大衆性の 根拠が あるので はない。 

私 は 以上、 なぜ 映画が 面白い か、 という こと を 分析 

して、 それ を 映画 固有の リアリズムに 求めた わけで あ 

る。 つまり 現実の リアリティ ー が、 そのままで 芸術的 

リアリティ— となる 処に、 映画 固有な リアリズムが あ 

るので あって、 同時に そこに 他の 芸術の 真似の 出来な 

い 大衆 的な 満足感 を 与える ものが 横たわ つてい ると い 

うので ある。 之 は 映画が もつべき 本来の 劇的 又 文学的 

価値と は 一 応 別で、 それ 以前の 先決 条件に 他なら ない 


の だが、 この 条件 を 離れて 映画の 劇的 文学的 本質 を 論 

じる こと は、 恐らく 映画 を 劇 や 文学に 解消して 了う こ 

とに なり はしない かと 考える。 世界の 現実 を 見聞きす 

ると 同様に スクリ ー ンの 上で 見聞 出来る と いう ことが、 

それだけの 単純な 判り 切った ことが、 映画 固有の 面白 

さ を 与える らしい、 という 結論な の だ。 映画の 劇的 機 

能 や 文学的 価値に ついては 今 論じる こと は ひかえる。 

また 観照 者の 立場 を 離れて 映画 製作の 技術的 • 経済 

的 • 社会的 • 諸 条件 を 省る こと も 私に は 今 は 不可能 だ。 

これ 等の 観点 を 離れても、 映画の 大衆性 を 或る 程度 ま 

で 説明 出来る ように 思う。 


3 文芸と 風俗 

一 文芸 時評の 改組 

読者 も 御 承知の ように、 最近、 新聞 雑誌 その他に お 

ける 文学 批評の 形式と いうの が、 やかましく 議論され 

ている。 しばらく 前に は 局外 批評が 善い か 悪い か、 そ 

れ から 又 匿名批評が 善い か、 悪い か、 がお 喋りの 流行 


(？) だった。 全く 「善い か 悪い か」 が 喋られた ので、 

「何で あるか」 が 喋られた ので はない。 つまり それ ほ 

ど 子供ら しくまた 道徳 屋 的に 喋られた わけ だ。 

しかし このお 喋り はた だのお 喋りと して 片 づける こ 

との 出来ない もの を 持って いた。 なぜなら 問題 は 専ら 

文学が どうやったら 広い 世間へ 出られる かとい うこと 

だ。 或いは、 いわば 女子供 向きの 所謂 文学なる もの を、 

どうしたら 世間の 大人に と つ て も 必要な ものにする こ 

とが 出来る か、 という こと だ。 少し 語弊 は あるが、 そ 

ういえば 端的 だと 思う。 

やがて 批評 形式の 論議 は 一 転して、 文芸 時評の 形式 


を どうしょう かとい うこと にもな つて 来た。 これ も大 

部分 はお 喋りみ たいに 見える の だけれ ども、 併し 矢 張 

り、 どうや つ たらば 文学と いう 温室 産の モ ヤシ を 社会 

の汐 風に 耐え 得る ものにす るか、 という 興味が 根本 動 

因 をな している。 文芸 時評 は 専門家の 楽屋 のぞき 的な 

作品 批評 や 作家 批評で はなく、 読者に 作品 や 作家の 社 

会 的 意義 を 紹介す るよう な 大衆 的な 形でなくて はなら 

ぬと か、 文学の 色々 な 現象が 持つ 文学 外的な 又は 文学 

前 的な 思想 や 社会性 を 摘発す るよう な 形の 時評に しな 

ければ ならぬ とか、 色々 にい われて いる。 

と 同時に、 文芸 時評の 時評 (即ち 月評) という 形式 


もまた 段々 疑問に される ようになって 来た。 それと い 

うの もこれ までの 月評 は 月々 の 雑誌に 現われる 作品に 

ついての 所謂 「作品 評」 (あの 作品 は 感心した、 あの 作 

品 は 説話 体 だ。 あの 作品 は 化物と 格闘して いる、 等々 

という 所謂 作品 批評？) に 過ぎなかった という ことへ 

の 不満からで、 必ずしも 月評と いう 様式が 悪い からと 

いう わけで はない。 一般に 時評の 性質 を 欠いた 評論 は 

決して 完全な ものと は 考えられないの であり、 そして 

文芸 評論 も 時評で ある 以上、 月評になる の はそんな に 

特別な 制限で も 何でもな いと 私 は 思って いる。 要は 矢 

張り、 これまでの 文芸 時評に おいて 文学の 社会性. 大 


衆 性 • 思想 性 • といった 一 連の 要求が 意識的に 注意 を 

払われる ことが 少なかった という 不満に あるので、 そ 

れで 月評と いう 様式 そのものが 不可ない の だとい う 風 

な 混乱に も 陥 つ た のだろう。 

そこで、 文芸 時評 も 社会 時評 も、 また 論壇 時評 も、 

実は 一 つのよう な ものであって いい、 というよ うな 見 

方が 段々 起きて 来つつ あるので はないだ ろうか。 私 は 

文学と 社会 時評と の 本質 上 の 連絡 を 強調す る もので あ 

るが (「風俗 文学と しての 社会 時評」)、 この 主張から す 

れば、 文芸 時評 だ つ て 社会 時評 や 論壇 時評と 大して 別 

な ジャンルの もので はない という ことになる。 —— こ 


の 頃 は 論壇 時評と いう ものが 多少 軽んじられて 来たよ 

うだ。 これと 共に 起きた 動きが 文芸 時評 改組 問題 だ と 

見れば、 面白い と 思う。 

こういう 何 か 新しい 文芸 時評の 型が 出来て 行く とす 

れば、 その 文芸 時評に とって 一番 都合の よい 対 手 は、 

直接 時事問題 を 取り扱った 作品だろう。 ところが 事実、 

そうい う 性質 の 作品が 注目 を惹き つつ あるので ある。 

岸 田 国士 はこの 間 「風俗 時評」 という 題の 作品 を 発表 

した。 焦点 〔# 「焦点」 は 底本で は 「集 点」 となって 

いる〕 にや や 疑問 を 持つ ところの その 内容よりも、 こ 

の 名前に 私 は 好意 を 持った。 ところが 新聞で は 早速 


「風俗 時評 欄」 を 設けた し、 新居 格 は 本当の (？) 「風 

俗 時評」 を 試みて いる (『新潮』 三 六 年 七月 「現代 風俗 

時評」)。 

一 一 軽 風俗と 重 風俗 

無論 新居 格の 「現代 風俗 時評」 は 文学作品 ではない。 

無論 その 心算で もない。 単に 街頭の スナップ だ。 だが、 

とに 角 これ を 見て いて、 少なくとも 風俗 時評と いう 言 

葉が 文学的な 響き を 持 つ て 来たな という 判断の 合図 を 

感じる。 岸 田 国士の 「風俗 時評」 は 何かと 一種の 社会 


的 判断 をい い 現わして いる。 これ はいう まで もな く 文 

学 作品と して だ。 —— で これから 見る と、 風俗の 意義 

にも 二つあって、 女の メ ー キャップから 戒厳令にまで 

及んで いる わけ だ。 だが 風俗に ついては 後で 述べよう。 

時事 的な 作品 として セン セ ー ショ ナルな 興味 を惹く 

予算に なって いたらし いのは、 『中央 公論』 (三 六 年 七 

月) 付録 「日出 づる 国」 である。 作者 は ルネ. ジュグ 

レで原 名 は 「昇る 朝日」 らしい。 二  •  二 六の 事件 直前 

に 二. 二 六 事件 まがいの 物語り を 書いた ので、 予言が 

当った といって 騒がれて いるの だそう だ。 芸術的に 感 

心 出来る ような ところ は 殆どない といって いいが、 一 


二 カ処、 兵士の 卒直な 実感が 出て いるの も、 作家が フ 

ランス 人であって 日本人で ないから に 過ぎぬ。 所謂 青 

年 将校 達の 政治的 見解に 対する 作家と しての 批判な ど 

は殆ん どない ので、 これ は 単に 革新主義の 提燈 持ちに 

さえなる だろう。 

筋 は 主人公と 白 系 ロシア 人の 女 スパイとの 情 的 関係 

に 沿って 運ばれて いて、 白 系 ロシア 人が ロシア 人と い 

う 同じ 民族 だとい う 理由で、 にくむべき ボルシェ 

ヴィ— キに 通謀 するとい うのが、 少し 変で も あるが 又 

面白い。 面白い というの は、 何しろ 国際 スパイで は 今 

日の 日本 は 夢中に な つ ている ところ だから だ。 これが 


少し 脱線す ると、 第二 インタと 第三 インタが 提携した 

のが 怪しからん といって、 ョ ー 口 ツバ 人の 蒙 を 啓いて 

やる と 豪語す る 日本 外交 当局で ある。 有名な 自由主義 

者 御手洗 辰 雄 氏に よると、 日本 は 国際 スパイが ゥ ヨウ 

ョ している から、 国民 総動員 秘密 保護 法案 は 絶対に 必 

要 だとい う (三 六 年 七月 『文芸 春秋』)。 —— 「日出 づ 

る 国」 というの はつ まり 「昇る 旭」 だ。 訳者 小 松 清の 

労 は 多と せねば ならず、 又 読まない より 読んだ 方が い 

いの だけれ ども、 時事 的な 文芸作品 として は、 買う こ 

とが 出来ない。 なぜなら、 その 社会的 認識の 凡庸 さが 

美的 印象 を 濁らせる からだ。 


私 はこの 間 コクト —の ラジオ 放送 を 堀 口 大学 訳に 

よって 聞いた が、 日本人 は その美し ぃキ モノ をな ぜ洋 

服に 見 かえた かな どと いつ て 彼が 不満が つてい るの を 

聞いて (尤も これ は 彼の 単なる 無責任な お 座狎れ だつ 

たか も 知れない がそれ なら 又 別な 意味で 問題 だ)、 も 

うこの 芸術家 を 芸術家と して 信用す る 気になれ なく 

なった。 私の 判断 は 仮に 知識が 不充分な ため 間違って 

いるに しても、 信用 出来ない 気持に なった こと 自体が 

今 意味が あるの だ。 「日出 づる 国」 の 場合 も コクト ー 

の 場合と 同じで ある。 

しかし 文芸 時評の 眼が、 もっと 深いと ころへまで 透 


過し なければ ならな いのはい うまで もない。 社会的 時 

事 的な テ— マ を 持った 作品ば かりが、 この 新 動向と し 

ての 文芸 時評の 相手で な いのは、 当然 至極で ある。 丁 

度 二 • 二 六 事件 や 戒厳令ば かりが 社会的 時事で はなく 

て、 流行歌 謡で も 女の メ ー キャップ でも 社会的 時事で 

あるよう な もの だ。 どれ もが 風俗に 属して いる。 いわ 

ば 重 風俗と 軽 風俗と いうよう な 区別であろう。 文芸 時 

評 (それ は 社会的 時評で もぁリ 論壇 時評で も ある 害 

だった が) は、 この 軽 風俗 的な 文学作品の 内に も、 社 

会 性 を、 思想 性 を、 論理 を 又 モラル を、 見ねば ならず、 

又 見出さね ばなら ぬわけ だ。 


だがし かし、 軽 風俗 文学に も ピンから キリまで ある。 

そして どうしても 前述の 意味での 文芸 時評で は 文芸 時 

評に 値い しないよ うな 「風俗 文学」 が あるの だ。 つま 

りそうい う 文学 はこの 文芸 時評から は、 先天的に 否定 

されねば ならない の だ。 しかも そういう 作品 は 実に 少 

なくない ので ある。 

三 退屈 権 

軽 風俗と 重 風俗と いうよう な 変な 区別 をして 見た が、 

いずれにしても 一種の モラルに ぞくして いる。 モラル 


というと 何 か 物々 しいの だが、 実は モラルと いう 代リ 

に 道徳と いう 日本語で 結構な ので ある。 道徳と いうの 

が 別に 道徳律 や 修身の 徳目 を 意味す る 必要の ないよう 

に、 モラルと いっても 必ずしも いわゆる 心理に 限る 必 

要はない。 寧ろ モラル 乃至 道徳 は 行動の 実際的 論理、 

行動の 人間的 メカニズム、 といった ような もの だ。 一 

身上の 肉と なった 思想の 姿 や 世界観の 形 だ。 

だから こそ モラル は 風俗と な つ て 現われ 得る 訳で、 

しかも 巿井 身辺の 風俗と もな つ て 現われ 得る ので ある _ 

夫が 軽 風俗と いった ものである。 事実 風俗 はいつ も 道 

徳 的な もの だ。 服装 や 趣味 はい わば その 人間の 人と な 


り を 示す だろう。 風体 は 彼の 人物 をい い 表わす。 風俗 

壊乱 は 道徳 破壊の 最も 日常 的な もの だ。 

風俗 そのもの はこの ように 道徳的な 徴候 を もつ てい 

るのに、 風俗 を 描いた 文学の 方が 一向 モラル を 持た な 

い 場合が あると いう 現象 は、 これ は 何とした もの だろ 

うか。 重ねてい うが モラルと はた だの 心理の ことで は 

ない、 むしろ 行動の システム のこと だ。 それによ つて 

読者 の 生 活 意識が ひき しめられた り 駆り 立 てられたり 

整頓され たりす る その 機構の こと だ。 ところが そうし 

た モラル を 殆ど 全く 持たない ような 作品が、 立派に 雑 

誌に は 載って いる。 例えば 『中央 公論』 (三 六 年 七月) 


にの つた 「青葉 木菟」 (万 太郎) とか 「老 ぼれ」 (白鳥) 

とか 「山女 魚」 (滝 井) とか、 の 類 を 思い起こせば 事 は 

足りる だろう。 

無論 この 内から 故意に モラル を 導き出そう とすれば、 

それ は 読者の 勝手によ つて、 常に 可能な こと だ。 如何 

なる センチ メント も モラルの 溶液 をた たえて はいよう。 

だが そんな 手間 を かける くらいならば、 私はジ 力に 自 

然か 街頭に 接触した 方が よいので、 何も わざわざ 本 を 

買 つ て 小説 を 読む 義務 も 必要 もない 害 だ。 風俗の 描写 

は 現実の 風俗よりも モラルの 濃度が 高い 害で、 その 濃 

度 さえ 高ければ 鑑 賞 に 無理な 故 意 など は 無用な 害 だ 。 


専門の 作家に と つ て は 色々 の 職業的 教訓 は 含まれて い 

るか も 知れない。 谷 崎 潤 一郎の 猫の 咄 など は、 確かに 

奇術 的 リアリティ— があって 芸談に は 値い しょう。 I 

I だが 一 体 読者 は、 人間の 思想 を 殆んど 眼に 見えて は 

促進し ないような、 或いは 促進の 条件 を 与えて くれな 

いような、 作品に 対して、 一 々敬意 を 払う 代りに、 断 

固と して 退屈す る だけの 権利 を 持たない ものだろう か。 

私 は 何等かの 所謂 「イデ ォロ ギ—」 に 照し 合わせて 

とや 角い つてい るので はない。 私と いう 一人の ごく 平 

凡な 読者が 喜べる か 喜べない か をい つてい るの だ。 そ 

して その 際 私よりも すぐれた 非凡な 読者なら ば 喜べる 


だろうと いうよう な 推定 も 出来 兼ねる と いうので ある _ 

もし 私が 誤ってい るなら、 恐らく そこに は 何 か 約束み 

たいな ものが 横たわって いるの だろう。 この 約束 は 恐 

らく 人間的 教養 や 官能的な 訓練と は 無関係な 約束 ごと 

だろう。 事実 問題と して 私 は、 この種の 無 道徳的 軽 風 

俗文学に 本能 的に 我慢が ならぬ。 それが 私の イデ ォロ 

ギ— だとい うならい つ て もい いの だ。 

四 人民 派と 人民戦線 

仮に 武田麟 太 郎と室 生 犀 星との 間に、 もし 共通点が 


あると すれば、 それ はいずれ も 軽 風俗の 文学 だとい う 

処 だろう。 室 生 犀 星に は 思想が クッキ リと形 を 取って 

いる、 と 或る 作家が 云った の を 覚えて いるが、 「生面」 

(『文芸』 三 六 年 七月) など どうもそう でもない らしい 

けれども、 しかし 何 か 「モラルの 素」 とで もい うよう 

な もの を ひそかに 見せて はくれ る。 矢田津 世子 「やど 

かり」 (『改造』 四月) など もこの カテゴリ— に はいる 

部類だろう。 こうした 軽 風俗の モラ リ ティ ー、 巿 井の 

いわば 「人民」 的 モラル、 を 立場に した 作品 は 今 は 一 

つ の 勢力で あるよう に 見受けられる。 

人民 派 的な 軽 風俗 文学の モラルに 就て は、 方々 で議 


論され ている。 それ は 色々 な 形に おいて だ。 まず 第一 

に 中島 健 蔵 風の ニヒリズム によれば、 あるべき ものの 

文学と かく ある ものの 文学と に 区別され そうだ。 例え 

ば 島 木 健 作 は 前者で 高見 順な どが 後者 だとい う。 後者 

が 今の 場合に 相当す るだろう こと は 推定して よいだ ろ 

う。 第二に これ は 描写の 問題と して 説話 体の 議論に 関 

係して いる。 軽 風俗 を 巿井的 モラルの 立場から 描こう 

とすれば、 懇談 的な この 説話 体 を 選ばざる を 得な くな 

る、 というよ うな こと も 云われて いる。 それから 第三 

にこれ は 優等生 文学と 落第生 文学と いうよう な 妙な 区 

別と も 関係が あるら しい。 島 木 は 優等生で 平 林 彪吾は 


落第生 だとい うの だ。 軽 風俗 文学 は 落第生 文学になる 

わけ だ。 妙な 比較 だが、 漱石ゃ 小 林 多 喜 二 は 優等生 だ。 

藤 村 も 山 本 有 三 も だ。 これによ ると、 軽 風俗の 文学に 

モラルが あると したら、 それ は 理想に ではなくて 現実 

自身に あると いう ことにな りそう だ。 そして この 理想 

の 側に、 思想から イデ ォロギ ー から 論理から モラル か 

ら 形象化まで もが、 押し込まれて しまう らしい。 かく 

て 文学 は 「かく ある もの」 の ひたすらな 描写と いう こ 

とになる。 「かく ある」 ものの 楽し さ 美し さ 真実 さの 

発見、 これ 以外に 作品の モラル も リアリティ ー もない、 

という ことに もな りそう だ。  併し これ は 単に リア 


リズムの テ ー ゼを 反覆す る もので しかない。 処 がこう 

いう 結論 は 例の 軽 風俗 文学の 場合から 出て 来た。 それ 

で 人民 派 的 文学 こそ 本当の 文学 だとい うこと にな つ て 

しまい そうだ。 

森 山 啓 は 「何のた めの 芸術 か」 (『中央 公論』 三 六 年 

六月) で、 人間 も 地球 も 一旦 は 亡びて しまう というの 

に、 進歩の ためと か プロレタリアの ためと かの 芸術と 

いうの はお かしいで はない か、 現実の 事象に 一つ一つ 

喜び を 見出す ことこ そ 芸術の 目的だろう、 という 意味 

のこと を 書いた が、 これに 対して 中島 (健 蔵) や 阿部 

知 二等が、 大体 同情の 意 を 現わして いるし、 彼 自身 ま 


た  一 二の 雑誌で これ を 敷衍して いる。 右に 述べた 処と 

森 山の この 哲学と は、 処で 密接な 関係が あると いわ ざ 

る を 得ない。 

だ が 芸術が 人類の 進歩 や プロレタリアの 利益の ため 

ではなくて、 それに 代って よろこばし さや 真実の ため 

だ、 といった ように 聞え る 口吻 は、 どうも 少し 変で は 

ない のか。 問題 はいつ も 云われて いる 通り、 如何に 喜 

び 何 を 真実と して 受け取る かに ある わけ だが、 人類 文 

化の 進歩 や プロレタリアの 歴史的 使命に 対する 情熱な 

しに、 今日の 吾々 の 官能に 何 かの 纏まりが つき 得る の 

だろう か。 抑々 あるべき ものと かく ある ものとの ニヒ 


リズム (即ち 理想主義の 裏) 的な 区別が 論理的に 誤つ 

ている と 全く 同じに、 「何のた めの」 芸術 かとい う 設問 

に 一 兀来 錯誤が あるの だ。 吾々 は 文学の 必要の 直覚 を こ 

そ 持て、 文学の 目的 (？) のよう な もの を なぜ 考えね 

ばなら ぬの か 判らぬ。 

で 軽 風俗 文学に おける モラルと いえ ども 決して 人民 

派 的な 意味での モラルに 止まる こと は 出来ないだろう。 

モラルの 稀薄な 風俗 物 は 一 寸は 面白い ようで も、 忙し 

い 時には 官能 を 荒廃す る 娯楽の ような ものと して 虐用 

される もの だ。 それ は 不快な 習慣に 堕ちる。 そう なれ 

ば頹廃 だ。 


普通 大衆と 呼ばれる もの (この 重 風俗 的？ な 観念) 

に は 事実、 観点の 規定の 上で 色々 の 困難が 伴って いる。 

だから 人民と いう 言葉 は 一 つの 新しい 解答 を 意味して 

はいるの だ。 併し 例えば 人民戦線に は 組織と 指導 的な 

中核と があって、 それが その 政治的 モラル を 支えて い 

る。 市井の人 民 的 風俗に も、 組織と 指導 的な 中核と し 

ての モラルが 必要な 害 だ。 

五 モラルと 風俗 

モラルの ハツ キリした 文学で 風俗 物に ならない もの 


は 勿論 甚だ 多い。 寧ろ 普通に モラルと いえば、 風俗 的 

な 肉体 を 持たない 作品の 内に 求められ るの を 常と した 

とさえ 云っても いい 位いだ。 モラルが 無雑 作に 心理 か 

何 かの ように 考えられる 所以で ある。 そうした いわば 

純粋 モラル は 大体 私小説 的な もので、 取り合わせが 少 

し 変な の を 我慢す ると すれば、 心理的な モラルの 例と 

して は 伊藤整 「性格の 層」 (『文芸』 三 六 年 七月) —— 

これ は 何 か 纏り の 悪い 感じで ある —— や 豊島与 志 雄 

「坂 田の 場合」 (『文 春』 同月)、 倫理的な モラル (？) 

では 宇 野 千代の もの、 理論的 モラル (？) では 島 木 健 

作の ものな どで ある。 片岡鉄 兵の 「光」 (『改造』 同月) 


など もこの 最後の 場合に 数えて よいだろう。 

しかし 最後の このい わば 理論的 モラル は、 心理的 モ 

ラル や 倫理的 モラルに くらべ て 或る 独特な 条件 を 持つ 

ている こと を 見逃して はならない。 この モラル は 一応 

私小説 的な ものである にも拘らず、 社会の 機構 その も 

の を 媒介と している し、 また これ を 透過して いるの だ 

科学的 (特に 社会科学 的) な 認識が、 モラルの 認識に 

まで 高められる という、 文学の 唯物論 的 認識論 (？) 

の 面目 を 見本の ように 示す ものな ので ある。 島 木 健 作 

は 実際、 モラル をそう いう ものと して 理解して いるよ 

うだし、 またそう いう 虱な 見地 を 実行に 移して いるよ 


うに 思う。 この 点が 彼の プロレタリア 的 文学者と して 

の 模範生の 一 つの 重大な 要素に なって いる。 科学的 社 

会 認識の 文学的 形象化と いう ことが。 

併し それと 共に この 理論的 モラルの 文学が 殆んど 何 

等の 風俗 を 持って いないと いう ことが、 多くの 人に 

よって 指摘され る 彼の 方法の 制限だろう。 理論的 モラ 

ルが 心理 を 通り 倫理 を 通り 性格 を 通り 風俗にまで 形 を 

現わす という ことが、 恐らく 唯物論に 立 つ ロマンの 理 

想だろう。 

理論的 モラルと 風俗との 融合に かなり 成功した の は 

湯 浅克衛 「移民」 (『改造』 三 六 年 七月) だろうと 思う。 


同月の 小説の 内で 読んで 時間 を 損じな いのは この 小説 

かも 知れない。 移民の 一 日本人が 朝鮮人と 階級 的に 同 

一 の 生活 感情 を 持つ ことが 呑み こめる と共に、 朝鮮 貴 

人 風の 葬式 を 出しても らうと いうの が 風俗 上面 白い。 

葉 山 嘉樹の 「濁流」 (『中央 公論』 同月) は 問題 を 主人 

公の 性格に 還元して しまう ところ を 度外視 すれば、 や 

はりこの 部類の 面白さ 即ち 重 風俗 文学 の 面白さ を 持つ 

ている。 一般に ロマンの 面白さが 物語り (説話) にあ 

ると するなら、 短篇 小説と しての ロマンの 面白さ はモ 

ラルの 風俗 的 顕現に あるよう に 思われる。 短篇で は 物 

語リは 無理な の だから。 最近 ロマンの 本質が 評論家の 


問題に なって いるが、 今い つた 面白さ は 将来 社会に お 

いても 止揚され て 伝承され る処 であるか も 知れない。 

『文学 評論』 (三 六 年 七月) の 「馬鹿野郎」 (志 木 守 豪) 

は 少し 安手 だが 珍しい 風剌 小説で ある。 私 は 馬鹿と い 

う 言葉 を ここから 哲学的 術語に 仕立てる ことが 出来る 

と 思う。 「模範 青年」 (和 田 勝 一 —— 『文学 案内』 同月) 

も 風刺 劇で あるが (小説に 直した つて 大して 困らない 

こと は 今日の 大抵の 戯曲の 特色 だ)、 尻切れ トンボ だ。 

模範 青年 は 無論 馬鹿野郎 である。 —— 憎悪 も 一 つの モ 

ラル だ、 ところで、 それが 社会 機構の 認識 を 透過して 

風俗にまで 現われる 時、 時代 的風剌 作品 (性格 的 風刺 


作品と は異 る) となる ので ある。 —— なお 「雪の 記録」 

(沙 和宋 一 ) (『文学 評論』) と 芹 沢 光治良 「石 もて 誰 を 

打つべき」 (『文芸 春秋』) と は、 衆議院 選挙 を 取扱って 

いるが、 無論 時事 的 文学ではなくて、 重 風俗 文学に ぞ 

くして いる。 

かくて 文学に おける モラル は 時事 物から 初めて 軽重 

風俗 物から 所謂 「モラル」 物にまで 一 貫して いるので 

ある。 —— 最後に 風俗の 問題から 見て 特別の 興味の あ 

るの は、 歴史 文学の 件 だが それ は 別の 機会に しょう。 


4 文学 • モラル 及び 風俗 

モラルなる もの は 何と 云っても 最近の 文壇の 大きな 

問題で ある。 それ は 流行って いる。 流行って いるば か 

りで なく、 同時に 割合 その 流行が 永続きし ている。 こ 

ういう 現象 は 文壇で は 可な り 珍しい ことのよ うだ。 こ 


れは 単に 文壇の 問題で はない、 文学 そのものの 問題 だ、 

いや 文学 だけの 問題で はない、 広く 思想 • 文化 • 社会 

生活 そのものの 根本 問題 だ。 

だが それにして は、 モラル 問題 は その 割に 一 向 真正 

面から 論究され ていないと いうよう な 気がして ならな 

い。 この頃の 文芸 時評 や 作品 批評 や 文芸 座談会で は大 

抵 この 関心に どこかで 触れて いる。 だが モラルと は 何 

であるかに 就いて、 モラルと いう 言葉の 振り まわし 以 

外に、 何等 常識 以上の ものが ないよう だ。 一 つ 二つ そ 

の 場 限りの 鋭い 観察 も、 線香花火 のように ひらめく だ 

けで、 殆んど 理論的な 蓄積 を齎 して はいない。 


これ は 文芸の 世界に 於てば かりで はなく、 哲学の 領 

域に 於ても 大して 変り がない。 変り がない どころ では 

なく、 哲学の 世界な どで は モラルと いう ものの 問題が 

今日 有って いる 意味に 就いて、 一般に は 殆んど 何の 感 

覚も 持って いないら しい。 モラル や 道徳 は 倫理学 か 道 

徳 学の 課題 だと 考えて いるら しい。 そうなる と 之 は 古 

い 寝ぼけた 題材に しか 過ぎない というわけだ。 哲学 は 

独り モラルに 就いて と は 限らぬ が、 時代が 見出した 根 

本 観念 をば 、 理 論 的 カテゴリ ー として 使用に 耐える よ 

うに 仕上げる こと を、 何より 大事な 役目と する 害な の 

こ o 


今日の 文学 は 社会の 要求から 見て、 何と 云っても 独 

リ よがりの そしり を 免れない。 特に 評論 的 作品で は そ 

れが 眼に あまる。 文壇 的 方言が あまりに も 整理され て 

いないの だ。 そこへ 持って来て 哲学の 方 も 亦 途方 もな 

く 太平楽 だ 。 特に 理論的 に 多少 コクの ありそうな 哲学 

になれば なるほど そうだ。 この 二つの ものの 間に は 組 

織 的な 連 繫が存 しない。 偶々 あれば 思いつき や 譬喩の 

ような 形の ものし かない。 こうした 事情 は 主に フラン 

ス 系と 云って いい 今日の 代表的な ブル ジ ョ ァ 文学 理論 

と、 主に ドイツ 系と 云って よい 日本の ブル ジョァ 哲学 

との 間に、 著しい ので ある。 


云う まで もな く 文学と 哲学との 原則的な 連絡 を 置き 

得た の は、 日本で も マルクス主義 乃至 唯物論で ある。 

処が之 は 観点 を、 世界観と 方法との 連関と いう 統 一 的 

な 三角点にまで 進めた に拘ら ず、 まだ モラルに ついて 

の 体系的な カテゴリ— を 決定す る処 にまで 行って いな 

かった。 そのく せひ そかに、 モラルに 就いて 考えたり 

云ったり する ようになって 来て いたの だが、 夫が まだ 

理論の 水準にまで 達して いないの である。 —— だから 

いずれにしても モラルなる もの は、 理論的には 抛リぱ 

なしにされ ていたの である。 処 がそれ にも拘らず モラ 

ル こそ は 最近の 時代が 気にし 出し、 そして 決定 を 急い 


でい る カテゴリ— なの だ。 

だが こういう こと は 予め 見逃して はならぬ。 モラル 

と いう 言葉で 文芸 意識 や 評論が 運ばれる ようにな つ た 

の も、 実は、 単に 文芸作品 そのものが モラルの 分量 を 

殖やした とか それ を 意識的に ゃリ 出した とかいう 理由 

からではなくて、 文芸 意識が 全体として (ブル ジョァ 

文学 さえ も) その 評論 的な 触手 (アンテナ) をば 延ば 

し 始めた という ことに 原因して いるので ある。 文芸が 

評論 的 触手 を 延ばせば、 モラルの 観念 は 当然 第一 級の 

問題と ならねば ならぬ からだ。 

そして ブル ジョァ 文学 (プロレタリア 的 文学に 就い 


て は 勿論) のこの 評論 的 触手 II 文学の 思想 性と か 社 

会 性と か 論理と か —— を 或る 意味で 用意した もの は、 

正に 曾ての 「プロレタリア 文学」 とその 或る 意味での 

転向 又 転向 化と であった。 プロレタリア 文学の 転向 

(？) によって 却て ブル ジョァ 文学 も 亦 初めて 自分 側 

の 思想 性 • 社会性 • 論理 性 を 誘発され た。 之が 所謂 「モ 

ラル」 の 声で ある。 

だから 云わば、 この モラルの 声の 裏に、 「プロ レ タリ 

ァ 文学」 と ブル ジョァ 文学と が、 一応 共通な 掛声 を 聞 

いたので ある。 だから こそ 例えば 「文学界」 式 又 「独 

立 作家 クラブ」 (自由主義 作家 加入 説 派 をと ると して) 


式な、 混淆の 形態 も、 そこに 生じ 得た わけで ある。 

二 

モラルの 人気 は、 左翼 文学と ブル ジョァ 文学との 割 

合 抽象的な 一 致 点が 夫 だ、 という 処 から 発生して いる。 

そういう 限り、 と 云う の はこの 抽象的な 一致点と して 

の モラル を 具体的に 選鉱し 精鍊 しないで おく 限り、 モ 

ラル は 一 種の 転向 的モチ ー フ になって いる こと を 見落 

して はならぬ。 事実 モラル は 日本で は 札つ きの ブル 

ジ ョ ァ 文芸 評論の 用語と して 使われ 始めた。 


尤も フランスの 人道主義 的コ ンミュ 二 スト 達の 用語 

として は 必ずしもそう ではなかった の だが、 併し フラ 

ンス 哲学 文芸の 伝統と しての モラリスト 達 は (モン 

テ— ニュ から 始まる —— モンテ ー 二 ュ は 関 根秀雄 教官 

のお かげで 松 本 学 議員 か ら 賞金 を 拝受した)、 多く は 

時代々 々 の 勤労大衆と は 縁の ない 連中ば かりであった。 

多くの 者 は 暇で あり、 気 むずかしく、 そして 寛大で あつ 

たリ 辛辣であった りした。 

モンテ— ニュの 『エッセィ』 はべ— コンの 『エツ セ 

ィ』 に 影響 を 与えた と 云われて いる。 だが その 影響 は 

少しも 内面的な もので はない。 それから 又、 もし 


シ ェ ー ク スピアが モンテ— 二 ュ から 影響され たと して 

も、 思想 史はシ ェ ー ク スピア を モラリストと は 呼ぶ ま 

い。 それ 程 モラリスト という 規定 は 制限され たもの な 

の だ。 処が モラル は、 この モラリストからの 伝統 を 参 

照し ないで は 歴史的に 理解 出来ない 用語で ある 害な の 

である。 

だが 一 つの 言葉 を 広く 深い 生きた 意味に 使おうと す 

るのに、 文学史の 先生の ように 昔からの 腐れ縁に 執着 

する こと は 無論 馬鹿げた こと だ。 今日の 「モラル」 と 

いう 言葉 は 確かに もっと 自由に 新鮮な ィメ— ジを 伴つ 

て 使われて いるだろう。 処 がそれ にも拘らず 何となく 


それが 又 「モラリスト」 臭く 「エッセイスト」 臭いの 

だ。 往々、 モラルと は 心理の ことで あり、 又 人間学 的 

な ものの こと だと 考えられて いるので ある (内部的 人 

間 学 は モラリストの 一 理論体系 だ)。 

もしそう だとす ると、 文学の モラルと 云えば、 心理 

主義に 於け る 倫理の ような ものに なったり、 内省 的な 

ヒュ ー マ ニズム 文学の ことにな つたり、 し 兼ねない。 

或いは 世界が 何 か モラルと いう もので 出来て いるかの 

ような モラ リズム 文学の ことに もな リ 兼ねない。 だか 

らもし モラル を 性的な 本質の もの だと すれば、 汎セク 

シュア リズム ともいうべき ものになる (之 は 今日日 本 


で 流行って いる)。 II 人生 は 生産 機構から 解明され 

る 代りに、 性衝動から 説明され たり、 人間性の 展開と 

されたり、 身辺 心理の 短篇 集に なつたり する。 之で は 

モラル は 人生のう わ 澄みみ たいな ものに 過ぎなくなる。 

事実 モラルと いう 文学 用語 は 直接そう いう もの を 思わ 

せる に 充分 だ。 

なぜ 文学者が 道徳と 呼ばずに モラルと 呼ぶ か、 それ 

は 宿屋と ホテルとの 相違に 類す る ことで も あるが、 併 

しそれ だけで はなく、 右に 云った ような うわ 澄み 主義 

が ブル ジョァ 文学の 身上で ある こと を 告白す るた めだ。 

なるほど 道徳 (倫理 はま だし も) という 日本語で 呼ぶ 


と、 「道徳」 に 自信の ある 連中が 忽ち 声 を 聞いて 集って 

来る。 その 顔触れ を 見る と、 道学者 や 倫理 先生 やその 

手先 達 だ。 而も その 手先に は 案外 文学 探究者 や 自称 

「悪党」 さえい るの だが、 これ はた まらない。 そこで モ 

ラルと いう ことになるの だが、 併し モラルと 呼ぶ と 今 

度 は 文学 至上 主義者ば かりが 集って 来る。 そして その 

内に は 案外 社会 認識に 於け る 常識 屋が 多数 を 占めて い 

るの だ。 そして 夫が みずから は 文学的な 「非常識」 屋 

だとい うの だ。 

ショ ー 口 ホフの 『開かれた 処女地』 に は、 共同農場 

に 於け る 小 家畜 (禽) 共有の 失敗が 詳しく 描写され て 


いる。 勿論 之 は 家畜の 話しではなくて 主人公の 人間的 

経験の 話しで ある。 処が この間 発表され た ソヴェ ー ト 

連邦の 改正 憲法 草案に は、 この 小 家畜 (禽) 共有の 廃 

止が、 そっくり そのまま 出て いるので、 私 は 今更 この 

作家の 社会主義 的 リアリティ ー に 感心した の だが、 こ 

ういう 内容 を 生かす もの を こそ モラルと か 道徳と か 呼 

ぶので なければ、 私 は 到底こう した 言葉 を 信任す る 気 

にならない ので ある。 

私が 岡 邦 雄 氏と 連名で 書いた 『道徳 論』 は、 モラル 

乃至 道徳と いう 観念 を どういう ものと して 捉えれば、 

吾々 は 道徳 先生と 文学青年との 宿命 を 免れ 得る かとい 


うこと を、 少し 研究して 見た わけだった。 

三 

モラルと いうの は 勿論 道徳と いう ことで、 別に 専門 

的な (？) 術語 や 何 かで はない。 言葉の フェティ シズ 

ムに 陥らない ために、 以下 道徳と いう 俗間 用語で おき 

かえよう。 

さて この 道徳 だが、 今日の 文学で 道徳が やかましく 

いわれる というの は、 すでに 云った ように、 必ずしも 

文学作品 (小説 や 評論) の 中に 道徳が 沢山 出て 来る と 


か 来ない とかいう ことと は 関係がない ので ある。 そう 

した 題材の 上での 種類 別 や、 又 ジャンル や スタイル 乃 

至 世界観の 上で さえの 種類 別 以前に、 文学と 道徳との 

本来 的な 関係が あるので ある。 

私 は 文学 を 実在 認識の 一 つの 様式と する 考え を 固執 

する もの だ。 と 云う の は 文学 は 科学と 同じく 実在 反映 

の 一 つの 様式 以外の 何もので もない、 又あって はなら 

ない、 という 持論な の だが、 この 考え方から 行けば 文 

学の 根本 問題 はいつ も 認識 上の 論理 上の 問題に 他なら 

ない。 「道徳」 なる もの も 文学的 認識 • 文学の 論理- の 

観点から 之 を 規定す る ことによって、 初めて 理論的に 


ハ ッ キリす る 害 だと 考える。 

文学が 一 つの 認識 様式で あると か、 実在の 反映 様式 

の 一 つで あると か、 又 それの 認識論 や 論理学め いた も 

の を 考えよう とか、 いうの は、 日本に 於け る 或 種の 文 

学 専門家の ブル ジョァ 文化的 通俗 観念から 云えば、 あ 

まり 常識的な 意見で はない かも 知れない が、 唯物論に 

於け る 文学 理論に と つ て は 殆んど 全く 常識的な こと だ。 

最近 ソヴェ ー ト 連邦 コム • ァカ デミ— で 文芸 百科 辞 

典の ための 執筆が 行なわれて いるそう だが、 その 草稿 

を 中心とした 討論が 二三 項 邦訳に なって いる。 『文芸 

の 本質』 や 『ロマンの 理論』 がそれ だ。 これの 書き方 


や 論じ 方 は 決してべ ダンテ イツ ク ではない が、 理論 水 

準と して は 非常に 高い もの を 含んで いると 思う。 之 等 

の 理論の 水準の 高さ は 全く、 文学 を 一 つの 認識 様式 (科 

学に 並ぶ 処の) として、 正面から 検討して いる 点に あ 

るので ある。 

文芸学 へ の 興味 は 日本に 於ても 最近 焦点 を 持 つ 傾き 

を 生じつつ あるので あって、 之 は 文学と いう ものが そ 

の 文化的 社会 機能に 於て 段々 整頓され て 来つつ ある こ 

と を 意味し、 それだけ 文学の 社会的 役割に ついての 要 

望が、 世間 大衆の 通念に なりつつ ある こと を 間接に 暗 

示す る もの だと も 思う の だが、 理論的な 文芸学 (文芸 


史と 文芸 美学との 結合 だ) にと つて は、 文学が 認識 様 

式 だとい ぅテ— ゼは、 公理 的な 出発点で なければ なら 

ないだろう。 

そこで、 道徳が 文学の 根本 問題 だとい うの は 他で も 

ない の だ。 文学と いう 認識 様式に 就いての 云わば 認識 

論 的 • 論理学 的 • 即ち 又 文芸学 的 • な 観点に 立 つ て、 

この 道徳と いう カテゴリ— が 基本的な ものの 一 つで な 

くて はならぬ、 という ことなの である。  道徳 は修 

身 や 倫理学 や 道徳 科学 や 道徳 哲学 • 実践 哲学 • 其の 他 

の 題材な のではなかった、 その 場合の 道徳と いう 観念 

に は 必ず 何等かの 不備な 点が ある。 と 云う の はこうい 


う 倫理学 的 道徳 は つ まり 階級 道徳 や 支配 道徳律 のこと 

であって、 一 つの 論理 上の 暴力に 帰着す るだろう から 

だ。 本当の 道徳 は 正に 文芸学の ための 範疇でなくて は 

ならぬ、 と 私 は 考える。 

文芸学 上 吾々 の 問題と なるこの 道徳 は、 実は 大いに 

階級 性 を もっている。 それ は 文学が 階級 性 を もってい 

る こと だ。 併し それ にも拘らず 之 は 階級 道徳で はない。 

階級 的 支配の ための 論理 代用品と しての 「道徳」 では 

ないから である。 宗教 は 阿片 だとい う。 そのこと は 夫 

が 一定の 階級 道徳 だとい うこと だ。 併し 文学に 於け る 

道徳 はそう ではない。 之 こそ 本当の 道徳 だ。 ここが 宗 


教 (之 も 一 つの 世界 認識な の だが) と 文学と を 区別す 

る 根本 標準と なる。 ブル ジョァ 文学の 遺産が プロ レタ 

リアに よ つ て 尊重され るべき だと 云われて いるに も拘 

らず、 宗教 (その 本質が 文学で ある 場合 は 一応 別と し 

て —— 事実 多くの 文化 宗教 は 文学的 遺産に 過ぎぬ) の 

遺産な ど は 問題に されない 理由 も、 之 だ。 

道徳と いう 問題が、 文学 そのものの 成立に とって、 

如何にの っぴ きなら ぬキ ー ポイント をな すかが、 すで 

に 略々 見当が つくだろうと 思う。 ただの 一 時の 文学 現 

象に ついての 話題で はない の だ。 


文学的 認識に 於け る 道徳の 役割 は、 では 何で あるか。 

だが その 説明 は 到底 ここで は 果せない。 前に 云った 

『道徳 論』 の 本に でも 譲る 他ない。 併し 少なくとも 次 

のよう な 点 は、 それ 程 突飛な 思想ではないだろう。 

まず 道徳 (文学的 カテゴリ— としての 道徳) は 自分 

(自己 • 自我 • 自覚 =自 意識) を 離れて はない。 対象が 

道徳的に (というの は 即ち 文学的に という ことになる 

わけ だが)、 問題になる 場合 は、 無論 その 対象が 作家 又 

は 作家に 従った 読者の 眼 を 以て 見られる こと だが、 そ 


の 際の 作家 は、 彼が 大衆 的で 普遍的な 眼 を 持って いれ 

ばいる 程、 益々 彼はュ ニックな 「自分」 であり 「私」 

である。 

之 は 誰でも 知り 切って いる こと だが、 そういう 私. 

自分 は、 科学的 認識に 於て は 口 を 利かない。 口 を 利け 

ば 却って 単に その 認識 を 主観的に し 狭める だけで、 少 

しも 之をュ ニックに したり 深めたり はしない。 で、 自 

分 を 出しながら 主観的に 堕さな いという- J とが 出来る 

のが、 道徳と いう ものの 特色な の だ。 道徳 は 一身上の 

ことで あると 共に、 又 決して 私事で はない の だ。 

併し 道徳の 此の 「私」 的 性質 は、 一切の 意味での 自 


己 中心 主義 や 主観主義と は 関係がない。 道徳が 「私」 

的で あるから と 云って、 私 道徳 や 身辺 道徳が 道徳 だと 

いう ことに はならぬ。 なる 程 私と いう ものが 道徳的で 

あるの だが、 自分 を 何ん によらず 中心に する こと は 決 

して 道徳的で はあり 得まい。 

文学的 認識に 於て は、 だから 道徳 は (「私」 なる カテ 

ゴリ— もそう だ) この 認識の ために 必要な 立場 か 足場 

であり 又は 認識の メジ ゥム なので ある。 文学的 認識の 

あれ 之と いう 成果が 道徳な のではなくて、 そういう 成 

果を 道徳的たら しめる ような 媒質が、 道徳と いう カテ 

ゴリ— の 示す もの だ。 —— そして 仮にこう いう 立場 か 


足場 か 媒質 か を それだけ として 抽象的に 存在す るよう 

に 想定して 見る と、 昔から イデ ー と 云われて 来た もの 

の 性質になる ので、 科学的 真理 とか 善と かいう 類の も 

のとなる の だが、 道徳 をそう 考えれば、 道徳 は 丁度 科 

学 的 真理と 並ぶ 処のー つの イデ ー となる。 昔から 善と 

いったの は 本当 はそう いう イデ ー のこと だ。 で、 科学 

が 真理と いう イデ— を 対象と する ように、 道徳と いう 

イデ— を 対象と する ものが 文学 だ、 という ことになる 

ので ある。 尤も イデ— という 字が 気に入らなければ 

引つ こめて いいが。 

つまり こういう ことになる。 科学 は 科学的 真理に 於 


てな り 立つ、 之に 反して 文学 は 文学的 道徳に 於て 成り 

立つ。 文学的 道徳と は 要するに 文学的 真理、 所謂 「真 

実」 という もの だ。 私が 云おうと したの は、 単に、 こ 

の 文学的な 「真実」 についての 認識論み たいな ものに 

他なら なかった。 そのために 之 を 道徳と いう 名の 下に 

取り扱つ たの だ。 

文学 も 科学と 同じく 実在の 一 種の 反映な の だから、 

両者の つながり、 つまり 真理と 道徳との つながり、 は 

重大で ある。 だが 夫 は 省こう。 その代り 一 つ 注意し な 

ければ ならぬ 点 は、 文学に 就いての 道徳の 説が、 身辺 

文学 や 通俗な 意味での 私小説 (私 文学) の 説に 利用 さ 


れては 困る という ことで ある。 道徳 も 自我 も、 文学的 

認識の 方法に 就いての ことであって 決して 対象に つ い 

ての 特色で はない。 そういう ような 利用 を やる の は、 

文学的 認識が 如何に 科学的 認識と つなが つ ている か を 

忘れる からで ある。 科学的 認識の 出鳕 目な 作家の 自我 

は、 文学的 真実への 第一条 件 を 欠いて いるの だ、 特に 

社会科学 的 認識 (それから 来る 社会的 情熱) に 就いて 

そうだ。 文学的 認識 は、 科学的 認識の 道徳的 形象化 以 

外の もので はない からで ある。 

モラルと いうと 如何にも 気が 利いて いるが、 道徳と 

いうと 道学 的に 聞え る。 だが モラルで も 案外 道学 的な 


ニュアンス を 有って いる。 モラル は 作家の 良心 や 精進 

みた いなものに 制限され ている よう だ。 併し 世俗 巿井 

の 風俗 も 立派に 道徳的な ものな ので ある。 云わば 風俗 

も 道徳 卩 モラルの 内容な ので ある。 —— 今日の 文壇の 

尖端で は プロレタリア 的 モラル 派と 人民 的 風俗 派と が 

対立して いるよう に 見える。 両方と も 人気が ある。 だ 

が 私 は 云いたい。 モラル 派に は 「風俗」 を 与えよ、 風 

俗 派に は 「モラル」 を 要求せ よ、 すれば 夫が 「道徳」 

になろうと。 


5 社会 思想と 風俗 

一 道徳的 論理と 科学的 品行 

世間で は 道徳と いうと、 何 か 倫理学 か 道徳学の 対象 

だと 思って いる。 甚だしい 場合に なると 道学者のお 説 

教に しかなら ない ものと 考えて いる。 その 位い 現代の 

日本で は 実際に 道徳と いう ものが 変な ものに なって い 


るので ある。 

そのく せ 本当 は、 道徳 位い 世間が 拘泥して いるもの 

はない の だ。 自分の 社会的な 立場が 行 きづ まると、 す 

ぐに 明鏡止水と 云った ような 心境 道徳 を 示す ことに 

よって 問題 を 紛らせよ うとす るし、 そうかと 思う と 他 

人の 私的 行動に 一 々お節介 をし ないで はいられない 道 

徳 癖が 日本人の 持病で ある。 自分の 長男 を 米国 風に 教 

育しょう と いう 意見 を 発表す ると、 忽ち 某 方面から 苦 

情が 出て、 次男 以下に は 国粋 教育 を 施さねば ならな く 

なる。 と 思って いると、 思想 上の 節操 (即ち 党派 性) 

を 惜しげ も なくなげ 捨てる ことが、 却って 良心的な こ 


とに もな つてい る。 

私 は 嘗て、 道徳に 習慣 風俗と いう 側面と 良心 意識と 

いう 側面と が あると いう 極めて 判り 切った 事実 を 述べ 

た ことがあ るが、 現代で はこの 両側 面が 実は 完全に バ 

ラ バラに 分裂して いて、 道徳的な 統一 が 成り立ち 得ず、 

従って 道徳が 壊れた ままで 未だに 出来 上らない の だが、 

それ にも拘らず、 事実上、 この 二つの 側面が 妙な 様式 

で 密通して いる。 習慣 風俗 は 自然 的に それに 相応した 

良心 意識 を 生み出す 代りに、 却って 単に 良心 意識 を 強 

要する ことが その 機能に なって いるし、 良心 意識の 方 

は 習 匱 虱 俗 を 批判す る 代りに、 習 s 虱 俗に おもねる 事 


がその 義務に なって いる。 

要するに 現代で は、 社会の 認識 (之 は 無論 科学的で 

なければ ならない 害 だ) を、 直覚 的な 形で 代表す ると 

いう 意味での、 本当の 道徳 意識 は 存在 しないの であつ 

て、 従って 道徳と いうと、 何 かお 説教 じみた 不真面目 

な 内容の もの だとし か 考えられないの である。 

普通、 道徳 は 品行 問題と 結びつけられて 世間の 興味 

を惹 いている。 或る 尺八の 名手の 婦人 関係 は、 彼の 品 

行 に 関係す るが 故に 非常に セン セ— ショ ナルな 道徳 問 

題と なった が、 之に 反して 文士の 賭博 は 直接 彼等の 品 

行と は 無関^な ので、 道徳上の 問題と して は あまり 厳 


粛に 取り上げられない。 笑って 済ませる 事件 だと 考え 

られ ている のが 事実で ある。 

だが、 此の 事実に は 相当の 真理が あるので、 之 は 道 

徳が 要するに 節操に 帰着 するとい う 一 つの 知識 を 示し 

ている ものに 他なら ない。 尤も 節操と いう もの をゥッ 

カリ 考える と、 つまる 処 男女の 肉体関係 以外の 問題で 

はなくな るの だが、 之 は 実は 節操の カリ ケチ ユアに 過 

ぎない という こと は 誰でも 知っている のであって、 節 

操と は 本当 は、 道徳的な 首尾一貫 のこと 以外の もので 

はなかった 害 だ。 

処で 道徳上の 首尾一貫と 云っても、 古来の 陋習 を 固 


執 するとい うので は 頑迷 以外の 何もので もない わけで、 

認識の 怠慢 を 示す ものに 他なら ない が、 そういう もの 

では 元来 節操で も 何でもない ことになる。 で、 どうし 

て も、 道徳上の 首尾一貫 という こと は、 認識の 首尾 一 

貫 をば 直覚 的な 形で 代表す る処の もの 以外に はない、 

という ことになる。 道徳的な 節操と は、 認識の 首尾 一 

貫、 認識の 節操と いう こと だ。 

認識 の 節操な どと いうと、 言葉 は 甚だ 作文 的で、 従つ 

て 無責任に 聞え るか も 知れない が、 それなら 認識の 論 

理的統 一 という 平凡な 言葉で 置き かえても 構わない。 

併し ここから 私 は 一 つの 社会科学 的な 公式 を 導き出 


す ことが 出来る ので ある。 即ち、 科学的 認識の 上での 

論理の 欠乏 は、 道徳 意識の 上での 節操の 欠乏に 対応す 

る、 という 公式で ある。 例えて 云えば 哲学が あるかな 

いかが、 彼が 転向す るかし ないかと いう 品行 を 決定す 

るの だ。 で 哲学者 福 本 一夫な ど は、 恐らく こういう 原 

因から 簡単に は、 転向 出来ない ので はない かと 思う。 

二 常識 教育の 請負師と 職業的 告白 者 

話し は 一寸 横へ それる が、 評論家 故 土 田 杏村 は、 一 

種 独特な 条件 を 持った 文筆業 者だった と 思う。 彼 は 事 


実 非常に 博学であって、 どの 方面に 向かっても 相当の 

程度にまで 玄人と 太刀打ちの 出来る 学者で もあった が、 

併し その 見解 は、 甚だ 凡庸で、 理論家に とって 絶対に 

必要な 食い入る 鋭 さ を 完全に 欠いて いた。 処が 実は そ 

こが 彼の 評論家と しての 第一 の 強みだった ので ある。 

と 云う の は、 彼 はいつ も 世間の 常識 水準に ァ ダプト 

する こと を 何よりも の 心がけと していた ので あつ て、 

ただ 世間の 常識に 先生ら し い ァカ デミ ッ クな 快感 を 与 

える ために だけ、 物 を 書いて いたと も 見る ことが 出来 

るからで ある。 彼 は 常識 を 淘汰して 常識 を 発達させる 

処 のェン サイ クロ ぺ ディ ストではなくて、 いつも 世間 


の 与えられた 常識 水準 を 手 頼りに して 物 を 書く ェンサ 

イク 口べ ディ ストであった。 

それ故に 彼 は あれ 程 多数の 固定 読者 を 持つ ことが 出 

来たので、 恐らく 彼 は、 自分の 読者に 対して、 社会的 

な 教師と して、 常識的な 総合 教育の 請負業 を やった の 

だと 見て いい。 だから 多分 彼の 愛読者 は、 他の 人の 書 

いた 本 を あまり 読まない 人達であって、 普通の 読書界 

か らは 隔離 さ れ た 田舎 の インテリが 多かった ので はな 

かった かと 思う。 杏村の 書く 物 さえ 順々 に 読んで いれ 

ば、 他の 本 は 読まなくても 一 人前に なれる という 意識 

が、 彼の 広範な 愛読者 を 造り 出した のだろう。 最近の 


出版界で は 百科辞典が 盛んに 売れる というが、 杏村 は 

読者の この 需要 を 夙く から 知っていた 百科辞典 屋 だつ 

たので、 そのために 彼 は、 意識的に、 凡ゆる 領域に 手 

を 拡げる 必要が あつたの だ。 そうしなければ 彼 は 常識 

教育の 請負師と して 甚だ 不都合な 教育家に 終る 処 だつ 

たので ある。 

処で 杏村の 本質 は、 彼が いつも 与えられた 常識に ァ 

ダプト するとい ぅ処 にあった、 という 点 を、 もう 一遍 

思い出して 欲しい。 マルクス主義が 「全盛」 の 時代に 

は、 彼 は 一種の 修正 マルクス 主義者と して 現われた。 

処が マルクス主義が 衰えて、 即ち 流行し なくな つ て、 


ファシズムが 流行り 出す と、 いつの 間に か 多少と も 

ファッショ 的 雰囲気 を 持 つ た 言論 家と して 立ち 現われ 

る。 彼の 評論 は、 思想界に 於け る ファッション • セク 

シ ョ ンゃ 婦人 欄の ような もので、 今 何が 流行って いる 

か を、 人に 教える のが その 目的で ある。 

だが 人に 流行 を 教える， J と は、 善い こ とで も 悪 い マ J 

とで もない。 大事な こと は、 自分自身が この 流行 を 尊 

重す るかし ないかと いう こと だ。 杏村 自身 はどう だつ 

たかは 知らな いが、 所謂 評論家 や 思想家 や 学者に は、 

人に 流行 を 教える 積 リで物 を 云って いる 内に、 いつの 

間に か 自分自身 がその 流行に ムキ にな つ て 了う 性の 人 


間が、 非常に 多い ので ある。 

併し、 自然に そういう 結果になる の はま だいいと し 

て、 流行 を 知らない という ことが 無上に 恥 かしい こと 

であるか のように、 流行 を 気にする 文筆家の 多い こと 

は、 気をつけなければ ならない 事実で ある。 こうした 

見識の ない お洒落 女の ように 小才 かしい 評論家が、 特 

に、 左翼から 移行した 作家 や 文芸批評 家 に 多い という 

こと は (純 文芸 派 は 問題で ない)、 全く 意外で ある。 

彼等 は、 なぜ 自分が 転向すべき であるか を、 なぜ プ 

ロレ タリ ァ 文学 を やって はなら ないか を、 なぜ 敗北す 

る 義務が あるか を、 用 もない のに ヮザヮ ザ 発表した 


がって いるよう である。 自分が 野暮に 見えない ために、 

時勢 を 知る ことに 於て 決して 人に ひけ は 取らない こと 

を 知らせる ために、 自慢そう に 喋り 立てて いると しか、 

吾々 に は 受け取れない。 私 は 之 を 見る と、 失礼ながら、 

キリスト 教会で 告白 を やって いる 職業的な 信者 を 思い 

起こす。 だが 私 は 未だ 曾て この種の 信者の 信仰 上の 節 

操 を、 首尾一貫 を、 信じる 気になった ことがない。 社 

会 は 教会で はない。 信者 を 甘やかす 牧師 も 懺悔 僧 も、 

社会に はいない の だ。 

三 「事実」 の 「認識」 とォッ ポチ ュニ ズム 


日本が 国際 連盟 内外の 諸国に 対して、 満州 帝国の 承 

認を せまった 際の 理論的 根拠 は、 満州 帝国が 事実と し 

て 存在して いるの だから、 凡ての 理屈 はこの 事実の 前 

に 屈服すべき であると いうに あった。 日本に とって は、 

満州 帝国が どういう 原因から 成立す るよう にな つ たか、 

又 どうい う 計画、 ど う い う 要望 の 下に 建設され たか、 

等々 の、 すでに 過ぎ去った 過去の 過程 は、 今更 問題と 

ならない のであって、 主張の 論拠の 凡て は、 満州国の 

存在と いう 厳然たる 既成の事実の 裏に 存 するとい うの 

である。 


実際、 満州 帝国の 存在が 厳然たる 眼前の 事実で ある 

以上、 たとい 支那 や 諸外国が、 之 を 公式に 承認し まい 

としても、 それ はた だの 観念的な 空 力みに 過ぎない わ 

けで、 やがて は 満州に 対して 資本 も 投下した くなる し、 

通信 関係 も 正式に 結ばなければ ならなくなる。 事実の 

前に は 一 切の 理屈 は 全く 無力な の だ。 列国の 満州 帝国 

承認 は、 列国の ソヴェ ー ト. ロシア 承認と 同様に、 恐 

らく 単に 時間の問題に 過ぎないだろう、 と 一 応云 うべ 

き だ。 

で 世間の 学者 達 は、 日本の こうした 強力 外交に 特有 

な 論理 を、 ヒョッ とすると、 二— チェ や ソレルの 哲学 


の 内に 求めよう とする かも 知れない。 日本の 最近の こ 

の 外交 思想が ファシズムの 現われ だと 見る と すれば、 

それ は ムッソ リ ー 二の 哲学と 無縁で はない わけ だが、 

ムッソ リ ー 二が 二 ー チェと ソレルとの 間接の 弟子で あ 

る こと は 広く 知られて いる。 もし 又ヒ トラ ー にも 哲学 

が あると すれば、 フィヒテ などが その 拠り 処 になって 

いる わけで、 フィヒテ も 亦 一種の 哲学的 行動主義 者で 

あった。 

だが この 力の 哲学に よる 解釈 は、 実は わが 日本 帝国 

の 数年 来の 外交 論理 を 必ずしも 正確に 説明して いる も 

ので はない、 という こと を 注意したい。 日本が 満州 帝 


国の 承認 を 強要す る 理論的 根拠 は、 先に も 云った 通り、 

事実の 前に は 論理 は 無用 だとい うのであって、 決して 

力の 前に は 論理 は 無用 だとい うのではなかった。 日本 

が 満州国 建設に 当って、 力 を 用いた という ことが 本当 

だとしても、 この 力が 少なくとも 日本の 強力 外交の 論 

拠に なって いるので はない のであって、 その 論拠 は あ 

くまで 満州 帝国の 現存と いう 事実の 内に あつたの であ 

る。 その 事実が どういう 力に よって 結果した かと か、 

力に よ つてではなくて 満州 民族の 観念的な 総意に よ つ 

て 結果した ので はない かと か、 いう 過去の プロセスの 

問題と は 無関係に、 現在の 事実が 論拠な の だ。 


だから ここに 物 を 云って いるの は、 決して 力の 哲学 

ではない のであって、 正に 事実の 哲学な ので ある。 力 

と いう 概念 は プロセスと は 無関係に 取り上げられた 

「事実」 という 結論から、 一 切の 言論 を 出発させる とい 

うやり 方の 哲学な ので ある。 一般に 日本の ファッショ 

哲学 も 亦、 決して 力と 云った ような 抽象的な 範疇 を 原 

理 としない のであって、 正に 「アジアの 現実」 と 云つ 

たような 具体的 (？) な 事実の 認識 を、 その 出発の 原 

理 としてい る。 だから、 日本の ファッショ 的 動向 を、 

力の 哲学 や 力の 論理 を 以て 解釈しょう とする の は、 も 

し 誤解で ない とすれば 思いやり のない 一 本調子の そし 


り を 免れまい。 

でこう 考えて 来る と、 日本の 強力 外交の 哲学 は、 実 

に 強力 哲学 どころ ではなく 却って、 一種の 日和見主義 

の 哲学で ある ことが 判る だろう。 与えられた 事実 を 無 

条件に 「認識」 して、 そこから 出発しょう とする 論理 

は、 経験主義 とか 現実主義 とか 呼ばれて いるの だが、 

それが 取りも直さず 日和見主義 そのものになる の だ。 

こうな つた 以上 過ぎ去つ たこと は 問わない としょう、 

新しい 事実が 出て 来たら 又 考え直して 見よう ではない 

か、 いずれにしても 理屈 は、 匍匐しながら 事実の 偶然 

な 展開 に 追従して 行き さえ すれば よい、 というの が こ 


のォッ ポチ ュ ニズム なの だ。 

少なくとも 従来の ブル ジョァ 外交 は、 皆 この ォッポ 

チュニ ズムに 立って いる。 こうした 消極的で 無 方針な 

ブル ジョァ 的 外交 を 拒否して 厳然たる 指導原理に 立脚 

する 害であった 日本の 強力 外交の 大方 針が、 依然と し 

てこう した ブル ジョァ 外交と 軌を 一 つに しなければ な 

らぬ という こと は、 一 体 何とした ことだろう か。 

四 ファシズムの スカ ー トと 自由主義の スカ ー 

卜 


「事実」 の 「認識」 から 出発 するとい う 日本の 外交 政 

策が、 ブル ジョァ 外交的 (？) なォッ ポチ ュニ ズムに 

帰着す るので あつたが、 一体こう いう 「現実 尊重」 の 

ォッ ポチ ュ ニズム は、 一 般に ファシズムの 理論 上 又 政 

策 上の 論理の 特色だった ので ある。 処が 一方、 流行 を 

追う という 意識 は、 全くこう いう 現実の 尊重 をモッ 

ト— とする 日和見主義に 立って いる。 女の スカ— トは 

現在 長くな つたから 長い 方が いいのであって、 少し 前 

に 馬鹿々々 しく 短 かかった という 過去の 事実に はお 構 

いなしに、 長くな つてい いので ある。 

で、 ファシズム は 女の スカ— トと 同じ ォッ ポチ ュニ 


ズムに 立って いる 訳で、 そこから なぜ ファシズムが こ 

ん なに 「流行」 する かとい うこと が 判る だろう。 与え 

られた 現実に 匍匐 的に 追随す る 日和見主義 がその 面目 

である 流行に は、 何も 別に 理屈が ある わけで はない。 

現実の 前に は 理屈な ど は 抜きに するとい うこと が、 流 

行の、 ォッ ポチ ュニ ズム の、 特有な 唯一 の 「論理」 な 

ので ある。 ダ ラシな く 長くて ダブ ダブして いる ファシ 

ズムの 不粋な スカ —卜が、 不粋な りに、 理屈な しに、 

即ち 理性と 関係な しに、 今日は 流行す る 所以で ある。 

流行に は 無論 何にも 方針 はあり はしない。 合理的な 

原則 はない。 だから 又 何の 理論 もない ので ある。 誰も 


流行に 節操 を 要求す る もの は あるまい。 ここに あるの 

はた だ 風 浴 だけで、 而も 風俗 は、 風俗 自身と して は、 

将来の 合理的な 見通しの 立たない ものな ので ある。 仮 

に 風俗に 就いて 予言が 出来る としても、 夫 は 景気変動 

の 予言 以上に、 機会 主義 的な ものだろう。 だから 論理 

という 首尾 一 貫した 方針 ほど、 ここで 無意味で 邪魔な 

もの は あるまい。 で、 こういう 理由から、 日本の ファ 

シズム など は 未だに 筋の通った 哲学 を 持てない ので あ 

る。 論理の ない 哲学な どと いう もの は、 仮に どんな 博 

学 (？) な もので も、 ただのお 喋べ りに 過ぎない から 

だ。 


フ ァ シズ ム の 流行と 無 論理と が、 その 現実主義 的 機 

会 主義から 来て いる こと は、 この 位い にして おいて、 

話し を 所謂 自由主義に 向ける ことにしよう。 云う まで 

もな く 自由主義 は ファシズムの 反対 物で、 フ ァ シズ ム 

は 自由主義の 敵 だと、 普通 は 信じられ ている。 処が今 

まで 云って 来た 私の 話しの コー ス から 行く と、 どうも 

そうで はない らしい という 結論 さえ 出て 来る。 

現代の わが国の 自由主義者 達が、 実は 政治 上の 自由 

主義者ではなくて、 云わば 文学的 自由主義者 だと いう 

こと は、 非常に 大事な 規定 だと 思う。 かって 学芸 自由 

同盟と いう ものが あつたが (私 も その 一員だった とい 


うこと を 念のために 断 わって おく)、 その メンバ ー の 

大多数が 文学者 や 文士 や 芸術家 だ つたと いう こと は、 

意味が あるので ある。 

処で わが国の この 文学的 自由主義者 は、 大抵 広い 意 

味に 於け るヒ ュ— マ ニズム から 動機 づけら れ ている よ 

うだが、 客観性 を 有った モ— ラリ ティ— というよ うな 

論理 はない けれども、 いずれも モ ー ラ リストと しての 

資格 は 備えて いる、 という ことが この 自由主義者の 特 

色 だ。 処がモ ー ラ リストと は 結局 一種の 懐疑論 者に 他 

ならない ので ある。 だから ここから ニヒリスト 的な 自 

由 主義者 も 出て 来る 理由が ある わけで ある。 


文学的 自由主義者 達 は、 自分の この 懐疑論 的な 本質 

を 相当よ く 自覚して いるら しく、 その 証拠に は、 彼等 

は 意識的 無意識的に、 一 身の 利害に 関する 実際的 行為 

をす る 段になる と、 機会 主義 的な 現実主義者 となって 

立ち 現われる。 懐疑 的な 人間 は、 実際 行動に 際して は、 

外の 一 切の 価値 評価が 消去され ている もの だから、 結 

局 最も 俗物 的 「現実」 だけ を 認める ことになるからで 

ある。 

で、 元来 日和見主義 である 自由主義者 達 • 特に 文学 

的 自由主義者 達 は、 仮にも 実際問題 を 裁決す る 必要に 

逼られ る 場合に は、 意識す ると しないと に 関係な く、 


積極的に ォッ ポチ ュ 二 ストと なるとい う 法則 を 持って 

いる。 この ォッ ポチ ュニ ズムの 論理から、 自由主義の 

流行 風俗と その 無 論理と が 出て 来る ので ある。 —— で、 

この 自由主義 だ つ て ファシズムと 全く 同じい ォッポ 

チュニス ト的 論理に 立って いるので ある。 自由主義が 

あんなに 流行って、 而も 自由主義の 哲学が 未だに 出来 

ない という 点から 見ても、 この種の 自由主義が ファシ 

ズム とその 風俗 振り 流行 振りに 於て 少しも 違わない も 

の だとい うこと が 判る。 違い はた だ、 自由主義の 風俗 

として 流行って いる 文学的 スカ— トの 方が、 フ ァシズ 

ムの もの ほど 不粋でなくて、 その 好みが 多少 エロ 


ティ ック かも 知れない という 点 だけ だ。 

(本章 は 一九 三 四 年度に 書いた もの だ。 その後 ファシ 

ズムと 反 ファシズムの 対抗 関係が、 日本で 著しく 発展 

して 来た こと を、 追加し なければ ならぬ。 特に 自由 主 

義と反 ファッショ 人民戦線との 関係 は、 改めて 検討 さ 

れ るべ きで ある。) 


6 風俗 文学と しての 社会 時評 

一 九 三 五 年頃の 事件で あるが、 確か 南京の 領事館で 

あつたが、 そこの 日本人 館員が 行 先 不明と なった とい 

う 出来事 を、 読者 は 記憶して いる こと だろうと 思う。 

日本側で は 之 は テツ キリ 支那 官憲 乃至 支那 排日 組織の 


行為 だ というので、 忽ち 駆逐艦 を 急行 さ せた という 話 

しだった。 ところが 案に相違して 当人 は 朦朧たる 精神 

状態で 郊外の 山中に かくれて いるの を、 無事 支那 官憲 

によって 発見され たので ある。 従って 之 は 遂に 紛議の 

キ ッカケ にならずに 済む ことが 出来た。 

それ は それでい いので あるが、 しかし 当時 或る 新聞 

紙 は、 この 館員が 山中に 逃避す るまでの 心理 過程 を、 

まことしやかに 書き立て たもの だ。 それによ ると 彼 は 

元来 哲学的 (？) な 性格の 持ち主で あつたが、 失踪の 

夜 は 何等かの 冥想に ふけって 家 を 出た ところ、 星の 黙 

示だった か 月光の 神秘だった か 知らないが、 彼 を 誘つ 


てつい に 山上へ とつれ て 行って 了った。 彼 は 山 を 登る 

ほどに、 段々 現世からの 離脱 を 快く 感じ 出した ので、 

遂に 山中に かくれて 世 を 厭う にいた つた、 という 筋 書 

きで ある。 

こんな 馬鹿げた こと を 誰も 本気に する 人間 はいない 

という かも 知れない が、 しかし、 これが 堂々 と 新聞の 

社会面に 段 抜きで 押し出され るの を 見る と、 こういう 

もの を 「常識」 として 受け取る 読者 も 少なくない のか 

も 知れない。 哲学 —— 冥想 —— 星 —— 月光 —— 神秘 I 

I 遁世、 こういう 一連の 常識的 連絡 は、 今日で もな お 

床屋 的 社交界な どで は 通用す るの かも 知れない。 いや 


その 新聞の 記者 や 編集者 は、 確かに 通用す ると 考えた 

に 相違ない の だ。 

無論 現代 は 藤 村 操 時代で はない から、 今日の 第 一 線 

の 常識と して はこん な もの は 通用 しないの は 断 わる ま 

でもない の だが、 問題 は 新聞の 社会面な どに 現われる、 

社会現象 に対する 「常識」 的な 理解 や 説明 や 批評と い 

うこと にある ので ある。 

両親と 妹と が 共謀して 日 大生 を 謀殺した という セン 

セ ー ショ ナルな 事件が かって 起きた。 社会で は 両親 は 

いつも 息子 や 娘 を 可愛がる もので あり (従って 子供 は 

親孝行 をす る 義務が あると いうと ころへ 行く の だが)、 


妹 は 女で 年下な の だからい つも 兄 を 大切に する もの だ 

と 決めて かかって いる。 つまり 家庭 は 少なくとも 相愛 

し 合った 親子関係が 中心で 出来て いると 仮定して いる。 

そこで この 事件 は 極めて 大きな ショック を、 世 道 人心 

に 与えた わけなの だ。 

家庭に ついての この 常識 は、 実は 認識ではなくて、 

願望 や 理想 やまた は 社会的 要求 に過ぎない もので、 こ 

の 常識 を 否定す るよう な 事件 は 恐らく 殆んど 毎日 起き 

ている だろう から、 現実の 常識的 認識と して は 元来 通 

用 しないの だが、 現実と 要望と を 混同す る ことな ど は、 

常識に とって は 朝飯前の こと だ。 


新聞に よると、 ところが 係りの 検事 もこの 事件の 反 

常識的な 心理 を 解し 兼ねていた ところ、 妹が 検事の 手 

許にまで 手記 を 提出に 及んだ ので、 これ を 一読した 検 

事 は、 これ ある 哉と 手 を 打った という ことで ある。 ど 

ういう 手記 かとい うと、 自分の 家の 血 は 乱れて いて、 

父 は 酒呑みで 放蕩で、 母 は 何とかで、 かねがね この 血 

統を 断ちたい と 思って いたので、 父母から 謀殺の 相談 

を 受けた の を 機会に それ を 引受けた、 というの である _ 

全く 如何にも 深刻な 動機で あるよう に 聞え る。 血の 悲 

劇 だ、 インテリ 娘の 煩悶が 織り込まれ ている、 という 

わけで、 この 事件の 理解 は 一段と 深められ たという 風 


だ (一般に 手記の インチキ 性に ついては 別に)。 

二 

しかし こんな 馬鹿々 々しい こと はこの 事件の 心理に 

も 動機に もな リ 得ない ので ある。 少なくとも 主なる 筋 

書きと は 関係がない の だ。 こんな 内容の 空疎な 血の 形 

而上学 や、 遺伝の 信仰 は、 犯罪行為の 美文 的 自己 解釈 

に はなっても、 何等の 真理 も 持たない。 こういう 空々 

しい 心理的 説明で、 何 か 事件の 真相 をつ かんだ と 考え 

るよう な 検事 (もし 新聞の いう 通りなら) も 検事なら 


それ を そのまま まことしやかに 書き立てた 記者 や 編集 

者 もどう かしてい る。 而も 新聞が 之 を ドスト ェ フス 

キ ー や トルストイ による 検察 や 裁判の 文学的 検討に 比 

較す るに いたって は、 完全な ナンセンスと 云わざる を 

得な 、にだろう。 

血の 迷信 は 少しも 深刻な 哲学で も 文学で もなくて、 

実は 極めて 皮相な 空文 句な ので ある。 ヒ トラ— がドィ 

ッの 愚民 を 如何に この 血の 迷信に よ つ て 引き まわして 

いるか を 見れば、 それ はよ く 判る だろう。 例えば 癩患 

など は 絶対的に 遺伝す る ものと いう 常識が 一 頃 抜く ベ 

からざる ものと なって いたよう であるから、 そういう 


場合に は 血の 迷信 も 犯罪の 心理的 動機と して は 必然性 

が あるか も 知れない が (例えば 男 三郎の 場合)、 呑んだ 

くれ だと か 放蕩 だ とかいう ことの 生理的 遺伝と いう 観 

念が、 犯行の 絶対的な 動機になる というよ うなの は、 

何と い つ て も 造り ごとと いわざる を 得な い。 もしそう 

でなければ、 もう 一 歩 踏み込んだ 特別な 事情が そこに 

条件と なって いるので なければ 噓 だと 思う。 

私 は 何も 例の 妹娘が 故意に 嘘の 手記 を 書いた とか 何 

とかいう ので はない。 彼女 は 自分で も 思わない ような 

心に もない こと を 考えそう な 事情に おかれて いる わけ 

だから、 大いに そういう 噓を 書く 必然性 を 持って いる 


の だ。 即ち その 意味で 彼女の 書いた といわれる 手記 は 

決して 噓 偽りで はない と 考えて 見当違い ではない。 だ 

が 恐らく 刑事 的に 噓 ではない が、 文学的に は 全く 噓だ、 

と 私 はいいた いので ある。 —— 尤も 一寸ば かり 新聞に 

載った こと を 元にして、 こんな こと を 兎や角い つても 

無意味 だとい われる かも 知れない が、 しかし 私の 問題 

は、 抑々 世間の 常識 を あて 込んで いる 新聞 そのものに 

そういう 載り 方 を するとい うこと 自身に あるので ある。 

その 報道が 本当で も、 間違って いても 今の 問題の 例と 

して は 構わない の だ。 

こうい う 常識 の噓は 最近 特に 新聞紙 上 に 目立つ ので 


ある。 というの は セン セ ー ショ ナルな 社会 事象が 発生 

する 毎に、 常識 は ショック を 受けて、 その 常識的に ま 

ことし やかな 噓を 放射す るので ある。 他の 例と して は 

若 妻 殺しの 夫の 問題 だが、 これ も 自分が 過失で 殺した 

の を 犯罪学 的に 外部から 侵入者の 行為と 見せかけ たも 

の だと 仮定 すれば、 恐らく 却って 常識的に 理解 出来る 

だろう こと を (真相 は 勿論 私な ど の 断定 の 限り でない 

が 新聞に 現われた 限りの 資料 を 基に してそう いうの 

だ)、 悪く 常識的に ひねくり 回そうと する もの だから、 

容疑者の 夫 は 新聞記者 によ つ て 性格 異常 者 や 獵奇的 犯 

罪 性の 所有者 やにされ て 了って いた。 探偵小説 的 興味 


を惹 いていた の は、 容疑者が 自白 しないので 真相が 

ハ ッ キリし ないから という 純 探偵 的な 理由から ではな 

く、 彼が 殺人 小説の 耽読 者であった とか 何とかい ぅ獵 

奇 的な 理由から のよう だ。 ここに 常識 は 可な り 思い 

切って 錯誤 を やって いるの だが、 世間の 常識 は ゥッカ 

リ している わけ だ。 

この 事件で も、 また ぞろ この 容疑者が 私生児で あつ 

たという ような、 結局 例の 血の 迷信に 基く ものへ 持つ 

て 行こうと する。 常識 はいつ でも 同じ 試み を、 退屈で 

も 反覆す る もの だ。 


三 

社説な ど は 特別 だが、 少なくとも 社会現象の 一 等 日 

常 市井 的な 現われ を 取り扱う 社会面 は、 極端に いえば、 

一種の 娯楽の ぺ— ジ なので ある。 別に 特殊な 社会的 関 

心 を 自覚し ていなくても、 普通 の 読者が 誰 で もまず 第 

一に 見たがる の はこの 欄な ので ある。 之 は 明らかに 一 

種の 娯楽 面で ある こと を 意味して いる。 そして、 同時 

に 考えなければ ならぬ こと は、 普通の 読者が まず 眼 を 

通そうと する もう 一 つの ものが 連載小説 だとい う 点で 

ある。 ここに 新聞 小説と 社会面との 或る 連関、 従って 


又 新聞 小説の 一 種の 娯楽 的 性質が 注意され ていいと 思 

、つ。 

どうせ 新聞 小説 は 通俗文学 や 大衆 小説 だから、 娯楽 

のよう な ものに 過ぎない、 という 意味で はない。 むし 

ろ 逆に 文学者 こそ 社会の 日常 非常 の 現象の 最も 行き届 

いた 批評家で あり、 もし 仮にそう いう 文学者の 作品 を 

も 通俗文学 や 大衆 小説と 名づ けるならば、 文学 はす ベ 

てそうい う 意味での 通俗文学 や 大衆 小説で なければ な 

らぬ、 というべき だろうと 思う の だ。 

純文学の 神様と 見做され、 純文学 青年の 偶像と なつ 

ている らしい 横 光利 一 も、 実はそう いう 点で 極度に 社 


会 的に、 従って (今い つた 意味での) 通俗文学 乃 至大 

衆 小説に はいる 作品 を 書いて いる (例 『花 花』)。 この 

点から 見れば 菊 池 寛が 著しい 社会面 的 事件から 多分の 

ヒント を 得て いるら しいのと、 あまり 区別 はないだ ろ 

う。 

これ を 娯楽と いって 了う のに は 無論 語弊が ある。 だ 

が 大事な の はこの 娯楽が 他の 種類の 娯楽と 違った 社会 

現象の 出現から 生じる 娯楽 だ と い う 点 だ 。 というの は 

これが やが て 井戸端会議 の 内容に もなる し サラリ ー マ 

ンの 話題に もなる。 省線 や 床屋での 会話 や 議論の 種に 

もなる の だ。 この 娯楽 はすぐ 様 評判 や 批評にまで 発展 


する 種類の もので、 実は 社会人の 誠実な 社会的 関心の 

ごく 無自覚な 皮相 面に ほかなら ない ので ある。 大衆性 

乃至 通俗 性 (この 言葉 を 使う の は 随分と 厄介な 用意が 

必要 だが) を もつべき 文学 (今のところ 小説) が、 だ 

から 一 種の 娯楽の 意味 を 有つ という こと は、 文学の 冒 

瀆 でも 何でもなくて、 文学が 如何に 社会人の 社会的 感 

覚に 接着し これに 食い入って いるもの であるか を、 或 

いはそう あるべき もので あるか を、 告げて いるに すぎ 

ない わけで、 ただ 社会人の この 社会的 感覚 そのものが 

ごく 皮相 面に とどまる 限り は、 その 文学 は 単なる 娯楽 

の 対象に 止まる わけで、 実際 上から いって それだけで 


新聞 小説 は 充分 多数の 読者 を 有つ ことが 出来る の だ。 

ただこの おなじ 小説 も、 社会人の 社会的 感覚が 自覚 的 

な 社会的 関心にまで 発展し、 社会に 対する 誠実な 省察 

にまで 深度 を 増す 時、 やがて 立派に 文学的な 対象 物と 

して 要求され る、 というわけだ。 

これ を 別の 言葉で いい 表わせば、 社会面に 現われる 

新聞記者 的 「常識」 は、 連載小説 などに おける 文学者 

的 「モラル」 (これが 最高の 文学的 モラル だとい わぬ が) 

に 直接 連続して いるので ある。 真の モラル は 一般に そ 

う 考えられ ている 通り、 所謂 常識的な ものの 否定 克服 

だろう、 だが モラル (もっと 気取らず にいえば 「道徳」 


のこと でもつ と アカデミック にいえば 「倫理」 という 

名 も ある) は、 社会 感覚. 社会意識 を 離れて どこに も 

成り立つ こと は 出来ない。 そうでない ような いわゆる 

「モラル」 という 言葉 は、 往々 愛用され ないで はない が、 

それ は 一 つ 覚えから くる ナンセンスな 方言の 典型に す 

ぎない。 でそう すれば モラル = 道徳 も 元来 常識なる も 

のから 独立して 成り立つ こと は 出来ない。 常識 こそ 一 

つの 低級な モラルで あり、 モラル こそ 新しい 常識への 

進出 だ。 常識 を 否定す るのに はまず 常識から 踏み はじ 

めねば ならぬ。 —— こういう 意味に おい て 文学 は 社会 

人に とって、 いわば ごく 健全な (常識 は 古来 「健全」 


な ものと 相場が きまって いる) 娯楽 性 を もってい るの 

が 当然でなくて はならぬ。 文学の 面白さと いう ものの 

一 つ はこの 社会面 的な ものに あるの かも 知れない。 

四 

いうまでもな いこと だが、 帝 人事 件な どに ついては 

私 は 何等 関係 もない。 にも拘らず 私 は 人一倍 これに 興 

味 を 覚えた。 なぜかと いうと、 それ は 立派に モラル = 

道徳の 問題 だからで ある。 収賄 や 贈賄が 悪い とか、 検 

事の 人権蹂躪が 人道に 反する とかいう 意味で はなく、 


金融資本 主義 下にお ける 金融資本 家 やその 番頭 達が、 

そ の 資本 の 番犬と しての 技術的 使命 を 果 すた めに は、 

如何に ブル ジョァ 道徳 そのものに ショ ックを 与えない 

ではお かない か、 また それ を 無理に も 処罰し ようとす 

る ブル ジ ョ ァ 法律 自身が 又、 如何に この 同じ ブル ジ ョ 

ァ 道徳に 同じく ショック を 与えずに はおかない か、 と 

いうよう な、 この 社会に おける 活動的 支配者の モラル 

の 矛盾に 私 は 興味 を ひかれる からだ。 

堂々 たる ブル ジョァ や 要路の 大官が 法廷で 泣涕 した 

りする だけで も、 単にい くじがない とか 態 を 見ろ とか 

いって は 済まされない 問題 を 含んで いるので、 正に 彼 


等の やがて 又 この 支配者 社会の、 モラルの 道徳的 断層 

を 法廷の 舞台に さらした ものに ほかなら ない ので ある。 

私 はま だ 和 田 氏の 『人絹』 を 読の 作品が 示唆す ると こ 

ろの、 社会現象と 文学的 モラルとの 不可欠の 連関の 要 

点 を 積極的に ハツ キリつ かもうと しない 純文学 的 精神 

は、 何 か うら 切られた ような 失望 を 吾々 に 与える の だ。 

I 社会人 は、 社会現象の 論理と 心理に 立ち入った 文 

学 的 検討、 出来るなら その 文学的 解決、 を 文学者から 

期待して いる。 社会現象の モラル を 作品 や 評論家から 

聞きたい の だ。 しかも 何も 修身 的な 課題で ある 婦人の 

問題 や 家庭の 問題 や 或 いは 転向 問題ば かりが モラルで 


はない、 社会 そのものの 動きが、 文学的に は (理論的 

に は 別 だが) 道徳的 本質の ものな の だ。 

さてこう 考えて 来る と、 社会 時評 乃至 社会 評論なる 

ものの もつ 文学的な 本質 は 大体 見当が つくだろうと 思 

う。 社会 時評が ただの ニュ— スゃ 報告と 異る点 は、 社 

会 現象の 裏に、 単に 新聞 常識的な 皮相 面 を 見出す だけ 

ではなく、 この 皮相 面 を 克明に はぎ取って そこに 文学 

的な 道徳的 脈絡 を 発見 するとい うこと にある。 個々 の 

または 一 群の 経済的 • 政治的 • 軍事的 • 巿井的 • また 

文化的 • 社会現象 を、 その 論理と 心理と を 通じて、 モ ー 

ラ リスト 的 視角から 分解 結合す る ことが、 社会 時評の 


文学的 本質な ので ある。 これ は 常識的 道徳が もつ 既成 

観念 や 固定観念 や 願望 的な 理想 や、 そうした 社会的 迷 

信 を 破って、 リアリスティックな 視角に 立つ モラル を 

摘出す る こと だ。 社会 時評の リアリズムが 二 ュ ー スゃ 

報道の リアリズムと 異 るの は、 後者が 事件の 背後に 特 

種 を 探す に反して、 前者 は 事件の 背後に モラル = 道徳 

を 見る こと だ。 社会 時評 はこの 意味で 一 種の 風俗 文学 

だと 云っても いいだろう。 

尤も 文学と いうと 第一 に 小説と いう 様式が 考えられ 

がち だが、 それから 見る と 社会 時評が 文学的 本質 だ と 

いうの は 如何にも 唐突の ように 聞え るだろう。 だが 


エッセィ も 亦 歴史的に 重大な 文学の 様式で あり、 特に 

クリティシズム (批評) 文学の 一 つ を もな す もので あ 

る こと を 思い出すなら、 社会 時評と いう 一種の クリ 

ティカル • エッセィ を 文学的 仕事にまで 深め 又は 高め 

ると いう こと は、 実は 大した 思いつき でもない の だ。 

前例 は 文学史 上 沢山 あるだろう。 

普通の 小説の 特色の 一 つ は フィクションに あるが 

(歴史小説の 類 は 別に 考える として)、 エッセィの 特色 

は 之に 反して その ァ クチ ユア リ ティに あるだろう。 い 

ずれ も 夫々 の リアリティ ー を 有つ ので は あるが、 エツ 

セィが 身辺 的な もの (之が 多分 今日の 「随筆」 だろう) 


であれば、 リアリティ— は 個人的な ァ クチ ユア リ 

ティ— であるの だが、 エッセィが 社会的な もので あり、 

即ち 社会 時評で あれば、 リアリティ ー は 社会的な ァク 

チ ユア リ ティ ー、 即ち 社会現象に 他なら ぬと いう わけ 

だ。 

五 

社会 時評、 夫 は 社会的 ァ クチ ユア リ ティ ー を モラル 

と 見る エッセィ だが、 この エッセィ は 随筆 的な 身辺 

エッセィではなくて、 正に 社会的 風俗 的な エッセィ だ。 


そこから 一 つの 規定が 導かれる ので あると いうの は、 

この エッセィ では 対象と なる 現実が 有って いる モラル、 

即ち 心理と 論理、 の 内、 特に 必ず 論理 を 表面に 持ち出 

さねば ならぬ という 点で ある (モラル = 道徳と は 他で 

もない 心理と 論理との 相乗積の ような もの だ。 そして 

それが 社会的に 現われた ものが 風俗な の だ)。 なぜと 

いうに、 社会に 於て は 心理よりも 論理の 方が 前面に 出 

て 来る からだ。 そこで 社会 時評 はた だの 社会 事象 観に 

止まらずに、 社会に 対する 時事 的 (アクチュアル) な 

評論. 批評. 批判と しての 社会 時評になる わけで、 そ 

して 之が (文学 様式と しての) クリティカル . エツ セ 


ィに 属さねば ならぬ 所以な ので ある。 

か つ て 横 光利 一 は 文芸 評論家 を 論理的な ダル— プと 

心理的な ダル ー プ とに 分けていた。 心理的な 批評家 を 

小 林秀雄 達と する の は 一応 判る が、 心理と 論理との 間 

を 飛び まわる 批評家 を 青 野季吉 と大森 義太郎 とだと す 

るの はよ く 判らない。 第一 正に この 点で 青 野と 大 森と 

の 間に は 大きな 距 りが あるから だ。 大森義 太郎は 論理 

組に 這 入る ので はな いかと 思う。 処 がその 論理 組 は 誰 

かとい うと、 谷川 徹三 • 三 木 清 • それに 岡 邦 雄 や 私 だ 

という。 併し 今の 論点から 見て、 谷川と 岡との 間に は 

又 可な り 大きな 距 りが ある。 大 森と 谷川で は 殆んど 他 


人の ような もの だ。 で 横 光の 例の 区別 は 結局 単に 文壇 

の 内と 外と いうよう な ことが 動機に な つてい るので は 

ないかと 思う ので、 そうでな いと 好く 判らない 分析 だ。 

或る 匿名批評 家 は 論理的と 心理的と のこの 区別 を、 

社会的 観念の 這 入る 這 入らな い の 区別 だと 見て いたが、 

横 光 自身の 区別に ついての 理解と してそう 都合 好く は 

行かぬ と 思う。 併し 私に 云わせれば、 今の 場合 結局 そ 

れ 以外に 心理と 論理との 区別 はあり 得ないだろう と考 

える。 —— でこう いう 意味に 於て、 社会 時評 は 他なら 

ぬ 最も 論理的な 評論で あり、 そして 評論が 一般に 一つ 

の 文学の 様式で ある 以上、 之 は 正に 最も 論理的な 文学 


的 批評 だとい うこと になる。 それ は 文学と しての クリ 

ティカルな (且つ ペリオ ディ カルな) エッセィ という 

ことで ある。 

この 論理 はしかし ただの 論理で はない、 モラルの 一 

契機と しての 論理で ある。 そして 心理と あざな われた 

論理 だ。 一般に 評論 は 多少と も 夫 を もってい るが、 特 

に 社会 評論が も つ ている 風刺 的 性質 ゃパ ラドッ クシカ 

ルな 特色 は、 ここから 来る ので ある。 つまり 社会の ァ 

クチ ユア リ ティ— が 有つ 特有な リアリティ— が、 モラ 

リ スティックに 反映 さ れる 必然の 結果が そうな の だ。 

それから 導かれる 社会 時評の 文学的 特色 は、 第二に 


思想 体系が そこに 著しく 透けて 見える という こと だ。 

豊島与 志 雄の 或る 文芸 時評に よると、 思想家 や 理論家 

の 世界 はいくら でも 書き入れる ことの 出来る 地図で あ 

り、 いくらでも 家具 を 備えつ ける ことの 出来る 室 だと 

いう。 そうか も 知れない。 しかし そういう ことが 果し 

て 氏の 云つ ている ように 常識と いう ものになる だろう 

か、 また、 文学 は 恰もそう いう 常識に 安住し ようとし 

ない ところの もの だ、 という ことになる らし いのは、 

どうした ものだろう か。 私 は 論理と いう もの を モラル 

の 一 つの 契機に 数えて 来た。 その モラル 自身に は 常識 

とその 超克と しての 文学と が 区別され るので ある。 つ 


まり 論理に も 「常識」 的な ものと 「文学」 的な ものと 

がなくて はならぬ。 そして 今 私 は 正に この 意味での 文 

学 的 論理、 文学的 思想、 文学的 評論、 そして 文学的 社 

会 時評、 を 主張して いるの だった (「常識」 の もってい 

る 意味の 二重 性 は 別に 注目され ねばならぬ、 同時に 「文 

学 的」 である ことの 意味の 二重 性 もまた)。 —— この 

文学的 社会 時評 は、 恐らく 一  種の 風俗 文学に 属する だ 

ろうと 思う。 


7 思想 的 評論に ついて 

論壇 時評 は 最近、 色々 困難に 遭遇しつつ あるよう に 

見える。 論壇 時評なる ものが 何で あるかと いうよう な 

こと は、 しばらく 措く として、 とに 角 その 月々 の 雑誌 

や 新聞 や 又 新刊書に 現われて いる 論説 を 批評す る こと 


は、 特に それが 新聞に 載る 場合、 一 つの 大きな 制限に 

ぶっかる ので ある。 今日の 新聞 は その 政治的 意見の 発 

表が 極めて 窮屈で ある こと は 誰知らぬ 者 もない。 新聞 

は 雑誌よりも 大衆 的な 普及 性 を 有つ ている だけに、 

益 々 世間が うるさい の だ。 処で 政治 思想 を 回避し なが 

ら、 時代の 論説 を 論じよう とする 程、 困難な 仕事 は あ 

るまい。 

之が 第一 の 困難 だが、 併し 最近 論壇 時評に 就いて 指 

摘され がちな 困難 は 不思議に も、 必ずしも この 第一 の 

困難で はない。 もう 少し 安つ ぼい 論拠から 来る もので 

ある。 何かと 云えば、 雑誌に は 色々 の 専門 科学 上の 論 


文が 載る の だから、 之 を 一 人で 批評して 了え るよう な 

人間 はあり 得ないだろう、 だから 論壇 時評 は 成り立た 

ぬ、 という 理由 だ (専門の 「科学」 が 評論な どされ て 

はた まらぬ という アカデミシャンの 独りよ がりに も 通 

じている)。 之 は 確かに 完全な 噓 ではない、 実際そう 

いう ことが 原因で、 論壇 時評 は 評論家が あまり 書き た 

がらぬ ものと なって いる 場合 も あるよう だ。 筆者が 書 

きたがら ぬと いう 理由 も 含めて、 論壇 時評 を やめに し 

た 新聞 も ある 位いだ。 

だが 実は 之 は 可な リ 浅はかな 推論な ので ある。 一体 

「専門」 の 論文が 評論 雑誌 にそう やたらに 載る という 


. J とが 多分 間違 つてい るの だ。 評論 雑誌 は 元来 学術 雑 

誌で はない ので ある。 又 仮に 大学の 講義 や 学会 雑誌の 

「アルバイト」 のよう な 「論文」 などが 載って いても、 

之 をそう いう ものと して 相手に はしないで、 「評論」 と 

いう 正金に 換算して 評論 するとい う 見識 さえ 持てば、 

困難 は 大した もので はない ので ある。 その 換算の 権利 

は 次に 説明す るが。 

それよりも、 困難の 名に 値い する の は、 論壇と いう 

現象 そのものの あやふやな 性質に ある こと を 注意した 

い。 文芸 時評 は 今迄の 処 要するに 文壇 時評で あつたが、 

この 文芸 時評 = 文壇 時評と、 論壇 時評と を 較べ て 見れ 


ば、 それが 判る。 文芸 時評なら ば、 文壇 を 中心として 

(所謂 「局外」 からで も 矢張り 同じ だ)、 書く ことが 出 

来る。 そして その 時々 の 一連の トピック という ものが 

ある。 処が 論壇と いう ものが、 元来 文壇の ような 意味 

では どこに も 存在して いない。 論壇 人 (？) という 者 

も 極めて 少ない し、 論説と いう 一 群が 創作 欄の ように 

共通の 特色 を 以て どこかに ハツ キリと して 輪郭 を 持ち 

ながら 存立して いるので もない。 而も 論壇の トピック 

というの は、 実は 論壇の ものではなくて 単に 社会に 於 

ける 生の トピックに 過ぎぬ 場合が 多い。 処 でそう いう 

現象 を 無理に 一 からげ にして、 便宜上 論壇と 呼んで い 


るの だから、 之 を 相手に する 論壇 時評 は、 実際 どこか 

ら手を 付けて よい か、 当惑 せざるを得ない わけで ある _ 

杉 村 楚人冠 は 月刊 総合雑誌が 一 方に おいて 月刊 単行 

本の 観が あり、 他方に 於て 月刊 時事 新聞の 観が あるの 

を、 総合雑誌の 「超 総合」 の 性質が 齎す 危機 だとし、 

週刊と 季刊と に 分離す るの が 今後の 着眼点 だろうと 説 

いている。 一応 尤もで あるが、 併し 一方 月刊 単行本で 

あり、 他方 月刊 時事 新聞で も あると いう 性質 こそ、 今 

日の 日本の 総合雑誌の 「総合」 雑誌で ある 所以で あつ 

て、 それが 単行本 で も 日刊新聞 でも 充 されない 読者 の 

要求 を充 すと いうので、 之まで 売れて 来て いるので あ 


る。 実際、 単行本の 多く は 全く 時期 性 を 欠く し、 日刊 

新聞で は 要約と 見 透し を 欠いて いるから だ。 

原則 論と 時事論と が 同居して いる ことが、 総合雑誌 

の 危機の 原因ではなくて、 その 総合なる もの 自身に 何 

の 統一 も 中心 もない ことが この 危機なる ものの 本質 だ。 

そして この 危機 は、 論壇なる ものが あやふやな 存在 現 

象で ある ことと、 直接関係の ある ことなの である。 

例えば 一 九 三 六 年の 九月 号なら 九月 号に のせな けれ 


ば 時宜 を 失する トピックが ある。 取引所 惑乱 問題 ゃォ 

リン ピックの 話が 之で ある。 又 九月 号に 載せて おく 必 

要の ある トピック も ある。 スペイン 反乱 問題 や 電力 民 

有 国営 論な どが そうだ。 『改造』 . 『中央 公論』 • 『日本 評 

論』. 『文芸 春秋』 の四大 総合 評論 雑誌 は、 無論ぬ かり 

なく 之 を 夫々 取り上げる。 つま リ之は 新聞記事の 批評 

的 • 紹介 的 • 要約 的 • なしめ くくりに 他なら ぬ 処の完 

全な 二 ュ— ス 乃至 時評 もの だ。 

と 思う と 例えば 一 九 三 六 年の 九月 号で 見る と、 「現 

代 社会学の 動向」 (『改造』. 本 田 喜 代 治) とか 「不連続 

性の 思想 様式」 (『中央 公論』. 杉 村 広 蔵) とか 「我国に 


於け る 学問の 変態」 (同. 佐 藤 信衛) とかいう、 今年の 

九月でなくて もよ いような、 多少 又は 極めて ァカデ 

ミ ッ クな 議論 や 報告が の る。 創作 欄 や 中間 物 は 除 い て 

所謂 論壇 を 構成し そうな もの だけ 見ても、 まず この 両 

端が あるので ある。 両者の 中間に ある ものと して は、 

一 つに は 「自由と 青年」 (『中 公』. 矢 内原忠 雄) や 「統 

制 経済と 国家権力」 (『改造』 • 石 浜 知行) や 「資本主義 

と 農業」 (同. 向坂 逸郎) などの 一群と、 二つに は 如是 

閑の もの (「ラジオ 文化の 根本 問題」 —— 『中 公』 • 「文 

章 漫談」 II 『日本 評論』) の 類に 這 入る 他の 群との 区 

別が ある 


こうして 「論文」 や エッセィ や クリティック をつ き 

まぜて 一 束に して 考えた ものが 所謂 論壇なる ものの 作 

品 表になる わけで、 ここに は 何等の 総合の 原理 もない 

の だが、 而も 恰もこう した ものが 総合雑誌の 所謂 「総 

合」 (乃至 楚人 冠に よれば 「超 総合」) と 呼ばれて いる 

の だ。 無論 総合の 原理の ない 総合雑誌 など、 あってた 

まる もので はない のに。 —— だが 仮にもう 少し この 総 

合 振り を 親切に 見る ことにするなら、 之 はた だの 総合 

(つまり 雑然た るモザ イツ ク 編集) ではない ので ある。 

と に 角 所謂 総合雑誌 は 評論 雑誌な ので ある。 学術雑誌 

でもなければ、 報道 雑誌で もない、 評論 雑誌な の だ。 


と 云う 意味 は 夫が 日常 時事の 問題に 触れながら 編集 さ 

れる 思想 雑誌 だとい うので ある。 今日の 所謂 総合雑誌 

= 評論 雑誌 は、 大衆 雑誌と 異 つて、 高級 雑誌で ある こ 

と を 忘れて はならぬ。 そのことの 良し 悪し 得失 はとに 

角と して、 この種の ものが 事実 思想 雑誌と して 読まれ 

ている こと を、 もっと 判然と 認識し なければ ならぬ。 

さ て 之 を 思想 雑誌と し て 見直すなら、 総合 や 超 総合 

の 危機の 解決に、 楚人 冠の 実際的 見解と は 少し 別な 見 

解 を 参考す る 必要 を 生じる 害 だ。 ニュ— ス でもよ い、 

時評で もよ い、 エッセィ でもよ い、 学術論文 でもよ い、 

とに 角 夫が、 時代の 動き 行く 「思想」 を 解明す るに 足 


るよう な 内容と して 摑 まれて いる 限り、 そこに 立派に 

総合の 原則 は 見つかる 害な ので ある。 —— それが 事実 

上、 総合の 実 を 挙げて いないの は、 筆者に も 編集者に 

も、 思想 的 評論 を 書く という 観念が 貧弱で あるか、 そ 

ういう 訓練が 乏しい か、 である からにす ぎぬ。 思想に 

よる 統一 こそ 総合雑誌の 総合 点に なって いる。 ただ そ 

れが 徹底して いないだ けだ。 そして 論壇と いう ものが 

何かと 云うなら、 こうした 思想 的 評論の 壇 だと 答えれ 

ばいい わけ だ。 

そんな こと は 誰でも 判って いると 云われる かも 知れ 

ぬ。 だが 判って はいる かも 知れぬ が これ を 確信して い 


る 者 は 多い と は 云えまい。 「論文」 という 名義に ひき 

ずられ てた だの 学術論文 めいた ものが 書かれたり、 そ 

うかと 思う と 「科学」 の 名に かくれて、 科学 セ クシ ョ 

ン 式に 仕切りに 仕切られた ベア. ファクトが 出て いた 

り、 一 体 思想 は どこへ 行った かと 云いた くなる だろう。 

之 は 論壇 ジャ ー ナ リズムの 歪曲で なければ 低落と 云わ 

ねばならぬ。 

三 

総合雑誌 にの る 文章が 凡 て 思 想 的 評論 の 資格 を 要求 


されて 然るべき だと 云った が、 その内で も、 思想 的 評 

論 プロ パ— とも 云うべき 文章 を、 特に 他の 文章から 区 

別す る 必要 はあろう。 之 を 世間で は 「論文」 とか 「巻 

頭 論文」 とか 呼んで いる。 その 呼び 方 は 何でもよ いが、 

之が 所謂 論文ではなくて 評論で なければ ならぬ こと は、 

前から 云って いる 通りで、 変リ がない。 評論 はた だの 

学術論文と は 違って、 原則的な 時評 か 又は 文明 批評の 

資格 を 必要と し、 テ— マの 常識 上に おける 広範 性と 新 

鮮 味と 衝動的な 示唆と を 欠く ことが 出来ぬ。 その代り 

証明 や 論証の ディ テ— ルに 渡る もの は、 単に 筆者の 頭 

の 中で 構築し さえ すれば よいので、 一 々表現に は 及ば 


ぬ 場合 も ある わけ だ。 

重役の 訓示の 類 を サラリ —マン は 「巻頭 論文」 と 呼 

んで いるそう である。 儀式と して 尊重 はする が 聴く 必 

要 もない し 判る 必要 もない というの である。 だが 夫 は 

評論 雑誌 にぺ ダンテ イツ クな 装飾の ように 生まの 学術 

論文が 載せられたり、 通リ 一片のお 題目に 就いての コ 

ケ おどしの 評論が 載ったり する からで、 つまり 思想 的 

評論の 資格に 於て 欠ける 処が あるから なの だ。 —— 同 

じく 三 六 年 九月 号の 雑誌の 例 をと るなら、 思想 的 評論 

としての 資格 を 持った もの は 巻頭 論文で は、 まず 矢 内 

原忠雄 氏の 「自由と 青年」 (『中央 公論』) に 指 を 屈して 


よい かと 思う。 『改造』 の 山川 均 氏 「国家 社会主義」 は 

寧ろ 電力 国営 論 批判と して、 巻頭 論文よりも 所謂 時評 

に ぞくすべ きもの だ。 と 云う 意味 は 時評と は 一 定の限 

られた 時事問題に 即して、 原則的な 立言 をすべき もの 

だとい うのであって、 山川 氏の ような やり方の 論文 こ 

そが、 実は 時評と いう もの 全般の やり方と ならな けれ 

ばなら ぬと いうので ある。 

この 矢 内 原 氏の 評論に 就いて、 私 は 他です でに 手 短 

かに その 特色 を 指摘した ので、 繰り返す の を 控える。 

現代に 於け る 進歩的 分子の 心情と 決意と 態度と を取リ 

扱った ものと して、 ただの 空 まわりの 一般論で はない。 


だが 之に 評論の 本質 を 与えた もの は、 結局 「精神的 自 

由」 という 合言葉な ので ある。 処が この 肝心な 中心 観 

念が 残念ながら、 どうもた だの そこいらに 転がって い 

るお 説教 用の 原理と 本性 上 大差がない の だ。 日本の 社 

会 主義に は 宗教 的 信念が な いから 成功し な いの だ、 と 

云わぬ ばかりの 主張に 帰す る。 こういう 種類の 精神的 

な 裏 づけ を しないと、 論文が 「評論」 にならぬ の だと 

すれば、 現下の 日本の 思想界 は、 正に 評論の 危機に 臨 

んで いると 云わねば なるまい。 

今し ばらく 巻頭 論文 系の 文章 を 離れて、 文章に 評論 

らしい 資格 を 与えそう な、 问等 かの 原則 を 探ね て 見る 


と、 ヒュ— マ ニズム という ものが 眼の 前に 横たわって 

いる。 之 は 文壇の トピック でも あるよう だが、 それと 

いうの も 実は 論壇 評論 壇の 根本 テ— マ だから だ。 その 

証拠に、 矢 内 原 氏の 評論の 立脚点で ある プロ テス タン 

テ イズム (？) も ヒュ— マ ニズム 主義者の ヒュ ー マ 二 

ズム も、 共通の ある 機能 を 持って いるだろう。 と 云う 

の は、 この プロテスタンティズム 式 「精神的 自由」 も、 

ヒュ ー マ 二 ズム式 「ヒュ —マ 二 ティ—」 も、 どれ も、 

唯物論に 代位し て 思想の 論理的 システムの 中核と なろ 

うとして いる 世界観の 原則の 心算 だから だ。 

ヒュ— マ 二 ティ ー の 強調 をす ぐ様ヒ ュ ー マ 二 ズムと 


いう システムの 主張に すりかえる こと は、 論理的に 大 

きな ギヤ ップが ある こと だ。 この 点 を この 際 多くの 論 

者 は見遁 しがち だ。 無論、 合言葉 をす ぐ 様 思想の シス 

テムの 軸と する こと は、 自由 だから 自由主義、 精神 だ 

から 精神主義、 理想 だから 理想主義、 文学 だから 文学 

主義、 と 推論す るの が 可笑しい ように、 可笑しい こと 

なの だ。 私 は 「ヒュ ー マ 二 ズムの 現代的 意義」 の 筆者 

(『文学界』 一九 三 六 年 九月) 森 山 啓、 阿部知二、 そし 

て 特に 三 木 清の 諸氏に、 この間の 消息に 就いて、 より 

以上の 関心 を 期待した いと 思う。 ヒュ— マ ニズム とい 

ぅスロ ー ガン (？) は 今 は 極めて ピッ タリして いる、 


之 を 導き出す システム は 併し、 ヒュ— マ ニズム では 困 

る ことになる、 という 一 つの 消息 を だ。 岡 邦 雄 氏が 

ヒュ— マ 二 ズムに 「限定」 を 要求した のがそう いう 意 

味から なら、 よく 判る。 

四 

思想と いう ものから 便宜上 或る 意味に 於て 政治 を捨 

棄 すれば、 残る もの は 恐らく 教養と いう ものになる。 

ヒュ ー マ 二 ズムと 自由主義 (文化 上の 自由主義) もこ 

の 教養 問題に 関係が あるの だ。 作家に 就いても その 教 


養が 問題に なって いる。 ここに 最近の 評論 壇の トピッ 

クのー つの 代表的な 特色 を 見る ことが 出来る。 

桑 木 厳 翼 博士が 「教養と しての 哲学」 を 説いて いる 

の も、 学術と 思想、 科学と 教養、 と を 区別し ようとい 

う、 評論の 意義の 強調 かと 思う。 処が 教養と は 何かと 

云われる と、 之 は 決してそう 簡単に は 判らない もの だ 

少なくとも 普通 教養と 考えられて いるよう な 教育の こ 

とで もなければ、 又 人格主義 的な 自己 完成の ことで も 

ない。 まして ディレッタンティズム としての 教養の こ 

とで あつ て も 困る。 、ディレッタンティズムに は 思想の 

システムがない のが その 特色 だ。 思想が 増殖し メタ モ 


ルフォ —ゼを 遂行して 行く 体系が ない。 だが それが な 

ければ 本当の 教養と は 云えまい。 教養が 今日 問題に な 

るの は 之 を 社会的 常識 や 社会的 関心 と 結びつけ るから 

だ。 少なくとも そういう 常識 • 良識 や 関心 • 興味 • に 

よ つ て 量られる 処の 或る 実質 を 教養と いう 言葉に よ つ 

て 仮定す るので ある。 処で この 教養と いう 実質が 含む 

ものの 一 つが、 「感覚」 だ。 実際、 最近 如是 閑 氏 等に よつ 

て 感覚の 問題が 割合 重大視 されて 来つつ あるので ある。 

三 六 年 九月の 『日本 評論』 の 「文章 漫談」、 同じく 『中 

央 公論』 の 「ラジオ 文化の 根本 問題」、 同じく 『セル パ 

ン』 の 「日本 詩の 特殊な 存在理由」、 どれ も 感覚と 教養 


の、 又 特に 現代 日本人の 感覚と 教養との、 問題 だ。 r ラ 

ジォ 文化の 根本 問題」 によると、 「直接 言語に よる 有力 

なスピ ー チ」 という 原始的な 心理的 効果が、 非常に 進 

歩した 機械 を 手段と して 表現され るの が、 ラジオの 感 

覚的 特性 だとい う。 だが その 結果、 ラジオ 時代の 社会 

人 は ラジオの 類の 「複製」 表現に 慣らされる ことによ つ 

て、 「原形」 表現に 基く 純正な 感覚 を 損われる だろう、 

というの が 氏の 一 つの 持論で ある。 

だが 之 は 何となく 老婆心の 感が なく はない。 機械的 

複製 表現 も、 それに 固有な 新しい センス を 養成 発育 さ 

せる という 事実 を、 見落して はならぬ ばかりでなく、 


ラジオ 文化に 就いては 夫の 大衆 的 普及の 方が 大衆の 感 

覚の 問題から 云っても つと 大切 だし、 同時に 又 現在の 

ラジオ 放送 機構に よ つ て 大衆の 思想 発達が 如何に 歪め 

られつつ あるかと いう ことが 大衆の 感覚 上の 重大問題 

だ。 之に 較べ て 複製 表現に よる 感覚の 変質 や 粗悪 化と 

いうよう な 問題 は、 それだけ ならば、 とり 越し 苦労と 

いわねば なるまい。 つまり 芸術的 感覚 だけに 眼界 を 限 

るからで、 之 を 広く 思想 的 • 政治的な 社会 感覚にまで 

推し 及ぼして 日程に 上らせる ことが 必要だろう。  

他の 二つの 文章 は、 現代 日本人の 文体に 就いて、 生活 

の 感覚 を 説き、 古来の 日本人の 詩歌に 於け る 「平 俗な 


実感」 を 説いた もので、 多少 社会 感覚に 及んで いる。 

感覚 —— 教養 —— 思想と いう 側面から 日本人の 生活 

の 特色 を 明らかにしよう という 企て は、 この頃の 流行 

である。 杉 村 広 蔵 氏 はこの 特色 を 「不連続 性の 思想 様 

式」 と 名 づけた。 与えられた 国民性の 何 かの 特色 を 

ハツ キリさせる こと は 勿論 必要な 仕事 だが、 併し 元来 

感覚 や 教養 や 思想 はた だの 「事実」 と は 別な もの だ。 

それ は 矯正され、 淘汰され ねばならぬ 一 つの 「課題」 

なの だ。 日本の 特色 を どんなに 明らかにしても、 それ 

だけで 日本人 は 決して 偉く はならぬ。 だが 今日の 日本 

論者 は 必ずしも そうは 考えて いないら しい。 感覚 や 思 


想に は 色々 の タイプが あろう、 だが、 それ を 貫く ロジッ 

クは 一 義 的に 決定され ねばならぬ 唯一 性 を 有つ の だ。 


8 評論に 於け る 分析 型と 主張 型 

或る時 或る 会合で 和 辻哲郎 教授に 会った。 話しが 

偶々 有名な 某 大学 総長の 性格に 及ぶ と、 教授が 云う に 

は、 あの人 は 自分で は 何物 も 主張し ない 人で、 それが 

あの人の 特色 だと 説明した。 そして 「あなた 方に は 一 

寸 真似の 出来ない ことです ね」 とつけ 加えた。 あなた 

方と いう の は 多分 一 一 一 木 清 氏 や 私な ど のこと であった と 


思う。 

これ は 仲々 面白い 言葉 だ と 私 は 思った。 なる 程 学者 

という 種類の 人達 は、 あまり 主張 をしょう と 欲しない。 

早急な 結論 を 避け、 事 を 慎重に 判断 するとい う 習慣が、 

恐らく 職業的に なって いるた めだろう。 その 習慣が や 

がて 何 か を 主張しょう とする 意欲 を 失わせる もので も 

あるら しい。 職業的に 不徹底な 専門家に は往々 却って 

専門 外の 事物に 就いて 極めて 非科学的な 主張 をした が 

る 人 も 見かけな く はない が、 夫 はこの 職業的 習慣が 

偶々 首尾一貫して いないまでで、 充分に 「良心的」 な 

学者 は、 何 ごとに 就いても 主張と いう 形の こと は 好ま 


ない、 という 風潮の ある こと は 否定 出来ぬ よう だ。 之 

は 一 概には 貶せない が 又 一 概に 感心したり 賞め たりす 

べき 性質の もので はない と 思う が、 それ は 後に しょう。 

併し 和 辻 教授が 述べた 処は、 例の 総長の 学者と して 

の 性格と いうよりも 寧ろ その 実際家と しての 手腕の こ 

とだった ので ある。 考えて 見る と 実際家 も 亦、 学者と 

は 別な 理由で、 主張 するとい う 態度 を あまり 好まない。 

所謂 実際家 は 本当 を 云えば いきなり 実行す るか、 もし 

実行 出来なければ 口に も 出さぬ という 種類の 人間 だと 

考えられて 来て いるので あって、 とに 角 主張と いう こ 

とに あまり 随値を 置かない 人種の ことで ある。 少なく 


とも 東洋 的 乃至 日本的な 観念に よると、 実際家と は そ 

う い う 不言実行 の 人 を 云う らしい。 ョ— 口 ツバ 的 実際 

家に はこの 点 必ずしも あて 嵌らない ので、 ファシズム 

の 英雄 政治家 達に 於て は、 主張と その 不実 行と さえが 

特色で あるが、 併し ヒ トラ— や ムッソ リ ー 二と 雖も、 

ショ— や ウェルズ のように は、 色々 の 主張 を 有って は 

いないと 云う こと も 出来る だろう。 

学者と 実際家と はまる で 対立した ものであるが、 主 

張 家で ない という 点で は 或る 共通点が あるら しい。 こ 

れに 較べて 主張 を その 生命と する もの は 思想家 や 理論 

家と いう ものだろう。 思想家の 多く は 大して 物識りで 


ない 場合 さえ ある。 研究し ない 思想家 もい る。 彼 は 新 

しい イデ— を 発見し 考案し 之 を 説得す る 能力に 於て 信 

用 を 博 すれば、 とに 角 一 人前の 思想家の 資格 を 有つ の 

である。 勿論 之 は 易しい ようで 決して 容易な ことで は 

ない。 誰でも 普通の 素質 さえ 持って いれば 或る 水準の 

学者に はなれる が、 誰でもが 思想家に なれる かと いう 

とそうで はない。 誰でもが 優れた 文学者に なれない と 

全く 同じ 事柄に ぞくする。 

だが 勿論、 所謂 思想家 は 思想の 主張 家で あ つて その 

実行 家で ない ことの 方が 多い し、 又 事実 実際家で もな 

い のが 普通 だ。 云わば 彼 は 実行 しないが 故に 主張す る 


ので ある。 —— 理論家と いう もの も 亦 決して 博学者 や 

研究家と 同じで はなく、 寧ろ 夫と は鮮 かな 対比 を さえ 

持って いる 性格の ことで ある。 理論家 は 通常 博大な 常 

識人 だ、 常識人と 云っても、 何でもかんでも 知ってい 

ると いう 意味ではなくて、 常識と いう 意識 統一 の 統覚 

のよう な もの を 人 一 倍 敏活に 有つ ている という こと だ 

が、 従って 必ずしも 平均 的な 凡庸な 理解と いう 意味で 

の 常識に 終始して いると いうので はない。 もしそう な 

ら 所謂 常識家 以上の もので はあり 得ない ので、 特に 理 

論 家な どと は 云えまい。 で この 常識人で ある ことが 所 

謂 思想家の 一 種の 超 常識 性と 違う 点 だが、 常識に 対し 


て 説明す る ことなしに 常識 を 踏み越え る ことが、 思想 

家の 世に 容れ られ ない 超 常識 や 非常識 の 内容で あるに 

反して、 理論家が 常識人た る 所以 は、 与えられた 常識 

を 踏み越え るのに、 いつも 既成 常識への 挨拶 を 忘れず、 

また 踏み越えてから その 経緯 を 元の 常識に 報告す る こ 

と を 怠らない、 という 点に 存 する。 

理論家 はこの 意味で 常識人で あり、 所謂 学者の よう 

な 意味での 研究者で もなければ、 まして 博学者で もな 

いが、 それと 共に、 勿論 亦、 実際家で もない のが 普通 

だ。 彼が 実践 家で ない が 故に 理論家 だとい うこと に 普 

通 はなって いるので ある。 理論と 実践の 統一と いう こ 


と は 無論 大切な 目標 だ。 併し それ にも拘らず 理論家と 

実践 家と の 常識的な 区別に は 意味が あるだろう。 と 云 

うの は 優れた 理論家と 優れた 実践 家と を 兼ね備えた 人 

物 は 極めて 少ない ので、 多くの場合に 夫 は 単なる 理想 

目標に 他なら ないから だ。 

で 私 は、 思想家 や 理論家なる もの を、 学者で もな け 

れば 実際家で もない という 点で、 主張 家で あると いう 

風に、 一 応 云う ことが 出来る ように 思う。 そして 作家 

や 文芸批評 家 を も、 この 思想家 や 理論家の 内に 数えて 

の 上で ある。 こういう 主張 家なる もの は、 一 種 特別な 

社会人で ある。 彼等 は その 本質から 云って、 社会的な 


情念の 動き を 自分の 唯一 の 生命と している。 各種の 社 

会 現象に 対して 吸引 か 反発 か を 感じない 時には、 彼等 

は 全く 死んだ 人間 も 同様な の だ。 破れた 思想家 や 行き 

詰 つ た 理論家 は、 もはや 自分自身で 何の 意義 を も 見出 

し 得ない ような 無 的 存在と なる。 一 つの 火で ある、 そ 

れが 消えれば 凡てが 消える ので ある。 その 意味から 云 

うと、 思想家 や 理論家 は、 その 主張の 情念 を 失う 時、 

全くの 無能者と なる。 何の 役に も 立たぬ。 彼等 は その 

限り、 広義に 於け る 技術 家 乃至 技能者と は 全く 違う も 

の だ。 無論 彼等が 絶対的に 技術 家で も 技能 家で もな い 

というの では 決してない。 実は 思想 も 理論 も 或る 意味 


に 於け る 判然たる 技能 か 技術であって、 之 を 欠いた 人 

間が 思想家 や 理論家に なれぬ こと は 知られた 事実 だ。 

彼等 は 云わば 「文化的」 技術 家な の だ。 と 云う の は 意 

欲 表現の 技術 家 だ。 だが こうした 文化的 技術なる もの 

は、 本来の 技術 (生産技術に 直接す る処の 技術 や 技能) 

とは異 つて、 一 旦 習得され たもの が 無条件に 蓄積され 

ると いう ことがない。 もし あると すれば 夫 は マンネリ 

ズム という ことで あ つ て、 夫 は 蓄積と いうよりも 寧ろ 

既得の ものの 腐敗と 消滅に 他なら ない。 石の ような も 

のではなくて 火 だ。 燃えき つて 了えば ゼロになる もの 

だ、 之が 一般に 文化的 技術と いうべき ものの 特色 だろ 


う。 —— 主張 家に 主張が なくなれ ばお 終い なので ある。 

不満 や 賛美の ない 処に、 主張 家 は 成り立たぬ。 この 主 

張 家なる ものが、 社会的に 活発な 生物で ある 所以 だ。 

だから 含蓄 ある 意味での ジャ— ナ リスト も 亦、 この 力 

テゴリ ー の 外に はあり 得ない ので ある。 

だが 私 は 今、 この 主張 家の 内に も、 再び 主張 家と い 

う タイプと そうでない タイプと が ある こと を、 書きた 

かった ので ある。 主張 家で ない タイプ は 分析 家と 呼ん 

でい いかと 思う。 この 二つの タイプ は 可な り 根深い 対 

立に 由来して いるら しく、 他の 色々 な 対立に 関係 ある 


の だが、 少なくとも 思想家に も 理論家に も 夫々 この 二 

つ の タイプの 区別 は 見出される。 思想家 は 主として 主 

張 家 タイプ、 理論家 は 主として 分析 家 タイプ、 と 云つ 

て も 間違いな いように も 見える が、 夫 は 概括 的な 而も 

表面 だけの 事実に 過ぎない ので、 最も 優れた 理論家で 

ある マルクス は 同時に 最も 優れた 主張 家 型で あり、 そ 

して 彼 は 亦、 最も 優れた 思想家 であると 共に 最も 優れ 

た 分析 家 型であった。 ただこの 際、 主張 家 型の 主張と 

いう ことと、 分析 家 型の 分析と いう ことと を、 普通よ 

り も 掘り下げて 考える 必要に 逼られ ると いう ことに 他 

ならない の だ。 そこが 私の 主張の 要点になる が、 しば 


らくこの 二 つの タイプの 事実上の 対立の 諸相 を 見て 見 

よう。 

所謂 総合雑誌に 於け る 「論文」 乃至 「巻頭 論文」 を 

採って 見よう。 実は 総合雑誌と いう 名前が あまり 意味 

の ある ものではなくて、 本質から 判断して 命名 すれば 

評論 雑誌 乃 至 思想 雑誌 と 呼ばれる 方が 正 当 だ と 思 うが 、 

この 点前に も 述べ た。 とに 角 総合雑誌の 面目 を 示す も 

の は 論文で あり、 夫が 巻頭 論文 を 典型と している。 処 

が この 論文なる もの は、 之までの ジャ— ナ リズムの 習 

慣 から 見る と、 多く は 分析 型の ものだった、 という こ 

と を 改めて 注意し なければ ならぬ ので ある。 或いは 寧 


ろ 極端に 分析 型で あ つたと 云つ た 方が よい かも 知れな 

いので、 分析 型が 過大視され 誇張され すぎた 結果 は、 

論文と 云えば 評論 雑誌 であるに 拘らず 学術論文 のよう 

な スタイル (寧ろ ジャンル か？) の ものが 多かった の 

である。 この 点が、 評論 雑誌の 所謂 「巻頭 論文」 をつ 

まらぬ とか 面白くない とか、 無意味 だと か 無用 だと か、 

と 呼ばせた 点であった。 

処が 最近に なって、 評論 雑誌が 色々 の 側面から 云つ 

て 飽和状態 に 這 入った という ことが、 出版業者 や 編集 

者の 意識 を 刺戟し 始めた。 夫 は 一部分 編集 上の マン ネ 

リズムと して 意識され 始めた。 そこで 編集の 新しい 方 


針が 模索され ざる を 得 なくなった。 その 時まず 第一に 

眼 をつ けられる の は、 論文の この 分析 型な ので ある。 

そこでい くつ かの 評論 雑誌の 編集者 は 巻頭 論文 を 分析 

型から 主張 型へ 換えよう という 気になって 来たので あ 

る。 『日本 評論』 など は 大体そう いう 方針が 全面に 作 

用した 雑誌で あるし、 例えば 『中央 公論』 ( 一 九 三 六 年 

一 〇 月) の 岡 氏の 文章 「青年に 寄す」 などが その 類 か 

も 知れない。 —— 確かに 読者 も 分析 型の ものの 代りに 

主張 型の もの を 求めて いるら しい。 夫 は 必ずしも 分析 

型に 飽き あきした からだと は 云えない が、 少なくとも 

主張 型の 方が 新しく 従って 新鮮 だから だ。 と共に、 読 


者と いう もの は 気が 短 かくて 要するに 結論と いう もの 

を 早く 簡単に 読みたい という こと も あるので、 処がこ 

の 結論と いうよう な もの は 分析 型の 分析の 結論の こと 

ではなくて、 実は 文章に 於け る 第一 テ— ゼ のこと に 他 

ならない から、 結局 之 は 主張 型の 主張の ことになる。 

単に 従来の 読者が その 一般的な 生来の 習性 や、 又特 

殊の 之までの 慣性から、 主張 型に 漠然として 期待 を 有 

つ だけで はない。 読者 を 所謂 読者の 資格から 見ずに 一 

般 民衆の 要望の 代表者と して 見る と、 今日の 日本の 民 

衆 は、 必ずしも 強烈で はない が 併し 甚だしく 瀰漫 した 

社会 不満 を 有って いるので ある。 社会 不安と いう もの 


に はっきな いので、 社会 不満な の だ。 不満で あっても 

決して 積極的な もので はない の だが、 併し 不安と いう 

ものと 同様に 消極的な もので はない。 日本の 今日の 大 

衆 は 不満に 充 ちている。 之が 今日 主張 型の 言論 を 要望 

させる 一 等 根本的な 要因ではないだろう か。 

この 要因 は処 で、 色々 な ものに 連関して いる。 文学 

の 思想 性と いう 問題の 一 つの 意味 は、 作品の 分析 的な 

真実 の 代りに 作品に よる 思想の 主張 を 尊重せ ねばなら 

ぬと いう ことで あつたと 思う。 文学の 思想 性 は 一 面に 

於て は 文学の 社会的 認識 • 社会的 分析の 重大性と いう 

ことに も 帰着す るが、 他方に 於て 思想の 主張と いう 指 


導 的な 積極性に 帰着す るので ある。 だから この 問題 は 

一 方に 於て 文学の リアリズム (乃至 広範に 理解され た 

社会主義 的 リアリズム) の 強調に 帰着す ると 共に、 他 

方 一 種の ヒロイズム (同じく 広範に 理解され た 革命的 

ヒロイズム) の 強調に 帰着す る。 そして この 際、 一見、 

リアリズムの 方 は 分析 型に、 ヒロイズムの 方 は 主張 型 

に、 相応す る わけで ある。 

ロマンティシズム • ヒュ— マ ニズム • 等 々もこの 角 

度から 見る 限リ は、 分析 型に 対する 主張 型の 強調と い 

うこと に 帰着す るので、 勿論 積極的な 意義の ある こと 

だ。 併し 所謂 「ロマンティシズム」 (リアリズムに 対立 


する 処の) も 「ヒュ ー マ 二 ズム」 も、 私に は 十分 納得 

の 行かない ものが あるので、 つまり 分析に も 主張の 説 

得 力に も 不足して いるので、 今す ぐ 私 はこ こで 之 を 正 

確に 評価 は 出来ない。 —— 之と 関係 ある ものと して 情 

熱 説と も いうべき ものが、 文学 では 相当 通用し ている。 

その 際の 情熱と いう こと は 恐らく 一  種の 趣味 判断に よ 

る ものら しく、 ワク ワクす るの が 情熱で ジッ としてい 

るの が 非情 熱 だと 云われても 仕方のない ような、 多少 

子供ら し い 観念 だ とも 思う が、 もし それに 意味が あ る 

とすれば、 情熱 もや はり、 分析 型に 対する 主張 型の 尊 

重と いう こと を 云い 表わす 言葉に 他なら ぬ、 と 云って 


い いだろう。 

だが 吾々 は 落ち着いて 観察し なければ ならない。 情 

熱に 富んだ ヒロイックな そして 恐らく  口 マン ティ ック 

な スタイルの 言論 を 見る と、 そこに 見られる アト モス 

フエ ャは、 何となく 文学青年 風の ものではないだろう 

か。 そこで は 一種の 弾みが 物 を 云わせて いるだろう。 

詩 や 小説と いう 文芸の ジャンルに 於いて は、 作家 自身 

がその 場で 弾みな がらで なしに 而も 読者に 弾み ある 作 

品 を 提供す る ことが 出来る が、 文学 評論になる ともう 

そう 甘く は 行かぬ。 文章が 弾む 時 は 筆者と 筆者の 観念 


の 方 も 亦 弾みで 動いて いる 時 だ。 之 は あぶな かしくて 

見て はいられな いので あり、 読者 は ヒロイックな 情熱 

の 代りに 却って 白々 しい 不安 を さえ 感じる だろう。 論 

文に なれば この 点 愈々 そうな の だ。 —— もしこう いう 

ものが 主張の 論文の スタイルであるなら、 吾々 は 用心 

しなければ ならぬ。 分析 型の 代りと して 現われて 来た 

主張 型が、 もしそう いう ものであるなら、 吾々 は 唯 物 

論 的 意欲 の 代りに 現われた 限りの ロマンティシズム や 

ヒュ— マ 二 ズムに 用心し なければ ならぬ と 同じに、 用 

心する ことが 必要と なる。 

私 は 評論と して は 常に 主張 型の スタイル を 採るべき 


だと 考える。 だが 主張 型 は 分析 型が 単純に 置き か え ら 

れ たもので あって はならない の だ。 なる 程 問題 はスタ 

ィル なの だから、 思考の 上で は 充分 分析に 基き なが ら 

而も 文章の 上で は 分析の 操作が 現われずに、 その 結論 

のよう な 主張 だけが 現われる という こと は、 可能 だし、 

又 それ こそ 当然な 評論 的 論文 の スタイルの 約束で なけ 

れ ばなら ぬの だが、 併し 所謂 主張 型なる もの は、 多 か 

れ少 なかれ、 思考 上に 於ても 分析 を 軽んじた 結果で あ 

るら しいの が、 多くの場合の 事実な の だ。 

こうなる と 主張 型の スタイル は、 理論的な 範疇 操作 

と は 独立に、 そういう もの を 時々 無視 さえして、 初め 


て 成立つ という ことになるの であって、 その 際 主張の 

弾みと なる もの は、 単に 文学的な 表象 (科学的な カテ 

ゴリ— と は 独立な 亦 は 之に 対立 さえした) の ィメ— ジ 

相互の 連絡で あるか、 それとも 常識的な レディ メ— ド 

な 観念 (之 ほど 非 文学的な もの はない) の 常識的な 連 

想で あるか、 ひどい 時になる と 常識 用語の 習慣 的な 継 

起 (之 ほど 非 詩的な 連想 は あるまい) であるか だ。 之 

はもう スタイルではなくて、 美文の 類 だ。 スタイル は 

思 考が 要求す る 文章の 姿態 のこと だから。 —— 私 は ザ J 

うした カラク リを 前から 「文学 主義」 と 呼ぶ ことにし 

ている。 


- J の 文学 主義に 立 つ 主張 型が 、 情熱 的 に 見える とい 

うこと は、 尤もな こと だが、 地 を 焼く ことが 出来ぬ 情 

熱が 天 を 焦す ことな ど 出来る 害がない の だ。 情熱が 主 

張の 塗料と なる 時、 もはや 情熱ではなくて 軽卒 でし か 

ない。 —— 真の 情熱 は 結局 決意と 同じに、 云わば 分析 

の 結論の 上で 初めて 発情す る。 「分析の 結論」 は 決し 

てま だ 情熱で はない が、 情熱 を 産まない ような 分析の 

結論 は、 「結論」 のない 分析で あり、 ぺ ダン トリ ー や 弁 

解 やに 於て 見られる ような 匍匐 的 リアリズムに 過ぎな 

いの だ。 事実 従来の 論文に は、 そういう 「分析」 が少 

なくなかった ので ある。 


極端な 場合 を 云えば、 分析に 基かない 情熱 的 主張 は、 

客観的に 見て ファッショ • デマ ゴギ ー の 温床で さえ あ 

るの だ。 分析 = 論証 のない 情熱 は、 そういう 一般的 情 

熱、 一 般 的な 主張 衝動 は、 創造的な 想像力と 妄想と を 

区別す る こと を 知らない。 無条件な 主張 衝動が 信頼 出 

来そう に 思われて いる 場合 も、 実は その 根柢に 分析の 

結論が 想定され ている ことが 約束され ている 場合 だか 

ら であって、 如何に 陶酔して もこの 約束 だけ は 忘れて 

はならぬ。 

私 は 学術論文の 類 を 分析 型で あるべき ものと 考える。 

之に 反して 評論 雑誌に 於け る 所謂 「論文」 を、 即ち 主 


張 型になる こと を 今日 要求され ている 処の 当の もの を、 

分析 型に 対して 評論 型 と 呼びたい と 思う。 評論 型 の ス 

タイルと は、 分析 型の 分析に 基いて 初めて 主張 型に 登 

りつめ た スタイル だ。 之が 評論と いう もの 一般の 落ち 

つくべき スタイル であり、 そして 所謂 総合雑誌 を 代表 

する スタイル となる ベ きだろう と 思う。 之 は 理論で あ 

る ことによって ある 処の 思想の スタイル である。 総合 

雑誌 • 評論 雑誌 を、 私 はこうい う 理由から 正当に は 思 

想 雑誌と 呼ぶ ことが 出来る と 思う もの だ。 


9 風俗 警察と 文化 警察 

一 体 警察権 は 一 定 社会の 生産 関係の 根柢 を 保 善す る 

ために 存在して いる。 社会の 安寧秩序が 警察 によって 

保証され る こと は、 科学的に 云えば 要するに 以上の こ 

とに 尽きて いると 云つ て い いだろうと 思う。 


法律が 人命 財産 を 保護す る こと を 何よりも 根本的な 

直接 目的と している に応じて、 このような 法律 を 実地 

に 運用 出来る ように、 肉体的 物理的な 条件 を 用意す る 

ものが、 警察権で ある こと は、 誰し も 異存の ない 処だ 

ろう。 けれども 実際に 存在して いる 法律 は、 云う まで 

もな く 単に 人命 や 財産 だけ を 保護す る だけで は、 人命 

や 財産 自身 の 保護 さ えが 決して 充分に 実行され 得ない 

ので、 人命 財産に 直接関係 ある 名誉 や 権益 其の 他の も 

のの 保護 も、 法律の 重大な 目的に なって いる。 だから 

警察権 は それだけ、 人命 財産の 保護と いう 本来の 職能 

から ははみ 出さねば ならぬ わけで、 それ は 一 応当リ 前 


な 現象と 云わなければ なるまい。 

だが こうした 生産 関係の 保 善と いう 本来の 政治 警察 

権 は、 実際に は 更に 拡大され ている。 一定の 生産 関係 

の 上に、 一定の 道徳と 一定の 文化と が 出来 上る という 

こと は 誰でも 知ってい るが、 そういう 道徳な り 文化な 

りが 自分が 立脚して いる 生産 関係と 或る 切っても 切れ 

ない 必然的な 関係に あるので、 この 生産 関係 を 保 善す 

る 害の 例の 本来 的な 政治 警察権 は、 やがて、 風紀 警察 

として、 又 文化 警察と して、 発動す るよう になって 来 

る。 

ここで 道徳と いうの は、 別に 修身 道徳の ことで はな 


くて、 社会の 慣性 • 習俗の ことで ぁリ、 例えば 裸身に 

なるとい うこと は 一 定時 代の 風俗に 反する 意味で 反 道 

徳 と考えられる という 意味の 道徳で、 所謂 風紀 • 風俗 

という 言葉が 一 等よ くその 特色 を 云い 表わして いる。 

警察 は、 一 定の 生産 関係に 立脚した 一 定の 風紀 • 風俗 

の 保 善に 任ずる という 意味で、 風紀 警察 • 風俗 警察と 

なる ので ある。 

それから、 ここで 文化と いうの は、 その 根柢になる 

生産 関係 を 肯定したり 批判した りする 観念 組織から 

なって いるものの ことで、 之が 今の 生産 関係と 重大な 

る 観念 上の 連関が ある 処 から、 一定の 生産 関係 を 保 善 


する 害の 警察権 は、 同時に 文化 警察の 形 を 取って 発動 

しなければ ならなくなる ので ある。 

処が 警察権の 支配 下に 立つ もの は、 元来、 何 か 公的 

な ものに 限る わけで、 例えば 政治的な 又巿井 的な 行動 

や 言論が 夫であって、 一 切の 私的な もの は 除外され る 

のが 立 前で ある。 人の 見て いない 処で何 をしょう と、 

それが 他人へ 決定的な 影響 を 与えない 限り、 丁度 人間 

が 何 を 考えようと 勝手で あると 同じに、 それ は 全く 個 

人の 私的 行為であって、 警察権の 支配 外に 横たわる ベ 

き だと 考えられる のが 当然で ある。 

処が 私的な 個人的な 事柄 も、 あまり 多数 反覆され た 


り、 あまり 著しく 類型 をな したりす る 場合に は、 やが 

て、 おのずから 公的な 社会的な 意義 を 持って来る のが 

事実であって、 例えば 「不良 ダンス 教師」 の 不良 振リ 

は、 一人 一 人の 場合 や 単に 幾つかの ダンス ホ— ル だけ 

の 場合に 就いて 云えば、 全くの 私行 問題に 過ぎない と 

も 考えられ るが、 それが 多数の ダンス ホ— ルを 通じて 

多数の ダンス 教師に 共通な 現象 だとなる と、 不良少年 

係りの 風紀 警察 網に 引つ かかる ので ある。 有閑マダム 

は 何も 街頭 や 店内で 風紀 を 乱し はしない が、 不良 ダン 

ス 教師 や 名流 文士の 賭博と いう、 やや 公的な 風紀 壊乱 

や 「犯罪」 と 結びつけられて、 風紀 警察 ものと なる の 


である。 

二 

文化 警察 に 就いても 風紀 警察 と 殆んど 同じに 考えら 

れ るので あつ て、 思索 や 読書 や 意見の 発表が 単に 処々 

で 個人々々 で 行なわれ ている 間 は、 之 は 全くの 私事に 

ぞくする が、 夫が 多数の 人々 によって 規則的に 行なわ 

れるー つの 現象と なると、 注目すべき 公的な 「社会 現 

象」 になる わけで、 その 結果 は 単に 意見の 宣伝 や 意志 

の 表示ば かりで はなく、 個人的な 読書 さ えが 文化 警察 


権の 支配 下に 立た される ようにな るので ある。 

私的な 生活が 決して 公的な 社会的な 生活から 切り離 

す ことが 出来な いのは、 以上 云った ような 点から だけ 

見ても 明らかで、 その 結果、 極端に 考えれば、 私的な 

ものとの 区別 は 厳密に は 与えられな いという ことにな 

りそう だが、 もし 夫が 本当なら、 吾々 の 生活の 凡ての 

ァスぺ クト が、 皆 警察権 下に 横たわる ことになる だろ 

う。 そういう 馬鹿げた ことがない 以上、 或いは そうい 

う 馬鹿げた ことがあって はならない 以上、 私生活と 公 

的な 社会的な 生活と の 区別 は、 い つ も 残存し なければ 

ならない 害 だ。 


処が、 私的な ものが やがて 公的な ものへ 何時の 間に 

か 移行 するとい う 今 云った 事実 を、 ある 目的の 下に 逆 

用して、 私的 生活に ぞくする もの を、 勝手に 公的な 社 

会 的な ものと 見做す という 手段に よって、 警察権 はい 

くらで も 私的 生活に 立ち入る ことが 出来る という 事実 

を も、 吾々 は 注目し なければ ならない。 

元来、 所謂 「上流社会」 は 「下層社会」 に 較べて、 

有産 者ら しい 便宜 や 名誉のお かげで、 生活の プライ 

ヴァシ —が遙 かに 厚く 社会的に 保護され ている から、 

有閑マダムの プライ ヴァシ ー を 曝く という こと は、 下 

層 社会のお 神さん 連の 公的な 風紀 壊乱 を 指摘す るのと 


全く 同じ 水準の 社会 取締り 方針に ぞくする。 取り締り 

に 階級 的 えこひいきがない こと を 示す ために は、 甚だ 

有効な 手入れ だと 思う が、 併し その 形式から 見れば、 

有閑マダムの 検挙 (？) は、 私的 生活に、 公的 生活の 

口実 を藉 りて、 風紀 警察権が 勝手に 立ち入った 形に 他 

ならない。 

偶然 名流 文士 達の 賭博と いう 犯罪が 発見され たとい 

うので、 マダム 達の 検挙 もや や 合理的に なリ 得る もの 

の、 それから 又、 道徳が 頹廃 (？) した 現代の ために 

警鐘 を 打ち鳴らす という 点で は、 相当 痛快で は ある も 

のの、 とにかく こうした 道徳的な 役割 は、 風紀 警察の 


出す ぎた 一 例と なる だろう。 

文化 警察 も その 通りで、 例えば 思想警察 権 は 今日 次 

第に 思想 者の 私的 生活にまで 立ち入って 来つつ あるよ 

うに 見受けられる。 この頃 流行る 所謂 転向の 誓約と い 

うの は、 転向した 当人の その後の 私的 生活 を 束縛す る 

ことが その 内容と なって いる。 例えば プロレタリア 小 

説から 足 を 洗う とか、 西洋画 は 書かない とかいう、 元 

来が 個人の 自由な 選択に 任されるべき 私的 生活の 形式 

が、 そこで は 官製の ものに 引き 代えられる。 八百屋に 

な つ て も 良い が 魚屋に な つ てはいけ ない というの が、 

今 日 の 文化 警察 の 権限で ある。 


警察権 は 今日、 公的 生活の 取り締りの 名の 下に、 私 

的 生活の 領域 を、 無 限界に 支配し 始めて いる。 警察権 

は その 意味で、 私的 化され、 道徳 化される。 それ は修 

身 化され、 倫理 化される。 この 点 は 警察権が 対応す る 

処の、 法律 自身の 最近の 動向と 全く 一  致す る ものが あ 

るので ある。 

そして 警察権の この 私的 化 • 道徳 化 • 修身 化 • 倫理 

化 を、 最もよ く 利用し 得る もの は、 云う まで もな く、 

例 の 風俗 警察 と 文化 警察 とに 外なら ない。 

三 


文化 警察 は 今日 主に 思想警察 とな つ て 現われる。 思 

想と いう もの は その 本来の 性質 上、 云う まで もな く 一 

般に 行動と して 形 を 表わす の だが、 夫と 共に、 他方 特 

に 思想 発表 行為と して、 即ち 教示 • 普及 • 宣伝 • 等々 

の 言説 や 集会 や 出版 行為 • 展覧 行為 • 壇上 行為 等々 と 

して、 形 を 取って 現われる。 この 後の方の 文化的 行為 

こそが、 特に 文化 警察の 伸縮自在な 領分であって、 中 

でも 検閲が この 警察権の 最も 有力な 内容に な つてい る _ 

処が 文化的 行為の 形 を 取る ものに 就いては、 単に 文 

化 警察ば かりで はなく、 風紀 警察 も 亦 干渉して 来る。 


検閲 は 元来 文化 警察に ぞくする もので、 文化的 行動に 

就いて しか 意味の ない もの だが、 その 内容に なると、 

風紀 警察 を も 含んで 来る ことが 出来る。 

この場合に は、 検閲 は 思想の 検閲で あると 共に、 風 

俗の 検閲で も ある ことと なる。 だから 検閲 はこの 場合、 

云わば 文化 警察と 風紀 警察との、 独特な 結合 物 だとい 

うこと が 出来よう。 風紀 警察が 検閲に 干与す るの は、 

風俗が 一 つの 文化的 行為と なった 時で、 例えば エロ- 

グロ  • 行為が 単に 社会的に 公的 化された 場合 はま だ検 

閲とは 関係ない が、 そういう エロ  • グロ  • 行為が、 或 

る 文化的 行為の 形で、 社会的に 公的 化された 場合に な 


ると、 検閲の 対象と なる ので ある。 

で、 文化 警察と 風紀 警察と が、 以上の ように 独特な 

結び付き 方 をす る ことの 出来る 検閲なる もの は、 一体 

文 化 警察 や 風紀 警察 自身が 、 公的 社会的な 者 を 取リ締 

るべき 本来の 政治 警察 権の コー ス から 離れて、 相当 勝 

手に 私的 個人的な 世界にまで 踏み込む ものだった の だ 

から、 可な りの 解釈の 自由 • 寛厳の 手心 • が 予定され 

ている わけで、 それだけ ァ— ビトラ リな 主観的な もの 

に 根拠 を 置いて いる ことになる。 検閲に 就いての 悶着 

はい つも ここから 発生す るので ある。 

治安維持法と 出版法と に 連関して、 現下の 思想 検閲 


が、 どんなに 重大な 役割 を 演じて いるか、 改正され た 

出版法 や、 やがて 改正され るに 相違ない 治安維持法 其 

の 他に よって、 この 検閲が どんなに 絶大な 偉力 を 発揮 

する だろう か は、 今更 ここで 説明す るまで もない。 検 

閲 制度 を このように ヒス テリ カルに 強調す るの は、 思 

想 検察と いう 文化 警察権の、 例の 無 限界な 私的 化と い 

う 事実と、 それに 基づいて 勝手な 主観的 適用が 出来る 

という 事実と を、 利用した ものであって、 この頃で は 

警察権の アクセントの 置き所の 一 つが 段々 ここに 集中 

して 来る に も拘ら ず、 それだけ 警察権 は 本来 の 政治 警 

察 的な コー スを 踏み はずして 行く という 一 般 傾向が、 


之で 以て 最も 著る しく 代表され ている ので ある。 

さて そこで、 かって 最も セン セ— ショ ナルな 事件の 

一 つ は、 源氏物語 上演 禁止 問題で ある。 併しまず 第一 

にこれ が 決して 単純な 思想 検閲 問題と いう 形 を 取って 

は 現われなかった という こと を 注意し なければ ならな 

い。 思想 検閲と 風俗 検閲と が、 ここで は 可な り 複雑な 

メカニズム によ つ て 結合して いると いう 点 を 見逃して 

はならぬ。 之 は 例の 文化 警察と 風紀 警察と が、 特別な 

形でから み 合った 場合の 一 つなので ある。 

番 匠谷英 一 氏の 戯曲 『源氏物語』 は、 紫 式部 学会 後 

援の 下に、 新劇 場 劇団の 坂 東簑助 等に よって 上演され 


る 害の 処、 突然 警視庁 保安 部に よ つ て 上演 禁止が 命じ 

られ た。 脚本 は 検閲に そなえる ために 予め 多少の 改訂 

を 施した ものだった そうだが、 それが なお 風教 上 有害 

だとい ぅ埋 由で 禁止に なった ので ある。 『源氏物語』 

そのもの はいいの だが、 この 脚本 を 上演す る 場合に な 

ると、 光源氏 を 中心とした 姦通. 恋愛 物語りが、 低級 

に違いない 一般 観衆に とって 有害な の だ、 というの が、 

時の 保安 課長の 言 分で ある。 


併し 実はこう なので ある。 予め 禁止す るか も 知れぬ 

という 内達が 当事者へ あつたので、 検閲 係長に 当事者 

が 面会す ると、 一、 宮内省 関係の 禁忌な き 場合、 二、 

古典に 理解 ある 者 だけ を 入場せ しめるならば、 三、 今 

回 だけ は、 許そうと いう ことだった そうで ある。 処で 

宮内省 自身の 方で は 一 向か まわない という 意向だった 

が、 古典に 理解 ある 者と いうの が 紫 式部 学会 員に 限る 

という 意味だった ので、 都下の 国文科 女学生 達の 絶大 

な 数 を あてに していた 劇団 は、 そういう 制限 を 承認し 

ようとし なかった から、 遂々 上演 を 禁止され たわけで 

ある。 


禁止の 本当の 理由 は 局外者に はよ く 判らない。 警視 

総監 は、 当局 は 「文学の 宣伝機関 ではない」 とか 「理 

屈で 禁止させる ので はない」 とか 云った、 と 新劇 場の 

当事者が 告げて いるが、 之 は 何も 禁止の 理由の 説明に 

はなるまい。 

だが 先に 述べた 上演 許可の 条件から 想像す ると、 第 

一 の 理由 は 無論 男女の 放縦な 色事 を 写した という こと 

にある が、 単に それだけ ならば どんな 芝居で もそう い 

う 点 は あるので、 それに この 戯曲な ど は 色事 も 至極 上 

品に 物 やわらかに 描き出されて いるから、 あまり 心配 

になる 害 はない。 だから 第二の 理由の 方が 今の 場合 特 


徴的 なので、 それ は、 事実上の ことに 関る からと 云う 

ので あるら しい。 雲上の 事柄に 気 を 配る という こと は 

決して 虱 俗 検閲の 任務ではなくて、 今日で は 正に 思想 

検閲の 中心 をな す もの だが、 今 は 夫が、 宮廷 人の 色事 

として、 風紀 問題に 結び付い ている 点が、 この場合の 

要点で なければ ならぬ。 

前の 有閑マダムの 不行跡 は、 単に 女の 不品行と して 

社会の 注意 を惹 いたので はなく、 全く 上 流 有産 者 の 婦 

人達の 行為だった がた めに 注目に 値い したので あった 

が、 恐らく 源氏物語 のこの 戯曲 も、 一千 年の 距離 を 貫 

いて、 上流 人士の 不品行 を 連想させる というの が、 当 


局の 心配だった のだろう。 玄人の 批評家 達から は 不幸 

にして あまり 好評 を 博さない らし か つたこの 戯曲 も、 

その 劇的 効果の 絶大なる 所以 を、 検閲 当局に よって 保 

証され たわけで ある。 

ただでさえ 資本家の 「横暴」 が やかましい 世の中で 

ある。 資本家 や 政治家 自身に 手入れ は 出来ない 迄 も、 

不労所得の 代表者と 考えられ ている 名流 文士 や 上流 婦 

人の、 賭博 や 不行跡に は 手 を 入れる。 当局 は 決して 資 

本家ら しい ものに 向か つ て も 寛大な ので はない という 

ことが、 世間に 知れ渡った。 併し これ 以上 薬が 利き 過 

ぎる の は 考え ものだろう。 たとえ 千 数百 年 昔の 出来事 


にせよ、 雲の上の 男女の 不行跡 を 却って 暴露して 天下 

に 公示す る こと は、 もはや 文化 • 思想 • 警察と 風紀 - 

風俗 • 警察との、 検察 方針であって はならない だろう。 

そう 吾々 は 想像す るので ある。 

だが 問題 は、 こういう 禁止 理由が 一般的に 正しい か 

正しくな いかで はない。 無論 風紀 を 乱す 芝居 は 禁止 さ 

れ るべき だろう し、 特に 雲の上の そうした 事柄 を 描き 

出す 芝居 は 安寧 を 害す る ことにさ えなる からい けない 

だろう。 それ は 丁度 正義 は 正しく、 真理 は 本当 だ、 と 

いうよう な もの かも 知れない。 問題 はこの 芝居が 実際 

に 風俗 を 乱し 安寧 を 害する かどう かの 判定に あるので 


ある。 

併し 判定に なると 実は 之 程出鳕 目な もの はない。 世 

の 中の 観衆の 観劇 眼が どの 程度に 進んで いるか は、 検 

閲 当局 自身の 観劇 眼の 程度に よ つ て 判定 を 異にする し、 

又 この 劇 自身が 風俗 警察 や 文化 警察 の 対象にな るか 否 

かも 亦、 検閲 当局 自身の 好色 水準 や 社会意識 水準に よ 

るので ある。 文化 警察と 風紀 警察と が 実際 上、 如何に 

警察権 の 主観 化で あり、 それが 又 如何に 警察権 の 私的 

化に 基づく かが、 検閲 標準の この 薄弱 さの 中に、 まざ 

まざと 露出して いるので ある。 

警察権が 私的 化し 従って 又 主観 化する こと は、 処で、 


本来の 警察 機能 を おき 去りに する ことで あり、 警察権 

の 矛盾 を 発展させる ことだった。 わが国 現下の 検閲 は、 

恰もこう した 矛盾の 象徴 そのものに 他なら ぬので ある。 


^ 衣裳と 文化 

和服と 洋服に つ い て —— 或る 地方 大 新聞の 社長 は自 

分の 工夫 をした 和洋折衷の 服装 を 宣伝して いる。 大体 

に 於いて ッッ ッポに モン ぺ という 姿で あるが、 私が 

貰った 写真で 判断す る 限り、 決して 見つ ともい いもの 

ではない ので ある。 私が もし あの 服装で もしなければ 

ならぬ とすれば、 私の 思想 は 一 遍 に涸渴 し、 私の 舌 は 


忽ち 硬ば つ て 了う だろうと 思われる。 単に 異様 だとい 

うだけ ではない。 異様な だけなら 自分自身が 気に入つ 

ている 限り は、 却って 気勢が 揚がる もので、 ォス 力！ 

ワイルド 式な やり方 も あるし、 ラッパ. ズボン を はい 

たモダ ー ン 娘の ような 場合 も ある。 困る の は 何として 

も 自分自身に 審美的に 満足 を 与えない という ことで あ 

り、 自分自身に 風俗 上の 不安 を 与える という ことなの 

である。 

和服 を 人工的に 洋服と 折衷しょう とする 企て は、 右 

の 例に 限らず、 殆んど 凡て 失敗の よう だ。 最近で はも 

う 改良 服の 運動の 類 は 屏息して 了った。 婦人の 和服の 


場合 特にそう だ。 従来の 和服 か、 それとも 洋服 かとい 

うこと になって いる。 而も 不思議な ことに は、 或る 社 

会 層の 或る ジ ェ ネレ— シ ョ ンの 婦人の 服装 を 見る と、 

和服と 洋服の 区別 こそ あれ、 それによ つて 得られる 風 

俗 上の 効果 は その 本質 を 殆んど 同じく している ので あ 

る。 インテリ • モダ— ン 娘の 場合に は、 和服 を 着ても 

洋服 を 着ても、 殆んど 変る 処 のない 或る 風俗 上の 常数 

が 見出される。 こうなる と 和服と 洋服との 区別 は 根本 

的に は 殆んど 無意味に なって しまう の だ。 

之 は 和服と いう ものが 元来の 約束で あ つ た 和装と い 

う 条件から 離れて、 和服で ある 点で は 少しも 変らぬ に 


拘ら ず、 いつの 間に か 洋装の 条件に 嵌って 了った 場合 

であって、 和服と 洋服との 結合 はこうした 意味な 形で、 

現に ごく 審美的に 成功して いる わけ だ。 —— だが こん 

な 場合 は、 有閑 層の 而も 若い 女に 限る 特別の 場合で、 

一 般には 和服と 洋服と は 恐らく 永久に 相 交らない 二 つ 

の 文化 を 象徴して いる。 

男の 場合、 官吏 や サラリ —マン は 殆んど 例外な しに 

洋服で 出勤す る。 洋服 は 都巿を 中心として 男の 普通の 

服装と なって いる。 処が女 は 決してそう ではない。 モ 

ダ ー ン • ガ— ルの約 半数と 職業婦人の 一 部分が 洋服で 

あるに すぎない。 では なぜ 男の 洋服が 成功して 女の 洋 


服 はま だ 充分に 成功し ないか。 女 は 和服の 色彩と 図案 

との 方 を、 洋服の 形態よりも 尊重す るから だろう か。 

少なくとも 洋服に 就いて よりも 和服に 就いての 方が、 

知識と 見識に 自信が あるから だろう か。 又 結局に 於て 

今日で は 和服の 外出 着の 方が 経済的だろう か。 その ど 

れ でも あるだろう。 だが 之 は 本当の 原因で はない。 女 

の 洋服の 流行が 成功 さえして いたら、 今日で はも はや 

解決 済み だろ う 問題ば かりだから だ。 

原因 は 労働 様式に あるので ある。 男 は 外出して 電車 

に 乗り 椅子に 腰かけ 又 歩き回らねば ならぬ。 男の 洋服 

が このための 労働 服と して 採用され て 今日の ような 普 


及 を 得る ことにな つたの は、 人の 云う 通りで ある。 女 

の 洋服 はそう ではない。 少なくとも モダ— ン. ガ— ル 

の 洋服 は 労働 服と してではなくて、 主に 消費生活 用の 

服と して 評価され ねばならぬ。 消費生活 用で も 近代 消 

費 生活 は 裾 さばきの 安全な 洋服 を 要求す るの は 勿論 だ 

からだ。 だから 職業婦人の 多くの もの (ュ ニフォ ー ム 

を 着る 場合 ゃモダ ー ン • ガ— ルに 編入され るべき 場合 

を 除いて) は、 洋服で はなしに 却って 和服の 上に 各種 

の エプロン を 纏う。 女の 場合に は 洋服 はま だ 労働 服と 

しての 価値 を 充分 認められない 内に、 消費生活 服の 意 

味が 勝って 来た。 で 勤儉な 多くの 職業婦人 は 洋服に 遠 


慮して いるの だろう。 

婦人の 洋服が 決定的に 流行 しないの は、 婦人の 労働 

の 大部分の 場合が 家庭内 労働で あり、 而も この 労働 職 

場が 畳 式に 出来て いるので、 和服 は 或る 程度まで 労働 

服の 役割り を果 すので ある。 少なくとも 外の 近代的 施 

設の 下で 働かない ので、 洋服 を 労働 服と して 要求し な 

い の だ。 勿論 畳 式 家庭内 労働で も 立 居 振舞に と つ て 和 

服 は 理想的な もので はない から、 却って 家の 内で は 安 

価な 洋服 をつ ける 主婦 は 少なくな いが、 之 は 家庭 外の 

社会に 出る と 忽ち 通用し なくなる。 男 は 街頭 を 勤労者 

として 歩く が、 女が 街頭 を 歩く 時 は 主に 消費者と し て 


歩く からで ある (男 は 家庭に 這 入る と 消費者と なる の 

で、 大抵 和服に 着かえ る)。 とに 角 男の 背広と 女の 和 

服の 外出 着と を 較べる と、 一方が 近代的 労働 服で 他方 

は 近代的 消費 服で ある。 女 は 社会に 於け る 労働 服に つ 

いて まだ 一定の 制度 を 持って いない、 その 服装に 迷つ 

ている。 が、 消費 服に ついては、 和服 は 和服、 洋服 は 

洋服で、 決して 迷って はいない。 そして 家庭内 労働 服 

についても 殆んど 迷わない。 男 は 之に 反して 社会 労働 

服と して は 立派な 制度 を 持って いる。 が、 家庭内 消費 

服と なると 大分 乱れて 来る。 まして 家庭内 労働 服に 

至 つ て は 形 をな すまい。 


日本の 女の 服装 は 社会的 労働 服と して はま だ 混沌と 

して 低迷 期に あると 云わねば ならぬ が、 併し 消費生活 

服と して 制定 確立され た 洋服 も、 和服 さえ も、 実は 風 

俗と して 安定 を 保つ ている もので はない こと を 注意し 

たい。 和服が 近代 消費生活に 於け る 活動の 様式に とつ 

て も 不合理で ある こと は、 誰し も 眼に している 処 だ。 

それ は 袖と 腕、 裾と 脛に 関して 明らかな こと だ。 そこ 

に 見られる 奥深い 腕 や 隠見す る 脛 は、 実は、 家から 気 

まぐれに なげ 出され、 家庭内 労働から 迷い 出た 処の、 

日本 家庭 主義の 残滓の 象徴で ある。 之 は 社会的 公 服 を 

欠いた 日陰者の もの だ。 他方 洋服の 方 は 勤労 社会から 


はみ出した 過剰 物と しての、 奢侈 品と しての、 女の 社 

会 的 特徴 をよ く 云い 表わして いるので ある。 —— 私 は 

日本の 街頭で 出会う 女の 服装 を 見て、 殆んど 絶望に 近 

い 性的 過剰 か 性的 陰影 か を 眼に する の だ。 日本の 風俗 

はま だ 社会的 労働の 風俗から 極端に 遠い ので ある。 日 

本 婦人の 和服の 美 を 無責任に ほめたり 奨励した が つ た 

りする 外国の 馬鹿者 を 私 はい つも 苦々 しく 思う もの だ _ 

ュ ニフォ— ムに 就いて —— 以上 は 併し、 日本の 社会 

の 或る 層 だけに 就いての 話しで、 勿論 民衆の 全部に 就 

いてで はない。 衣服の 上から 云う と、 ュ ニフォ ー ム層 


とも 云うべき ものが 存在す るので ある。 云う まで もな 

く、 背広に しても 婦人の 和服に しても、 原理 は 固定し 

ていて、 誰でも 似たり よったり の 物 を 着て いるから、 

結局 ュ ニフォ ー ム みたい な もので は あるが、 併し この 

種の 服装 は 自然と 一 定の 社会層な り 社会 階級な り を 示 

している にも拘らず、 着用 者 をば 一定の 群に ぞくする 

ものと して 特に 他の 群から 区別 するとい う 意味 は 持つ 

ていない。 背広 を 着て いる 以上 職人で も 丁稚で もない 

こと は 明らか だが、 併し 別に 自分 は サラリ ー マンで 

あって 官吏で はない とか、 自分 は 会社員であって 銀行 

員で はない とかいう こと は 示して いない。 そこが ュニ 


フォ— ムと 異る処 だ。 

私の 知っている 或る 高等学校の 先生が、 アメリカに 

遊学した 際、 洋行に 先立って 記念に 生徒と 一緒に 撮つ 

た 写真 を、 アメリカの 学生に 見せた 処、 あなたの 学校 

は 士官学校で すか、 と 聞かれた そうで ある。 学生が ュ 

ニフォ ー ムを 着る という こと は、 アメリカ あたりで は 

不思議な ことで あるら しい。 「制服の 処女」 という 映 

画の 題 は、 題 だけで 或る 陰惨な 印象 を 与える 害な の だ 

ろうが、 吾々 日本人に は 一向 ピンと は 来ない し、 映画 

の 内の 娘た ちの 制服 姿 を 見ても、 別段 残酷な 感じ もし 

ない。 それ 程、 学生の 制服 は 常識と なって いる。 


之 は 日本に 於け る 教育制度の 単元 的な 画一 という 処 

から 来る わけ だが、 それと いうの も 近代 日本に 於け る 

被 教育者 の 社会的 位置が 国家 機構 の 上で チャンと 決定 

されて いるからで、 日本の 資本主義の 伸び伸びした 発 

育 期に は、 被 教育者 即ち 学生 生徒なる もの は、 ブル ジョ 

ァ 社会の 上級 下級の 公認の 幹部 候補生で あつたし、 資 

本 主義の 停滞 期 以後 は、 彼等の 大部分が 生涯 大して ゥ 

ダッの 上らない ような 一 つの 社会層の 予備軍に なった 

わけで、 いずれにしても 社会的 位置が 支配者に よって 

官僚 的に チャンと 指定され たもの なので ある。 ここに 

日本に 於け る 教育の 普及 (？) という ことの 根拠 も あつ 


たわけ だが、 同時に 之が 学生に 夫々 のュ ニフォ— ムを 

着せる という 教育 上の ミリタリズム を も 産んだ わけ だ。 

ュ ニフォ ー ムは 事実上、 家庭から 云っても 経済的 だ 

し、 学生 当人から 云っても 便利な ことが 多い。 併し そ 

れ というの も 却って、 学生が ュ ニフォ— ム によって 一 

人前の 大人で ある 社会人から 区別され て、 善 かれ 悪し 

かれ 特別待遇 を 受けて いるから である。 だから 学生が 

将来の 社会に とって 必要ら しく 見えた 時 は、 彼等 はこ 

のュ ニフォ— ムで 相当 得 をした が、 一旦 学生と いう も 

の が 、 就職難 や 思想 運動 関係 で 社会の 荷厄介と なるや、 

彼等 はこの ュ ニフォ ー ムの おかげで 社会から 散々 虐待 


される。 その 時 は 同時に ュ ニフォ ー ムの 道徳が 学生に 

愈々 絶対的な 力で 以て 押しつけられる 時期で、 方々 の 

学校に 於け る 断髪 令の 発布 もこの ュ ニフォ ー ム 主義の 

延長な の だ。 

頭髪 を 勝手な 仕方で 伸ばす (自由 職業 人 は 最も 勝手 

な 仕方で 伸ばして いる) こと は、 勝手な 服装 をす ると 

全く 同じに、 学生に 不当な 社会的 自由 を 許す こと を 象 

徴 する。 この 象徴 を 抑える こと はやが て 学生の 本分 を 

思い出す 呪縛と なる だろう、 というわけだ。 例 は 変 だ 

が、 アメリカの 囚人 は 仲々 良い 生活 を 送って いるそう 

だが、 ただ 良くな いのは かの グリグリ 頭と 妙な 被服 だ 


という ことで ある。 之に よって 囚人の 社会的 野心 を 抑 

える に 事足りる ものら しい  つま リュ ニフォ ー ムは 

人間の 階級 性 • 社会秩序 を 最も 露骨に 意識的に 云い 表 

わすた めの もので、 学生の ュ ニフォ— ム 着用の 事実 か 

ら、 日本に 於け る 学生 層なる ものの、 階級 的 (？) 意 

義を 推論す る こと も 出来る ので ある。 

併し 学生と いう もの は 職業の 名で はない。 それ は 社 

会 秩序の 一 つの 環 は 意味す るが、 生産 勤労の 様式 を 示 

す 職業で はない。 処が 職業 こそ は 社会秩序の 最も 公的 

な指徴 だろう。 職業と ュ ニフォ ー ムと は、 だから 極め 

て 密接な 関係が ある。 丁稚 番頭の 角帯 や 大工 棟梁の 法 


被、 芸者の 左 棲ゃョ イト マケ の脚袢 など、 人工的で は 

なしに おのずから 決った 職業 ュ 二 フォ— ム のよう な も 

の だ。 併し 学生の 制服 は 兎に角 上から 制定され たもの 

だ。 職業 ュ ニフォ ー ムで 上から 制定され たもの は、 第 

一 に 軍人で ぁリ、 又 之に 準じる (職業で はない が) 青 

年団 • ボ— イス カウト 等で あり、 第一 一に 警官 • 司法官 - 

其の 他の 類で あり、 第三に 或る 種の 工場 労働者 • 運輸 

労働者 • 看護婦の 類で ある。 いずれも 軍隊 的 組織 を必 

要と する 職業に 特有で ある こと を 見ねば ならぬ。 この 

ミリ タルな システム は 指揮す る 側から も 指揮され る 側 

から も 必要な のであって、 事実 軍隊 的 組織 はこの 両側 


面が あって 初めて 組織と なること が 出来る。 職業的 ュ 

ニフォ ー ムは、 ミリ タリ ー • システム によって 指揮し 

たり 指揮 させたり する 場合に、 欠く ことの 出来ぬ 服装 

である。 —— 処が 更に、 職業でなくて 単に 臨時の 共通 

な 任務に すぎぬ 場合で も、 それが ミリ タリ ー • シス テ 

ムを 必要と する 場合に はュ 二 フォ— ム 制度と なる ので 

ある。 

逆に ュ ニフォ— ムが 強調され る 処には 必ず 何等かの 

ミリ タリ— • システムが 社会的に 要求され ている ので 

あって、 世界 各国の ファシスト 党員の ュ ニフォ ー ムは 

近代 風俗 上 特筆大書 すべ き 現象と 云わねば ならぬ。 


黒 • 褐色 • ダリ ー ン • 其の 他の 色彩の 統 一 は、 看護婦 

の 白衣な どと は異 つて、 政治的 意味 を 有って いる わけ 

だが この 統一 は ファシストの 軍隊 的 組織の 上から 自然 

と 要求され た処の もの だ。 フランスの 人民戦線 政府 は 

だから ファシストの 軍事 組織 を 解体す る 意味で、 ュニ 

フォ— ムの 着用 を 禁止し ようと 企てた。 

日本の 警察当局 は、 最近 特に 勤労大衆に ュ ニフォ— 

ムを 着せる ことに 熱心で あるよう だ。 職工 及び 女工の 

制服 (「労働 服」) の 普及 奨励から 始めて、 円 タクの 運 

転 手から 女給、 ダン サ ー に 至る まで、 制服 を 着せよう 

という 案 さえ あつたと 記憶す る。 云う まで もな く 之 は 


彼等に 軍事的な 力 を 与えよう というた めではなくて、 

彼等 を 軍隊 的に 指揮し 得る ためな の だが。 

だが ュ 二 フォ ー ムの 特有な 魅力と いう もの を 見落す 

と、 ュ ニフォ ー ムの 本当の 社会的 役割 を 理解す るに 困 

難だろう。 ュ ニフォ ー ムは 誰に しろ 夫 を 着る 人間 を、 

社会の 一 定 秩序の 内の レ ツキと した 位置に 据える よう 

に 感じさせる もの だ。 之 は ルンペンから 区別して 自分 

を シャンと させる に はこの 上ない 魔法の 衣 だ。 ュニ 

フォ— ム. システム は 而も、 その ハイ ャ アル キ ー にも 

拘ら ず、 他面に 於て 平等主義 を 有って いる。 馬鹿で も 

利 巧で も 二等兵なら 二等兵 だ。 その 間に 人間的な 比較 


などの 必要 もない から、 そういう 心配 もない。 上官 は 

部下よりも 絶対 無条件に 上位に あるの だから 之 を 比較 

して 見る 必要 も 配慮 も いらない。 こうして ュ ニフォ ー 

ムは その 着用 者に 分に 安んじる ことと、 自分自身 を 階 

級に 応じて 尊敬す る ことと を、 齎す。 彼と 俺と 芸術家 

として どっちが 優れてい るだろう かな どと 云って、 悲 

観したり 空元気 を 出したり する 必要 は 毛頭ない わけ だ。 

特に ュ ニフォ— ムが 国家的 支持 を 受けた 職業 や 任務 

を 云い 表わす 時、 その 魅力 は、 小市民 以下の 凡庸な 層 

にと つて は 絶大で ある。 彼等 は 一挙にして 政治的 権力 

を その 皮 鬌 に 感じる。 「マンハイム 教授」 という 劇で 


見る と、 今まで 博士の 助手であった 男が、 急に ナチの 

制服 を 着用に 及んで 現われる。 見て いると 何 かの 英雄 

とも 考えられて 来る。 これが ュ ニフォ ー ムの 最後の 魅 

力で ある。 ュ ニフォ ー ム のこの 政治的 魅力 は 今日 各国 

で、 多数の 小市民 青年 達 を、 ファシスト 団 へと 吸収し 

ている 動力の 一 つ だと さえ 云って いい かも 知れない。 

制服 は 制服が 象徴す る 階級の 利害 を、 それまで 何でも 

なかった 一 介の 着用 者の 皮膚に、 ゾク ゾクと 感じさせ 

る もの だ。 彼等 は 興奮す る。 彼等 は 凡ゆる こと をな し 

能う。 彼等 は デマ ゴギ— の 溜池と なる。 

だが ュ ニフォ ー ムには 又 別に 一 つの 秘密が ある こと 


を 忘れて はならぬ。 余りに 見すぼらしい ュ ニフォ— ム 

は 着用 者の 道徳的 自信 を 損う。 他の 民衆からの 畏敬 を 

損ず る f j と も 勿論 だ。 だから 例えば 警察官の 修養 向上 

のために も 民衆 支配力の 増大の ために も、 警官の 制服 

を 或る 程度まで 立派に する ことが 必要 だ (最近 日本で 

はそう なった)。 処がュ ニフォ— ムは又 あまり 立派 過 

ぎて はいけ ない ので ある。 飛び切りに 立派で は 之 を 支 

配す る 人間の ュ 二 フォ— ムの 方が 成立し なくなる だろ 

うし、 又 あま リ 分に過ぎた 制服 は 彼等の 社会的 野心 を 

不当に 煽動す るだろう。 大衆 的ュ ニフォ ー ムは、 或る 

程度に 醜く 造られねば ならぬ。 丁度 資本主義 社会に 於 


て は 適度 の 貧困が 常 に 必要な ように。 

礼服と 裸体に 就いて —— 「裸体 文化」 (ナック テ • ク 

ル トウ ァ) に は 原始 還元 主義が 勝って いるよう に 思う。 

現代文明の 弊 は、 裸の 代りに 着物 を 着て いると いう こ 

とに はなくて、 その 着物が 身体に とって 不衛生な 性質 

を 有って いると いう こと だ。 身体に とって 不合理な 衣 

服が 身体の 正常な 発育 を 妨げて いる。 大体 同じで ある 

だろう 身体に、 いくつもの 階級 的に 異 つた 着物 を 着け 

なければ ならぬ というの が、 現代文明の 衣裳の よくな 

ぃ処 だ。 衣裳が 悪い のではなくて 区別 を 強制され た 衣 


裳が 悪い ので ある。 —— 而も 同じ 同一人が、 時々 異っ 

た 衣裳 をつ ける こと を 強制され る こと も あるの だ。 礼 

服 は その 著しい 場合だろう。 冠婚葬祭から 始めて、 会 

談 食事に 至る まで 礼装が 要る。 之が イギリス • ゼント 

ルマン 風の 偽善と いう もの だ。 勿論 儀式 は 人間 を 音 無 

しくす る。 それ は 社会秩序の 安寧に 対する 感謝の 黙禱 

なの だが、 処が 現代 はこの 儀式が 段々 取り 行ない 難く 

なる。 ドイツの 小市民 インテリゲンチャの 決闘に は 依 

然として 儀式が あるが。 —— 

礼服が 段々 役に立たなくなる。 又 事実 吾々 は 礼服 を 

造って おく こと は 経済的に 仲々 出来に くいので ある。 


かくて 問題 は 衣服の 階級 性に 帰着す るので ある 


第二 部 教育 風俗 


n 教育と 啓蒙 

現代の 日本に 於て は 教育家と いう もの は 数え 切れな 

い 程 存在して いる。 少なくとも 教育と いう 問題に 関心 

を 持って いる 者 は、 他の 関心の 所有者に 較べて 圧倒的 


に 多数 だ。 教育 雑誌の 数 は 雑誌の 内で 一 等 多い こと は 

広く 知られて いる。 単行本の 数 も 一位から 三位と は 下 

ら ない。 

処が 一 見 教育に 関係の 深そう な 啓蒙 活動と なると、 

第 一 に その 観念が 世間で は 一 般に ハツ キリして いない 

ばかりでなく、 それが 社会に 於て 占めるべき 掛けが え 

のない 位置に 就いても、 少しも 徹底した 観念が 世間で 

行なわれ ていない。 断 わるまで もな く、 啓蒙と は 教育 

と 同じ 観念 であり 得な い 。 啓蒙と い う カテゴ リ— に 這 

入らぬ 教育 や、 教育 の カテゴリ— に 這 入ら ぬ 啓蒙が 大 

事な 点で あるの だ。 処 がそれ が 現代の 実際 社会に 於て 


は 簡単に 教育と いうよう な 種類の 観念に ブチ 込まれて 

了って さえ もい るよう だ。 だが 実は そこに、 この 二つ 

の ものの 根本的な 区別の 一端 も 亦、 最もよ く 現われて 

いる。 教育と 云えば 日本で は 多少と も 国家 機構の 上で 

一 定の 位置 を 与えられた 公認の 社会的 機能の ことと 考 

えられて いるので あるが、 啓蒙 は 事実 今日の 日本で は、 

決して そういう 確固と した 公認の 社会的 機能な どと は 

考えられ ていない。 この 際 啓蒙 活動 は 精々 知識の 普及 

とか 通俗化と か 大衆化と かとい うような 形で、 教育家 

の 臨時の 片手間仕事 位い にし か 値い しない ことにな つ 

て いるよう だ。 


とにかく、 啓蒙の 観念 は 全く 無力 だ。 啓蒙 は 他方 宣 

伝と も 直接関係が あるが、 反動的 支配者に よる 悪宣伝 

(デ マゴギ ー ) が こ れ程 日常 行な われて いる にも拘らず、 

日本で はま だ 確固たる 国家 機構 による 宣 伝 機関 ( 悪宣 

伝 機関) さえ 出来て いない こと は、 意味が あるの だ。 

実際 は 大いに 行なって いるが、 その やり方が まだ 国家 

機構 上に 目的意識 化して いない。 ナチ スの 宣伝 省に 類 

する もの はま だ 存在して いないの が 事実 だ。 処で デマ 

ゴ ギ— と は 悪宣伝 即ち 又 虚偽 宣伝の ことで、 つま リ本 

当の 宣伝の 社会的 内容の 入れ 替 つた ものの 意味 だが、 

そういう もの は 取りも直さず、 啓蒙の 正反対 物に も 相 


当す る わけだろう。 で、 啓蒙の 反対 物た る デマ ゴギ— 

の 方が、 国家 機構の 上で 目的意識 化された 機関 を 有た 

ない 時に、 啓蒙 や 其の 宣伝の 方の 社会的 機能 も 亦、 社 

会 的に そういう ものと して 公認され な いのは 無理で は 

あるまい。 日本に は 多数の 教育者が いる。 それに 準じ 

て その 亜種で ある ポプ ュ ラ ライザ— やお 説教 屋も 多い。 

彼等 は どれ も 国家 機構 の 壁に 這う 処 のった のよう な も 

の だ。 之に 反して、 啓蒙 家と いう もの は 現代 日本で は 

極めて 数が 乏しい ので ある。 彼 は 国家 機構の 壁の 上で 

勝手に 這い回る こと は 許されない 事情が あるから だ 

(私 は 現代の 啓蒙 家の 代表者と して 河上肇 博士の 如き 


を 挙げる ことが 出来る と 思う)。 

啓蒙 家 は 教育家で ない と 云った。 社会教育 (対 社会 

教育) や 成人教育 • 庶民 教育 も、 それだけ では 決して 

啓蒙で はない。 同様に 又 彼 は 学者の ことで も 思想家 の 

ことで もない ので ある。 —— 処が 他方に 於て 啓蒙 家 は 

又 充分な 意味で は 宣伝 家 乃至 アジ テ ー タ— とも 異 つて 

いる こと を 注意すべき だ。 宣伝 乃至 アジ テ— ショ ンに 

なれば レ ー 二 ン の 有名な 著書に もよ く 出て いる 通り、 

いつも 一 つの 重大な 政治 活動 プロ パ ー の 内に 這 入って 

いる わけで、 レヴ オリ ュ— シ ヨン 時代に 於て は 反 国家 

的な 機能で あるが、 それだけに 正に 政治的な 活動で あ 


り、 政権 成就 後に 於て は 正に 一 つの 国家 活動の 要点と 

なる 処の もの だ。 処が 啓蒙 は そこまで 充分に は 政治的 

ではない ことが その 特色だろう。 

私 は 以上の ような 点から、 現代 日本に 於て 意味 を 

有って いる 啓蒙に ついて、 さし 当り 二つの 特色 を抽き 

出す ことが 出来る と 思う。 その 第一 は、 啓蒙と いう も 

のが、 国家 機構に 基いて 社会的 機能 を 与えられ、 従つ 

て 又 社会的に 公認され た 地位 を 占めて いるよう な、 一 

切の 意味での 「教育」 の 類から は 別な もので ぁリ、 別 

である だけでなく、 後に 見る 理由 を 待たなくても、 之 

と 対立す る もの だろうと 推定 出来る、 という 特色で あ 


る。 いや 問題 は 教育で ない とか あると かいう 点で はな 

い 。 啓蒙が 政治的 変革の 方向 を 有 つと い う 意味に 於 て 、 

極めて 政治的な 意義 を 持って いなくて はならぬ という 

ことが、 その 眼目で ある。 之が 一 つ。 

夫と 同時に 第二の 特色 は、 この 政治的 意義に も拘ら 

ず、 啓蒙 は その 本来の 性質から して (その 性質の 由来 

は 後に 説明しょう)、 組織的 宣伝な どと は異 つて、 或る 

限度の 非 政治的な 機能 を 指す のであって、 仮に 之 を 純 

文化的 機能と 呼ぶなら、 この 純 文化的 機能が 啓蒙 を 他 

の 文化的 及び 政治的 機能から 区別す る処の 特徴 だ、 と 

云う ことが 出来よう。 勿論 啓蒙 は 一 つの 社会的 機能 だ 


し 且つ 本当 は 政治的 機能 だ。 だが その 社会的. 政治 

的 • 機能 自身が 純 文化的 だとい うので ある。 —— さて 

啓蒙が 、反動的 文化 社会に よる 反動 教育 や 又 悪宣伝 (デ 

マ ゴギ— ) に 対立す るの は、 今 云った この 第一 の 方の 

特色に 帰着す るので あるし、 更に 啓蒙が 一 般に 宣伝 (デ 

マゴギ ー さえ 含めても よいが) から 区別され るの は、 

この 第二の 方の 特色に よってで ある。 

こうして さし 当りの 規定 を 指摘して 見る と、 現代の 

日本に 於て 如何に 啓蒙 活動が 本質的 に 欠けて いるか、 

又 それに 就いての 観念が 如何に 分散 的で あるか、 そし 

て それ にも拘らず 今日、 啓蒙 活動が どれ 程 欠く ベ から 


ざる 或る 必要に 迫られて いるかと いう こと は、 自然と 

気の つく 処 だろう。 

この 二つの 規定 を 多少 展開して 見る 前に、 啓蒙 (ド 

イツ 語の Aufklarung  〔#  Aufklarung の a にゥム ラウ 

ト (： )〕 に 相当す る 言葉) という 概念 を 少し 検討して 

見る 必要が あるよう である。 啓蒙と いう 日本語に は特 

別に 哲学的 規定 は 含まれて いなかった らしく、 単に 文 

明 開化 啓蒙と 云った 調子に、 明治の 初期に 使い慣れた 

もので あろうと 思う が (深間 内 基 『啓蒙 修身 録』 • 藤 井 

三郎 『啓蒙 雑記』 • 条野伝 平 『啓蒙 地理 略』 • の 如き)、 


併し 明治 初年の この 時期 は 世界史 的に 見ても 広義の 啓 

蒙 期に 入れる ことが 出来る だろう し、 又 その 思想 史の 

系統から 云って 之が 所 謂 啓蒙 期 の 啓蒙 思 想に 他なら ぬ 

こと は、 云う まで もない。 だから 日本語の 「啓蒙」 が 

当時 実際 意味した ものが 何で あるに せよ、 之 は ァゥフ 

クレ— ルン グの 訳に 当る と 云っても 誤ってい なかろう _ 

尤も 啓蒙思想 は 決し て ドイツ だけの もので もな けれ 

ば ドイツから 発生した もので もない。 夫 は 経験論 乃至 

唯物論と 並んで イギリスの 地盤から 発生した。 ドイツ 

は フランス を 経て 之 を 輸入した に過ぎない。 処が 夫に 

も 拘らず 啓蒙と い う 言葉 を  一 K い 表わす ァゥ フク レ ー ル 


ング という ドイツ語 は、 他の 国語で は 云い 表わせない 

「啓蒙」 に 固有な 或る もの を 意味して いる。 でつ まり 

啓蒙と い う 事実 は イギリス から 発生し 而も フランスに 

於て 大きな 政治的な 影響 を 有った が (啓蒙 期はョ ー 

口 ツバ 諸国の 文化が 斉しく 経験した 大事な 時期 だが)、 

併し その 観念 は (文明と か 開化と か 進歩と か 文化と か 

から は 区別され ねばならぬ) ドイツの 産 だ、 という こ 

とになる。 

事実 啓蒙と いう 概念が 何で あるかに 最も 注意 を 払わ 

ねばならなかった の は ドイツの 哲学者で ある。 クリス 

チャン • ヴ オルフ や メンデルス ゾ— ンゃ カントが その 


尤なる もの だ。 つ まり 資本主義 文化 の 啓蒙 活動 に 於て 

著しく 後れて いた 当時の ドイツ は、 啓蒙なる もの を ま 

ず 新しい 憧憬す ベ き 観念と して 受け取ら ねばならな 

かった ので あるが、 それだけに 啓蒙に 就いての 理論的 

分析に 念 を 入れる こと も 出来た し、 啓蒙思想の 体系的 

発展 を も 試みる 理由 も 有った わけ だ。 啓蒙 期の 文化で 

ある 啓蒙 哲学の 特色の 一つ は、 一般に 就いて 云えば 

ョ ー 口 ツバ 各国と も 夫が 非 体系的で 纏った システム を 

持って いなかつ たとい う 点に あるが、 ドイツ は 啓蒙 哲 

学が システム として 成り立った 唯一 の 国な ので ある。 

私 はすで に 啓蒙 期 に 於け る 啓蒙 哲学 と 啓蒙 の 観念と 


の 特色 を 説いた ことがあ るから、 話 を 簡単に 片 づけよ 

う (拙著 『日本 イデ ォロギ —論』 の 内 • 「啓蒙 論」 参照)。 

啓蒙 哲学の 本質 は その 悟性 主義に つきる。 と 云う の は、 

一 方に 於て へ ー ゲルの 意味での 理性 • 弁証法的 或いは 

有機体 説 的 理性、 の 代りに、 機械的な 世界観と 論理に 

よる 物の 考え方が、 啓蒙 哲学 の 歴史上の 本質な ので あ 

る。 こういう 悟性への 信頼が 人間の 進歩 を齎 すと いう 

のが その 信条だった。 処で 他方 その反面 として、 こう 

した 合理主義 は 歴史の 発展 を 一 つの 必然性と 見る 代り 

に、 之 を 単なる 欠陥 誤謬 偶然 等々 と 見做し、 合理的な 

見地から 云 つ て 払拭 清算され るべき 過去と 見る ことと 


なる。 歴史的 必然の 無視が この 合理的 進歩主義の 一 つ 

の 著しい 結論 だ。 要するに 当時 は 新興 ブル ジ ョ アジ— 

がま だ それ 程に 自信 を 有つ ていたの である。 

之 は 啓蒙 期と いう 一 つの 歴史上の 時代に 於て、 歴史 

的に 実際に 現われた 形態と しての、 啓蒙 哲学 の 特色で 

ある。 無論 之 を 以て、 形式的に 一般化して 考え 得る だ 

ろう 啓蒙 的 思想 全般 へ 及ぼす こと は、 意味が あるまい。 

まして 現代に とって 必要な 啓蒙 活動の 根柢に も 亦、 こ 

の 特色が ひそんで いると 推断す る こと は、 一種の 歴史 

主義 的な 色眼鏡 か 迷信だろう。 啓蒙 哲学の 有って いた 

歴史上の 実際の 意義 は、 人間 悟性 (之に 就いては ホッ 


ブズ、 ロック、 バ— クリ、 ヒュ— ム、 それから カント 

達が 一 様に 論じ 立てた) の 人間社会 発達に 於け る 役割 

を、 本当に 発見した ことに あるので あって、 当時と し 

て はま だ、 之 を わざわざ 理性から 区別しょう とか、 歴 

史的 観点 を 無視しょう とかいう、 動機が あった わけで 

はない。 そういう 規定 は 後に なって 歴史家が 発見した 

のであって、 当時の 本当に 歴史的な 動機ではなかった。 

でもし この 歴史的 動機に 従って、 善意に (？) 啓蒙 哲 

学の 精神 を 理解す るなら、 啓蒙と いう ものに 就いての 

今日で も 生きて いなければ ならぬ 生命 を、 そのまま 殺 

さずに 取り出す ことが、 或る 程度まで 出来る だろうと 


思われる。 

人間 悟性への 信頼な の だが、 之 はつ まり 人間性に 対 

する 新しい 形の 信頼だった わけ だ。 今日 ヒュ— マニズ 

ムが 提唱され ると すれば、 そして 夫が ルネサンス 期の 

ヒ ュ— マ 二 ズムと はおの ずから 異 つた ヒ ュ ー マ ニズム 

だとい うなら、 そして 又 ルネサンスの 方 も ルネサンス 

期に は 限らず 今日で も 来る もの だと いうなら、 この 啓 

蒙 思想と いう 人間 悟性の 信頼 は、 今日で も 生きて いな 

くて はならぬ 害 だ。 ただ 人間 悟性 を どういう 角度から 

信頼す るかと いう ことが、 今日 必要な 啓蒙思想と、 歴 

史上の 啓蒙 期の 夫と を 区別す る だけ だ。 だが、 そうい 


う 意味で 今日 最も 啓蒙 的な 実力 を 有った ものが、 マル 

クス 主義 哲学で ある こと を 思うなら、 この 区別が 何で 

あるか は、 今 ここに 特別な 説明 を 必要と はしない だろ 

、つ。 

併し 之 は 啓蒙思想に 就いて であって、 まだ 必ずしも 

啓蒙 自身の 概念に 就いて ではない。 と 云う の は、 この 

概念 は ドイツ 哲学に よ つ て 哲学的に 解明され たと 云つ 

たが、 この ドイツ 哲学的な 啓蒙 概念 は、 吾々 が 啓蒙 思 

想から 惹き 出し 得る 規定と は 必ずしも 一 つで はない か 

ら である。 そこに は 更にもう 一 つの 限定が 加わる ので 

ある。 之 を 最もよ く 云い 表わした もの は カントの 「啓 


蒙と は 何 か」 という 懸賞 応募 論文な の だが、 夫に よる 

と 啓蒙 活動の 特色 は、 要するに 政治的 活動で ない ばか 

りで なく、 政治的 活動であって はならぬ ので あり、 夫 

は 専ら 言論 文章 だ けによ る 活動 以外 の ものであって は 

ならぬ、 というの である。 政治的 革命の 如き は 彼に よ 

ると、 だから 正に 啓蒙 活動の 反対 物で あり、 啓蒙 を 阻 

害する もので あり、 結局 文化の 単なる 破壊者に 過ぎぬ 

というの であって、 文筆 言論 だけによ る処の 啓蒙 活動 

のみが、 文化 を 発展させる ことが 出来る、 という 結論 

になる。 —— ここで 見られる の は、 啓蒙 活動の 対象 は 

専ら 文化人 (プ ブリ クム) だけで あるべき であって、 


啓蒙の 対 大衆 的 活動 は あまり 意味の ない ものと さえ 

なって 了い そうだと いう ことで ある。 之で は 啓蒙と は 

要するに 国家に よる 教育と いう 類の ものと 大して 変つ 

たもので はなくな り、 政治的 変革の 一 つの 動力と して 

の 意義 は 完全に 見失われる。 事実 カントな ど は、 啓蒙 

活動に 於て は、 全く 封建 プロシア 的に も、 「啓蒙 君主」 

の 恩恵に 最後の 望み を かけて いるの だ。 そこに は 民衆 

による 「政治」 の 観念がない。 

なる 程、 フランスの アン シ クロ ぺ ディ スト 達 は 大部 

分 政治的 活動 分子ではなかった。 当時 はま だ その 時期 

でなかった からだ。 だが 彼等の 企てた 処は、 啓蒙 君主 


の 恩恵な ど を あてに した カン ト的 啓蒙 活動で なかった 

こと だけ は 確実で ある。 彼等の 啓蒙 は巿 民の 政治的 進 

出の 兵器 工廠の 一 つに 他なら なかった の だ。 これが 啓 

蒙なる ものの 当時の 生きた 本質で あり、 そして 今日で 

も 生きて いるべき である 本質 だが、 処が ドイツ 哲学に 

よると、 啓蒙の 概念 はそう いう 本質と は 何の 関係 もな 

いものと なって 了って いる。 で 之 は 啓蒙と いう 歴史的 

事実 を 忠実に 云い 表わす 妥当な 概念ではなかった と 云 

わざる を 得まい。 

啓蒙の 観念から 政治 変革 的な 本質 を 抜き去 つたこと 

は、 如何にも 十七 八 世紀 ドイツ 観念 哲学に 相応 わしい 


所作で あり、 プロシア 的 観点から すれば 必要な 所作で 

あり、 それ故に 世界の 進歩 史 から 見れば 必然的に 誤謬 

だった わけ だ。 併し、 この 誤謬 も 火の ない 処に 立った 

煙の ような 意味に 於け る噓ゃ 作り ごとで はない こと を、 

注意し なければ ならぬ。 実際、 啓蒙が 宣伝 其の 他と 異 

る処 は、 それの 或る 限度に 於け る 非 政治的 特色で あつ 

た。 今 それ はこう だ。 —— 啓蒙 活動の 実際的な 形態 を 

取って 見れば、 夫 は 専ら 文筆 言論 活動な ので あるが、 

啓蒙 は 之に よ つ て 出来るだけ 多数の 大衆 を 動かす こと 

が 必要で ある こと は 当り まえ だ。 そう 考える 限り、 啓 

蒙 を 政治的 言論 活動から 区別す る もの は 一 寸 ないよう 


にも 見える。 だが、 今 特に 政治的 機能 を 特色と する 大 

衆 的 言論の 諸 形態 を 並べ て 見る と、 オルガ 二 ザ チョン 

の 次に、 アジ テ ー シ ヨン、 それから プロパガンダ とい 

う 系列と なる だろう。 レ ー ニンに よれば、 プロ パガン 

ダは百 人 を 目安と して 物 を 考える ことで あり、 アジ 

テ ー シ ヨン は 数万 人 を、 之に 対して オルガ ニザト ー ル 

や、 レヴ オル チョン ス フユ— ラ— は 数百 万 大衆 を、 目 

安と して 物 を 考えねば ならぬ という。 その 際 プロ パガ 

ンダは アジ テ— シ ョ ンに 較べ て遙 かに 原則的で あり、 

後者の 戦術 的ス 口— ガン を 前者 は 戦略 的 分析にまで 結 

びつ ける ものと 云われて いる。 で、 プロパガンダ はァ 


ジテ— シ ョ ン より、 そして アジ テ ー シ ョ ンは オルガ 二 

ザ チョンより、 ょリ 原則的で あり、 即ち 又 時局の 時々 

刻々 のァ クチ ュ ァリ ティ ー から それだけ 離れて いる こ 

とになる。 処で 啓蒙 は プロパガンダ にも 増して、 この 

意味に 於て、 より 原則的で あり、 従って 又 それだけ 非 

時局 的な ので、 アジ テ— シ ヨンが 戦術 的ス 口— ガン を、 

プロパガンダが 戦略 的 分析 を、 内容と するなら、 啓蒙 

は 云わば 戦備 的 教養 を 内容と すると も 云う ことが 出来 

よう。 従って 之 は それだけ 一応、 戦場 的な 意味での 政 

治 的 特色 を 減じる 事になる。 啓蒙 は オルガ 二 ザ チョン 

や アジ テ— シ ヨンに も 増して、 多数 大衆 を 対象と する 


害 だが、 それ にも拘らず その 内容 は、 プロパガンダ 以 

上に 原則的で あり 非 時局 的な の だ。 啓蒙が プ 口 パ ガ ン 

ダ • アジ テ— シ ヨン . オルガ 二 ザ チョン 等々 の 系列に 

横たわる 政治的 言論 活動と 異 つて、 所謂 純 文化的 活動 

なる 所以が 之 だ。 

この 本質 は 見逃す こと は 出来ない わけで あるが、 併 

し 啓蒙の この 本質 を ハツ キリと 認定して かかる という 

ことと、 一 切の 言論 • 文化 • 更に 政治 活動まで が 凡て 

この 啓蒙の 本質に よって 蔽 われねば ならぬ と 推理す る 

ことと は 全く 別 だ。 啓蒙の 本質 を 把握し 之 を 活用す る 

ことと、 啓蒙 主義に 陥る ことと は 別 だ。 政治的 活動 は 


啓蒙 活動 にの み俟 たねば ならぬ とか、 啓蒙 は 政治的 活 

動から 独立で あるべく、 その 意味に 於て 純然たる 文化 

活動 以外の ものであって はならぬ、 とかいう 啓蒙 主義 

は、 自由 を 主張す る ことが 自由主義に なったり、 ヒ ュ— 

マ 二 ティ— の 強調が 人間学 (主義) になったり、 議会 

政治の 尊重が 議会主義 にな つたり、 経済活動の 充実が 

組合主義に なったり する ように、 極めて 危険な 論理的 

な 虚偽な ので ある。 —— カントの 如き は 啓蒙の 概念 を 

定着す るに 際して、 之 を プロシア 化せねば ならな かつ 

たために、 啓蒙の 一応 非 政治的で あると いう 実は 極め 

て 活動的な 規定 をば 人の 油断して いる 間に、 却って 極 


めて 制限 的な 規定に すりかえて 了った の だ。 かくて 力 

ント は、 啓蒙が 一 切の 意味に 於て 非 政治的で あると い 

うこと を、 即ち 政治的 変革の ファクタ— ではなく てた 

だの 文化的 向上の 槓桿 だとい うこと を、 啓蒙 主義 的に 

シス テマ タイズして 了つ たわけ だ。 

つまり カント 風の 解明に よると、 啓蒙の 一 応の非 政 

治 的 特色 (之 は 実は それが 一 つの 政治的 活動で あるが 

故に こそ 必要な 特色 だ —— 丁度 文学が 本当に 政治的な 

活動力 を 有った めに は 下手に 政治的に なること は 許さ 

れ ないように) を 逆用して、 之 を 本当に 非 政治的な 特 

色 へ 引き直し て 了う。 啓蒙 の 本来 の 政治的 本質 は ど ザ J 


かへ 行って 了う。 丁度 日本の 「政治」 が 政治の 名の 下 

に 却って その 政治的 本質 を 隠して 了って いるので、 も 

はや 之 を 政治と は 云い 得ない ように (代議士 達の やつ 

ている こと は 政治で あるか！) 啓蒙 も 亦、 わずかに 「政 

治 家 式」 の 所謂 「政治」 のよう な 意味に 於て しか 政治 

的ではなくなる。 それが 何 か 教育と か ポプ ユラ リゼ— 

シ ヨンと か 其の 他 其の 他と いう ものに 帰しそう になる 

所以な の だ。 

いつの 場合で もそう あるべき だった の だが、 特に 今 

日、 啓蒙と 呼ばれるべき もの は、 ただの 知識の 普及と 


いう ことであって はならない。 政治的 見識の 大衆 的 普 

及と いう ことでなくて はならぬ ので ある。 単に ァカデ 

ミックな 知識 を 一 般の 素人に も 分譲 するとい うこと な 

ら、 夫 は 何等 啓蒙 活動で はない。 啓蒙と は 知識な り 見 

解な り を ある 一 定の 政治的な 意図の 下に、 大衆に 普及 

する ことで あり、 その 際 その 知識な リ 見識な り は 一 定 

の 政治的 機能 を果す 事に よって おのずから 広義の 政治 

的 見識へ 編入され るので ある。 だから アカデミックな 

知識の ポプ ュ ラ リゼ— シ ョ ンは 殆んど 啓蒙 活動の 態 を 

なさぬ が、 之が 正 当な 意味に 於け るジ ャ— ナ リズム (但 

し 現在の ブル ジョァ • ジャ— ナ リズムの 要素の 大部分 


は 正当に ジャ— ナリ スティックな 機能 を 果して いな 

い) の 一 ファクタ ー となる 時、 それ はや や 啓蒙 活動の 

性質 を 帯びて 来る。 この 時 啓蒙 活動の 相手と なる もの 

は、 もはや 一般 素人と いう ものではなくて、 民衆で あ 

リ 人民で あり 大衆で ある。 この 後の もの はジャ ー ナリ 

スティックな (新聞と 政治的 見解との 連絡に 注目) 又 

政治的な カテゴリ— なので ある。 前者 は 之に 反して、 

単に アカデミシャンの 有ち そうな カテゴリ— にす ぎぬ 

今日日 本に 於て なぜ 啓蒙 活動が 必要 か と 云えば、 一 

切 の 社会的 デ マゴギ ー (民衆の 愚昧 化 を 条件と して、 

根本的に 虚偽で ある 処の、 しかも 卑俗に は 尤もらしい 


処の、 固定観念と 流行語と を 人民に 教え込む こと だ)、 

と 対抗す るた めで ある。 夫 は 民衆の 真の 利益 を 自覚に 

齎 すため の 一 つの 不可欠の 手段の ことなの である。 そ 

して 今日 一 切の 社会的 デマ ゴギ— は 結局に 於て フ アツ 

ショ的 言論へ と 統一 されて 行きつつ ある。 ヒ トラ ー は 

一 九 三 六 年 秋 二 ュ ルン ベルグの ナチ 大会で、 ボルシェ 

ヴ イズム は ユダヤ人の ものであるが 故に 之 を 打倒せ ね 

ばなら ぬと 「獅子吼」 したそう だが、 こうした ものが 

一 九 三 六 年度の 世界的 デマ ゴギ ー の 特徴 をな すだろう。 

ではこう した ファシスト • デ マゴギ ー (その 背後に 

は ファシスト 的 社会 • 政治 活動 • の 一 連が 控えて いる 


—— 例えば 国家 は 資本家で はない、 国立の 工場で は 労 

資の 区別 はない、 そこで は 対 資本家 的 労働組合 は不合 

理だ、 等々)、 に 対抗す る 唯一 の ものが、 最上の ものが、 

日本で は 啓蒙な のか。 日本で は 民衆の 利害の ための プ 

口 パガン ダは 許されな いか、 人民の 利害に ついての ァ 

ジテ— シ ヨン は 許されな いか、 人民の オルガ 二 ザ チヨ 

ンは 許されな いか。 —— 私 は 今 ここで、 こうした 政治 

上の 見解に 触れる こと は 出来ぬ。 だが 少なくとも、 わ 

が 国の 現下の 事情に 於て、 オルガ 二 ザ チョン や ァギタ 

チ ョ ンゃプ 口 パガン ダ 等の 特に 政治的な 言論 活動 形態 

と 平行して、 特に 必要で 又 特に 現実 味の ある ものが、 


啓蒙 活動 だ ろうとい うこと は、 常識的 にも 承認 出来る 

ことで はない かと 考える。 ファシズム 反対の 広範な 民 

衆の フロントが 問題になる 時、 この 一応 非 政治的で 純 

文化的な 政治的 文化 活動 こそ、 その 処を 得て 最も 有効 

に 活躍し 得る 時で あり 又し なければ ならぬ 時で も ある 

と考えられる。 フロン ポピ ユレ ー ルの 活動に 於て、 例 

えば フランス のように (又 わが国の 場合で は往々 批難 

さえされ ている 処 だが)、 文化 運動 の 意義 の 重大 さが 

特に 認められ ている こと は、 理由が あるので ある。 

処が 今日まで わが国に 於け る 啓蒙 活動 は、 決して 目 

的 意識的ではなかった。 事実の 問題と して は 相当の 啓 


蒙 的 実績 は 挙げてい るので あり、 例えば プロレタリア 

文学な どが 果 した 啓蒙 的 効果 は 絶大な もので あつたが、 

それすらが 実は 啓蒙 活動と いう 自覚の 下に 行なわれた 

のではなくて、 啓蒙 的 効果 は 云わば 思わぬ 収穫と して 

残ったと いうまで だ。 その 理由 はさし 当り、 啓蒙と い 

う 観念の 有って いる その 政治的な 特色と それの 一 応の 

非 政治的 純 文化的 特色との からみ 合いが リア リス 

ティ ックに 的確に 把握され ていな か つたこと により、 

又 幸か不幸か、 今日まで そういう リアリスティックな 

把握 を 強制され るよう な 情勢に 立 つ ことが なか つたと 

いう ことに あるので ある。  今日は 啓蒙と いう 特殊 


の 文化 活動の 様式が、 プロパガンダ (宣伝) や アジ テ— 

シ ョ ン 其の 他と 併んで、 独自の 社会的 意義 を 公認され 

得る 条件 を 備えて おり、 従って 又 この 社会的 意義 を活 

用し 得 又 活用し なければ ならぬ 時期で も あるよう だ。 

各種の ジャ ー ナ リズム 機構 (独り プ ロレ タリ ャ- 

ジ ャ —ナ リズ ム に 限らず ブル ジ ョァ. ジャ ー ナ リズ ム 

さえ) の 意識的 活用 其の 他が、 啓蒙 活動に 固有な 様式 

となる。 今日 所謂 「合法的 出版物」 (その 意味 は 現在 極 

めて 曖昧で あるが) なる ものの 意味の 重大性 はこ こに 

あるだろう。 比較的に 原則的な 又 或る 限度まで しか 時 

事 的で ない 啓蒙 活動の、 素材 乃至 内容 は、 この 様式の 


下に あっても 相当 運用の 効果 を 挙げる ことが 出来る だ 

ろうと 考える。 


^ 教育と 教養 

教養と いう ことが 今日 一 つの 問題と されて いる。 主 

に 文学の 世界に 於て であるが、 勿論 そこに 局限され る 

理由 はない し、 又あって はならない。 文学の 世界に 於 

て は 教養 は 特に 作家の 教養と いう 形で 日程に 上って い 

る。 実は 読者の 教養と いう もの も 問題であった ので、 

大衆文学と 純文学との 比較 検討の 類 は 一 部分 この 問題 


に 基いて いたわけ だが、 夫が 今日、 特に 作家の 教養と 

いう 外形で、 教養と いう 問題 一般への 緒 口と なって い 

るの だ。 

そういうなら 当然、 文芸批評 家の 教養と いう もの も 

問題に ならずに は 措かない わけ だが、 それに 就いては 

おのずから 触れる こと も 出来よう。 いずれにしても 之 

を 単に 文学の 世界 だけの 問題と して 片 づける こと は、 

それ こそ 教養の ない 片 づけ 方と 云わねば なるまい。 と 

云う の は 現に、 作家の 教養に 就いての 要求 は、 作家の 

社会的 歴史的 知識、 そうした 社会 理論 や 一 般の 科学的 

認識、 を 要求 するとい うこと がその 動機の 一 つだった 


のであって、 夫 は 明らかに 作家が 単なる 文学の 世界 乃 

至 文壇に その 作家 意識 を 局限して はならぬ という、 注 

文な リ 反省な りの 結果であった からだ。 

教養の 最も 卑俗な 観念 は、 多分 ディ レツ タン ティ ズ 

ムに 於け る それだろう。 ディレッタンティズム その も 

のに 就いても 色々 の 理解の 仕方が ある わけ だが、 今 は 

之 を ごく 普通に 用いられ ている 意味に 取る とする。 即 

ち 一 種の 有閑 層が 有つ 感覚の 一 定 条件に よる 階級 的 洗 

練と いうよう な 意味に 取る とする。 そういう 形の ディ 

レツ タン テ イズム による 教養の 観念 は、 一見 極めて 教 

養 的で 従って 高尚な ような もの だが、 それ にも拘らず、 


この 教養 的で ある 点 自身が 卑俗の 卑俗た る 所以な ので 

ある。 なぜなら この場合、 教養の あるな し は 要するに 

或る 一 定の 趣味に 合う か 合わぬ かで 決められる わけで、 

その 趣味た るゃ片 すみの すたれ 行く 階級に よ つて マン 

ネ リズム 化された 退屈 至極な 固定観念 以外に、 意 味が 

ないから だ。 極端な 場合に なると、 通 や 通人と いう も 

のが 之で、 これ 程 悪趣味で 無 教養な 現象 はな いので あ 

る。 いや 単に 悪趣味 や 無 教養 だとい うだけ でな く、 そ 

うした ものが 特に 「馬鹿」 な 慢心に 由来す る ことによ つ 

て、 より 一層 悪趣味と なり 無 教養と なる ので ある。 

こういう 意味の 教養 は、 社会の 或る 種の 層 を 通じて 


多々 ある 現象な の だから、 もっと 詳しく 解剖し なけれ 

ばなら ない の だが、 教養と いう もの 自身が 何かとい う 

今の さし 当っての 問題に とって は、 問題に ならぬ もの 

として 一 応 取り除いて おこう。 —— 次に 考えるべき も 

の は、 教養と 知識の 所有と いう 処 から 理解し ようとす 

る やり方で ある。 例えば 歴史的 知識 を 沢山 持って いる 

とか、 色々 の活 社会 や 科学に 就いて、 又 色々 の 芸術 作 

品に 就いて、 知識の 分量 を 人より 多く 持って いる こと 

が、 その 人間の 教養の 高さ だと いう 風に 考える やり方 

である。 だが 沢山の 知識 を 持って いながら 一 向 纏り の 

ない 人間 もい るので あり、 逆に 知識の 数 は 特に 豊富で 


なくても、 一 つ 一 つの 知識が 生かされ ている ために 見 

識か 識見 かの 高邁な 人間 も 少なく はない。 知識の 欠乏 

は 人間 を 低く する もの だが、 そうかと 云って 単に 知識 

の 分量の 多い こと だけで 人間の 眼 は 高く はならぬ。 問 

題 は 知識の 分量ではなくて 知識の 質で あり、 而も 良質 

な 知識 材料 を 質的に すぐれた 仕方で 物にする ことが、 

初めて 人間 を 高邁に もす るだろう。 この 要求 を はずれ 

れば、 人間 は 知識 を 有てば 有つ 程 益々 馬鹿と して 発達 

さえす るので ある。 馬鹿と いうの は 決してた だの 何物 

かの 欠乏の ことではなくて 却つ て 育ち行く 或る 生きた 

組織な の だ。 丁度 癌が 一 つの 発達して 行く 活 組織で あ 


るよう にだ。 

でそう すれば、 知識と いう もので 以てすぐ 様 教養と 

いう もの を 割り切って 了う こと は 出来ない 相談と いう 

ことが 判る。 処が 世間で はそう いう 教養の 観念が 案外 

通用して いると いう こと は 注目す ベ き 事実な ので ある _ 

II 教養 は 教育 乃至 学校教育の 結果 だとい う 通俗 観念 

が 実際 あるの だ。 この場合 教育と いうの は 他なら ぬ 知 

識の たたき 込みと いう 意味 だから、 教養 は 結局 知識の 

堆積と いう ことになる わけで ある。 

勿論 教育 乃至 学校教育 をこう いう 知識の たたき 込み 

と 考える y j と は、 教育学 的に 云えば 途方 もな く 間違 つ 


た 俗見な のだろう が、 併し 教育 を 素質の 誘発と か 人格 

の 陶冶と かと 考え る 教育学 そのものが 必ずしも 卑俗で 

ない もので はないだ けに、 教育が 知識の 注入 だとい う 

観念に も 一応の 真理 はない と は 云えない。 知識の 注入 

の 欠乏 は 教育の 欠乏 を 結果し、 やがて 夫が 教養の 欠乏 

を 来す という こと は 忘れられて はならぬ。 ただ 問題 は 

教養の ために 必要な 知識の コンビ ネ— シ ヨンの 如何で 

あり、 教育に 於け る 必要な 知識の セットの 如何で ある。 

—— 処で 高等教育 理論 は 教育に 於け る 必要な 知識の 

セット を ビルドゥングと 呼んで いる。 学校と は 区別 さ 

れた 大学なる ものの 教育が、 この ビルドゥング だと、 


ドイツの 伝統的な 哲学的 教育家 や 教育 理論家 や 又 一 連 

の 大学 論者 達 は 考える。 ビルドゥング はも はやよ く 聞 

く 例の 人格の 陶冶と いう ものと は 同じで ない。 なぜな 

ら この場合の 人格と いう 教育家 的 観念 は、 つまり 知育 

とかいう ものから 区別され た 徳育なる ものに 相当す る 

に 他なら ない が、 処が ビルドゥングの 方 は、 正に 知識 

の 集積 を 通じない では 得られない 処の、 一定の 文化的 

人格の 造 築 を 指して いるから である。 

ドイツ 観念論 哲学に よる ビル ドウ ング という この 倫 

理的 学究的 観念 こそ は、 正に 教養の 一種で ある。 ごく 

教養の あるら しい 教養 観念で ある。 事実 この 際 教養と 


いう 日本語 はこの ビルドゥングの 訳に 相応して 用いら 

れ ている。 だが 之 は 一見して 判る ように、 甚だ 個人 主 

義 的な 観念に 基いて いるもの なの だ。 自己の 完成 -自 

己の 造り上げ • という ことが この ビルドゥング だ。 教 

養 は 人間の 問題であって 制度 や 何 かの 問題で ないから、 

個人主義 的に 取り扱っても 不都合 は 生じない ではない 

かと 云う かも 知れない が、 併し この場合の 個人主義 は 

一種の 文化 主義 を 伴って いる。 と 云う の は 社会の 物的 

生産 機構 やそれ に 基く 生産技術 的な 人間的 能力 は、 遺 

憾 ながら このさいの 文化の 内に は 数えられな いので あ 

る。 文明に 対立す る ものが この場合の 「文化」 の 意味 


で、 こうい う 文化 は 当然 個人 の 自己 完全 と い う 意味の 

ビルドゥング = 教養と ならざる を 得ない わけ だ。 之 は 

悪く 倫理的な 観念 だ。 

この 個人主義 による 教養の 観念が 階級 的 に 何 を 意味 

する か は 察する に 余り あるの だが、 実際、 この 教養の 

観念が (ドイツ 式) ァカデ ミシャ 二 ズムの 刻印 を 不抜 

な ものと して 持つ ている こと をまず 見逃して ならぬ。 

ドイツ 式の 特に ァカデ ミ ヅ クな 大学 を 卒業す る - J とが 

「ビルドゥング を 得た」 という ことなの だ (尤も ァカデ 

ミ— の 歴史的 発生 は 十六 七 世紀で、 之 は 封建的 神学 大 

学に 対立す る 新興 ブ ルジョ アジ ー の 学究的 社交 組織 で 


あつたが、 今日で はァカ デミ— の 機能 は 全く 大学 の 双 

肩の 上に 懸けられて いる)。 大学に 固有な ァカ デミ— 

主義 は 今日、 わが国な どの ブル ジョァ 大学の 最も 著し 

い 社会的 特色 をな す もので あり、 そこに 超 階級 性 を 装 

う ブル ジョァ • アカデミシャンの 最後の 安住の 場所が 

設けられて ある。 こういう 現代 ブル ジ ョ ァ • ァカデ 

ミ— 的 カテゴリ— の 一 つが、 この ビルドゥング 的 教養 

なの だ。 —— ブル ジョァ 教育の 最高 形態と しての ビル 

ドウ ング (但し 現在の 日本の 大学で は 之 さえ 純粋で は 

ない が)、 という 観念が 教養と 教育と を、 又 教養と 知識 

と を、 結びつけ ている。 之 は 著しく ブル ジョァ 制 的な 


学究的 観念 だ。 

併しこう いう ビルドゥング 的 教養 も 亦 前の ディ レツ 

タント 的 教養と 同じく、 要するに 階級 的 固定観念 や 伝 

統 的な 好みの マ ンネ リズ ムに 帰す る 他な い という 事 は、 

少し 考えて 見れば すぐ 判る。 なる 程 大学に 於け る ビル 

ドウ ング は、 「文化人」 に 必要な アカデミックな 或る 常 

識を 与える。 少なくとも 専門 領域に 就いての 学界 水準 

に 相応す る 常識 を 与える。 この 点が 独学 者 や アマ チュ 

ァを 専門 学者から 区別す るので も ある。 だが こういう 

ァカ デミ ッ クな 教養 は、 ァカ デミ— 自身の 退廃 鈍化 を 

覆す だけの 力 は 少しも 持たない。 却って 退廃 鈍化 を 進 


行させる もの こそ その 際の ビルドゥング だとい うこと 

にもなる。 つまり 今日で はも はや、 アカデミックな 専 

門 領域の 停滞 を 打破す る 結果に ならざる を 得ない よう 

な 総合的な 見地 は、 この ビルドゥングと は 別な ものに 

なって 了つ ている の だ。 そうすれば この アカデミック 

な 教養 は 専門的 職業 人の 徒弟 的な 鎂 けの ような ものに 

過ぎなくなる。 すると 之 は 人格の 完成と か 自己の 造リ 

上げと かいう もので は更々 なくなる わけ だ。 つま リー 

つ の 退屈な 階級 的 趣味 か 感覚 かの 母体の ような ものに 

すぎぬ ことになるの である。  こういう 教養 は、 よ 

リ 新しい ょリ 高い 教養の 社会的 発達に 対して、 恐らく、 


単に ギルド 的な 排他 意識し か 持つ ことが 出来まい。 か 

くて 大学生 は 常に 教養が あり、 民衆 は 常に 無 教養 だ、 

と いうよう な ことに ならざる を 得ないだろう。 

だが 私 は 今日、 新しい 型の 教養 を 待ち受ける 処は、 

民衆の 内 以外に はない と 思って いる。 教養と は 何 か は 

まだ 判らない の だが、 とに 角 従来の 教養の 本質的な 変 

更蟬 脱な しに は、 吾々 は 真の 教養 を 得る こと は 出来な 

いだろ う。 今日の 教養 ゃビ ルド ゥング は 吾々 に 必要な 

新しい 意味での 教養 を 与える ことが 出来ない。 事実 今 

日の ブル ジョァ 教養 は、 教養と して は 社会的 信用 を 失 

いつつ あるので あり、 又 従来の 意味での 教養の 程度 さ 


えが、 どうやら 一般に は 低下して 来たよう だ。 教養の 

崩壊が 教養 観念の 入れ代え を 要望して いる。 

では 新しい 意味での 教養 は 何かとい うこと になる が、 

それより 先にまず 教養 は 一 般 的に 云って どう 考えて お 

くべき であるか。 処 でさし 当り 便宜な 方法 は、 教養の 

欠乏 か 無 教養の 特色 を 指摘して 見る ことだろう。 どう 

いう 徴候に よって 教養の 欠乏 又は 無 教養 を 吾々 は 決定 

し 得る か、 又しても いるか。 一二の 徴候 を 挙げて 見る 

と、 第一に 関心. 興味の 範囲の 狭小と いう ことで ある。 

関心 や 興味 は 大体 伝習 的に 教育され ている もので あつ 


て、 関心 や 興味に はいつ も 宗派 的な エチケットが ある 

もの だ。 之が 往々 職業的に 決って いる 場合 さえ ある。 

この エチケット を 無視して 関心 を 拡大す るに は 特別な 

自信 を 必要と する。 この 自信 は 関心の 自然な 生きた 動 

きと 之に 対する 忠実な 信頼と に 基く もの だ。 例えば 日 

本の 文学者の 多く は、 あまり 社会的 政治的 経済的 事象 

に 興味 を 持たない。 偶々 持って いても その 興味 を 忠実 

に 文学的な 自信 を 以て、 自分から 信頼す る ことが 出来 

ぬらしい。 関心 は 文壇の 花園に 局限され る。 ここに 作 

家の 教養と い う 問題が 若い ジ エネ レ ー シ ヨン か ら 起き 

る 原因が 横たわる。 


関心 興味の 範囲が 狭小 だとい うこと は、 同時に 関心 

興味の 偏頗で ある こと を も 意味す る。 当然 関心 を 持つ 

べき ものに 対して 全く 無関心で あると いう こと は、 と 

に 角 人間と して 重大な 欠陥でなくて はなるまい。 尤も 

当然 関心 を 持つべき だ、 とか 何とか は、 どこで 決まる 

のかと 問われる かも 知れない が、 夫が 取りも直さず 教 

養と いう 一 つの 規範から 決って 来る の だ。 —— 一体な 

ぜ 関心 上の 不感症が 生れて 来る か。 それ は 関心の 体系 

が 貧弱で あるか 歪んで いるか、 それとも 全く システム 

の 態 をな していな いか、 だから だ。 その 結果、 関心が 

偏 つ たり 関心 閾 とも 云う ベ きものが 発達し な いで 狭小 


だったり すると 共に、 他方に 於て は 逆に、 関心が 無 原 

則に 散逸して 観念 狂奔 症の 類に さえ 近づく こと も 生じ 

て 来る ので ある。 何に、 どこに、 関心 を 持つ か は 教養 

の 徴候 だ。 子供 や 未開人が つまらぬ 物 を 珍しがったり 

驚いたり 喜んだり する のに は、 それ 相当の 関心の シス 

テムの 生長が 想定され ている のであって、 そこに 未熟 

な ものの 持つ 一 つの 完成と でも 云うべき ものが 見出さ 

れ、 とに 角 何 か 優れた 真実が あるので あり、 子供ら し 

く 優れた 性格と いう もの も あるの だが (本当の 児童 文 

学 はこれ がなければ 出来る 害がない)、 併し 大人が く 

だらぬ もの を 面白がる の は、 何と 云っても 醜い もの だ。 


この 醜 さは 関心の システムが なって いない こと を 表 

現して いる わけで、 教養の 欠如 は 正に 之に よって 測定 

出来る というよ うな 次第 だ。 だが、 くだらぬ ものへの 

関心と、 新しい 関心 対象と して 価値 ある ものの 発見と 

の 間に は、 ごく 似た 現象が 見られる こと を 注意しょう。 

新しい ものの 発見 は、 大抵の 場合、 くだらぬ ものへの 

関心と いう 廉で、 教養の 欠乏で あるかの ように 軽蔑 さ 

れる もの だ。 発見 は 初の 内はなくて もがな の 好事 や 堕 

落とさえ 云われる もの だ。 だが 新しい もの を 発見し 得 

ない 人間 は、 決して 自分の 内の 関心の 発展 的な シス テ 

ムを 持って いない 人間だろう。 もし この 人間が 関心の 


組織的 発展 力 を 持って いるなら、 当然 現われる に 相違 

ない 健全な 連想 力に よって、 関心と 関心との 間の 関係 

が 追求され るに 相違ない から、 関心 体系の 振幅 は 自然 

と 肥りながら 拡大して 行く 害 だ。 そうすれば 未知の も 

のに 就いても、 夫々 の 体系に 相応しい 見当 づけが 行な 

われる に 相違ない ので ある。 この 見当 づけの 探 照燈の 

下に 照らし 出された 新しい もの は、 新しい 関心 対象に 

値い する ものと して、 初めて 発見され る ことになる わ 

けだ。 情意 上の 見当 づけ • 見 透し • (予見 • 先見) とい 

う ものが、 新しい 意欲 を 動機す るので ある。 夫が 新鮮 

な 関心 • 興味と いう もの だ。 


だからつ まり、 教養の あるな しゃ その 程度 は、 持た 

れる 関心の 徴候に よって、 物の 着眼点の ありかに よつ 

て 診断 出来そう だと 私 は 考える。 之 は 問題の 取り上げ 

方 や 取り扱い方 一 つに も 明らかな こと だ。 関心の 質的 

特色 は 教養の バ ロメ— タ ー となる だろう。 たとえ 教養 

の 実質 そのものが 何で あるか はま だ 判らぬ としても、 

この バロ メ— タ ー は 実際的な 利用価値 を 有って いる だ 

ろうと 思う。 

仮に 今 ここに、 A という 男に 取って 関心の 強い 事柄 

で、 他の 男 B にと つて は 正直に 云って 一向 関心の 対象 

にならぬ ものが あると する。 而も この A の 方が B より 


も 知識 も 豊富で 時代の 動き も 理解して いると いう こと 

を、 この B 自身が 知っていた とする。 その 時に B なる 

男 はこの 事物に 就いて、 ごま 化し 笑い をす るの が 普通 

だ。 この 男 はこの 対象に 就いて 真面目に なれない。 処 

が A の 方 は 本当に 真面目な の だ。 この B の 方 は 関心 を 

持たねば ならぬ らしい という ことに 気づ いている の だ 

が、 さて 実際 を 云う と 自分で は どこが 面白い のか 判ら 

ない。 そこで 彼 は 不真面目 とい う 態度 を 最短距離 に あ 

る 行為と して 択ぶ。 明らかに 彼 はこ こで 教養の 欠乏 を 

表現して いる。 —— インテリ マダムの 前で 社会の 情勢 

でも 論じて 見 給え、 彼女 は 必ず 気 の 利いた と 思うよう 


な 冗談口で、 話 を そらして 了う だろう。 話 を 茶化して 

構わない 程度に イン ディ フエ レントな もの だと 考えて 

いるから だ。 

一 般に 教養 人 や 文化人 は、 従来、 諧謔 を 理解す ると 

考えられ ている。 この 点 恐らく 新しい 型に 於け る 教養 

についても 或る 程度まで 変るまい。 と 云う の は、 高い 

豊富な 関心の 体系から 見て、 話題に なって いる 対象が 

比較的小 さな サッ トルな 関心に しか 値い しないので、 

諧謔が 可能になる ので ある。 だが 要するに 原因 は 関心 

の システム 如何に あるので あって、 この システムから 

云って 重大な ものに 対して は、 勿論 大真面目に なるこ 


とが 教養の 命じる 処 でなくて はならぬ。 だから、 教養 

の ある 者 は 要点々々 に 於て 真面目で あり、 之に 反して、 

重大な 力点 を 置いて 然るべき 処で 真面目に なれない 人 

間 は、 教養の ない 人間な ので ある。 一体 色々 な 意味に 

於け る 馬鹿 は、 大体 不真面目な もの だが、 「馬鹿」 とい 

う 規定と 教養の 欠如と は 深い関係が あるだろう。 学殖 

ある 無知と いう ものが ある。 

一 つ 特殊な 例 を 選ぼう。 世間で 使って いる 言葉 を自 

分 の 言葉と して 使う 場合、 そ の 言葉 を ど う い う 深度と 

広範 度と に 於て 使う か を 見れば、 その 人間の 教養の 一 

端が 判る。 無論 一 般 世間で は 単に 便宜と 習慣から して、 


どの 通俗 語に 就いても あまり 教養の ある 使い方 はして 

いない。 だが こういう 通俗 語 を 如何なる 程度に 洗練し 

て 使える かとい うこと が、 教養の 程度 を 示す 一端と な 

ると いうので ある。 「人格」 • 「貞操」 • 其の 他 其の 他の 

類の 道徳的 通用 語 は、 教養の ある 使い方と ない 使い方 

では、 雪と 炭との 差 を 生む だろう。 「ファッショ」 二 独 

裁 政治」 • 其の 他 其の 他の 政治的 通用 語 も 亦そう だ。 

後の方の 場合に は、 社会科学 的な 知識の 有無が 人の 政 

治 的 教養の 有無と 深い関係 を 持って いるので あるが。 

—— 通俗 語 を 洗練し 生かして 力の ある 言葉にまで 仕上 

げ るの は、 多分 詩人 や 思想家 や 評論家の 仕事だろう。 


そういう 意味に 於て 詩人 や 思想家 や 評論家に とつ て、 

教養 は 宿命的な 意義 を 有って いるだろう。 

だが 例 は 言葉に 限らな い ので ある。 言葉の 問題 は 実 

に 観念の 問題の ことだった の だ。 通俗的 観念 を 如何に 

批判し、 之 を 如何に 生きた 力 ある 観念にまで 仕立て 直 

すかと いう ことが、 作家 や 哲学者の 教養に 懸 つてい る。 

所謂 作家の 教養なる もの も、 その 一端が ここに 現われ 

る わけ だ。  でつ まりこの 種の 場合の 例で 判る よう 

に、 教養 は 常識と 何 か 直接な 連絡が あるので ある。 

では 愈々、 教養と いう ものの 実質 は 何かとい うこと 


になる。 だが 教養 を 量る バロ メ ー タ ー 自身 を 離れて、 

教養の 実質 を 実際的な 問題と する こと は 出来ない かも 

知れぬ。 教養 は 関心の システム 如何によ つて 打診 出来 

ると 云った。 処が 実際、 意欲の システムが チャンと 出 

来 上って 育ちつつ ある ことが、 取りも直さず 教養と い 

う もの 自身 かも 知れない。 そうすれば これ は 性格の 発 

育と いう ことと 極めて 近い もの を 持って いる。 発育す 

る メカニズム を 持って いる 性格 は 教養の 可能性 を 有つ 

ている ので ある。 教育と は 何 を 教育す るの かと 云う と 

性格 を 教養す る (ビルデ ン) ものと も 云われて いる だ 

ろう。 性格 を 有たない 人間 はいない ように 教養の 無い 


人間 はない 害 だが、 それ にも拘らず 性格の 発育す る 人 

間と しない 人間と が ある (「この 児 は 性格が あるよ」 と 

女中が スト リンド ベリ を 批評した —— 「女中の 子」)。 

それと 同じに、 教養の 有る 無しが 考えられ 得る の だ。 

優れた 思想と か 豊富な 思想と かいう もの も 結局そう い 

う システムの 教養 に関すると 云って いいよう だ。 

一 を 聞いて 十 を 知る という こと は 単に 素質の よさ を 

意味す るに は 限らない ので、 教養に 於け る 関心. 意欲- 

思想. の 体系の 働き だと 考えても いい。 眼光 紙背に 徹 

する の も 判りの 良さ も、 共感の 大きな 能力 も、 理知的 

な 自信 も、 皆 ここから 来る。 文化 上の 本物と インチキ 


との 見分け もこの システム という 生きた 尺度から 事実 

出て 来る。 システム のない 者 は 性格がない もの だから、 

人の 真似で もしない 限り、 この 見分け はっかない。 I 

I で 良い 感覚 = 良識と いう 意味に 於け る 常識 は、 教養 

の 一 つの 内容 だと 云って いいだろう。 之 は 所謂 通俗 常 

識を 否定して 而も その 常識の 壇に 立ち 帰る ことによ つ 

て、 通俗 常識 を 良識へ 高める もの だ。 民衆の 意識 を 高 

め 得る ものが 之 だ。 吾々 は 文化的 理解に ついても 見識 

とか 識見と か、 優れた 見解と か 卓越した 意見と か 云つ 

ている。 教養の 実質 はこの 辺りに 横たわる だろう。 

今 この 教養 を 便宜上 一 つの 心理的 能力と 考える と、 


感覚の 良さと いう ものになる。 感覚 は 意欲の 体系の 

夫々 の 断層 だ。 吾々 は 断層 を 見て 或る 程度まで 教養と 

い う 地殻 を 推定す る ことが 出来る。 感覚 はた だの 生れ 

つきの 素質と は 考えられない、 正に 教養され る もの だ。 

それに は 知識の 基本的な 訓練が、 最も 大切な 条件で あ 

る こと を、 声 を 大きく して 主張し なければ ならぬ。 知 

識の 基本的 訓練 は 教養に とつ て 全く 宿命的な もの だ。 

だが それ にも拘らず 之 は 教養の 条件であって 教養 その 

もので はない。 丁度 感覚が 知識 そのもの ではない のと 

同じに。 この 感覚の 印象の 響き 方 を 聞いて、 教養の 立 

てる 音 を 知る ことが 出来る。 この 音に よ つ て 教養の 質 


を 判断 出来る。 —— 教養と は 教育が あったり 物知り 

だったり する ことで もなければ、 物 やわらかな 品の い 

い 好み や 心構え のこと でもない。 そうい う 教養の 観念 

は 少なくとも 今日で は、 甚だ 教養に 乏しい 〔# 「乏し 

い」 は 底本で は 「之し い」 と 誤記〕 通俗 観念に 過ぎぬ。 

教養 は 認識 的 営養 を 摂取す る 能動的な 感官 を もつ もの 

だ。 健康な 人間の 営養 機関の ような もの を 有って いる。 

教養と いう 概念 は 一 般 にこう だとしても、 その 新し 

い 教養と は 実際 どんな もの かと 問われる わけ だ。 だが 

事実 それ はま だ われわれの 手近かで そんなに 発達して 

いる わけで はない。 具象的な 肉体 性に 於て、 之 を ここ 


に 描いて 見せる こと は 困難 だ。 だが 少なくとも、 真の 

教養の 感覚的な 現われの、 その 一部 は、 云って 見れば 

マテ リアリスティック • ムッド というよ うな もの を 

き つ と 伴う だろうと 考える。 実際 吾々 が 想像す る 教養 

ある 人間 を 文化的 俗物から 区別す る もの は、 ここに あ 

るだろう からで ある。 

さて 真の 教養の 第一 の 目的 はこうした 教養 を 発達 さ 

せる ことに あると 云って いい かも 知れぬ。 教養と は教 

養され 教育され る もの を 指す。 だが 現代の わが国に 於 

て 教育と 呼ばれ 得る もの は 何 か。 之 は 完全に、 支配 機 

構の 官許 的 活動の 一 つに しか 過ぎない。 すると、 こう 


した 「教育」 によって 教養 を 教育し ようする の は、 変 

な ことで なければ なるまい。 では 何が 教養 を 発育 させ 

るか。 それ は 「教育」 ではなく して、 民衆に 於け る 啓 

蒙 活動な の だ。 啓蒙と は 今日、 単に 知識 を 通俗化した 

リ 普及した りする ことで はなしに、 ォッ ポジ ショ ナル 

な 教育 活動 を 意味す る 文化 運動な ので ある。 


^ 作家の 教養の 問題 

文学者 • 文士 • 乃至 作家 は 一 種の 職業 人 を 意味す る _ 

職業 人と しての ジャ— ナ リスト 又は 著述業 者の 一 種で 

ある。 そういう 職業に よって 生活 するとい う 意味に 於 

て、 文学者 は 一種の 専門家 だと 云っても いいので ある _ 

文学 を 職業と しない 文学者、 即ち 生活 資料 は 他の 手段 

で 獲得す る 文学者、 もい ないで はない が、 大体に 於て 


そういう 種類の 文学者 は エキス パ ー ト としての 特色 を 

備えて いる ことが 少なく、 従って ディレッタントに 過 

ぎない 場合の 方が 多い。 専門家と いう もの も その 職業 

的 訓練から 離れて 理解され るべき もので は あるまい。 

なる 程 職業的 訓練 は 同時に 職業的 変質 を 意味す る 場 

合が 極めて 多い。 今日の ブル ジョァ 社会に 於け る 職業 

的 訓練なる もの は、 生活の ノル マルな 発育 を 歪曲す る 

ことによって しか 得られないだろう。 特に 文学者 や 文 

士の職 業界 は 可な りに ギルド 的 組織の 形態が 残って い 

て、 ギルド 的な 成長 をして 来て いるの だから、 この 職 

業 人 は 甚だ 屢々、 職人気質 を 持って いるので ある。 職 


業 的 眼界の 狭 さや、 新しい 世界への 接触に 対する 反感、 

技術的 自負心と 外界に 対する 無知と から 来る 独リ よが 

り、 必要 以上の 友誼 感と 反目、 甚だ 世俗的な 仁義、 其 

の 他 数え立てれば 数 知れぬ ものが あろう。 だが それ は 

否定的な 反面ば かりに 注目す るからで あって、 職業の 

積極的な 本来の 面目 は、 とに 角 それによ つて 実際に 生 

活が 営まれる と いう こと だ。 資本 制 社会 で は 資本主義 

的な 意味に 於け る 職業し かなく、 而もそう いう 資本 主 

義 的な 秩序に 於け る 職業に 依る のでなければ、 社会の 

生産 機構に 直接 結び つ いた 実際 生活が 行なわれな い の 

であり、 つまり 資本 制 秩序に ぞくする 職業に 基づく 生 


活 以外に 真の 生活 は 大衆 的に はあり 得ない の だ (職業 

的 変革 家な どの 場合 は 別と して)。 —— この 職業と い 

う ものの 持って いる 生活 上の リアリティ— こそ、 専門 

変革の 社会的 リアリティ— を 産む もので、 この 際、 専 

門 家で あるか 専門家で ないか は、 エキス パ ー ト である 

か ディレッタント であるか、 という ことに 他なら ない 

ので ある。 玄人と は、 一定 職業の 職業 人で ある ことに 

よって、 一定の 専門家で ある もの を 指す の だ。 

で 専門家と いうの は、 その 専門 領域に 於て 他の 人間 

よりも 秀でて いるもので、 生活の 根幹が その 専門 領域 

による 職業 を 通じて 発育す ると いう メカニズム を 持つ 


た 場合の 人間の ことで あり、 その 限り 極めて 積極的な 

もの を 意味す るの だが、 処が 他方に 於て、 この 同じ 言 

葉が 色々 の 消極的な 二 ュ アンスの 下に 慣用され ると い 

うこと も、 見落して はならない。 例えば 未熟な ァカデ 

ミシャンの 三 四の 人間に 接して 見る がよ い。 学術 • 技 

術 上の アカデミシャン でもい いし、 文芸 や 芸術の ァカ 

デミ シャンで もよ い。 特に 露骨な の は 前者 だが、 彼等 

は 恐らく、 自分の 専門 領域 以外に 就いて 無関心で あつ 

ていいと いうよう な 権利 を 持つ ことが、 専門家と いう 

もの だと 考えて いるだろう。 あれ は 私の 専門で はない 

のでよ く 判りません が、 というよ うな こと を 口にする 


専門家 は、 結局 自分の 専門 領域 外の ことに は 無関心で 

あ つ たり 無知で あ つたり する こと を 合理化して いるに 

他なら ぬのであって、 彼等の 学者なら 学者、 文士なら 

文士と しての、 人間的 無責任 を 告白して いるに 他なら 

ない。 他領 域に 就いては 他領 域の 専門家の 仕事 を 一応 

信用して かかる というならば、 それ は それで 当然な こ 

とで も あるし 必要な ことで あるが、 併し 他領 域の 専門 

家 を 信用す るに も、 どれ を 信用し どれ を 信用し ないか 

は、 自分の 責任 だ。 私 は 哲学 は 専門ではありません が、 

などと 云って いる 科学者に 限って、 ロク でもない 哲学 

を 振り回して 平然たる もの だ。 こうして 「専門家」 の 


常識的 見解 ほど 始末の 悪い もの はない ので、 まずお 医 

者さん の 政治 論と 云った 種類の ものだろう。 

この間 或る 結核 専門の 医学博士が 治療 国策 を 論じた 

もの を 見た が、 社会科学に 就いての 常識 を 殆んど 全く 

持って いない この 医学の 専門家 は、 他領 域の 専門に 就 

いて 全く 素人く さい 議論 をして いるの だが、 而も 自分 

が 結核の 専門家で あると いうので、 この 素人 論 も 何 か 

専門的な 意義が あると 錯覚して いるら しい。 比較的 心 

臓の 弱い 「専門家」 は 自分の 専門 領域 以外へ は 決して 

眼 を 転じない こと を ァカデ ミ シャンの 節操 のように 

思って いるし、 之に 反して、 比較的 心臓の 強い 「専門 


家」 は 自分の 専門 領域 以外へ 出て 出鳕 目な こと を 云い 

振らす。 いずれも 専門 領域 以外の ものに 対して 無責任 

である ことの、 アカデミシャン 的 「専門家」 の 必然的 

な 態度で ある ことに 変り はない。 —— つまり こういう 

意味に 於け る 専門家と は、 自分の 専門 領域の ことし か 

知らない、 という 消極的な 弁解 屋 (弱気な 又 強気な) 

を 意味して いると 云わねば なるまい。 

今日の 理科 的 又 文科 的な アカデミシャンに 見られる 

こう 云 つ た 専門家 振リ は、 云う まで もな くァカ デミ 

シャンと しての 生活 を 保証す る処の 一 種の 職業 組合が、 

産んで いる 意識な の だが、 そうだと すれば、 前に 云つ 


た あの 積極的な 意味での 専門家、 即ち その 独自の 職業 

によって その 生活の 根幹が 発育 するとい う 形での 専門 

家と、 もの は 同じ ものに 他なら ぬのであって、 つまり 

専門家と いう 意味に は、 こうした 真実な 意味と 莫迦げ 

た 意味と が あると いう ことなの だ。 丁度 職業に も、 社 

会 的 リアリティ— としての 意義が あると 同時に、 職業 

的賤 しさが あ つたと 同じに。 

で この 裏と 表との ある 職業 人 専門家なる ものの 一 般 

的な 事情 は、 文学者、 文士に も 亦 特別な 形で あてはま 

る わけ だ。 文学者. 文士と して 主だった もの は、 今日 

の 日本で は 作家で あり、 特に 小説家な の だが、 職業 人 


= 専門家と しての 小説家に、 どんな 真実と 社会的 リア 

リ ティ ー との 積極性が あるか、 又 同時に、 莫迦 莫迦し 

さと 職業的な 卑小 さとが あるかが、 一 考を 要する 点 だ。 

今日の 日本の 読書 子の 有 態の 感想 を 正直に 述べさせ 

るなら、 月々 の 評論 雑誌 や 文芸 雑誌 や 文芸 同人雑誌に 

載る 小説 (主に 短篇 中篇 小説) を 読んで、 恐らく 誰で 

も、 何と 無駄な ものが 多い こと だろうと 慨嘆す るので 

はない かと 思う。 忙しい のに 読まされて 腹が立つ と 

云った 種類の ものが 決して 少なくない。 之 は 広く 文化 

現象の 上から 云っても、 文学界の 権威から 云っても、 

まして 作家 自身に とって はなお 更 のこと、 不名誉な こ 


とだ。 だが それ はそう でも、 こうした 本質的に ク ダラ 

ない ガラ クタで も、 毎月 相当の 分量の もの をし かも 

夫々 の ヴァラエティ— を 与えて 発表し 続ける という こ 

と は、 決して そんなに 馬鹿に はならぬ ことなの だ。 こ 

こに は 素人の 真似の 出来ない 職業的 訓練が あるので あ 

る。 そして 実際、 こうやって 低調ながら 職業的 持続 を 

持ち 応えて 行ける 者 は、 持ち 応えて いる 内に いっか は 

又い つの 間に か、 少なくとも 多少の 真実と リア リ 

ティ—  〔# 「リアリティ—」 は 底本で は 「リア リア 

ティ ー」 と 誤記〕 に は 逢着す るの だ。 之 は 専門家で な 

くて は 一 般 的に は 期待 出来ない 事情で はない かと 思う。 


一 つ 二つの 可な り 優れた 短篇 小説 を 書く こと は、 比 

較的 偶然に も 出来な く はない が、 多数の 駄篇の 発表 を 

通じて ともかくも 相当な 創作 を 略々 コンスタントに 発 

表する という こと は、 そう 容易な ことで は あるまい。 

この 点、 多作 か 寡作 かとい うような 数量 や 又 良心の 問 

題な どと は 割合 関係な しにそう なの だ。 —— 之 は 職業 

的な 専門的 作家の 寧ろ 積極的な 価値 ある 側面の こと だ 

が、 併し 他方、 こういう こと をす ぐに 思い出さ ねばな 

ら ぬと 思う。 考え方に よって はこうした 職業的 訓練 は 

実は そんなに 驚くべき ことで も 何でもな いので、 誰で 

も、 特別に ポジ テ イヴに 素質が 悪くない 限り、 或いは 


一人前の 性格 力 さえ あれば、 夫々 の 道に 於て、 今 言つ 

た 程度の 技能にまで 行ける もの だとい うこと である。 

徒弟 制 的な 訓練 (幼年期からの 住 込み 式 教育) は 大抵 

の 人間 を 一 人前の 職人に 仕立てる もの だ。 ピアノの 天 

才 さえ 厳密な 組織的な 徒弟 訓練で 一 定の 玄人 水準に は 

達する という こと を 聞いて いるし、 どんな 芸者で も 三 

味 線 は 相当な もの だろうと 思う。 作家 だ つ てそうな の 

だ。 

して 見る と 今日の 職業的 • 専門的 • に 強靭な 作家 達 

も、 何も 別に 特別に 作家と しての 資質が 高い 人間ば か 

りで はない の だ、 可な り 凡庸な 素質と 性格との 持ち主 


が 、 文壇 的ギ ルドに 於いて 忠実に 年期 を 入れた という 

こと だけで、 有難い ことに は 立派に 一 人前の 作家と し 

て 生活して 行ける 場合が、 少なく は あるまい、 という 

ことになるの だ。 今日の 日本の 作家の 大多数が 普通の 

人間の 作家 的 資質 を遙 かに 抜んで ている 人間ば かりだ 

と は、 私 は 到底 考え 得ない。 —— 前に も 云った 通り、 

彼等 は 職業的の 専門家と して 到底 素人 や ディ レツ タン 

トの 追随 を 許さない。 だが 一体、 文学の 専門と はどう 

いう ことか。 それ は 魚 専門 や 鳥 専門の 学者の 「専門」 

と いう ことと は 別だろう。 畳屋 や 表具師の 専門と は 別 

だろう。 ましてお はこや 十八番と いう もので も ある ま 


い。 云って 見れば、 文学に は 専門と いう もの はない の 

だ。 丁度 生活に 生活 専門の 人間が いないのと 同じに だ。 

云って 見れば、 作家と いう 専門家 や 職業 家 はいるが、 

文学の 専門家 や 職業 家 はいない ので ある。 では 文学に 

就いては 猫で も 杓子で も 同じ かと 云う と、 それ は 又 決 

してそう ではない ので、 丁度 人間に 人間と して 優れた 

の も いれば 劣って いるの もいて、 「偉い」 人間と 「馬鹿」 

とがいる ように、 文学的に 優れた 人間と 文学的に 駄目 

な 人間との けじめ は、 機械的に はっかな いが 実際 上 厳 

正につ くので ある。 併し だからと 云って、 偉い人 間が 

人間の 専門家で 馬鹿 は 人間の 素人 だと は 云えない よう 


に、 これ は 文学の 専門家で あるない と は 別な こと だ。 

では これ はどうい う 区別な のか。 文学的に 優れた 者 

と 文学的に 駄目な 者との 区別 は。 —— 教養の 問題が そ 

こに あるの だと 私 は 思う。 

尤も 教養と いう 言葉 は 場合によって 一 定の 趣味 訓練 

のこと を も 意味して いる。 官学 的 学校教育の ある こと 

を さ え 意味す る。 甚だ しいのに な ると 観念論 哲学 に タ 

ブら かされた 不始末 を さえ 意味す る (ドイツ 文化 主義 

者の Bildung)。 こういう 脱落 的な 言葉の 二 ュ アンス 

も 大事で あるが、 この 点 は 後に 見る として、 今 云う 教 

養と は 人間の 眼と 頭と 胸と 腕と を 意味す るの だ。 人間 


的 教養と いうよう な こと も 云われる が、 之 も 言葉と し 

て は 危険であって、 云わば 動物 的 (？) 教養 だって 大 

事な ので ある。 つまり、 宗教 馬鹿 や 政治 馬鹿 や ァカデ 

ミ ー 馬鹿 や、 小市民 馬鹿 や、 インテリ 馬鹿 や、 ダラ 幹 

馬鹿 や、 哲学 馬鹿 や 文学 馬鹿、 こういう 各種の 「馬鹿」 

という 厳粛な 社会現象が 実在して いるが、 この 馬鹿と 

は 一 般的 教養の 不足から 来る 結果 を 指す の だと 私 は 思 

う。 —— 職業 や 専門、 専門的知識 や 専門 外的 知識、 の 

如何に 関らず、 教養の あるな しとい う ことがあ るので 

ある。 いや、 職業 や 専門 や 知識が、 却って 馬鹿 を 増長 

させ 教養 を 妨碍 殺 減す る 有力な 動力に なること さえ あ 


るので ある。 そこで 職業的 専門家と しての 作家の 教養 

という ことが 問題 だ 。 今日の 日本の 作家 の 文学的 資質 

が 決して 悉く は 高くない だろうと 云った が、 それ は 他 

ではない ので、 作家の 教養が 決して 一般に 優れてい な 

いという ことだった の だ。 優れて いないと は、 一般の 

他の 職業 人、 専門家に 較べて である。 無論 他の 者より 

劣って いると は 云う ことが 出来ない。 少なくとも 一定 

の 特徴から 云えば 優れてい るの だ。 だが そういう 風に 

優れてい るの は、 作家と いう 職業と 専門と から 云って 

当然な 普通の ことなので、 それ を 以て 作家が 一般の 他 

の 人間より、 教養が 専門的に 優れてい ると 云う こと は 


出来ない。 文学 はつ まり 人間の 教養の 問題な の だが、 

それ を 創作と いう 専門的 職業に 結びつけ ている 作家 は、 

当然 極めて 高度の 教養が 要求され てよ ぃ箬 なの だ。 人 

間の 専門家 はなく、 文学の 専門と いう こと は 云えない 

ように、 教養の 専門と いう こと もい けない の だが、 そ 

れ にも拘らず、 便宜上、 教養の 専門家で あるべき もの 

が、 文学 業 専門家と しての 作家な の だと 云っても いい 

だろう。 

日本で は 作家 は 文学者と も 考えられ ていて、 一種の 

学者の ような 響き を 持って いるが、 勿論 之 はた だの 言 

葉の 習慣であって、 東洋 的 学問の 特色の 伝統に すぎな 


い。 と 云う の は、 つまり 東洋 特に 日本で は、 文字 を 知つ 

ている ことが 学者で あり、 そして 漢籍 学者 は 詩文 を 能 

くした ものな の だ。 漢籍の 文献学 者が 事実 官許の 文学 

(徳川 期 を 見よ) を やった の だ。 そこから 文芸 は 文学 

というよ うな 文献学と 同じ 名前に 満足す るの だろう。 

処 でこう いう 文献学 位い 教養と 紛らわし いもの はない。 

なる 程 古典的 文献に 習熟して いなければ、 文化の 歴史 

的 発展が 頭に 這 入らない から、 物の 理解 は 伸びない。 

その 限り 文献学 は 教養の 不可欠の 第一課 だが、 併し 文 

献 学者 はま だ 何等の 思想家で もな い の だ。 仏教 学者 や 

古典学者が 思想 的に 如何に 「馬鹿」 であるか を 見れば 


よい。 教養 は 何のた めに 必要 かとい うと、 他なら ぬ 思 

想の 展開 深化の ために こそ 必要な の だ。 もしそう でな 

か つ たら、 文芸学 者なら ぬ 作家と いう 専門的 職業 人に、 

何んだ つ て 教養な どが 要る 害が あろう。 

文献学の 場合で も 判る 通り、 知識 はかならず しも 教 

養の 本質で はない。 自然の 科学の 知識に しても そうだ。 

併し 知識の ない 処に 正常な 思想 は 絶対に あり 得ない わ 

けだから、 思想 を 促進す る 知識 (そうでない 知識 は 勿 

論 知識で も 何でもない のだった が) は 教養の 本質の 一 

部 だ。 思想 を 促進す る 知識 は 既得の 知識ば かりで はな 

く 知識 を 求める 関心の 正し さと 広さ を 要求す る。 教養 


のバ ロメ— タ— は、 その 人が 如何なる 関心 を 持つ かに 

あるだろう。 

知識の 充実と 広さ、 関心 (それ は 特に 社会的 関心 だ) 

の 正鵠と 広さ、 之が 一 方に 於て 心情 ゃ感 能の 鋭敏 的確 

を 産む と共に、 思想 体系の 代謝 機能の もつ 博大な 活発 

さ を 生む ものな ので ある。 ここで 初めて 教養 は、 詩人 

(但し 行 を 何遍も 変えて 原稿 を 書く 作家の 一 種の ジャ 

ンル のこと ではない) と 思想家と を もたらす ので ある。 

作家が こうした 詩人と 思想家で なければ ならぬ こと は、 

云う まで もない こと だ。 作家 は それで あれば こそ 大衆 

のた めの 社会的 認識 を 委任され ている の だ。 


処で 実際 を 見る と、 作家の 多くの もの は 決して 詩人 

としても 思想家と しても 優れて はいない。 詩人 は 例え 

ば 言葉 に 秀でて いる 害だろう。 尤も 言葉 に 徒 に 潔癖な 

ばかりが 詩人の 能ではなくて、 社会の 大衆が 用いて い 

る 日常の 言葉の 本当の よい 理解 者で あり 深長 広範な 語 

義の 創造者で ある ことが、 教養と しての 「詩」 だろう 

と 思う。 こういう 意味で 言葉の 天才 は、 一言 一言 考え 

たリ 云い 直したり してつ かえつ かえ 講義 をした へ ー ゲ 

ル などで、 へ ー ゲルの 「範疇」 というの は 之 だ。 併し 

日本の 作家で、 そういう 教養の 含蓄 の ある 言葉 や 範疇 

を 持って いる 者が 何人い るだろう か。 韻文 作家と して 


の 所謂 詩人 は、 言葉に 対して 単に 神経過敏 だとい うだ 

けで 社会的に は 却って 鈍感で あるか (萩原 朔太郎 氏の 

如き)、 それでなければ 徒に 言葉に 熱中して 了って、 本 

当に 言葉 を 使いこなし ていない。 言葉 を 思想の 範疇と 

して 使いこなす 害の 作家 (それ は 彼等の 評論 や 時評に 

於て 端的に 現われる 害の 現象 だが) ほど、 言葉 即ち 観 

念 を出鳕 目に、 常識的に、 便宜 的に、 浅 墓に、 而も 朋 

党 的に 使って いるもの は 少ない。 ブル ジョァ 作家 は特 

にそう だ。 彼等 は 一 定の 言葉 = 観念 = カテゴリ— が、 

文壇と いう 文化的 一地 方で 使われて いると 同時に、 哲 

学で どう 用いられ、 社会的に はどうい う 連関に 於て 役 


立って いるか、 を 真面目に は 考えて みない。 こうして、 

作家の 実際性と 客観性と は、 世間の 日向に 出る と 露の 

ように 消えて 了う ので ある。 日本の ブル ジョァ 作家が、 

就中 社会現象 の 文学的 評論 乃至 時評に 於 て 無能 である 

こと は、 著しい。 こうした 文学的 方言 は 教養の 狭 さと 

低 さとの 徴 しで ぁリ、 文学的 • 詩的 • 透察の 凡庸 さと、 

関心と 知識との 貧弱 を 意味す るが、 それと いうの も、 

作家の 職業的 専門家と しての マイナスな 宿命から 来る 

の は 云う まで もない。 日本の 作家の 思想 性の 貧困と 云 

われる ことに も、 色々 吟味した 上で ない と ハツ キリし 

ない 点 は あると 思う が、 少なくとも こうした ことが、 


思想の 欠落と いう ことの 一 つの 内容な ので ある。 

作家の 教養の 問題 は、 作家と いう 職業的 専門家に 

とっての 鞭で ある。 この 鞭 を 欠く 時、 作家が 専門家 的 

な 偏狭と 職業的な 卑し さに 堕する こと を 防ぐ もの は、 

も は や 存在し な い。 ただの 自意識 や 魂 の 逞ま しさ や、 

アンチ • ジャ ー ナ リズムな どで は 追いつ かないの であ 

る。 作家に は 博大 深長な 「常識」 と 新鮮 鋭利な 社会的 

認識と が 必要な の だ。 社会 は、 本当に 文学 を 生活の 必 

需品と している 処の、 生活の ある 大衆 は、 実は ひそか 

に それ を 作家に 要求して いるの だ。 大衆 は 作家から 気 

焰ゃ ゴシップ ではなく、 真実の 思 想 を 聞きたい の だ。 


で 教養 は 特に 作家の 社会的 義務 だ。 いや それ は 職業的 

な 義務な の だ。 但し、 女形 的な 「たしな み」 というよ 

うな 歪められた 鎂 けではなくて、 最も 普遍性 を もった 

堂々 たる 職業的 訓練な の だ。 II 処で 作家 は、 之を妨 

げる もの を 衷心 憎む こと を 知らねば なるまい。 作家の 

真の 教養 を 阻み、 人間の 真実の 思想 を 圧え つける もの 

を。 実際の 要点 は 結局 ここに ある。 この 要点に 就いて 

真実 を 欠いて いるものに は、 教養 も 思想 も 何もかも 本 

当 は 無駄な 話しな の だ。 


U 現代 青年の 問題 

子供 は 現実主義者 である、 壮年 は 自我 主義者で ある、 

その 中間に 位置す る 青年 は、 之に 反して 理想主義 者で 

ある、 と 云った ョ ー 口 ツバの 思想家が いる。 人間と い 

う もの を、 社会の 歴史的 時代の 特色から 引き離し、 社 

会の 階級 的 構成から 脱臼 させて、 古来 今日に 至る まで 

の 共通な 性質の 粉末 を 寄せ集めれば、 青年 は 大体 理想 


主義者 だと 云 つてい いの かも 知れない。 

併し 青年が 理想主義 者で あるの は、 必ずしも 理想 を 

構想す る 客観的な 現実の 条件が 彼等に だけ 与えられて 

いると いう ことで はない。 もし この 社会の どこかに、 

そして 何 かの 時期に、 そうした 理想 を 構想 出来る よう 

に 客観的な 現実の 条件が あつたと すれば、 独り 青年に 

限らぬ、 壮年 も 少年 も、 老人 さえ もが、 劣らず 理想 主 

義者 となれ るだろう。 だが 尤も、 こういう 客観的な 現 

実の 理想に よって 鼓舞され る ことば かり を、 世間で は 

理想主義と 呼んで いるので はない。 理想 さえ 追求 すれ 

ば 夫が 理想主義 だとい うわけ の もので はない。 現実性 


の ある 理想 を 追求して 生き 得る 人間 を、 現代で は 寧ろ 

唯物論 者と 呼んで いる。 社会 建設の 理想 を以 つて 生活 

している 人類 は、 ソヴェ ート • ロシアに 於ての ように 

唯物論 者な の だ。 

で この 思想家が、 抽象的に も、 青年 一般なる もの を 

理想主義 者 だと 考える 時、 之 は 云う まで もな く 単に、 

青年が 社会に 対して 認識不足 であると いう こと を 意味 

している に 過ぎな い。 そうい う 青年 的 理想主義 の 理想 

と は、 単なる 空想 か 無条件な 願望な のであって、 之 は 

大体 春季 発動 期と 関係の ある フロ イト 的 現象な の だ。 

青年 女 子 の 婦人 雑誌 的な 結婚 の 夢 や、 或る 種の 文学 青 


年の 情熱 や、 又 今では 比較的 目立た なくなつ たが 田舎 

青年の 立身出世 癖な どが、 之だろう。 この 社会的 認識 

の 欠乏 は 壮年 や 老人なら ば 却って、 反対に チヤ ッ カリ 

した 悪く 常識的な 思想と 生活と を 産む ものな の だが 

(今日で は 一 定の 認識不足 なしに は 社会生活 は 甘く 行 

かぬ)、 それが 青年の 場合 だと、 無条件 的な 野心 や 冒険 

欲と な つ て 現われる と いう だけ だ。 

之 は 一 応 本当な の だから、 吾々 は 之 を 善い とか 悪い 

とか 云う こと は 出来ないだろう。 生活 認識の 欠乏、 生 

活 意識 の 軽躁 さは、 無論 決して 好い ことで はないだ ろ 

うが、 併し そのお かげで 青年が 自分の 人間の 内に 眠つ 


ている 色々 の 可能性. 能力. 素質 を、 偶々 発見す る 機 

会が 少なくない としたら、 之 を 単純に 不健全な 認識 欠 

乏と ばかり は 云う ことが 出来 ま い。 野心 や 冒険 を惹き 

起こす 目的 因と でも 云うべき この 青年 的 理想 は、 この 

意味で は 却って 一種の 「理性の 狡知」 であり、 摂理の 

「見えざる 手」 だと も 云える だろう。 この 理想 や 理想 

主義 は 決して 堅実な ものではなくて 薄弱な もので あり、 

その 意味で は- J の 理想家 的 青年期 は 堅実で なく 薄弱な 

もの だが、 併し 夫 を すぐさま 病的に 薄弱な こと ゃ不健 

康な不 堅実 さで ある、 と 云う こと は 出来ない。 青年 は 

肉体的 発達 期に ある。 それ を 貫く 生命の 特色 は 寧ろ 健 


康 という こと だから だ。 

青年なる もの は 一 般的 にそうな の だが、 処が時 

代々々 によって 異る 青年の 社会的 生活 条件 は、 折角の 

この 一 般的 特色 を、 一 たまり もな く 吹き飛ばして 了う 

こと も 出来る ので ある。 —— 青年 は 認識不足な もの だ、 

若い者 は 誤ち が 多い、 と 云われる。 それ は 一般的に そ 

うだ。 だが 一 体 今日の 壮年 は 認識不足 でない のだろう 

か。 そして 今日の 老年 はどう か。 なる 程 今日 壮年 ゃ老 

年の 多く は 相当う まく その 社会生活 を やって いる。 今 

日の 青年 は 壮年に な つ た処で 到底 ああ はやれ ま い と 思 

われる 位いだ。 この 資本主義 社会 は 矛盾に 満ち、 貧困 


と 失業との 波に 洗われて いると も 云う、 世渡り はムッ 

かしい とも 彼等 は 云って いる。 そのく せ 彼等 はとに も 

角に も 相当う まく 泳いで 行って いるので ある。 私達 位 

いの 年の 者 は ほぼ 壮年の 初期と 云える のか も 知れぬ が、 

私達の 友人 はもう すでに 少なくとも 府県の 部長 級に 進 

んで いる。 そうした 連中 は 決して 世間に 対して 認識 不 

足 どころではないの である。 だが それ にも拘らず、 或 

る 金持ちの ルンペン (？) 勉強家の 友人に よると、 こ 

の 連中 は 会う 度に 馬鹿にな リっ つ あると いう こと だ。 

その 意味 は、 彼等が 経験 を 豊富に して 行けば 行く 程、 

何 か 一種の 社会的 認識 を 失って 行く、 というの である。 


青年 は 空想家で 理想主義 者 • 理想家 だと 云う。 併し 

今日の 日本の 青年 は 壮年 や、 老年に 較べて さえ、 決し 

て 空想家で もな く 理想家で もない。 年々 加重す る 失業 

と 貧困と は、 後の ジ ェ ネレ ー シ ョ ン程之 を 余計に 嘗め 

ねばならぬ ように、 この 数年 来方 向が 決って いる。 今 

日の 青年 は 以前の 即ち 今日の 壮年に 較べ て、 その 空想 

や 理想と いう、 自然 的な 欠点 か 特権 か を 振り回す だけ 

の 余地 を、 極度に 速 かに 失いつつ あるので ある。 云わ 

ば、 この 空想の ための 社会的 条件 や 理想 の 社会的 可能 

性の 年々 の 悪化の 量が、 青年から 壮年になる ことに 

よ つ て 失う 空想 や 理想の 自然 的 素質の 量 を 追い越して 


了って いるよう に 見える。 

でこう いう 具合に、 青年の 壮年 乃至 老年に 対する 自 

然的 特徴 は、 現代の 社会的 横車に よって 押し切られて 

了って いるの だから、 今日で はも はや、 単なる 青年 を 

語る こと も 出来なければ、 又 単に 青年 を 壮年 其の 他に 

対比す る こと も 出来ない。 今日は そういう 事情に 立ち 

至ってい るので ある。 無論 青年と 壮年と は 年の 上で は 

異 つた 顔 をして 生活して いるが、 併し この 両者 を 比較 

する ことによって 吾々 は 何 を 得る かと 云う と、 この 両 

者が 銘々 担って いる 若い 自分の 時代、 又は 若 かりし 自 

分の 時代、 の 特徴の 対比 を 得る の は 論外と して、 その 


他に、 社会の 全く 相反した 二つの 姿の 対比 を 得る ので 

ある。 一 つ はどうに かやって 行ける 社会の 姿で、 一 つ 

はどうに もな りそう にないと いう 社会の 姿 だ。 前者が 

壮年なら ば、 後者が 現代の 青年な ので ある。 

現代 青年 は 青年ら しさ を 失った、 吾々 の 若い 頃 は 

もっと 勢が あった、 青年 は 堕落した、 という 風に 云い 

たがる 人 は 非常に 多い。 青年よ、 宜しく 酒 も 飲み、 リ— 

ベ もせよ、 コセコ セした 社会的 関心な ど は 振り捨てよ、 

と 説く、 老 文学 書生 先生 もいた。 その 社会的 関心と 云 

うのが マル クス 主義 経済学の， J となの か、 暮夜に 先輩 

の 門を敲 くこと なのか、 こう 云う 場合に は往々 見境が 


つけられて いないよ うだが、 とに 角 青年 は その 自然の 

青年ら しさ を 失って いるから、 そして それ を 失って い 

ると いう ことに 気付いて さえ いないら しいから、 之 を 

教えて やろうと いう、 親切な 壮年 や 老年 者 は 少なくな 

いよう だ。 

併し 之 は 全く 妙な 現象と 云わねば ならぬ。 青年ら し 

いのは その 自然 的に 条件 づ けられた (否 之 も 亦 実は 社 

会 的 条件な ので は あるが、 併し その 社会 そのものが 自 

然に 出来て いる 場合の ことで ある) 認識不足 にあった 

害 だが、 処が 現代の 青年 は、 その 認識不足 を 失い かけ 

たと 云って、 その 認識不足 を 取り戻せと 云って、 説教 


される ので ある。 青年 は 青年ら しく なくなった。 即ち 

社会的 認識が 備わり 過ぎた、 と 云って 非難す るら しい 

この 壮年 者 や 老年 者 は、 いまだに 青年の 夢 を 自分の 内 

に 許せる と 思って いる 認識不足の 主 だとい うように な 

るよう だ。 

なる 程 現代 青年の 社会 認識の 過剰ら しい もの は、 社 

会 科学的 認識 の 過剰で も あるし 又 他方 に 於て 就職 戦術 

的 認識の 過剰で も ある。 二つ は 氷炭 相容れな いもの だ 

が、 併し その どちら かに 態度 を 決定し なければ ならな 

いという のが、 現代 青年の 宿命な ので ある。 壮年 者以 

上の 者 はそんな 態度の 決定な ど を 現在 必要と しないば 


かりで なく、 自分の 過去の 青年時代 にもそう いう 必要 

はなかった。 で この 説教す る壮 老年 者 は 実は 現代の 青 

年 を 殆んど 全く 理解して いないの である。 つまり 時代 

はこれ だけ 進んで 来て いるの だ、 それ を 身 を 以て 知つ 

ている のが 現代の 青年 だ。 夫 を 理解 出来ない のが 現代 

の 壮年 以上の 年齢の 者 だとい うわけ である。 それ故に 

こそ 彼等 はこの 現代の 青年 を 理解 出来ない。 —— こう 

考えて 見る と、 現代に 於け る 青年と 壮年との 区別 は 年 

の 区別で もジ ェ ネレ— シ ヨン や 時代の 区別で もなくて 

(何と なれば 両方と も 現に 同じ この 時代に 生きて いる 

ではない か)、 全く 現代 社会が 有つ 二つの 社会 側面、 現 


代 社会が 示す 社会の 二 つの 姿、 の 区別 だと 云わざる を 

得ない。 

普通、 時代 は その 青春に よって 計られる よう だ。 と 

云う の は 夫々 の 時代の 精神 は 青年の 心理 を 以て 特徴 づ 

けられる よう だ。 だから 現代 を 知る と は 現代 青年の 心 

理を 以てする のが、 歴史的 認識の 常道で あるよう に 見 

える かも 知れぬ。 だが 実は 今日で は、 之 は 現代の 社会 

の 一 つの 側面 一 つの 姿 をし めす だけな ので ある。 現代 

は、 壮年 者の 時代が 段々 と 青年の 時代の 手に 移りつつ 

あると いうよう に 云って 了って は、 片づ かないよ うな 

時代で ある。 時代 自身が、 現代の 社会が、 二つに 割れ 


ている の だ。 と 云う の は、 青年の 生活 条件と 壮年 以上 

の 生活 条件との 距離が、 普通なら ば 略々 一定して いて、 

或る時 間が 経てば 息子 は 親爺の 二 代 目に なれる の を、 

現代で は 親爺 は 親爺と して 歩いて 行き、 息子 は 息子と 

して 歩いて 行く ので、 息子 は 親爺の 生活の 梯を 後から 

登 つ て 行く わけで はな いのであって、 親爺が 登 つ て 行 

く 生活の 梯を 息子 は 却つ て 降りて 行く と いうよう な 関 

係 だ。 両者の 生活 条件の 間の 距離 は、 段々 と 大きくな 

る。 

で この 通り、 壮年 者 以上と 青年との 区別 は、 年と か 

ジ エネ レ— シ ヨンと か 時代と かいう 時間 的な 区別で な 


くて、 一つの 社会の 空間 的な 二つの 方向と 云った よう 

な 区別に なって いる、 と 云う ので ある。 —— 現代 青年 

は 単に 次の 時代の 者 や 新しい 時代の 者で はない。 そう 

いう 風に 考える こと は、 壮年 者 以上 をば 消えて 行く 時 

代の 者と か 旧い 時代の 者と かに 見立てる ことに 他なら 

ない が、 夫 は 要するに 壮年 者 以上の 者が、 青年との 比 

較に 於て、 青年に 対して 相対的に 譲歩 をして 行く とい 

うこと だろう。 処が 現代の 壮年 者 以上 は、 青年に 対し 

て 決して 譲歩な ど はしない。 彼等 はあくまで 踏み止ま 

ろうとす る。 なる 程 彼等 は 刻々 老いて 行く。 だが それ 

にも 構わず 彼等 は 踏み止まる。 青年と は 彼等の 後継ぎ 


ではなくて、 彼等と は 独立に 彼等に 対立して 来る 一 種 

の 敵の ような もの だ。 

であるから 現代の 青年 程、 深刻に 壮年 者 以上に 対立 

している もの を 見ない。 現代 青年 は 単に 新しい 時代、 

即ち 既成の 又は 旧い 時代に 対立 又 矛盾 さえす る 時代の 

児 だとい うだけ ではない。 彼等 は、 云わば 永久 的に 社 

会の 下積みな ので ある。 彼等 は 概括 的に 云う と 云わば 

永久 的に 貧困な ので ある。 青年が 壮年 者 以上と 対立し 

又 矛盾 さえ も するとい うだけ の 場合なら ば、 之までの 

社会 変動で は 無論 珍し いこと ではなかった。 明治維新 

がそう だった。 だが 明治維新の 青年 は、 云わば 永久 的 


に 貧困で あつたか、 永久 的に 下積みで あつたか。 現に 

そうではなかった の を、 吾々 は 吾々 の 父親 達 や 祖父 達 

に 於て 見る だろう。 

それ 故 現代で は、 少なくとも 現代の 日本 や 日本に 類 

する 社会 事情の 国で は、 自然 的な 意味に 於け る 青年な 

る もの は、 無い と 云っても いいし、 又 あると しても そ 

ういう 観念に は 当て嵌まらな いと 云つ た 方が いいだろ 

う。 その 意味で、 もう 今日で は 青年 はいない の だ。 多 

くの 青年 指導者 や 青年 教訓 者 は、 いない 者に 向かって 

道 を 説いて いる。 現代 は 優れた 教育者 (例えば 吉田松 

陰と か 下って は 杉 浦重剛 とか) がいない と 云って、 教 


育 者 は 赤恥 を かかされ ている。 教育界に 人な し、 と 

云って、 実業家で 教育に 関心 を 持って いる 人の 内で は 

その 人 ありと 知られた 文部大臣 平生 釩三郎 氏な ども、 

吐き出す ようにく さしてい る。 官立 大学の 教授な ど は 

決して 優れた 人物で も 優れた 教育者で もない こと は、 

今更 学園 争議 大学の 例 を 見る まで も あるまい。 併し 青 

年の いない 処に、 青年の 優れた 教育者な ど あり 得よう 

害 はない の だ、 いないの は 良い 教育者ではなくて、 主 

人 公で ある 青年 自身だった の だ。 

普通の 青年、 自然 的な 青年、 はいない ような もので 

あるが、 併し この こと は 却って、 一種 独特な、 壮年に 


なる 準備 や 見習と してで はなく、 独立な、 或る 年の 若 

い 人間 達が いると いう ことに 他なら なかった。 之 をし 

て 青年と 云うなら、 それ こそ 現代 青年と いう もの だろ 

う。 —— 現代 青年が、 普通の 自然 的な 意味に 於け る 之 

までの 青年と、 根本的に 異る 特色 は、 夫が 云わば 永久 

的に 貧困で 又 云わば 永久 的に 下積みで ある、 という 点 

にあった。 之 は 丁度、 現代の 大衆、 無産 大衆の ような 

ものに、 他なら ない。 現代 青年と いうの は 無論 初め か 

ら そういう 階級 を 云い 表わす 範疇で はない から、 之が 

無産 大衆 だと 云い 切る こと は、 勿論 意味がない。 だが 

現代 青年と 無産 大衆と を 離して 理解す る こと は、 事実 


難いの だ。 

例えば 現代 青年の 一 つの 代表的な 種族で ある 学生 を 

取つ て 見よう。 学生 は インテリゲンチャ などと 混同 さ 

れ易 いが、 無論 それ は 乱暴な こと だ。 学生と いう 範疇 

は 一 つの 自分 乃至 職業 を 云い 表わす もの だ (図書館へ 

行けば 力 ー ドの 職業 欄に は 学生と 書く の だ)。 だから 

本格的な 学生 は (夜学 生や 職業 学校 生 は 別 だ) たとい 

芸人 学校 や 職人 学校 (音楽学 校 や 高等 工芸 学校な ど) 

でも、 学生 業 以外の 職業 を 許されて いない。 処が 誰も 

インテリなる 範疇 をそう いう 身分 だと も 職業 だと も考 

えてい ないだろう。 それ 程 学生 は 一 つの 社会 自身 を 意 


味す るの だが、 それ にも拘らず、 之 は 決して 充分な 意 

味で 階級で はない。 処が 無産 大衆なる もの は、 或る 階 

級 性 を 云い 表わす ことによって 略々 一 つの 階級 を 云い 

表わす 処の 言葉 である。 —— でこう して 学生と 無産 大 

衆と は、 範疇 的に 別な システムに ぞくして いると 云わ 

ねばなら ぬが、 それ にも拘らず、 二つ は 何 か 直接な 関 

係が あると 見られて いるの を、 見落して はならない。 

学生の 学生運動 は、 無産 大衆の 労働運動と は、 範疇 

的に 別な システムに ぞくする 運動 だが、 併し 事実、 二 

つ は ほぼ 同じ 気脈に 於て 行なわれる。 事 は 単に 学生が 

大体 インテリであって 知能が 自由で あるた めに、 労働 


運動に 理解が あると か 同情が 持てる とか いう だけで は 

説明され ない ことで、 学生 自身が 自分の 運動 を 労働 運 

動に なぞらえて いると いう 点 を 忘れて はなるまい。 彼 

等 この 現代 青年の 一種 族 は、 無産 大衆と 何 か 同様な 社 

会 的 状態に 置かれて いるので ある。 大学生 其の 他 は 決 

してそう 札つ きの 無産者の 家庭の 者で はない。 世が 世 

なら 官吏に でも 政治家に でも なれる 処だ。 それが 自分 

を 無産 大衆み たいに なぞらえなければ ならぬ。 —— こ 

こに 現代 学生の、 即ち 一般に は 現代 青年の、 特別な 固 

有な 意義が 見 て 取れ る だろう。 

彼等 現代 学生 のこう い う 自己 意識が 併し、 決して 感 


傷 や 無知 や 思 い 間違いから 来て いない こと は、 社会が 

彼等 を 実際に どう 待遇して いるか を 見れば 判る。 警察 

は 彼等 を 労働者と 殆んど 全く 同様に、 労働者に なぞら 

えて、 待遇す る。 彼ら はこの 支配 社会から そういう 仕 

方で 抑圧され ている ので ある。 カフェ—. ダンス ホ— 

ル- 其の 他の 禁圧 も、 この 学生 を ねらって 試みられる 

(学校 は 学校で 方々 で 昭和 ザン ギリ 令 を 出して いる)。 

この 際 警察に と つての 問題 は 実は 学生の 取締りで はな 

く 営業 者に 対する 取締りな の だが、 その 際の 相手と し 

て は 学生が 持って来 いなの だ。 それ 程 学生 は 抑圧し 易 

い、 抑圧すべき もの、 と 相場が 決って いる わけで ある。 


労働者 • 無産 大衆 を 抑圧せ ねばならぬ という 本能が、 

同様に、 学生 • 現代 青年 を 何とか 抑圧せ ねばなら ぬと 

いう 渴望 となる。 

学生 だけに カフェ— や ダンス ホ— ルを 開放し おしむ 

というの は、 何も 学生の 学業 や 年齢の こと を 心配す る 

ためではなくて、 偶々 そこが 学生の 弱い 点 だから だ。 

学業が 問題なら 六 大学 野球 リ— グ 戦の 方が 遙 かに 邪魔 

になる かも 知れない し、 年齢が 性的な 問題と なる のな 

ら、 学生 どころ でな く、 大都会に 流れ込む 身 売 娘の 方 

が ズ ット 問題が 切実な 害 だ 。 男 だけ を 性的 に 束縛し て 

娘の 方 は 性的に 放任 (？) してお いていい という こと 


は あるまい。 それとも 上層で は 淑女 や 令嬢 を、 無産 大 

衆 層で は 男 を、 という 取り締り 方針な のだろう か。 

こういう 風に 見る と、 現代の 学生が 労働者と 殆んど 

全く 同じように、 弱い もの だと いう ことが 判る と 思う 

が、 之 は 一 般に、 現代 青年なる ものが 無産 大衆と 殆ん 

ど 全く 同じように、 弱い もの だとい うこと を 示す。 つ 

まり 現代 青年の 特色 は、 普通 時の 青年が 一 種の 強さ を 

持って いたと は 反対に、 社会的に 弱い という こと、 支 

配 社会の 継子 だとい うこと なので ある。 そこから、 現 

代 青年と 無産 大衆との 間の、 本質的な アナ ロジ ー がな 

り 立って いるので ある。 —— 婦人運動 論者の 最も 進歩 


的な 者 は、 婦人と 無産 大衆と を 丁度こう いうよう にし 

て 結びつけた。 そして 彼等 乃至 彼女 達 は、 子供、 少年 

少女 を も 亦 この 婦人に なぞらえる ことによって、 之 を 

も 亦 無産 大衆に なぞらえた。 処が 今や、 この 少年少女 

がもう 少し 大きくな つて、 現代の 青年 男女に なっても 

やはり、 無産 大衆に なぞらえる ような、 弱い者 だとい 

う 次第で ある。 

弱き ものよ、 汝の名 は 女な リ、 と 云う の は、 無論 本 

当 は、 女の 社会的な 弱さ を 指す のだろう。 そうならば 

現代で は、 弱い もの は 沢山の 名 を 持って いる。 曰く 婦 

人、 曰く 労動者 農民、 曰く 無産 大衆、 そして 曰く 現代 


青年 だ。 だから 例えば、 現代 青年 は 丁度 女の ように 社 

会 的に 待遇され ている ので ある。 現代の 青年が 女の よ 

うにな つたと いう 心算で はない。 街頭 を 日と なく 夜と 

なく 歩く 女性化した 現代 青年 も 少なく はない が、 併し 

そういう モダ ー ンボ— ィの 一 種の 類 は 別に 現代 青年の 

代表者で も 何でもない。 それよりも 私 は 現代 青年が、 

丁度 娘 乃至 箱 入 娘の ように、 著しく 家庭 化した という 

現象の 方が、 意味が 深いと 思う の だ。 

と 云う の は、 現代 青年 は 貧困で 下積みだった の だか 

ら、 壮 老年 者が 設定した 家庭 を 離れて は 生活が 困難な 

ので、 そこ を覘 つて 社会の 壮 老年 者が、 現代 青年に 家 


庭に 帰れと 強要しつつ あるので ある。 家族 主義の 名の 

下に 家庭 主義が 強制され る。 父権 は 却って 拡張され る 

(例えば 民法 改正に 於け る 自由結婚の 否定)。 母親 だつ 

て 息子よりも 強くなる。 本来な ら息 子 に 厄介が られる 

べきお 袋 も、 今では 息子の 大学 の 入学試験にまで 母権 

を 拡大す る。 青年 婦人 即ち 娘 は、 言うまでもなく 花嫁 

学校に 収容され ねばならぬ。 —— 処で この 家庭 主義 は、 

日本の 無産 大衆に とっても 亦、 恐怖で もぁリ そして 又 

魅力で もないだろう か。 農民が 都会から 家庭に 帰郷す 

る ことによって、 都市の 失業 は 農村 家庭の 赤貧の 底 無 

し 沼の 内に、 吸仅 されて 行く。 「都会に は 職 はあり ま 


せん」 という ポスタ ー は、 失業の 増大 を 告白す るた め 

ではなくて、 家庭 を 賛美す るた めな ので ある。 —— と 

に 角、 無産者と 現代 青年と は、 女と 同じに、 家庭 化さ 

れ ねばならぬ。 

こうして 現代と いう 反動 期 は、 青年の 無能力 時代な 

の だ。 青年の この 新しく 獲得した 無能力と い う 資格が 、 

現代 青年と いう 一 種族 を 造った。 之 は 壮年 者 や 老年 者 

の 単に 年の 若い ものの ことではなくて、 現代の 壮年 者 

や 老年 者と は 社会的に 種族 を 異にした 人間の ことなの 

である。 法律 的に 有名な 「無能力者」 としての 妻が、 

いかに 年を取っても 男と はなれな いように、 現代 青年 


は、 どんなに 年を取っても、 現代の 壮年 や 老年が 意味 

している ものに なれぬ。 

だが、 こう 一概に 云って は、 不正確に 過ぎる かも 知 

れ ない。 現代 青年の 皆が 皆そう だとい うので は 無論な 

いし、 現代 青年の 各種の 社会層が 皆そう だと か、 又 そ 

の 点で どの 層 も 同様 だと かいうの でもない。 それから 

弱い 弱い と 云っても、 社会的に 弱い という ことが 実は 

どういう ものである かも、 もう 少し 吟味して かからね 

ばなる まい。 

現代 青年 は 云う まで もな く 社会の 各層 各階 級から 出 

て 来て いるから、 現代 青年 中に 各階 級の 区別が あるの 


は 当然 だ。 そして この 区別が 事実、 一 つ 一 つの 場合に 

は、 相当 大きな 差別 を齎 している の も 事実 だ。 併し 丁 

度 学生が そうだった ように、 現代 青年 も 亦、 一応そう 

した 階級 別から 離れて、 共通な 輪郭と 而も 階級 的な 性 

質と を 受け取って いるもの なの だ。 —— 処 でそう した 

上で、 更に この 現代 青年と いう 普通な 階級 性質 (併し 

階級 をな している と 云う ので はない) の 上で、 改めて 

現代 青年の 夫々 異 つた 階級 性 を もつ 夫々 の 層 を 考える 

ことが 出来る し、 又 考えなければ ならぬ。 青年 労働者、 

青年 農民、 サラリ ー マン、 学生、 有閑 青年、 青年 ルン 

ペン、 青年 将校、 などが この 階級 性 上の 区別 だ (必ず 


しも 階級 上の 区別で はない が)。 —— 尤も この 内、 青 

年 将校 は、 弱い 現代 青年の 例外であって、 現代 青年の 

意義 を 踏み はずした 者 だが、 之 はま あ 問題外と しょう。 

彼等 は 現代 青年の 種類に ぞくする ものではなくて、 寧 

ろ 日本人の 内の ものと 特別な 種類に ぞくする ものと 見 

ねばなら ぬよう だ。 彼等 は 現代 青年ではなくて、 単に 

将校な の だ。 現代 青年 は 親爺の 登った 梯を そのまま 

登って は 行けない 害だった ろうから だ。 さて 之 を 除け 

ば、 あとの 現代 青年が 如何に 弱い 無能力者 として 社会 

的 指定席に うずまって いるかが 判ろう。 

現代 青年の 心理 を 現象 的に 分類す る こと は、 どうい 


う 風に でも 可能な ことで ある。 一 例と して は、 進歩的 

青年 • 「革新」 的 青年 • 文学青年 • キネ マ 青年 • スポ— 

ッ 青年 • ダンス 青年な どに 分類 出来る だろう。 だが 之 

は 大して 有用な 区分と も 思われない。 —— 矢張り 大事 

なの は、 現代 青年の 社会的 無能力と いう 概略の 特色 だ。 

併し、 現代 青年が 社会的 無能力者 だと 云う の は、 略々 

無産 大衆が、 労働者 や 農民が、 社会的 無能力者 だとい 

うこと に なぞらえて、 そう 云う のであった。 無論 この 

なぞらえ 方 は、 科学的に 精密に 行なって はいない から、 

現代 青年と 無産 大衆と の Y J の 譬喩に は、 ガタゃ 隙が あ 

る。 だが、 それ にも拘らず、 やはり、 現代 青年 は 無産 


大衆の ような もの だ。 処で 現代の 無産 大衆の 弱さ は、 

之 を 自覚 すれば 忽ち 強さに 豹変す る ものである こと を 

忘れて はならぬ。 そこで 現代 青年で も 亦、 その 弱さの 

自覚 は、 事実上 その 強みと なること が、 概略 可能 だと 

云う ことが 出来よう。 尤も 無産 大衆 は その 組織 を 有つ、 

又は 有ち 得る。 夫が 彼等 を 強く する の だ。 現代 青年 は 

現代 青年と して 組織 を 有て るか。 だが 之 は 話しが 変に 

なった。 青年が 青年と しての 組織 を 造る とか 造れる と 

かいうの は 変で ある。 青年 を 強く する その 組織 は、 青 

年で あるが 故の 組織ではなくて、 無産 大衆に 類す る も 

ので あるが 故の 組織で しか ありえない 害 だから だ。 


現代 青年 は、 ほって おけば 限りなく 弱い 社会的 無能 

力 者に 堕ちて 行く 他ない。 それから 立ち直る に は、 闘 

いが 必要 だ。 一 見 壮年 者 や 老年 者に 対する 闘いで ある。 

併し それに は、 やや 外部からの、 指導と 援助と が 要る。 

その 指導者 援助 者 は、 このごろ 見かける あの 青年の 指 

導 者 や 教育者の ことで はない。 無産 大衆 こそが、 現代 

青年の 指導者 だ。 


^ 学生 論 三 題 

一 学生 は 変った か 

旧い こと は 論じない として、 今から 七 八 年 前に は 学 

生 の 社会的 役割と いう ものが 非常に 大き か つたと いう 

こと を、 今更 私 は 考えざる を 得ない。 労働者 農民の 組 

織 活動 や 啓蒙運動に 於け る 学生の 役割、 学生運動が 


持って いた 社会的 意義、 それから 学生が 要求す る 文化 

的 形象の 社会的な 圧力 (と 云う の は 評論 雑誌 其 の 他に 

於け る 思想 傾向、 プロレタリア 文学の 発達、 等々 が 実 

は 主として 学生 読者の 要望に 答える ためで あつたか 

ら)、 こうした もの は 学生 をして 社会の 最も 積極的な 

分子と 見做させ るに 充分で あつたの だ。 

学生と いうの は 大体 大学生 を 標準に して 云う の だが、 

この 学生 は 当時、 単に 学生で ある だけでなくて、 当時 

の インテリゲンチャの 代表者で あり、 そして 又 それが、 

或る 限度に 於て、 意識 ある 無産者 (主として 労働者) 

の モデルになる という 状態で さえ あ つ た。 学生が これ 


程 社会的 リアリティ ー を 持って いた 時代 は、 云う まで 

もな く 日本で は それまでなかった し、 今後 も 恐らくな 

かろうと 思われる。 

私 は ある 時 偶然、 武田麟 太郎が 自分の 「大学生」 振 

り を 語った 小品 を 読んで、 非常に 面白く 思った。 この 

不良な 大学生が 如何に 社会的 活動 をな し 得た か、 とい 

う 点 を 考える と、 全く 今昔の 感に 耐えない とで もい う 

他ない ので ある。 武麟も その 一人 だが、 この 社会的 リ 

ァリ ティ— を 背負って 立った 学生 達の 代表的な 一 団で 

ある 新人 会 や、 その 社会的 組織で あ つ た 学 連な どから、 

運動家、 理論家、 作家な ど を 面白い 程 多数に 輩出した 


こと は、 誰知らぬ 者 はない が、 注目 を 怠って はならぬ 

点だろう。 而も どれ も 早く 若く して 世に出た の だ。 試 

みに 最近の 大学 卒業生に 就いて 考えて 見れば よい、 こ 

の 連中 はも はや 決して、 あれ 程 易々 として 社会に 乗り 

出す こと は 出来ない の だ。 その 時期 は、 汐時 は、 もう 

過ぎた ように 見える。 

この頃の 学生 は 勉強し なくなった、 気魄が 衰えた、 

という こと をよ く 聞く。 恐らく それ は 本当な の だ。 大 

学 や 学校が 社会的 真実 を 教える 機関で ある こと を 完全 

に 止め、 而も 学生の 社会的 意義に 何等 採るべき 積極性 

が なくなった 時に、 学生が クサる の は 当り前の こと だ。 


七 八 年 前の 学生 は 必ずしも サラリ —マンの 候補者で は 

なかった。 少なくとも 自信の ある 学生 は 自分の 未来に 

もう 少し 自由な 活動 分野 を 空想す る ことが 出来た。 そ 

こに は 創意 を充 たす だろう ような 理想 を 空想す る こと 

が 出来た。 今では 夫がない の だ。 学生生活 はサ ラリ— 

マン 生活の 予備校に 過ぎ なくなった。 学生の 文化的 役 

割 さえが、 可な りの 部分 サラリ —マンへ 移行して いる 

こと を 見落して はならぬ。 

だが 云って 見れば 学生の この 予備校 的 存在 は、 当然 

と 云えば 当然な ような ものである。 社会秩序の 変動が 

眼の 前に ブラ 下って いるよう に 思われた 時には、 予備 


校 的 存在 はた だの 予習 期の ものではなくて、 新興の 要 

素で あり 得る わけ だが、 一応 その 秩序 変動が 眼の 前 か 

ら 一 定の 距離 を距 てた ように 感じられる 時期に なると、 

予備的 存在 は 要するに 予備校 的 存在に 戻る わけで、 旧 

秩序へ 編入され る 前の 予習 期に ならざる を 得ない ので 

ある。 尤も 与えられ たこの 秩序 自身に 何 か 期待が 持て 

るの なら (明治 大正 中期 頃 迄の ように)、 予習 期に は予 

習 期ら しい 意義と 張りが あるの だが、 この 秩序 その も 

のの 無価値 を 一旦 知って 了って いる 以上、 まことに 希 

望の ない 予習 期と 云わざる を 得ない。 

併し それだけに 又 却って、 学生 は 社会の リア リ 


ティ ー を 本当に 味わわなければ ならぬ 時代に 来た の だ 

し、 又 それ を 味わう ことの 出来る 時代に 来る の だと さ 

え 云って いい。 学生 は 学生と しての 身の 振り方 を 今 ま 

でに なく 真剣な 問題に せざる を 得なくなる。 その 結果、 

今では 学生と サラリ —マンとの 間の 社会的 意識の 上で 

の 区別 は 殆んど 無くなって、 学生が 安 サラリ —マン 化 

すると 共に、 サラリ ー マン 自身が 又 一 部分 従来の 学生 

の 持って いた 文化的な 役割 を 分担す るよう になって 来 

たので、 サラリ —マン 間の グル ー プ 活動な ど 多少 は 意 

義を 有つ ようになって 来て いるの だ。 つまり 之 は 学生 

が 社会に 於け る 極めて 地味な 位置 を 占める ようになり、 


その 点 サラリ ー マンな どと 大して 変った 意識 を 持てな 

くな つたと 共に、 全体として この種の 学生 サラリ ー マ 

ン 等の 青年 インテリが、 地味な 道を迪 りながら、 而も 

何 かしら 社会的に もわず かで も 動かねば ならぬ という 

事情に おかれる ようになって 来た、 という ことなので 

ある。 

だから 今日の 学生 は 駄目に なった と 云われながら も、 

矢張り 学生の 優れた 分子 は 文化的な 役割 を 現実に 社会 

の 内に 持って いるので あって、 今日の 評論 雑誌の 真面 

目な もの は、 依然として 学生 を その 最大の 顧客と して 

いるので ある。 今日の 学生に も、 矢張り 明日と いう も 


のが あるの だ。 ただ それが そんなに 手取り 早くない と 

いうまで であり、 従って オポチュニストに とって は 根 

が 続かない というまでで、 こういう 時に こそ、 確実な 

分子と ォッ チヨ コ チヨ ィ 分子との 本質的な 区別が 眼に 

見えて 来る もの だ。 

興味の あるの は 学生と 教授との 関係で ある。 教授の 

授業 は 面白くな いと 云って 学生 は 相手に しないと いう 

ような ことが 云われて いるが、 学生生活の 張りの あつ 

た 時期に はたし かにそう だった の だが、 現在で は 必ず 

しもそう ではない ので ある。 今日の 学生 は 案外 神妙に 

教授の 言説に 関心 を 持って いるので はない かと 思う。 


少なくとも 以前の ように 教授 を 真 向から 批判し ようと 

いう 気持ち もな し、 批判の 必要 も 本当に は 感じて いな 

いので はない かと 思う。 口で はッ マラぬ ッ マラぬ と 云 

いながら、 一 体 どこが なぜ ッ マラぬ のか 判らない のが 

多い よう だ。 結局 社会的に 何が 真実で あるか を 知って 

いるものが 少なく、 従って 教授の どこが ク ダラない の 

か を 比較に よって 知る 術べ がない ので ある。 そういう 

こと は、 もうどう でもよ くな つて、 教授と は 就職 関係 

で つながり を 保つ 方が 必要な の だ。 処 がそう いう こと 

が やが て 、 教授の 学問 言説 そ の ものに ひかれる 心境と 

一 つなので ある。 


最近の 学生 は 総 じて 教授 や 大学 当局に 対して、 以前 

ほど 批判的で はない。 之 は 学生の 社会的 役割が 低調に 

なった と共に、 同時に 又、 教授 や 大学 そのものの 社会 

的 重大性が 著しく 減じた からで も あるので ある。 事実 

今時 若い くせに 大学の 先生に なろうと 願って いるよう 

な 人物に は、 大した 人物 はいない ので ある。 今日の 大 

学 教授 は 一 介の 俗吏の 相当の 地位に ある ものに、 頭 か 

力な 

ら 敵わない ので ある。 実力から 云っても 社会の 信用 か 

ら 云っても だ。 私 は 新築 地 劇場で 「流れ」 という 芝居 

を 見た が、 劇と して はどう も あまり 面白くな く 幕が 降 

りても 拍手が バラ バラだった が、 併し 一個 処、 妙に 気 


取った 紳士が 出て 来て、 それが 「大学の 先生」 だとい 

うこと が 判った 時には、 一同 声 を あげて 笑い こけた。 

大学の 教授が 今日の 民衆から 如何に 漫画 化されて 見ら 

れ ている か を、 私はッ クヅク 感じた ので ある。 

大学、 教授、 学生が、 それ 程 社会的な インポ— タン 

スを 失いつつ ある 時、 この 一連の ものが お 互いにいた 

わり 合う こと は 無理から ぬ こと だ。 そこで 学生 は 大学 

や 教授に 対して 可な り 八百長 的に なって いる。 その 結 

果は、 何等の 社会的 大義名分 を 持たない ような、 大学 

お 家 騒動な どが 方々 に 起きる のであって、 之に 関係す 

る 学生 は 全く 大学の 家の子郎党の 心算で やって いると 


しか 見えない。 以前の 学生なら ばこうい う 形の 学生 争 

議を、 学生の 社会的 運動に 利用し ない 限り、 潔し とし 

なかった ろうに。 

こうした 大学の 一 般 的な 状勢の 下に、 併し 矢張り 一 

面 学生の 社会的 役割の 積極性 は、 地下水の ように 浸み 

渡って いると 云わねば なるまい。 今日み ずから 絶望す 

る ことな ど を 覚え込んだ 学生 は、 どの 道 初めから 絶望 

に 値い する 学生に 相違ない。 失望す る 者 は サッサ と 失 

望 させて やる がよ い。 学生 や 青年 インテリの 社会的 使 

命 は 云わず して 明らかな ので あり、 ただ その 使命の 実 

行に は 以前と 違って 極度の ネ バリが 必要に なって 来た 


と いう だけに 過ぎない の だから。 学生の 社会的 意義 は 

本質 上 変り はしない の だ。 

二 学生の 技能と 勤労大衆 

最近 私 は 学生 や 青年の 問題に ついて、 書く こと を 注 

文され た り 意見 を徴さ れ たりす る ことが 非常 に 多い。 

何が 問題に なって いるの だろう か。 何 かが 見えない 動 

機と なって そういう 問題 を 提出させる に 相違ない。 そ 

の 匿れ た 暗礁 は 何 か。 

学生に と つ て 最近 最も 切実な 関心と な つ ている もの 


は 第一 に、 就職と 入学試験と である。 前者 は 専門学校 

や 大学の 学生 生徒の 生活 をスッ かり 引き 浚って 行って 

了って いるし、 後者 は 小学校から 始めて 中学校 • 高等 

学校 • の 生徒 達の 生活 を 殆んど 完全に 支配して 了って 

いる。 そして 入学試験の 問題の 最後の 関心 は 云う まで 

もな く 就職への 関心 だ。 

私 は 之に 就いて 良い とか 悪い とか 云う 勇気 を もはや 

持って いない。 入学試験の 弊害 位い は 制度の 改革に 

よって 矯正 出来そう に 想像され るか も 知れない が、 夫 

が 決してそう ではない。 第一 制度 そのものの 改革が 決 

して 短い 時間の 内に 実行され る 底の もので はない。 教 


育 関係 当局 は、 入学試験の 弊害 を 実は 口で 云う 程 重大 

視 している ので はない。 それよりも 大切な の は 教育の 

精神で あったり 「精神 教育」 のこと であった りする。 

教育制度 (学校の 年限 短縮 や 延長の ことに 過ぎなくて 

も) の 改革 云々 となると、 入学難と か 何とかい う 民衆 

の 立場から する 関心な ど は どこかへ 飛んで 了って、 す 

ぐ 様 教育の 「精神」 だ。 真面目に 民衆の ために 教育 を 

考えて などい ない。 又 仮に 教育制度が 適当に 改革され 

た処 で、 入学難の 根本的 解決な ど は 出来る もので はな 

い、 なぜかと いうに、 入学難の 背景に は、 母親の 虚栄 

心 や 小学校の 校長さん の 世渡り 術な どより 遙 かに 重大 


な 動力と して、 将来の 就職と いう 目標が 作用して いる 

の だから だ。 

そこで 就職 問題の 解決 だが、 之が 抑々 今日の 社会 問 

題の 随 一 の 困難な ものの 一 つで ある 事 は 云う まで もな 

い。 之 は 学校の 先生 達の 卒業生 売 込 運動 や 卒業生の 各 

種の ヒロイズム でも 解消し ないし、 「世間 雑話」 的な 世 

渡リ 精神で も 役に立たぬ。 そうした 種類の 粒々 たる 心 

労 も、 例えば 軍需景気の 一 寸 した 上下の 作用で、 声の 

ない 虫の ように、 ひねりつぶされて 了う。 就職 問題な 

ど 一 にか かって、 支配者の 腹具合に あると 云うべき だ 

ろう。 併しそう 云っても 銘々 は 食わねば ならぬ。 責 itt 


は 支配者に はなくて、 学生の 場合なら、 卒業生の 銘々 

やその 親 や 親戚に ある。 之が 所謂 「就職」 問題なる も 

のの 意義 だ。 

こうして 入学試験の 問題 を 就職 問題へ 解消して 考え 

ると、 結局 学生の 最も 切実な 問題と 云った もの は 決し 

て 学生 だけに 特有な 問題な ので はない。 今日 誰 だって 

食う に 困つ ている か 食う に 困る こと を 恐れて いるか だ _ 

その 一群の 民衆が 偶々 学生と 云う ものにす ぎぬ。 親の 

資産で 食つ て ゆけ る もの は 就職な ど は 体面の 問題に す 

ぎぬ。 学生であろう とな かろうと 変り はない。 従って 

又、 食えない となると 学生で あろうが、 なかろう が 又 


変り はない の だ。 ただ 学生の 方 は 卒業まで 何とか 食え 

ると いう 条件の 下に 置かれて いる 多少 恵まれた 一 群の 

民衆で、 卒業 を 機会に 「就職」 の 時期が 家庭と 社会と 

から 指定され ている 人間 達に 他なら ない。 

就職 問題が 併し 何 か 学生生活 にと つて 切実な 関心と 

なって いる、 と 云い 立てられる 意味 は、 勿論 一般の 失 

業 問題が やかましく 云い 立てられる 意味と は、 多少 

違った もの を 持って いる。 学生の 就職 問題の 場合に は、 

夫が 学生生活 を 歪める から 悪い とい う 点が 、 論じる 人 

の 意識の 上で は 相当 重き をな して はいない か。 純真な 

るべき 学生の 精神 や、 学生の 好学 心 や、 其の 他 其の 他 


を 傷つけ ると 考える から、 就職難 問題が 何 か 学生に 特 

有な 問題に もなる ので ある。 そういう 意味から、 現代 

の 学生 は 学生ら しくな くな つたと か 勉強し なくな つ た 

とか、 或いは 享楽的に なって いると いう こと さえの 事 

実 (之 は 何と 云っても 事実だろう) の 責任 を、 この 就 

職 難問題へ 持って ゆく ので ある。 

併し 勿論 就職難 は 学生 をい つも このように 無気力な 

学生に 仕立てる と は 限らなかった。 一頃 世間 は 学生の 

赤化の 原因 はさし 当り 就職難に あると も 云って いた も 

ので ある。 でそう 考えて 来る と 学生生活 を 歪曲しつつ 

ある もの はも はや 決してた だの 就職 問題 = 就職難 だけ 


ではない。 それから 来る 単なる 条件反射の ような 意識 

だけで もない。 之 を 通して 学生 は、 社会に 対する 或い 

は 寧ろ 未来の 社会に 対する、 希望と 期待と を 失って 

了って いるの だ。 それが 今日の 学生生活の 歪曲 を齎し 

ている と 云うべき だろう。 今日 之 は 誰でも 云つ ている 

処だ。 

学生 は 青年で あり、 即ち 時代の 新しい 矛盾の 下に 発 

育して 来た 者 だから、 この 矛盾が 醸す 各種の イデ ォロ 

ギ ー に 著しく 動かされる。 と 云う の は 学生に とって は 

イデ ォロギ ー なる ものの 作用 は 極めて 現実的な の だ。 

学生 は イデ ォロギ —に 多分の 信頼 を 置いて いる。 既成 


社会の 現実よりも 遙 かに 多く、 学生 は イデ ォロギ —に 

期待す る。 現実 を 踏み越える イデ ォロ ギ—、 或いは 寧 

ろ 良い 意味に 於け るュ —， ^ピアと 云っても よいが、 こ 

の 観念 物 や 思想 物に 動かされる。 青年 の 夢と 呼ば れ る 

ものが 之 だ。 処が この 現実 を 踏み越えよう とする イデ 

ォロギ ー が 社会的に 一 時 通用し なくなる と、 もはや 学 

生に は 何等 希望の 特権が なくなって 了う。 現実に 対す 

る 計画者と しての 学生 は 最も 無能な 民衆の 一群 だ。 こ 

こに 学生生活の 歪曲なる ものが 発生す る。 

そこで 学生生活 のこの 歪曲 を どうした らば 良い か、 

という 問題になる ので ある。 尤も 社会の 支配 層に とつ 


て は、 この 状態 は 大して 学生生活の 歪曲で もない と考 

えられる かも 知れない。 学生が 学生の 本分 を 忘れて 学 

生 運動 を やつたり 労働運動に 働き かけたり、 又 啓蒙 運 

動に 携わった りする よりも、 今の 方が まだし も 学生ら 

しくて 都合が いいと 考えて いるの が、 かくれた 事実 だ。 

誰も そんな 事 は 口に は 出さぬ が、 支配 層の 言動 を 総合 

するとそう 診断 せざるを得ない。 社会の 支配 層 は 民衆 

のた めの 教育に 就いて など、 真面目に 考えて はいない 

と 言った が。 本当に 学生生活に ついて 真面目に 考えて 

いる 人間 は 当局に 椅子 は 占め 得ない。 いや 社会に 於て 

も 足の 四つ ある 椅子に は 腰かけて いられな いので ある。 


そこで 学生生活 のこの 歪曲 を どうした ならばよ いか、 

併し どの 点が 一 体 歪曲され た 学生生活 なのか。 学生が 

著しく 享楽的に な つたから か。 だが 実 を 云う と 享楽と 

いう こと は 少しも 悪い 事で は あるまい。 学生 は 学生の 

生活 を 楽しまねば ならぬ。 野球が よく 軍事教練が よい 

なら、 ダンス もよ ければ 喫茶店で レコ— ドを 聴く の も 

よい 箬だ。 もし ダンス ゃコ— ヒ— や レコ— ドが 学生の 

本分 外なら ば、 凡そ 今日の 野球 程 学生の 本分 を 踏み出 

した もの はない と 私 は 信じる。 そして 若し 学生生活 を 

何等かの 手段に 化す ことが 悪いならば、 就職運動で 馬 

鹿と なる のが 歪曲 だと 同じに、 他の 運動 や 教練 だって 


歪曲 だ。 併し 学生生活の 本分 を そんなに 狭く 理解す ベ 

きもので はない。 学生の 本分 は 何で あるかな どと いう 

こと を 決め 得る 人間 は どこに も いないの である。 夫 は 

学生 自身が 事実上 決めて 行く ものな ので ある。 少なく 

とも 生活 を 楽しく し 生活の 幅 を つける という こと は、 

人生の 上で 大事な こと だ。 問題 は 凡ての 民衆が 一般的 

に 夫 をな し 得ない からこ そ 起きる の だ。 

生活 を 楽しむ ための チャンスが 多い という 点で、 今 

日の 学生 は 過去の 学生よりも 幸福で あり、 且又 却って 

学生ら しいので ある。 これ 自体 は 学生生活の 歪曲で も 

何でもない。 それよりも 要点 は、 学生が 勉強し なく 


なった という ことら しい。 —— 処が この 点で も 無条件 

に片づ かない ものが 含まれて いる。 一体 現在の 学生 は 

どう 言う 意味で 勉強し なくな つ たか。 私 は 寧ろ その 逆 

の 場合に 出合う 事が 多い。 学生 は 仲々 よく 勉強す る、 

ノ ー ト 勉強 を やる ので ある。 教授の 云う こと を 割合 善 

良に 信じる ようになって いるので ある。 就職の ために 

はこうした 勉強 は 必至な の だ。 して 見る と 之 も 普通の 

意味で は 学生生活の 歪曲ではなくて、 却って ノル マル 

な 学生生活に 還った と いう ことに 過ぎぬ。 

社会科学の 勉強 は、 丁度 文学 科の 学生の 小説 勉強の 

ように 「学生」 なる ものの 本分 (？) を 踏み はずした 


もので あつたに 相違ない。 「学生」 と 云う この 社会の 

馴致され た カテゴリ— から 云って、 今日の 学生生活 は 

大して 歪曲 はされ ていない。 学生と 云う 馴致され た 力 

テゴリ —は、 今日こう いう 学生生活 を 要求して いるの 

である。 

だから 私 は 云う ので ある、 学生が 学生で ある 限り、 

即ち 「学生」 と 云う この 社会 機構の 承認され たる 一環 

を 以て 自ら 任じる 限り、 即ち 又そう いう ものと して 社 

会の 民衆から 自分 達 を 区別す る 限り、 今日の 学生生活 

は 殆んど 何等 歪曲な どされ ていない。 夫 を 批判したり 

何 かする 資格 を その 学生 は 持たぬ ので ある。 学生が 


「学生」 に 止まる 限り、 何も 問題 はない。 あれで いいの 

である。 だが 学生が 単なる 「学生」 ではなくて、 民衆 

の 一 群で あり、 而も 圧迫され 踏みに じられ た 世間の 大 

衆の 或る 一 群 だとなる と、 学生の 問題 は 全く 別な 角度 

から 光 を 当てられる。 

学生 は 一 般 大衆から 色々 な 点で 区別され ている。 な 

る 程 彼等 は 第一に 知能 分子で ある。 それと 云う の も 社 

会 的に 多少 は 経済 上の 余裕が あ つ て、 相当 高等の 教育 

を 受ける ことが 出来た からだ、 だが それと 同時にこう 

云う こと も 忘れて はならぬ。 日本の 教育制度 は 云う ま 

でもな く、 有産 者 的な 制度と 方針と 内容との もので あ 


り、 学生 も 多少と も 有産 者の 層の 出身で あるが 併し 例 

えば イギリスの 学生の ように 特殊な 貴族 層の 出で はな 

くて、 実は 勤労大衆の 或る 程度 以上の 層の 凡てから 出 

ている という こと だ。 プロレタリア や 貧農 出身で はな 

いが、 大衆 的な 勤労 層 は 之に よって 代表され ている の 

である。 その 限り 学生の 社会的 位置 は 決して 選ばれた 

好い もので も 何でもなくて、 大体に 於て 貧窮して いる 

の だ。 一般の 勤労大衆が 貧窮して いるから なの だ。 

尤も 同じく 貧窮して いても、 子供 を 専門学校 や 大学 

へ 送り 得る 親 達 自身 は (たといい かに 無理算段して 一 

つの 投資の つもりで やる にしても) 勤労 層の 比較的 上 


部の もの だ。 全体の 極めて 少ない パ ー セン テ ー ジに過 

ぎない 処の 上部の もの だ。 併し 学生 自身に はこの 点 そ 

のま ま は あて 嵌らない。 学生 は 彼等の 次の ジ エネ レ— 

シ ヨンで ある。 そして 親 達 は 自分 達の 次の ジ エネ レ— 

シ ヨンの 生活まで も 保証 出来る 程に、 有産 者で はない。 

そうでなければ こそ 子供に は 教育 を 与えて、 出世 もさ 

せたいと いうので あった。 従って 学生 層 は 平均して そ 

の 親 達よりも ズット 社会的に 経済 生活の 劣つ た 層で あ 

リ、 又そう した 層 を 約束され ている わけで、 そこに 就 

職 問題の 真剣な 意義 も あ つ たわけ だ。 

単に 学生が その 親 達よりも 経済的に 低い 社会層 をな 


し、 又 約束され ている だけで はない。 社会的 待遇 も 亦 

学生 は 最近 極めて 降下して 来た。 学生で あるが 故に 許 

される という 特権 は 形式的に 残って いるが、 併し 学生 

であるが 故に 許されな いものの 方が 実質的に は 比重が 

大きい。 学生 は 寧ろ 一人前の 大人と なって 来た (学生 

らしく なくなった) ので あるが、 その 大人た る や 道徳 

的に 最も 抑圧され た 層の 大人と して 通用し なくな つ た。 

之 は 云わば 婦人の 位置と 似た ような ものと な つ て 来た。 

或いは もっと 本質的な 類似 を 持って来るなら、 学生 は 

無産 大衆化し、 更に プロレタリア 的な 位置に おかれる 

ようになって 来た。 学生運動 は 労働運動と 近接の つな 


がりが あつたが、 又そう したつな がりの ある ものと し 

て 取り 締られ た。 

かくて 経済的な 能力から 言って 又 道徳的な 権利から 

言って、 学生 層 は 決して 特権 層と も 比較的な 特権 層と 

も 云う 事 は 出来ぬ。 寧ろ プロレタリアに なぞらえられ 

るよう な 無産 大衆の 内での、 或る 特別な 層 だと 云う ベ 

きな ので ある。 だから 学生 を 単なる 中間層と か 小市民 

であると か、 又そう いう 意味に 於て インテリゲンチャ 

であると か 云う の は、 一 応は 本当で は あるに しても、 

それで 以て 学生と いう 〔# 底本で は 「う」 が 脱落〕 力 

テゴリ —を片 づけ 得た と 思うなら 大きな 誤り だ。 


問題 は 学生生活の 今日の ような 歪曲 を 如何にす るか 

という ことだった が、 今まで 云って 来た ことで、 この 

問題 は 結局、 勤労大衆に 属し 又 プロレタリアに なぞら 

えられる 勤労大衆 層 乃至 プロレタリア 層に 準じて 考察 

されるべき 内容の もの だ。 そこで は 単なる 学生の 問題 

も、 単なる 学生生活の 問題 も 実はない ので ある。 この 

点 は 「学生 問題」 を 提出す るに 当って 第一 に 大切な 点 

だと 思う。 —— だが 第二に 学生 は 夫 にも拘らず 学生で 

あって 一 般の 無産 勤労大衆 自身 や プロレタリア 自身で 

はない こと は 云う まで もない。 或る 特別な 民衆 だ。 と 

云う の は 知能の 高い 民衆で あると いう こと だ。 或いは 


も つ と 正確に 云う と 比較的 高い 知能 を 期待 出来る 処の 

若い 民衆 だと 云う ので ある。 なぜなら 学校教育 だけが 

知能 や 教養 を 与える ので もない し、 又 学校教育が 却つ 

て 知能 を 低めたり 教養 を 妨げた りする ， 」 とも 事実 だ か 

ら である。 

要するに 簡単に 云う と、 学生 は 知能 (インテリ ジェ 

ンス) に 於て 一般の 民衆から 区別され る ことが 本質的 

な 点な ので ある。 学生 は 他の 一 切の 規定に よって その 

特性 を 規定す る ことが 出来る。 だが 今 は、 学生生活の 

歪曲 を 如何にす るかと いう 問題 だ。 この 問題に とって 

はこの インテリジェンスが 根本的な 観点 だ。 —— つま 


リ 学生生活の 歪曲 は 他で もない ので、 知能と いう 人間 

の 普遍的に 日常 必要な 一 つの 技能 を 当然 最もよ く 訓練 

されて あるべき 学生が、 その 技能の 習得 に 於て 障害 を 

受けて いると いう ことが、 何よりの 学生生活の 歪曲な 

のであって、 この 歪曲 を 矯正す る こと はだから 当然、 

知能と いう 技能に よって 社会的 特性 を 与えられ ている 

処 のこの 学生と いう ものの 「社会的」 位置 を ハツ キリ 

させる ことに 他なら ず、 学生の 一 種の 技能者 • 技術者 

としての 社会的 使命 を 自覚す る ことなの である。 之が 

学生と いう 「社会的 カテゴリ—」 に 忠実なる 所以な の 

だ。 


学生に 関する 学生 自身に とっての 一切の 問題 は、 終 

局に 於て、 この 「知能的 技能者と しての 学生」 という 

カテゴリ— から 見て、 解決され ねばなら ぬと 私 は 信じ 

る。 この 意味に 於ても 「技術の 獲得」 という こと は、 

学生の 社会 大衆 的な 使命 だ。 学生 は そのために は 願つ 

て もない 境遇 だ、 大衆 は 学生に 対して (馬鹿 書生 は 別 

として)、 この 知能的 技能者 を 求めて いる。 大衆 自身 

の 未来の 社会の ために、 この 要求の 前に 学生生活の 見 

透し と モラルと は 明々 白々 ではない かと 思う。 

以上す でに 書いたり 云ったり して 来た ことで あるが、 

最後に 一 つの こと を 之に つけ 加えたい。 夫 は 学生に 


とっての 自意識と 大衆性との 結びつき である。 と 云う 

意味 はこう だ。 学生 は 一種の 知能 分子で ある。 知能 = 

インテリ ジェ ンスの 特色 は、 夫が 最も 自覚され 易い と 

云う こと、 自意識 を 必然的に 随伴す ると いう こと だ。 

かくて インテリゲンチャ にと つ て は 自意識なる ものが 

いつも 正面に 押し出される。 だから かって 「知識階級 

論」 が 行なわれた 頃、 文士 達 は 自意識と 云う もので 作 

家の 人間的 知能 を 云い 現わそう とした もの だ。 それ は 

それでよ いの だが、 併し 自意識に 於け る 自分、 自我、 

という もの は 何 かが 判って いなければ、 危険 この 上 も 

ない ので ある。 朕 は 国家で あると 云った ルイ 十四 世の 


ような の も 自我なら、 一 切の 事物 は 自分の 観念に 過ぎ 

ぬと 考えた バ ー クリも 自我 だ、 自意識 も 大切 だが 自分 

を 自覚す る この 自分が 抑々 如何なる 自分 かが もっと 大 

切 だ。 学生 は インテリゲンチャ として、 自意識が 濃厚 

だ。 併し 学生の 「自分」 は 何 か。 

だが 実は そのこと は 先程 述べた ので ある。 学生の 身 

分 は、 学生と いう 社会層 は、 民衆に ぞくする もので あ 

る、 無産 勤労大衆 乃至 プ ロレ タ リアに 準ずべ きも の で 

あると 云った、 夫が この 「自分」 の 説明で ある。 学生 

の 自覚 は、 自分 を 大衆と して 自覚す る こと だ。 

大衆の 足場 • 眼. 以外に、 学生の 立つべき 又 持つ ベ 


き 足場 も 眼 も あり 得ない。 学生と 云う 特別な 層が あつ 

て 夫が 独自な 足場 や 観点 を 提供す ると 思うなら、 恐ら 

くそう いう 学生 はこの 支配者 社会に 於て 最もよ く 飼い 

馴らされた 処の 「学生の 本分」 を 専門と する 処の もの 

だろう。 夫 は 学生が 「自分」 を 失う こと だ。 学生 問題 

が 消えて 無くなる こと だ。 

三 学生 は なぜ カフェ— から 閉め出され るか 

暫く 昔、 日本で 学生が 書生と 呼ばれて いた 頃 は、 社 

会 的に 学生が 可な り 優遇され ていた 時期であった。 な 


る 程 貧乏な 学生 (「苦学生」 • 「貧 書生」) は 今より 多 か つ 

たらしい し、 又 書生 一 般の 生活 程度 も 当時の 水準に 較 

ベて 今よりも ずっと 低くて、 身なり や 日常生活 も 今の 

学生より はしみ つたれ ていたら しい。 併し それに も拘 

らず、 彼等 書生 は 書生で あると して 世間に 立派に 通用 

していた のであって、 書生 流 は 一部の 社会の 一個 独自 

な 生活 理想 を 示す 優秀な 風俗で さえ あつたの だ。 

今の 学生 は 一 面から 云えば 寧ろ 社会的に 一 人前に 

なって いて、 表面上 は 世間並みの 人間と 昔 程の 相違 を 

有って いないが、 それ は 実は それだけ 学生が 社会に 同 

化しなければ ならない 弱み を 意味す るので、 彼等が す 


でに その 弊衣破帽 式 生活に 自信 を 失って 了った 証拠な 

ので ある。 現在の 学生 は 他の 階級 や 身分 や 職業に 較べ 

れば 依然 幾 種 かの 特典 を もって はいるが、 根本的な 点 

では、 昔の 書生に 較べて 著しく 社会的に 不遇に なって 

いる。 大人び た とも子 供 臭くな つたと も 云われて いる 

が、 泣く 児が 悪 まれる ように、 それが、 益々 彼等の 社 

会 的 冷遇の 理由に さえな つてい る。 

昔の 書生 は、 新興 支配階級の 幹部 候補者と して 養成 

された ものであった から、 初めから 一定の 社会的 役割 

と 使命と を 持って いた。 それ は 自他と も 許して いた こ 

となので ある。 たとい 実際 眼の 前にい る 書生 は 貧相で 


も、 彼等 は 可能性に 於て は 立派な 支配者の 列に 連なる 

ものな の だから、 社会的に 或る 一 種の 重き を なすこと 

が 出来た。 尤も この 現実の 貧相と 可能 的な 偉 さとの 妙 

な 対比が 彼等 を 一 類型の カリ ケチ ユアに 仕立てた が、 

それ は 寧ろ 人気者が もつ カリ ケチュ ァの 類であった。 

だが 彼等 はやが て 幹部に 列す る もので は あるの だが、 

併し 何と 云っても 一 個の 候補生に 過ぎない。 現実 社会 

の 一 定の 必要に 対応して いる 限リ 彼等の 社会的 地位 は 

一 人前の 大人 並みの もの だが、 併し まだ それの 未熟者 

だとい う 意味で は 単に 子供で 半人前に 過ぎなかった の 

だ。 そこで 彼等に 対して は、 社会から 来る 制限が、 丁 


度 貴族の 而も 坊ちゃん に対する ように 一 一重に ル— ズで 

あり 得た ので、 この 特典 を 利用して、 書生 は 思う存分、 

食ったり 飲んだり あばれた りする ことが 出来た ので あ 

る。 

処が 日本の 独特な 資本 制が その 独特な 軌道に 乗り 始 

め、 行くべき 処 にまで 行って 了う と、 支配者 幹部の 椅 

子 は 段々 余地 を 持た なくなる。 そして この 軌道 自身に 

限度が あるの だから、 椅子の 余地 は 自発的に も 益々 狭 

めら れて 行かねば ならぬ ことになる。 資本 制 的 支配者 

幹部の 候補生の 害であった この 学生なる もの は、 段々 

に 幹部 候補生 の 資格 を 実際 に は 解除され ざ る を 得な く 


なる。 大学 を 出ても 学士 様で も、 食えなく なって 来た 

ので ある。 尤も この場合 でも、 学士 様 は 食えなくても 

学士 様 はも はやす でに 学生で はない の だし、 そして 食 

えなく なれば 学生 もして いられな いわけ だから、 依然 

前に 変らず 学生 は 学生で ある 限り 立派に 親の 脛 を か 

じって、 食って はいるの だが、 併し 幹部 候補生と して 

の 学生の 社会的 使命 は もはや 成り立た なくなつ たの だ 

から、 当然 学生に 対する 社会的 待遇 は 悪化せ ざる を 得 

ない。 

学生 は 学生で ある 限り 立派に 特権 的に 食って いるに 

も拘ら ず、 学生 は 一 種の 可能 的な 失業者と 見做される 


ことにな り、 云わば 一 種の 余計者で 邪魔者 だと さえ 考 

えられて 来る。 学校 を 減らし 学生の 数 を 制限し ろと 社 

会で は 提案し 始める。 —— だが それ にも拘らず この 現 

象 は 半面に 皮肉な 関係 を 含んで いるの だ。 というの は 

学生 は 可能 的な 失業者で あるの だが、 それ故に 却って 

又 三年な り 六 年な りの 失業 延期の 特典の 所有者で も あ 

るので ある。 即ち 彼等 は 例えば 中等学校 を 出て すぐ 様 

失業者の 資格 を 受け取る の を 避ける ために、 更に 三年 

なリ六 年な りの 失業 延期 をす るの だが、 それが 彼等の 

専門学校 なり 大学な りの 学生生活になる わけ だ。 尤も 

之が、 高等教育 を 受ければ も つ と 良い 口が あるだろう 


と 考える からで も あるの は 事実 だが、 それ はこの 失業 

延期 案 を、 そういう はかない 希望で 以て 置き換えよう 

とする 自己 慰安の 方法に 過ぎない のであって、 大学 専 

門 学校 出身者の 方が 中等学校 卒業生より 却って 就職率 

が 低い という こと は、 相当 世間に 徹底して いる 事実な 

の だ。 

で 今日の 学生、 特に 大学の 学生な どの 可な りの 部分 

は、 意識的 無意識的に、 失業の 代りに 学生生活 をして 

いると さえ 云って 良い。 そうすれば 学生 は 一 つの 立派 

な 職業で、 之に よって 学生 は 社会から 一定の 身分に 相 

応 する 待遇 を だけ 期恃 する 権限 を 受け取る ことになる。 


例の 書生 は 併し 決して 社会の 一 隅 を 占める このよう 

な 職業 人ではなかった。 彼等 は 云わば 計り知れない 無 

制限な 可能性 を 蔵した 限定し 難い 茫漠 とした 層で あつ 

た。 之に 反して 現代の 学生 は 社会的に ハツ キリと 制限 

された 職業. 身分 を 意味す る。 現代 学生が 小さく 纏つ 

たいじけ たものに なって 来たの も、 生意気に 背広な ど 

を 着て 社会人 並みに 同化して 来たの も、 皆 この結果な 

ので ある。 で、 学生 は 昔に 較べる とずつ と 弱い ものに 

なって 来た。 現代 学生 業 はたし かに 或る 特権 は 持って 

いるが、 併し 矢張り 一種の 「弱い 商売」 なの だ。 

尤も 今では 昔の 書生 級で あ つ た 連中が 社会の 支配 幹 


部と なって いて、 その子 弟が 取りも直さず 現代の 学生 

なわけ だから、 現代 学生 はこの 相当 裕福に なった 親爺 

の 仕送り を 受けて いるので、 昔 程の 貧 書生で もな けれ 

ば 又 今の 親爺 達 自身 程 懐工合が いいので もない。 最近 

の 統計 を 見て いないが、 第一次世界大戦 直後の 好況 期 

に 於け る 某 帝大の 学生 の 平均 学資 は 八 〇 円 だ つたと 思 

うから、 之で 大体 現在の 彼等の 消費 能力 も 見当が つく 

だろう。 

処で カフェ ー の 問題になる の だが、 実は 現代 学生の 

享楽 上の 消費 能力 及び それに 基く 享楽 上の 趣味 風俗が、 

カフ ヱ ー の 存在と 非常によ く 相応して いるので ある。 


カフェ— 発達の 初期に は 学生 層からの 援助が 著しく 大 

きかった ので はない かと 想像す るが、 その 歴史 は 今日 

でも 大して 外見 上 は 衰えて いない。 女と 酒 (多く は 観 

念 的な 意味で —— 特に 現代 学生の ために 弁明して お 

く) が 比較的 安価に 又 安易に 求められる 処は、 学生に 

とって は 何と 云っても カフェ ー だった ので ある。  

処が カフェ— も 段々 高級に なり 待合 化して 来たので 仕 

送りで チップ を 払う 学生な どで は 持て なくなって、 直 

接に 資本から チップ を 払う 頭 の 禿げた 例の 親爺 階級 

(昔の 書生の 成人した もの) の 方が 大事に される よう 

になった ので、 学生 は カフェ— からさえ も 社会的 冷遇 


を 受ける ことにな つて 来たので ある。 学生の 比較的 裕 

富な ものと カフェ ー との 関係 は 今でも 可な リ 宿命的で 

は あるが、 併し 学生 大衆 (？) は カフェ— 営業に とつ 

て 段々 どうで もい いものに なり つ つ あるの が 現在の 与 

件で ある。 そこで、 保安 部に よる カフェ— からの 学生 

閉め出し 案 も 初めて 実行可能になる わけで、 営業 自身 

寧ろ 之に 賛成 さえして いると いう こと は、 大いに 意味 

の ある 現象な の だ。 

だが 学生の 社会的な 弱り目の 他に カフ ェ ー の 問題に 

就いても う 一 つ 考えて おかねば ならぬ 条件が ある。 学 

生 を 弱い ものにした 例の 社会 推移の、 その 同じ 物質的 


原因が、 最近 カフェ ー にと つて あまり 有利で ない 社会 

的 観念 を 発生 させつつ あるので ある。 半 封建 制 的 日本 

フ ァ シズ ム の 思潮 は、 まず 第 一に アンチ. モダ ー ニズ 

ムの形 を 取って 現われて いる こと を 注意しょう。 この 

趣味 は 無論 一種の 復古主義 を 採用す るので あるが、 夫 

は 同時に 往々 にして 日本 流の 封建 家族制度に 基く アン 

チ • フエ ミニ ズム、 云わば 薩摩隼 人 式 アンチ . フ エミ 

二 ズムを 産み出す。 この 二つ は カフェ— の 存在に とつ 

て は 大きな 敵でなくて はならぬ。 親爺 達の 大部分 は 決 

して まだ カフェ —と モダ— ン 女給との 味方で はない の 

である。 処が 更に、 この アンチ • モダ ー 二 ズムと アン 


チ- フェミニズムと は、 近代 純粋 資本主義 的な 消費 生 

活 (夫が 所謂 モダ ー ニズム だが) に対する 反感から 出 

発して、 一 方勤儉 主義に 行く と 平行して、 他方 尚武 主 

義に 行く ので ある。 即ち アンチ • モダ— 二 ズムと アン 

チ • フ エミ ニズム という 一 双の 趣味 風俗が、 こうやつ 

て、 夫々、 勤俛 主義 (！) と 尚武 主義 (！) という 一 

双の ファシズム 式 道徳にまで 高められ るので ある。 力 

フ ェ —に 特有な この 享楽主義 を 唯物論 (？) (牛飲馬食 

獣欲 主義) の 一種と 見るならば、 この 道徳 は 更に 哲学 

的 基礎 づ けにまで さえ 高められ るだろう (尤も 実は ブ 

ルジ ョ ァゃフ アツ シ ョ 達の 方が 銭 使いが 荒くて 芸者 好 


き だとい うこと は 世間で は 能く 知ってい るが)。 で こ 

うなる と、 カフェ ー はやが て ダンス • ホ —ルと 全く 同 

じ 運命 を迪ら なければ ならぬ という こと は、 決定的に 

明らか だ。 

さて 今度 は 学生と カフェ— との 問題 だが、 一方 学生 

の 社会的な 弱り目に つけ 入り、 他方 カフェ ー の 社会的 

不評判に つけ 入る とするならば、 夫 は 全くた やすい 企 

てで なければ ならぬ。 すでに ダンス • ホ —ルに 就いて 

はこの 企てが 着手され ている。 ダンス • ホ— ル から 学 

生 を 閉め出す こと は、 云う まで もな く ダンス • ホ— ル 

の 弱みと 学生の 弱みと に 同時に つけ 入る 一 石 一 一 鳥の 試 


みだ。 全く 同じ ことが なぜ カフェ— に 就いて 不可能な 

のか、 その 理由 を 知る に 苦しむ、 とそう 保安 部長 乃至 

保安 課長が 考えねば ならぬ こと は、 人性の 自然で はな 
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学生 業 も カフェ— 業 もす でに 云った ように、 「弱い 

商売」 なの だ。 と 云う の は、 之 をい くら 抑えつ けても 

世間が 初めから 之 を 白眼視し 冷眼 視 している か 或いは 

している ような 顔 をして いる 以上、 大丈夫 世間から 骨 

の ある 抗議 は 結局 出て 来る 害がない ので ある。 尤も 弱 

い 商売に も 色々 あって、 弱い 商売で ありながら 仲々 強 

いのも ある わけで、 青楼な どが その 好い 例で ある こと 


はよ く 知れて いる。 娼妓が 自由 廃業す る 際の 楼主 側と 

警察 側との 之までの 多くの場合の 関係 を 見れば、 この 

弱い 商売が どれ 程 実は 強い 商売 かが 判る が、 カフェ ー 

ももし 大力 フエ ー として 顔 を 売って 顔役 を 出す ように 

なれば、 それ は 必ずしも 弱い 商売ではなくなる だろう。 

現に 大力 フエ ー の 要求 は 警察 側の 学生 閉め出し 要求と、 

一 致 を 見出して いたで はない か。 —— すると 本当にい 

つまで た つ て も 弱い 商売 は 例の 学生 業の 方になる わけ 

で、 それでなくても 学生の 要求の 最も 大きな ものが 警 

察 側の 要求と 一致し ない 場合が 多い のに (学生運動 を 

参考)、 そして その 点で 元来 学生 は 非常に 「弱い 商売」 


人 だが、 それが 又 ここで も、 この 要求の 別な 低級な は 

け 口に 於ても、 「弱い」 商売人で ある ことが 判った とい 

うわけ なので ある。 

だが 弱い 商売 は 弱い 商売と して、 なぜ、 どこから、 

その 弱みに つけ 込む 必要が 生じて 来る のだろう か。 尤 

も 馬鹿 を 馬鹿にする の は 自分 を 賢明に する に 必要な マ J 

とで、 夫が 道徳と いう ものの 一種の 意味で も あるので 

あって、 学生な どと いう この 弱い 商売に つけこむ こと 

が、 官吏の 立身出世の 種に なり、 夫が 又 社会の 道徳の 

ために もなる なら、 風紀 警察 上、 或いは 思想警察 上 か 

ら 云って さえ、 之 ほど 結構な こと は 又とない かも 知れ 


ない の だが 


^ 女性 教育の 問題 

数年 前 迄の 日本の 学校教育 は、 一 般 的に 云えば 可な 

り ハツ キリした ブル ジョァ 教育であった。 一般的に と 

いうの は、 主に 男性に 対する 教育に ついていう ことで 

あり、 この 男性 教育が 学校教育 及び 社会教育の 代表 だ 

という ことで ある。 それから 可な り ハツ キリした ブル 

ジョァ 教育 だとい うの は、 日本の 社会 自身が 所謂 半 封 


建 的な 基礎 条件 を 有って いると いう ことに 照し 合わせ 

れば 可な り ハツ キリ ブル ジョァ 的で あると いうので あ 

る。 なる 程 尖端 的 風俗から 云う と、 鹿 鳴 館 時代の 支配 

層 は 一時 全く ョ— 口 ツバ 化した。 それ は 云う まで もな 

く 資本主義 化した ことに 他なら ない。 だが この ョ— 

口 ツバ = ブルジ ョ ァ 風俗 はやが て 速 かに 清算され て 

了った。 日本に 於て 社会 を 制約して いる 半 封建的な 生 

産 機構が、 「上流社会」 のこう した 典型的な ブル ジョァ 

風俗 を 大衆 的に 支持し 維持す る だけの 条件 を、 容易に 

は 持ち 得なかった からだ。 風俗が 多少と も 大衆 的に 

ョ ー 口 ッパ卩 ブル ジョァ 化した の はョ— 口 ツバ 大戦 以 


後であって、 それ は 実に 日本に 於け る 科学的 社会主義 

の 発生と 同時だった と 云っても いいだろう。 ハイカラ 

がモダ ー ン にまで 成長す るに は 半世紀 を 要した ので あ 

る。 

だが 日本の 教育 は 必ずしも ， J の 社会的 条件 を その ま 

ま 云い 表わして はいない。 —— ここで 予め 注意して お 

かなくて はならぬ 点 は、 日本に おける この 教育 (教育 

は 元来 常に 社会教育 なの だ が ) が 官僚 的 社会政策 と し 

て 発生 発達した ものであって、 福 沢諭吉 等の 例 を 除け 

ば、 殆んど 例外な しに 官製の 欽定 教育 (？) だった と 

言つ ていいだ ろうこと だ。 その 結果 教育 は 社会教育 


(社会 自身に よる 自発的 教育) よりも 家庭教育よりも、 

より 以上に 学校教育 を 意味 せざるを得ない。 日本で は 

ドイツな どと 同じに 教育と 云えば まず 第一 に 普及した 

学校教育 であり、 而も 広義に 於け る 官学 教育 を 指す の 

である。 今日の 私立大学 を 初めと して 一 切の 私立学校 

が殆ん どす ベて 広義に 於け る 官学 教育 以外の 本質の も 

のでない こと は、 人の 知る 通りで ある。 

で このように、 官僚 政府に よる 云わば 人工的な 政策 

としての 日本の 教育 は、 有 態に 云って 社会の 日本的 現 

実との 間に 初めから 相当の ギヤ ップを 有って いたの だ 

が、 日本的 現実が 教育 外の 領域で、 悪く  (遺憾ながら 


悪く) 尊重され 始めた に拘ら ず、 教育の 伝統 は 依然と 

して 初期の 日本 官僚 の 資本主義 保護 培養 (主観的に は 

とに 角 客観的に はそう なる) の 人工 政策の 溝に 沿って 

来て いるので あるが、 この 伝統が 本来、 他の 領域に 較 

ベ て 著しく 資本主義 的な 性質 を 多分に 有って いるので 

ある。 例えば 宗教教育 にしても、 教育勅語 による 肇国 

観念の 養成 を 別と すると、 名目 上 も 実質 上 も 信教の 自 

由 を 強調して いるし、 読本の 内容 も 相当 インタ— ナ 

シ ョナル であった。 特に 音楽に 至って は 日本 封建 期に 

於け る 伝統 音楽 は、 非 教育的な ものと して、 或いは 寧 

ろ 反 教育的な ものと して、 完全に 教壇から 駆逐され て 


了って いたので ある。 

最近、 特に 満州国 独立 事件 を 標識と して、 日本 社会 

の 日本的 特色が ヒス テリ カルに 絶叫され、 その 結果 教 

育 も 亦 多分に 漏れず 国粋 化されて 来た。 之が 反コン 

ミ ュ ニズム 政策の 必要から である こと は 云う まで もな 

いが、 従って 学校に 於け る 宗教教育の 必要 も 叫ばれる 

に 至った し、 読本 内容の 国粋 的な 改纂も 試みられた。 

音楽 の 嚮導 学校で ある 上野の 音楽学 校 (之 は 多分に 社 

会 教育 政策 的 意義 を 有 つ た 学校 だ) にさえ 邦楽の 正教 

授が 出来 上った。 だが こうした 教育の 国粋 化、 つまり 

教育の 半 封建 制 的 方向転換 も、 学校教育 自身の 伝統 か 


ら 生じて 来たので はなくて、 社会 全般の 思想 的 反動 か 

ら 結果した ので ある。 かって 森 有 礼 時代の 文部大臣 は 

社会の 建設に 対して 嚮導 的な 意義 を 有って いたが、 そ 

の 後 文相 は 大臣と して は 寧ろ 不名誉な 伴食大臣と いう 

ことにな つて 了った。 最近で は 文部大臣 は 軍人 教育の 

一種の 補助 官の慨 さえな く はない。 それ 程 学校教育 

(社会教育 は 文部省よりも 内務省の もので あり 家庭 教 

育 はより 下級な 警察の 所管で あるら しい) は、 社会 機 

構の 政治的 圧力に よ つ て 外部から 押されて いるので 

あって、 学校教育が 社会教育 によって 左右され る こと 

は 実は 当然そう なくて はならぬ ことで ある にも拘らず 


相当 ハツ キリと ブル ジョァ 的 性質 を 有って いた 学校 教 

育の 伝統に とって は、 之 はや や 偶然な 原因に 基く もの 

と 云わざる を 得な いわけ だ。 

尤もこう 云っても 日本 教育の 本質で ある 真正 正味の 

半封建性 を 私 は 少しも 軽んじよ うとす るので はない。 

之 こそ 実は 日本 教育の 伝統の 本質 だ。 だが それに も拘 

らず 他の イデ ォロギ —的 • 習俗 的. 活動に 較べて、 こ 

れが 可な り ハツ キリと ブル ジョァ 教育の ものであった 

と 云う まで だ。 

処で 以上 は 学校教育 を 代表と する 日本 教育の 一 般に 

就いて であり、 つまり 男性 教育 を 代表と する 限りの 教 


育に 就いて であるが、 特に 女性の 教育に 話し を 限定し 

て 見る と、 事情 は 可な り異 つて 来る。 云う まで もな く 

女性 は、 日本に 限らず 家庭的 存在と 考えられて いる。 

そして 家庭なる もの は 制度の 内で 最も 日常 的で 習俗 的 

な リアリティ ー を 有って いて、 人間の 情意 活動の 最も 

具体的な 発現の 場所 はこ こに ある。 之 は 何も 家庭が 人 

間 生活の 本源 だとい うこと ではなくて、 家庭が それ だ 

け 資本主義 的 変革から おき 去られる もの だとい うこと 

を 語って いるに 過ぎない。 一切の 国に 於て 家庭 は 多少 

とも 封建的な 形質 を 保有して いる。 資本主義の 発達 は 

家庭生活、 特に 家庭 労働の 形態、 を 充分に 社会化す る 


ことが 出来なかった からだ。 封建 領主 を 手本と する 家 

父 長 制 は 資本主義の 発達と 共に 次第に 弱まり、 又 家庭 

の 主婦 はパ ン のし 棒から 多少と も 自由にな つたの は 事 

実 だが、 併し ドイツ人の 云うよう に、 三つのに 

(Kleiden,Kucilen  〔#  Kuciien の U に ウムラウト 

(： )〕， Kinder) は 依然として 主婦 = 女性一般の 労働 内 

容 であり、 これ はい まだに どこの 資本主義 国で も 大衆 

的に は (有閑マダム は 別 だ) 社会化され ていない 処の 

もの だ。 家庭 は 資本 主 義 社会 に 於け る 封建 遺制 の 孤 塁 

である。 

この 点 日本が 世界の 模範で ある こと は、 日本 婦人の 


美徳と して 讃 えられて いる 処 である。 外国人の 旅行者 

はこの 美徳 を 失礼に もゲ ー シャ • ガ —ルの 内に、 振り 

袖の 裏に 発見す る。 最近の 例 は コクト —などと いう フ 

ランスの 文士の 言動 だ。 彼の 言葉に よると 日本人 はな 

ぜ あの 美しい キ モノ を 着ないで 洋服な ど を 着る の だろ 

うかと いうので ある。 この 国際 観光局 的 現象 は、 実は 

やがて 国際 文化 振興 会 的 現象な のであって、 日本 婦人 

の 美徳 は 実に 国辱 映画 的な 本質の ものである わけ だ。 

さて 日本の 女性 教育に 就いては 有名な 『女 大学』 が 

存在して いる。 女 大学が 封建的 社会秩序、 実は 封建的 

生産 生活の 体系、 を 露骨に 擁護した ものである こと は 


言を俟 たぬ。 「婦人 は 夫の 家 を 我家と する 故に 唐土に 

は 嫁 を 帰る というな り 仮令 夫の 家 貧賤 成 共 夫を怨 むべ 

からず 天より 我に 与え 給える 家の 貧 は 我 仕 合の あしき 

故な りと 思い 一 度 嫁して は 其 家 を 出で ざる を 女の 道と 

す」。 「婦人 は 別に 主君な し 夫 を 主人と 思い …… 女 は 夫 

を 以て 天と す 返々 も 夫に 逆いて 天の 罰を受 ベから ず」。 

かくて 女 は 夫 を 主君と する 封建的 家庭の 人的 労働 用具 

に 他なら ぬ。 人的 労働 用具 乃至 労働力 は 最も 経済的で 

なくて はならぬ、 「下部 あまた 召使と も 万の 事 自ら 辛 

労 を 忍て 勤る こと 女の 作法 也」、 「朝早く 起き 夜 は 遅く 

寝ね 昼 は 寝ず し て 家の 内の ことに 心 を 用い 織 縫 績緝怠 


ベ からず 又 茶 酒杯 多く 飲む ベ からず 歌舞伎 小唄 浄瑠璃 

等の 淫 たる こと を 見 聴べ からず」 云々。 

福 沢 諭吉が 『女 大学 評論』 と 『新 女 大学』 で 之 を 一々 

批判した が、 日本の 資本主義が 帝国主義の 段階に 入り 

金融資本の 要求の 下に ファッショ 化しても、 この 点 は 

根本的に は 改められない。 否 ファッショ 化の 下に は 

却って 日本の 女性 は 支配者の 手に よ つ て 実に 無謀 無責 

任に も、 愈々 家庭 化され 封建 化される ことにな つて 来 

たので ある。 結婚 難 (之 は 男性の 就職難に 随伴す る 現 

象に 過ぎない) という 資本 制の 矛盾 は、 女性 を 封建 家 

庭 化する ことによ つ て 救済され るかの ような 神話が 作 


り 出される (花嫁 学校)。 女性の 知能 教育と して 意味 

の ある 女学校の 英語 を 廃止せ よと いう 議も 生じて 来る。 

職業 教育 を 意味して いた 女子の 専門学校 は、 最近 入学 

者の 数 を 著しく 減少しつつ ある。 失業者 を 家庭へ 吸収 

させる ために、 女性 は 社会から 家庭へ 追い込まれる。 

そのために 必要な の は 女性の 社会的 低能 化でなくて は 

ならぬ。 之 は 日本に 限らず ドイツ. イタ リャ などの 支 

配 者の 社会教育 方針な の だ。 —— 日本 女性の 教育が、 

男性 教育に 較べて 著しく 封建主義 的で あり、 而も それ 

が 最近の 数年間に 於て 甚だしく 強調され だした こと は、 

資本 制 下に 於け る 女性と 家庭との くされ 縁から 云って、 


宿命的な ことなの だ。 

女性と 家庭との くされ 縁と 云った が、 このく され 縁 

は 資本主義 下に 於け る 特色で ある こと を 忘れて はなら 

ない。 と 云う の は 前に も 述べた ように、 封建的 家庭 秩 

序 は 資本主義の 成長に よ つ て 次第に 破壊され たに も拘 

らず、 資本主義 自身 は 家庭と 資本 制 自身との 矛盾 を遂 

に 解く ことが 出来ない ので ある。 過剰 労働力が うよう 

よして いて 夫が 頭痛の 種で さえ ある 処に、 特殊な 女性 

向き 労働 を 除いて、 不熟練な 婦人 労働力な ど 何の 必要 

があろう。 従って 家庭 労働 を 社会化し 主婦 や 娘 達 を 生 

産 場面へ つれ 出す こと は、 一般的に 云う と 資本に は 何 


等の 興味の もてない ことなの だ。 この 際に 男女同権の 

叫びな ど は、 それが 何 か 或る 一 つの 恐るべき 勢力と 結 

び ついて 恐怖と ならぬ 限り、 資本の 耳に 訴える ことの 

出来る 箬 はない。 ブル ジョァ • デモ クラシ— の 発達が 

低い 日本に 於て は 特にそう だ。 

ソヴ ェ —ト 連邦に 於け る 女性 は 男女平等に 社会的 教 

養 を 得られる 組織に なって いる。 単にそう いう 方針が 

ある だけで はなく、 そういう 方針が 成功す る 社会的 機 

構が あり、 そして 事実 相当の 程度にまで 夫が 成功して 

いる。 と 云う の は、 他の こと は 論じない としても、 ソ 

ヴェ— トに 於け る 家庭 労働 は、 目的意識 的に 社会化の 


過程 を 進められつつ あるので ある。 共同 食堂. 託 児 

所 • 同棲 生活の 自由 • 等々 の 発達が 之 を 示して いる。 

ここで は 女性 も 亦 労働の 権利 を 憲法に よ つての みなら 

ず 社会の 実地に 於て、 与えられ ている。 而も それ は 女 

性の 母性の 保護の 下にで ある。 ョ— 口 ツバ 大戦に 於て 

はョ— 口 ツバの 交戦国の 女性 は、 男性の 手不足の ため 

に 生産 労働に かり 出された が、 併し 狡 兎 死して 走狗 烹 

ら るの 譬えの 通り、 資本の 必要から 見て 不用に なった 

彼女 達 は、 忽ち 家庭へ たたき 戻された。 それ を 最も 痛 

切に 身にしみて 感じねば ならなかった の は 今日の ドィ 

ッの 無産 婦人だった ろう。 尤も 戦時 共産主義 時代の ソ 


ヴェ— ト 労働 婦人 も、 やがて 労働力の 不熟練に よる 低 

質の ために、 次第に 淘汰され たという 事実 は 忘れられ 

て はならぬ。 特に 新 経済政策 以来そう なの だ。 だが、 

之 は 社会 機構の 問題ではなくて 女性の 教育 程度 (労働 

能力の 教養) の 問題で あり、 だから 女性の 教育が 社会 

的に 発達 すれば よくなる 事柄で あり、 而も 女性の 教育 

を 阻害す る 反動的な 必要 は どこに もない ので あり、 の 

みならず 女性の 教育 を 男性と 同等に、 なお 又 資本 制 的 

教育よ リ遙 かに 矛盾な く、 促進す る 社会的 条件 自身が、 

そこに は 備わ つ ている ので ある。 

だが 女性 教育の 日本に 於け る 反動 振り は、 必ずしも 


資本主義の 発達が 後れて いたと いう こと だけで は 説明 

出来ない。 資本主義が 日本よ リも遙 かに 後れて いる 中 

国に 於て は、 ヤン ガ— ジ ェ ネレ ー シ ョ ン の 女性 イン テ 

リの 社会的 地位 は、 平均して 日本よりも 確かに 高い と 

云わねば ならぬ。 之 は 結局に 於て 現代 支那に 於け る 女 

性の 社会教育が、 少なくとも 部分的に は 可な り 進んで 

いる こと を 物語って いるだろう、 教育の 理想 は 元来、 

一 つの イデ ォロギ ー として、 国際的な 可動性 を 有って 

いる。 之 は 日本に も 支那に も その イデ ォロギ —的 影響 

を 有ち 得る ものな ので ある。 ただ 支那に 較べて、 半 封 

建 的 残滓が 社会の 基底と して 政治的に 遙 かに 強く 制度 


化されて いる 日本の、 法治 的 秩序の 良さが、 この 影響 

の 自由 を 妨げて いるので はない かと 考えられる。 恐ら 

く 中国で は その 法治 的 秩序の 不統一 のために 却って、 

丁度 日本の 維新の 初期が そうであった ように、 この 教 

育の 理想 (つまり 社会の 理想 だが) が 比較的 正直な 影 

響 を 或る 一 部の 進歩 層へ 与える ことが 出来る ので はな 

いかと 思われる (但し 中国の 女性 教育に 対する 進歩的 

影響 は、 日本の 明治 中期 以来の ような 一 種の 退化 を 招 

くこと は 当分 は あるまい と 想像す る。 なぜなら 支那 は 

内部的な 動き を 当分 続けて 行く だろう から)。 

だが 日本の 家族制度が、 女性の 社会化 を 妨げつつ あ 


る処の 原則で ある にも拘らず、 又 この 社会化 防止 • 家 

庭 的 強制の 強調 にも拘らず、 この 事情が 徹頭徹尾 反動 

に 過ぎぬ という こと は 云う まで もな い。 と 云う の は、 

こうした 条件、 こうした 動き は、 大勢の 運動 方向の 必 

然性 を、 結局に 於て どうす る こと も 出来ない ので ある _ 

現に 日本の 家庭 は 刻々 に 破壊され つつ ある。 家庭 を 離 

れた 農民 は 続々 として 都会に 侵入しつつ ある。 夫が 都 

巿 膨張の 一 つの 有力な 原因に なって いるの だ。 職業 婦 

人 は 年々 増加しつつ ある。 之 は 今の 処、 それだけ 家庭 

結成の 延期 を 意味して いる。 こう 云った 状態 は 女性 を 

封建 家庭的な 生物と して 取り扱おう とする 支配者 男性 


にと つて は 全く 失望に 値い する もので あり、 又 自分 を 

封建 家庭的な 存在と しなければ 幸福 を 感じない ような 

婦人の 甘味な 夢に とって は 極めて 不幸な こと だ。 だが 

こういう 不幸の 感情の 原因 は、 この 家庭 崩壊と いう 事 

情 自身に あると いうよりも、 寧ろ、 この 崩壊す る 家庭 

に 社会的 利益の 最後の 望み を 託して いる 社会教育 者 や 

女子 教育家、 「識者」 や 婦人 雑誌の 「記者 先生」 にある 

こと を 忘れて はならぬ。 春秋の 筆法 を 以てすれば、 婦 

人ジャ ー ナ リズム こそ は 現代 女性 を 不幸に している 責 

任 者の 第一 人 者で あるか も 知れない。 

併し 現に 日本の 家庭 は 崩壊しつつ ある。 その 結果 女 


性 は 家庭から 社会へ、 いやで も 投げに なって いるの だ。 

如何なる 女性 反動 教育家 もこの 教育的 効果に 就いては 

悪口 を 云う y J と は 出来 ま い し、 又 無論 之 を 妨害す る ザ J 

とも 出来ない。 女が 医学博士 や 何 かになる こと は、 日 

本の 文化の 発達 を 意味す る もの だと 云わざる を 得ない 

だろう。 職業婦人 や 之と 風俗 上 或る 共通な 前進 を 共に 

している モダン ガ— ルゃ 女学生 も、 男 達が 実際そう い 

う タイプの 女 を 好きで 夫が 殿方の 要求に 適して いると 

すれば、 嫁入り 前の 娘 を かかえた 親 達 は、 もう 何も 云 

うこと はなくなる 害で ある。 キネ マ や レヴュ —も 今日 

では 最大の 女性 教育機関 である。 校長 先生の 人格 を以 


てしても 一 タ ー キ— の サイン や ディ —， ^リヒ の イット 

の 教育的 威力に は 敵わない の だ。 封建 武家の 生活から 

の 伝統に すぎない 各種のお 作法 やお 行儀 も、 洋装の 制 

服の 前に は 滑稽な ファ— スに しか 過ぎなくなる。 実際 

このおかげで 娘 達の 脚 は 急速に 長くな つたので あり、 

それから 見る と 彼女のお 袋 達の ョ チヨ チ あるき は 醜悪 

で 不作法な ものと なった 以上、 誰も もはや 之 を 非難す 

る 勇気 を 有たない。 体育 や スポ— ッ (体育と スポ ー ッ 

は 元来 別で 特に 或る 政治的な 必要の 下にの み 一 致させ 

られ ている が) に 於け る 女性の 進出 は、 女性 教育の 成 

功で こそ あれ、 女性の 堕落 だと は 誰も 云うまい。 


だが こうした 女性の 教育 上に 於け る 進歩 は、 反動的 

な 日本の 教育者に とって は、 その 三分の 一 は 意識的 意 

図に 基いて いるが、 残りの 三分の 二の 半分 は 無意識的 

な もので あり、 あとの 方の 三分の 一 は 全く 意図に 反し 

たものに 他なら ない。 つまり 女性 は 支配者の 教育 方針 

と は 半ば は 独立に、 自分で 自分の 教育 を 行いつつ ある 

わけなの だ。 そして 女性 教育の 問題 はこの 自己 教育の 

方向に あるので ある。 女性 を 教育す る もの はだから 現 

代、 何よりも 社会の 転化 そのもの であると 云わねば な 

らぬ。 今日の 女性 教育に とって 最も 有効な 手段の 一 つ 

は、 女性が 封建的 家庭から 独立す る こと だ。 之が 資本 


主義 下に 於け る 女性 教育の 根本的 矛盾 を 解決す るに 必 

要な コー ス である。 だが 本当に 封建的 家庭から 女性が 

独立 出来る という こと は、 つまり 現下の 資本主義 下に 

於け る 家庭の 崩壊と 共に、 之 を 合理的な 結婚 形式に 高 

めら れる 新しい 性 関係の なり 立つ 社会の 建設の 他に は 

ない ので ある。 モダン ガ ー ルの類 はこ こまで 問題 を 押 

し 進めて いない。 だから 彼女 達に は 単なる 無能な 不平 

と ニヒリスティックな 快楽 以外に 生活の 開放がない の 

だ。 —— でそう なると 問題 は 単なる 女性の 問題で もな 

く、 又 単なる 教育の 問題で もない。 この 問題 は 大衆の 

階級 的 動き の 他に は 実地の 解決 を 見出だ す ことが 出来 


ない という ことになる。 女性 教育に 就いて すぐ 様 思い 

浮べら れ るの は 男女 共学 の 問題 と 広義 の 性教育 の 問題 

とで ある。 だが 日本の 現状で は (尤も 日本に は 限らぬ 

が) 夫 を この 大衆の 階級 的 動きから 割り出さぬ 限り、 

男女 共学 も 性教育 も 決して 実 を 結ぶ こと は 出来ぬ。 婦 

人参 政権 問題 も廃娼 問題 も 皆そう だ。 II 教育の 根柢 

は 学校で も 家庭で もなくて 正に 社会 だ。 そして 女性 教 

育の 根柢 は 女性の 問題 や 教育の 問題に あるので はなく 

て、 正に 社会の 階級 的 動きの 問題に あるので ある。 


^ 現代 青年 子女の 結婚 難 

結婚 生活に 這 入る ことが、 社会生活 として、 とに 角 

容易な もので ない という 意味なら、 結婚 難 は 昔から 

あった わけ だ。 極度に 貧困な 男 や、 色々 の 階級の 売女 

達 は、 昔から 結婚 難であった。 彼等 は、 少なくとも 世 

間から レ ツキと した 夫婦関係と 見做される 一 夫 一 婦制 

度に 則った 性生活に は、 容易に 近づく ことが 出来な 


かった ので ある。 之 は 要するに 貧困から 来た。 

だから 結婚と いう この 制度 は 従来、 社会に 於て 相当 

な 位置 を 占めて いるよう な 階級の 人間 だけにと つ て 当 

り 前 至極な 制度で あり、 大して 苦しまなくても 這 入る 

ことの 出来た 制度で あつたが、 他の 相当 少なからぬ 数 

の 下層の 男 や 女に とって は、 羨し くても 手のと どかな 

い 社会制度だった わけで ある。 

而もそう いう 社会で 通用す る 道徳 は、 一 夫 一 婦 制度 

が 神聖 犯すべからざる 鉄則 だと 教える の だから、 結婚 

したくても 出来ない 男女、 而も 正式の 結婚に よらずに 

何 かの 様式で 性欲 や 愛情 を 満足 させねば ならぬ 男女 は、 


社会の 道徳に よって 極度に 虐待され る。 侮辱され たり 

後ろ指 を 指されたり、 権利 を 蹂躪され たりす る。 最近 

或る 愚昧な 一 群の 「名流 婦人」 達が、 公娼 制度の 擁護 

を 叫んで 起って 云う に、 良家の 子女の 貞操 を 保護す る 

ために は 公娼と いう 官許の 売淫 制度が 社会 風教 上 必要 

だ、 というの であるが、 こういう 馬鹿げた 考え も 案外 

従来の 常識と ひどく 距っ たもので はない ので ある。 

併し 何と 云っても、 家族の 財産に 基く 一夫一婦 制に 

則った 所謂 「結婚」 なる もの は、 従来の 日本の 社会に 

於け る 男女 関係の 最も 公的 代表者で ある こと は 云う ま 

でもない ので、 徳川 時代の 封建 制の 下で は、 この 結婚 


なる ものが 大抵の 武士 や 町人 や 百姓 達に も 実行 出来る 

ものであった。 この 点 明治時代に 這 入っても 大した 変 

りはなかった ようで ある。 でそう いう 場合に は、 実際 

は 社会の 至る処に 結婚 難があった にも拘らず、 結婚 難 

という 事実が、 まだ 問題に ならずに 済む ことが 出来た。 

社会の 相当の 階級で は、 大体に 於て、 結婚 難 は 例外の 

ような 場合で なければ 決して 起きそう になかった。 娘 

達 は 年頃に なれば、 何とか 親 達の 手に よって、 どこか 

の 男の 妻と して 片づ くこと が 出来た。 普通の 家庭の 十 

人並みの 娘なら、 この 点 安心して いられた ので ある。 

結婚 難と いう ことが やかましく なり、 重大な 社会 問 


題に なって 来たの は、 大正の 末期からで あるよう に 思 

う。 その 頃から 事実 結婚 難が 大きくな つて 来たの が 根 

本の 原因 だが、 その 結果と して、 結婚 難と いう こと を 

世間の 人間が ハツ キリ 認めて 口にする ことが 流行に 

な つ て 来たので ある。 

では なぜ 結婚 難が この頃から 増大した か。 結婚 難の 

原因 は 色々 と 挙げられ ている。 女学生 教育が 普及した 

ために、 勉強のお かげで 婚期 を 失する の だとい う 考え 

も あるら しいが、 この 説の 辻 棲の 合わな いのは 勿論 だ。 

皆ん なの 婚期が 延びる の だから、 それだけ 年を取って 

も 婚期 を 失う という 害 はない ので ある。 結婚適齢期 は 


段々 後れて 来つつ あるので ある。 娘 達の 眼が 肥えて 来 

て、 要求が 贅沢に なった から、 というの も 聞えない。 

男 は それ 程 屑ば かりで も あるまい。 又 職業婦人になる 

者が 多くて、 その 職業婦人 という 独立な 生活の 自由 を 

失う のが 嫌 だとい うので 結婚 拒絶 症に なって いるの だ、 

という 説明 も 見かける が、 それ は 大体から 云う と噓 で、 

職業婦人 は 年齢の 関係 もあって、 最も 結婚 を 熱望して 

いる 女 群な の だ。 ただ 事実、 なぜか 結婚が 出来ない の 

である。 之 はとい う 相手に 出会わな いからで ある。 

だが 一番 間違いの ない 処は、 結婚 難が 大部分 男の 側 

の 就職難に 原因して いると いう こと だ。 独身の 男 達が 


就職難な ので、 結婚しても 女房 を 養う ことが 出来ぬ と 

いう 事情が あるから、 聡明な 男 や 女 は、 結婚と いう 生 

活を 拒絶 せざるを得ない。 之 を 男の 意気地なしと 云お 

うと、 女の 贅沢と 云おうと、 女の 理想が 高す ぎる と 云 

おうと、 我儘と 云おうと 勝手 だが、 とに 角 若い 男女の 

欲望 や 愛情の 如何に 関らず、 社会の 経済 関係が そう 

なって 来て いるの だから、 仕方がない。 なる 程 無理 を 

すれば 出来る ような 結婚 も あるが、 そうまで して 経済 

上の 苦痛 を 忍ばねば ならぬ 程、 青年 男女 は 「結婚」 と 

いう ものの 権威 を 信じて いない こと も 事実な ので ある。 

無論 結婚と いう 形式 は 好い 華 かなもの だが、 その反面 


に は 忍ぶべからざる 苦痛と 気づ まりと 絶望と がかく さ 

れ ている という 真理 を、 実は 今日の 男 も 女 もす でに 

知ってい るので ある。 結婚と いう 制度 は 青年 子女に 

とって は、 痛し痒しの 制度と なりつつ ある。 そう 感じ 

られ るの は、 結婚 難と いう ものが、 ごく 普通な 現象と 

見える 程に この 社会で 増大した からな の だ。 

つまり 今日の 所謂 結婚と いう 古来からの 社会制度が 

段々 矛盾 を 持って来る ようになって 来たので ぁリ、 又 

現代の 青年 子女が その 矛盾 を 愈々 切実に 感じなければ 

ならぬ 破目に なって 来たので ある。 処が 結婚 制度の こ 

の 矛盾 は、 さっき 云った ように、 就職難と いう 経済 生 


活の 矛盾から、 出て 来る の だ。 就職難ば かりで はない、 

その 裏に は 事業の 失敗、 商売の 失敗、 賃銀の 低下、 生 

活 費の 高騰、 失業、 こうした 一切の 社会の 矛盾が ひそ 

んで いる。 一般に こういう 経済 生活の 矛盾から、 結婚 

という 社会制度が 事実上 行なわれ 難くな り、 それが 結 

婚難 という ものに なって 来て いる。 男が 悪い ので も 女 

が 悪い ので もない。 社会の この 矛盾 は 大正の 末期から 

著しく 感じられる ようにな つ た。 

之 は 今更 私な どが 説かなくても 知れ渡った 常識な の 

だが、 それよりも もっと 手近かな 打開 策 を 聴かせて 欲 


しい、 と 読者 は 云う かもしれ ない。 私で も、 仮に 自分 

を 結婚適齢期の 娘と 仮定 すれば、 色々 私 独特の 求婚 ェ 

策がない でもない。 併し この ェ策 は、 私が インテリ 娘 

であるか、 お 百姓の 娘で あるか、 地主の 娘で あるか、 

ブル ジョァ の 娘で あるか、 商人の 娘で あるか、 職工の 

娘で あるかに よって、 或いは 又、 私が オフィス ガ ー ル 

か バスの 車掌 か、 女 教員で あるか 商売 女で あるか それ 

ともた だの 娘 や 女学生で あるか、 などに よって、 別々 

でなくて はならぬ。 女性よ、 聡明に なり 活発に なれと 

云って 見た 処で、 又 女性よ 女らしく なれと 云った 処で、 

そんな 一 般 的な 処方 は 役に立つまい。 


ただこう いう こと は 考えられる。 結婚 難 かどう か 知 

らな いが、 少なくとも 結婚の 条件 を 悪く している もの 

が、 日本で 男女 交際の 発達して いない こと だ、 という 

こと は 一 考に 値い する。 封建時代に は 職業が 世襲で 

あつたよ うに 結婚 範囲 も 世襲の ような もので、 旗本の 

娘 は 旗本の 息子へ、 町人 は 町人へ、 という 具合に、 数 

から 云っても 大体つ り 合う ことが 出来た ので、 深窓の 

内に だまって 坐って いても 縁 はいつ か は 降って 来たが、 

資本主義 時代に はそう は 行かない。 結婚 も 亦 ここで は 

出世と 同じに 銘々 の 個人の 手腕に よる わけ だ。 この 手 

腕 を 発揮 出来る チャンスが 男女 交際な の だが、 日本で 


夫が 発達して いないの は、 とに 角 結婚の 条件と して 悪 

い。 つまり 自由 恋愛と いう 特別な 結婚の 予備 生活の 

チャンスがない ので ある。 日本の 社会で は 恋愛と いう 

制度が ない の だ。 恋愛 はた だの 間違いに されて いる。 

処が この 男女の 交際、 自由 恋愛の チャンス は、 最近 

とに 角 多少 は 開拓され て 来て いる。 一般の 社交と いう 

ものが 開けて 来たから でも ある。 キネ マ や スポ— ッゃ、 

オフィスに 於け る 事務 や は、 若い 男女の 公然たる 接触 

と、 共通の 生活 内容と を齎 した。 併し 皮肉に も それと 

全く 平行して、 結婚 難 は 増 々増大して 来て いるの は ど 

ういう わけ か。 男女の 社交 は 勿論 結婚の 条件 を 甚だ 好 


くす る もので、 絶対に 欠く ことの 出来ぬ もの だが、 之 

を 結婚 難の 解決 だと 思い違いをして はならぬ。 

リンゼ— の 友愛結婚 は 一 見、 この 結婚 条件の 改良 を 

意味して いるよう だ。 恋愛から 這 入って 試験的に 結婚 

して 見て、 悪かったら 解消しょう というの である。 だ 

が 同時に 之 は 結婚 難の 一 種の 解決で も ある こと を 注意 

したい。 なぜかと いうと その内に はすで に 産児制限が 

含まれて いる。 試験 結婚 中 は 産児制限 をす る わけ だが、 

この 産児制限の 実行が 不可能な らば 友愛結婚 は 今の 処 

無意味に 帰す る 害 だ。 と 同時に 友愛結婚 は 一夫一婦の 

肉体関係 を 絶対 視 しょうと する 従来の 結婚 観念 を 是正 


する ものな の だ。 これまでの 貞操観念 は 一夫一婦の 肉 

体 関係が 絶対 だ という ことだった が、 この 貞操観念 を 

もう 少し 実際的な そして 精神的な ものにし たこと でも 

ある。 産児制限が 自由に 行くなら 結婚して 最も 負担に 

なる 分娩 育児が 自由にな るの だから、 結婚 は その 大部 

分の 困難 を 失う し、 結婚が 試験的に 出来て 而も 無 貞操 

を 非難され ない のなら、 無意味な までに 結婚に 対して 

「慎重」 である 必要 もなくなる。 之 は 確かに 今日の 結 

婚 難の 一部分の 解決 だ。 実際、 男女 は 別々 に 生活す る 

よりも、 一組ず つ 共同生活 をした 方が、 経済な ので あ 

る。 


尤も 私 は 之 を 結婚 難の 根本的 解決と は 思わない、 大 

衆 的 失業が なくならねば、 そして 之と 無関係で はない 

が、 今日の 「結婚」 という 社会制度の 持って いる 財産 

上の 関係が 変革され なくて は、 要するに この 社会の 経 

済 的 機構が 根本的に 変らなくて は、 結婚 難の 源泉 は 根 

だ やし 出来ぬ。 之 は 空想ではなくて ソヴェ —ト • ロシ 

ァ あたりで 現に 部分的に 実現して いる 処だ。 その代り、 

その 場合の 結婚と いうの は、 今日日 本の 上流 家庭の 奥 

様 やお 嬢 様 方が あこがれて いるよう な、 ああい う 内容 

を 具足した もので は 恐らくな いの だ。 で、 いずれに し 


て も、 今の ままの 結婚 を 理想と する ような 結婚 は、 依 

然、 否 全然、 困難 だ。 併し 仮に リンゼ— の 友愛結婚の 

ような 打開 策で も、 今日の 日本の 上流 夫人 令嬢 方の つ 

つましい 女らし さ を 狼狽 (？) させる に 充分 だ。 だか 

ら どっち 道、 今の ままの 結婚 理想の 下で は、 結婚 難 打 

開の 根本 策 は 無い という ことになる。 

結婚と い う 観念な り 理想な り を 変更 しないと、 結婚 

難 は 消えない。 要するに 「結婚 難」 と 今日 云われて い 

る処の もの は 解決 不可能な もの だとい うので ある。 で 

はどう 変える か。 一例 は 家庭と いう ものである。 女達 

は 結婚 前 も (結婚 後 はなお 更)、 結婚 は 男と 家庭生活 を 


持つ ことと 思って いる。 その 言葉 は 好い が、 どういう 

ことかと 思う と、 職業婦人 は 社会に 於け る 職業 生活 を 

やめる ことで あり、 ただの 娘 達 はなるべく ボ ー ナス 

(？) の 多い 家庭 労働へ 就職す る ことで ある。 いずれ 

にしても 社会的 労働の 代りに 「家庭の 人」 となる ので 

ある。 社会の 代りに 家庭に 這 入る という ことが、 女の 

結婚 だ。 処が 男に とって は、 まるでそう でない。 これ 

は 男の 結婚と 女の 結婚との 悲しむべき 食い違いだ。 而 

もこの 男と 女と がー 緖に暮 すので ある。 その 結果 は ど 

うなる か。 それ は 奥様 方の 充分 御 承知の こと だ。 


結婚と いう 観念 を、 家庭 主義から 解放せ よ。 現に ァ 

パ ー ト などと いう ものが 家庭 を 建築 上の 造作から 変え 

て かかって いる。 日本の 家庭 は 今、 日 一日 崩壊して 行 

きつつ ある。 廃墟に 立つ こと を 欲しない 青年 子女 は、 

その 結婚の 理想から 家庭 主義 を 捨てよ とか 家庭 を 有つ 

なと いうので はない。 家庭 だけ を 頼りに して 結婚 生活 

が 出来る という 迷信から 醒めよ というの である。 家庭 

を 持ちながら、 出来るだけ 社会的 職業 を 持って 社会人 

として 独立す る こと を 理想と せよ、 というの である。 

尤も 之 は 理想 だ。 現在の 日本の 家庭 は、 家族 銘々 の 

習慣から 云って この 理想に は 極めて 不向き だし、 それ 


に 第一 社会に 於け る 就職難 自身が 絶大な の だ。 そして 

家庭の 矛盾と なって 現われて いる 炊事 や 育児 を 社会的 

に 合理化す 社会 施設 はまる で 省ら れ ていない。 だが 理 

想 は 理想で あり、 真実な の だ。 少なくとも お嬢さん 方 

(と 云うよ リも 奥さん 方と 云った 方が いいだろう) の 

所謂 「結婚」 という 理想よりも、 先々 の 見込みの ある 

理想 だろうと 思う。 

女が 働きに 出れば、 ただでさえ 就職難な 亭主 達 は 

愈々 困る だろう、 と 云う が、 夫 は 全くそう なので ある 

だが そうだ からと 云って、 ヒ トラ— のように、 女の 七 

児 生産 を 奨励す るよう な 家族 主義が、 民衆の 幸福 を 愚 


弄する ものである ことに 変り はない。 独り ドイツの ヒ 

トラ— に 限らぬ。 日本で も 今日、 この 家族 主義 は 甚だ 

無責任に 旺盛で ある。 この 家族 主義 は 社会に 於け る 就 

職 難 を 弁護して いる。 だから 結婚 難 を 弁護して いるの 

も 亦 実に、 この 家族 主義、 家庭 主義 だとい うこと にな 

る。 夫が 例えば 花嫁 学校 主義な の だ。 

そんな まわり 遠い 社会政策ではなくて、 私の 年頃に 

なった 娘の 縁談 を 早く 何とかして 呉れと いうか も 知れ 

ない。 それなら 私 はこう 云おう。 何、 その内い つか あ 

ります。 世間が 結婚 難 だからと 云って、 何も 貴女の 娘 

さんに 限って 結婚 出来ない という ことに はなり ません _ 


世間 は 世間、 貴女 は 貴女と いうの が 貴女の 建前で は あ 

リ ません か。 それから、 結婚 難 は 世間の 社会の 問題で 

すから、 之 を 解決した つて 貴女の お嬢さんの 嫁入 口が 

決まる わけで もありません。 結局 貴女 は 結婚 難な ど 問 

題に する 必要はなかった のです、 と。 —— 個人々々 が 

自分 やお 友達の 結婚ば かり 考えて いる 限り、 結婚な ど 

という 社会問題 は どこに も 存在し ない。 結婚 難 を 問題 

にしたい なら、 社会問題 —— 社会 自身の 矛盾 —— を 問 

題に しなければ ならぬ。 処で 家庭 主義者に は 之 は 一 寸 

無理な 注文 だ。 尤も 手近かに 自分 だけの 結婚が 問題な 

のなら、 コケット リ— という もので 充分 実際的に 役立 


つだろう とも、 私 は 思って いる 


^ 大学 論 

一 私大と 帝大 との 同質 化 

私立大学が 問題になる の は 主に 帝大 との 対比に 於て 

である。 大学と して 歴史の 古いの はいう まで もな く 東 

大 丄足大 などの 帝大 であり、 之と 比較す るに 充分 古い 

伝統 を 有って いるものが 所謂 私学 = 私立大学 だからで 


ある。 尤も 今日の 私立大学が 文部省 的な 資格に 於て 大 

学と なった の は 十五 六 年 前の ことに 過ぎず、 その 点 だ 

けから 云えば 他の 官 公立 大学と 違い はない が、 併し 帝 

大を 含めての 官学に 対立した もの は、 明治時代からの 

専門学校の 資格と しての 私立 「大学」 だった ので ある。 

帝大 がかって 官僚 政府 的な 要求から 主に 行政 技術 家 

と 産業 技術 家 其の 他 を 養成す る ことに 勢力 を 集中した 

のに 反して、 私立 (六 大法 律 学校の 後 身 —— 特に 慶応 

と 早稲 田) は 新興 ブル ジョ アジ ー の 観念 上の 要求から、 

主に 政治家 や 産業 金融 実業家の 候補者 を 産み出す 結果 

になった、 と 大体 云って いいだろう。 私立大学が 旧く 


官学に 対抗して 私学の 自由 を 高唱し 得た の は 全くこう 

した ブル ジ ョ ァ 自由主義 乃至 ブル ジ ョァ. デモ クラ 

シ ー の 観念 を 根拠と してであった。 大隈 伯の 自由と 云 

い 福 沢 翁の 実学と 云 い 、 いずれも 半 封建的な 資本 制 日 

本の 官僚 的 支配に 対する 反抗が、 学問 乃至 教育の 方針 

として 具体化され たもので、 官学 的 ァカ デミ— の 標準 

から 見れば、 昇格 以前の 私立大学 (専門学校) は 確か 

に 学究的な 権威に 於て は 到底 帝 犬の 敵ではなかった の 

が 事実 だが、 併し それだけに 一 つの 独立 不羈な 生活 意 

識 に裏づ けられて いたので、 単に ブル ジョァ 政界 や 財 

界に钤 て ブル ジ ョ アジ ー の 自信 ある 前進に 沿うて 進取 


の 歩武 を 進める ことが 出来た ばかりでなく、 文学 運動 

や 文筆 活動に 於ても 帝 犬の 追随 を 許さぬ もの を 示す こ 

とが 出来た。 

併し 考えて みると、 こうした 私大と 帝大、 私学と 官 

学、 との 対立 はそう いつまでも 続く こと は 出来ない 害 

であった。 日本の 新興 ブル ジョ アジ— と 官僚 政府との 

妥協の 結果が 段々 熟して 来る に 従って、 ブル ジョァ 

ジ ー と 官僚との 経済的 政治的 社会的な 役割に 於け る 区 

別 やまして 対立 は、 追々 意義 を 失って 来て、 官僚の 独 

特の 役割 は ブル ジョァ 社会 そのものから 浮き 上り、 単 

なる 行政 事務 上の 意味し か 持た なくなった。 ブル ジョ 


アジ— は 本来 受けた 半 官僚 的な 変形な りに、 そのまま 

官僚 そのものから 離れて、 社会の 行動と 意識との 指導 

的な 担い手と なった。 

では その 結果、 官僚 系に ぞくする 帝 大の方 は ブル 

ジ ョ ァ 社会の 地盤から 浮き 上り、 その代りに 私立大学 

の 方 は ブル ジョァ 社会の 肉体に 潜入して 著しい 発展 を 

遂げた かとい うと、 事実 は 全く 反対だった ので ある、 

世界大戦の 直後 以後 は 日本の ブル ジョ アジ— が 外見 上 

最も 華やかだった 頃で、 今日と 違って 官僚の 社会的 役 

割な どに ついて 思い出す 人 さえない 時期だった が、 私 

立 大学が 新 大学 令に よって 帝大 並みの 「大学」 に 昇格 


し、 文部省と いう 教育 官僚 府 のより 直接な 統制 下に 編 

成された の は、 恰も この 時期だった の だ。 

だが - J の 現象 は こうい う 風に 説明され る ベ きで ある。 

私大が 帝大 並みと なり、 結局 本質に 於て は 第二義 的 二 

流帝大 として 帝 犬の 一 部に 繰り入れられ たこと は、 別 

に 旧来の 私大が、 曾て その 当の 対抗の 対 手であった 旧 

来の 意味での 帝大に 帰順した ので はない。 それより 先 

に、 帝大 そのものの ブル ジ ョ ァ 社会に 於け る 意義が 

変って 来て いるので あって、 名 は 同じ 帝大 でも その 本 

質 は 別の ものに なって いたので ある。 と 云う の は、 半 

官僚 的 ブル ジョァ 社会の 発達の 上からの 促進の ために 


維新 以来 国家の 支配 幹部の 候補生 を 収容す る 害 だ つ た 

帝大 も、 ブル ジ ョ アジ— の 外見 上の 華 かさが 意味す る 

社会的 部署の 安定に よって、 もはや それ以上の 官僚 的 

幹部 を 養成す る 必要 を 持た なくなった 結果、 帝 大は改 

めて 単なる 巿 井の 授職機 関にまで 変質した ので ある。 

私大 も 亦 初めから 巿 井の あま リ 活発で はない にしても 

授産 場で あつたの だが、 この 市井の サラリ —マン 巿場 

が、 官僚 市場と 対立す る 必然性 を 失った 以上、 帝大と 

私大と は、 今では 殆んど 同じ ブル ジョァ 社会の 巿井的 

な 授産 場と して、 同じ 本質の ものに なって 了った ので 

ある。 


だから、 私立が 帝大 並みに 昇格した の は、 実は 私大 

が 帝 犬に 屈した ので はなく、 云って 見れば 帝 犬が 私大 

に 屈した ような ものな ので ある。 —— だが 学術 授産 場 

という 資格に 於け る 大学に して 見れば、 大学 そのもの 

としての 比重の 大き いのは 矢張り 帝大 なの だ、 そこで 

帝大を 屈服 させた 私大 も、 その 大学の 学術 機構と いう 

内容から 云えば 矢張り 帝大に 屈して 之 を 模倣せ ざる を 

得ない ので あり、 かくて 私大 は 今日、 二次的な 亜帝大 

として 繁栄しつつ あるので ある。 之 は 口  — マ を 征服す 

る ことによ つて 口  — マ 文化に 征服され たヴン ダル 人の 

ような わけ だ。 


実際 今日の 私大 は、 善い 意味に 於ても 悪い 意味に 於 

て も、 帝 犬と 本質 上 少しも 変る 処 はない。 官吏 ゃ半官 

立 的 銀行 や 重要産業 工場への 進出 も、 今 は帝大 だけが 

享受す る 特権で はなくな つた。 学究的な 水準から 云つ 

て も、 あまり 大した 区別 を 両種の 大学の 間に 見出す 事 

は 出来ない。 —— 尤も 之 は 歴史の 波の 割合 大きな うね 

りに 注目す る 限りそう なので、 もっと 微細な 顕微鏡で 

臨めば、 以上の 点 だけ を 限って 見ても 大いに 私大と 帝 

大 との 差別 は あるの だが、 併し 二つが 段々 その実 質 上 

の 資格に 於て 接近しつつ あると いう 方向 は、 その 際に 

も 依然として 動かない 処 である。 だから もはや 今日で 


は、 私立 は 自由で 帝大は 官僚 的 だ、 などと いう 世 迷い 

ごと は 通用し ない。 帝大は 官僚 的な 圧迫に 対して は甚 

だダ ラシがない が、 同時に 社会的 巿井 的な 圧迫に 対し 

て は 私大が 最も ダ ラシがない。 帝 大は巿 井から 制約 を 

受ける ことが 少ない が、 それと 同程度に、 私大 は 官僚 

的 制約から 依然として 自由 だ。 例えば だから 現代 日本 

の ファッショ 的 圧力に 対して どれが 強くて どれが 弱い 

などと は 云えない ので ある。 

にも拘らず 一 つ 見落す ことの 出来ない 違い は、 帝大 

に は 殆んど 名目 上に 過ぎぬ と は 云え 教授会 乃至 評議会 

としての 大学 自治 組織が あって、 それが 対 政府 的に も 


対 社会的に も、 又 対 学内 的に は 無論、 或る 程度まで 効 

力 を 有って いると いう 点 だ。 之 は帝大 教授の 一種の 学 

術 的 実力 (有 態に 云って 一 般に 帝大の 教授の 方が 私大 

の 教授よりも 今でも 少し 学究的に 水準が 高い) と 相 

俟 つて、 一種の 自信 を、 少なくとも 過去に 於て は 産み 

出した。 と 同時に、 官僚 的 政府 的 支配 は帝大 に対して 

ヒ ェ ラル ヒ— を 通じて 間接に しか 伝達され ない という 

こと もこ こに 関係して いる。 —— 処が 私大に は 実際 上 

教授 団の そうした ギルド 的 抗争 組織 は 発達して いない _ 

私大の 法人の 理事で ある 私大 経営者 乃至 企業 人 は、 教 

授 に対して 直接に 又 各個に さえ 交渉 を 有つ ことが 出来 


る。 私大 教授が 大学 当局に 対する 態度 は、 帝大 教授が 

大学 当局 或いは 寧ろ 文部省 当局に 対する 態度に 較べ て、 

決して 尊敬すべき ものと は 見えない。 

教育 営業の 意味 を 何と 云っても 脱する ことの 出来な 

い 私立大学 は 明らかに 一 つの 利益 団体で ある。 この 学 

校 会社の 最後の 株主 は、 仮に 各人の 持 株の 数 は 少なく 

とも、 所謂 「校友」 乃至 「先輩」 なので ある。 大学 当 

局 者 はこの 「校友」 の 代表者で あり、 学生 は その 候補 

者で あり、 教授 は 自身 校友で ない 限り 一時的な 使用人 

である。 ここから 特別な 「愛校心」 が 産まれたり、 又 

勇敢な 「応援団」 が 出来 上ったり する ので ある。 私立 


大学生に とって は、 仮に 自分が 籍を 置いて いる 大学の 

実質が 悪くても 善くても、 とに 角 その 大学 は 自分の 大 

学な ので ある。 自分 を この 利益社会の 一 員と 考える の 

である。 処 でこう いう 利益 団体と しての 私大が 成立す 

るの は、 単に 大学 企業 自身が 利益が あるから だけで は 

ない、 実は この 営業 自身が 実際 社会に 於け る 何等かの 

利益 地盤に 相応して いるから なので ある。 

之 は帝大 出の 「学士 様」 がかって 官吏 就職と いう 立 

身 出世の 利益 地盤 を あてに したのと 変らない が、 併し 

帝大は 営業の 形 を 取らずに 国家 財政の 方針 を 回り道に 

して 来る から、 私大 程 活発に は 実際 社会の 昨日 今日の 


利害関係に 影響され な い。 私大で は 商売に ならない よ 

うな 学科 や 講座で も、 帝大 では ある 時期 迄 は 保存され 

る。 —— でこう 考えて 来る と、 矢張り 私大よりも 帝大 

の 方が、 まだ 多少 学問的な 自由の 可能性の 余地が ある 

かも 知れない、 という 差違が 発見され るので ある。 た 

だ その 所謂 学問の 自由と いう ことの 意味が、 更に 厄介 

な 問題な の だが。 

二 学 職 ギルドと しての 大学 

大学の Universitat  〔#  Universitat の a にゥム ラウ 


ト 0  )〕 なる もの は 教権からの 大学の 独立 自治 を 意味 

する。 それ は 一方に 於て 学の 自由と いう 理想 を 云い 表 

わすと 共に、 他方に 於て 教授 乃至 学生 を 含む 学 職団の 

社会的 自由 を 云い 表わした。 無論そう は 云っても、 大 

学が カトリック 教権から 独立で ある こと は、 哲学 乃至 

科学が 神学の 要求と 矛盾す る 時、 前者が 後者の 支配に 

無条件に 屈服せ ねばならぬ という、 学問 上の ヒェ ラル 

ヒ ー を 除外す るので はなかった (「哲学 は 神学の 婢 女」) 

と 同時に、 大学 学団の ギルドが カトリック 的 (封建的) 

社会 機構の 限界 内に 於て しか 自由でなかった、 という 

こと を も 妨げない。 中世の 大学の 独立 自治と 中世の 力 


トリック 教権との 矛盾 を 蔵しながら、 依然として 中世 

的 秩序に 包摂され ざる を 得なかった 処の、 大学の 状態 

を 示す ものに 他なら なかった。 

教権から 実質的に 自由にな つた もの、 即ち 単に 教権 

と 撞着す る だけで はなく、 教権に 対抗し 之 を 批判し 得 

たもの は、 実は ブル ジョ アジ ー (イタ リャゃ イギリス 

に 於け る) の 好奇心に 充 ちた 商業 会議所 ともいうべき 

ァカ デミ— であった。 従って この ァカ デミ ー は 又お の 

ずから 中世 的 「大学」 と 対抗し、 之に 代る ものと して 

現われた。 今日の ブル ジョァ 大学の 組成の 一半 はこの 

ブル ジョァ • ァカ デミ— の 延長と 見て いい。 一 方フラ 


ン ス の 宮廷 貴族 達 は 虚栄心に 充 ちた 芸術の 消費 会議所 

ともいうべ きサ ロン 又は シャ ンブ ル を 持 つ た。 今日の 

ブル ジョァ 芸術の サロン 又は ァカ デミ— は 之からの 変 

質と 見て いい。 尤も 学問 界 では 現在、 大学と 呼ばれる 

ものと ァカ デミ— と 呼ばれる ものと 区別され ている が 

その 区別の 要点の 一 つが、 学生 を 有って いるかい ない 

かに ある こと は、 今 特に 注意に 値い する。 

現代 ブル ジョァ 大学 は 元来、 学 職 ギルドと 教権 批判 

の 自由 (大学の 自治と. 学の独立) の 名義 を 帯びて い 

る 点で、 中世 的 大学と 初期 商業 ブル ジョ アジ ー のァカ 

デミ— との 総合と いう、 形式 上の 資格 を 持って いる。 


処で 教権 批判の 初めに 当って こそ、 この 学 職 ギルド 組 

織 は 欠く ことの 出来ない 実行 的 組織で あつたの だが、 

強権 批判と いう 当面の 課題が 重大性 を 失い 始めて 教権 

批判の 自由が 一 般 的な 批判 や 学の 自由にまで 抽象化 さ 

れ ると、 この 学 職 ギルドの 実行 的 組織と しての 価値が 

消滅し 始める ので ある。 つまり 充分に 発達した ブル 

ジョァ 社会に 於て は、 大学と いう 学園 乃至 学団 組織 は、 

批判の 自由 や 学の独立 を 護る ための 実行 的 組織と し て 

は、 殆んど 無力と ならざる を 得ない ので ある。 一体 発 

達した ブル ジョァ 社会に 於て は、 中 世紀 的 残存 物の 形 

を もった 学 職 ギルドの 如き は 一 つの 神話 的 存在で あつ 


て、 之 を 信頼す る こと は 一 つの ュ ） ^ピアに 他なら な 
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そこで 学 職 ギルドと しての 大学 は その 解体 作用 を 早 

晚 発生させる の だが、 日本で は 夫が 教授 団と 学生 大衆 

との 物質的な 又 理想 上の 分裂と いう 特別な 形 をと つ て 

現われて いる。 大学 は その 主体 乃至 自治権 所有者から 

学生 を 除外す る ことによって、 中世 的 共同社会から 単 

なる 市民 的 利益社会にまで 分解 発達す る。 之 は 大学に 

於け る 大学の 自治 (ギルドの 自由) と 学の独立 (批判 

の 自由) との 元来の 矛盾が 洗い出された ことに 他なら 

ぬのであって、 「大学」 と 「学」 とが 分裂し 始める の だ 


から、 世間で は 之 を 大学の 転落と 呼ぶ ので ある。 こう 

して ブル ジ ョ ァ 大学 は 次第に 高まる 必然性に 従つ て、 

大学 内部 だけから 云っても、 大学 当局と 学生 大衆との 

分裂 対立 を惹き 起こさざる を 得ない。 之が 例えば 学生 

の 左傾と いう ものに 他なら ぬ。 

学職ギ ルドと しての 大学 学団が 分解す る 過程 だけ を 

抽出 すれば、 こうした 契機が 現われる が、 併し この 大 

学 学団が 分解した 結果 何になる のかと いう 契機 を 抽出 

して 見る と、 単に 教授 団 当局が 市民 的 利益社会 として 

再構成 される だけで はなく、 学生 を も 含めた 学団 全体 

が 又、 当然 一 つの 市民 的 利益社会 として 再編成され、 


且つ 認識され 直される ことが 露出す る。 こうして 大学 

は 最も 有力な 巿民的 就職 機関と して 生長す るので ある。 

で ここに 世間で は 実際的 教育の 必要が 叫ばれる。 そし 

て 例えば 入学試験の 受験 現象な ども、 ここから 独特の 

内容 を 受け取る。 

で この 契機から 云う と、 大学の 例の 内部的 矛盾な ど 

はも はや 問題で はない のであって、 大学 学団は 再び、 

少なくとも 対内 的に は 一 見 分裂の ない 云わば 幸福な 統 

一 を 楽しむ ことが 出来る。 対立 は 単に 大学 そのものと 

市民社会との 職業 地位 上 の 需要供給 関係に だけ 集中 さ 

れる。 学術 上の 権威に 就いては、 大学と 社会との 間に 


は 何等の 対立 もも はや 存在し ない。 もし 仮に あるよう 

に 見える 場合 は、 その 対立 は 個々 の 教授な リ (例えば 

自由主義 教授 達) 個々 の 学生な りと 社会との 対立に 引 

き 直されて 了う のであって、 大学 全体としての 対 社会 

的 対抗 は 抜きに される か 又は 全く 無力 化される。 教授 

は 巿民的 地位の 確保に、 学生 は 巿民的 地位の 獲得に、 

その 共同の 一 般 的な ュ ー 二 ヴァ— シティら しい 利益 を 

直覚す るので ある。 現今の 大学の 一種の 静寂 はこ こか 

ら 理解され るだろう。 

学生 は 就職の 単なる 方便と してし か、 その 学生生活 

を 幸福に 感じる ことが 出来ない。 それ 以外の 実質的な 


要求 を 有つ 時 (どういう 幻想 を 有つ か は 今 問題で ない)、 

学生生活 は 完全に 不幸 だとい うこと が 一 応の 事実で あ 

る。 —— だが それ はとに 角、 批判の 自由 や 学の 権威 は 

別と して、 学生 は 現在の 大学に 依って、 曲り なりに も 

広義の 知能的 技術 は 獲得 出来る、 という 事実に 今 何よ 

リ 注目す る 必要が ある。 広義 の 技術 こそが インテリ ゲ 

ン チヤの 主体的な 特質で、 そこから インテリの 一 切の 

規定と 使命と が 導かれねば ならぬ からで ある。 そして 

この インテリ ジ ェ ンスの 養成 こそ 社会の 近い将来 にな 

ると 必らず 必要 だ つたと いう ことの 判る ものな ので あ 

る。 インテリゲンチャ を 盲人 蛇に おじぬ 底の 楽観的な 


能動 説に よ つ て 規定す る ことが 尚早の 誤りで あると 共 

に、 之 を 自己 自身に 無責任な 悲観的な 困惑 説で 以て 片 

づける こと も、 時節柄 由々 しい 危険な 誤謬な ので ある。 

三 先生 商売 論 

都下の 新聞に よると、 歌舞伎 座で 新派 組 や 水 谷 八重 

子 達が 上演した 翻訳 劇、 ハインリヒ • マンの 原作で、 

ヤン 二 ン ダスと ディ— トリ ヒ とが 主演した 映画 を、 更 

に 日本で 劇に 直した 「嘆きの 天使」 が、 大学教授 連盟 

からの 抗議で 改変して 上演され る ことにな つたと いう 


事件が ある。 

私 は 映画の しか 知らないが、 映画に よると、 ギムナ 

ジゥム の 謹厳な 教授が、 女 芸人に 迷って 学校 を やめ、 

一 行と 一 緒に 巡行して あるく 内、 母校の 所在地で 舞台 

がか かる 時 鶏の 鳴き 真似 を 強いられ たので、 発作的に 

発狂し、 昔の 教室の 机に 抱きついて 生命 をお とす、 と 

いう 筋で ある。 

大学教授 連盟 は、 この 筋が 教授なる もの を 侮辱す る 

ことの この 上ない もので、 特に ユダヤ人 排斥の 目的 か 

ら 書かれた (？) この 作 を 上演す る こと は 不見識の 至 

り だから、 というので 厳重に 歌舞伎 座に 抗議した。 処 


が 同座が 一 向 取合わな いので、 遂に 文部省と 警視庁と 

を 労わして、 最後の 部分 を 改変 させて 了った ので ある。 

即ち 教授が 死んだ 後で 生 徒 達が ァ— メンを 唱える こと 

に 直した の だそう だ。 

一 体 この 劇が 大学教授 乃至 一 般に 教授 を 侮辱す る も 

ので あるか どうかが、 すでに 甚だ 疑問で あるが、 もし 

万 一 侮辱す る 結果になる としても、 自分 達 自身が 侮辱 

に 値い しない 教授で ありさえ したら、 一向 怒る こと は 

ない 害で はない か。 そこに ムキ になって 怒る 処を 見る 

と、 大学教授 連盟 そのものが 甚だ 心細い 教授 達の 集ま 

りで はない かと 心配になる。 かって 陸軍の 新聞 班が 発 


行した 処の 議会で も 問題に された パンフレットが 世間 

で 話題に 上った 時、 率先して 満場一致で この 陸軍 パン 

フレットの 支持 を 決議した もの は、 この 大学教授 連盟 

主催の 教授 達の 会合であった。 それから 又 満州から 軍 

人が 帰って来 たと 云って は、 御高 話 拝聴と 出かける の 

も、 この 大学教授 連盟な ので ある。 この 大学教授 連盟 

は、 陸軍の 将校 達 を 学問 上の 指導者と 仰いで いるよう 

にさえ 見える。 

だから 大学教授 連盟が 「嘆きの 天使」 の 教授 侮辱 劇 

を 気に 病む の も 強ち 理由が なく はない ので、 実際 をい 

うと 日本の 大学教授 や 高等学校 教授 に は、 充分に 侮辱 


に 値い する 存在が 決して 珍しくな いので ある。 現に 私 

の 友人で、 或る 地方の 官立 高等学校の 教授 を ズット し 

ていたの が、 一 つに は 同僚の 愚劣 さに 耐え 兼ねて、 遂々 

東京に 逃げ帰り、 今では 安い 俸給 生活 や ルン ぺ ン 生活 

を やりながら 却って ホットし ている 男 を、 二人まで も 

知っている。 そして 之 は 何も 高等学校に 限らない こと 

だ。 愚劣な 教授が 侮辱され た 方が 却って 愚劣で ない 教 

授の方 は 助かる という もの だ。 処が 教授 連盟の 代表者 

の 主張に よると 「大体 外国に は 学者 をバ 力に する 芝居 

がよく あるよう だが、 日本で は 決して 許されない、 今 

後 厳重に 監視す る 心算 だ」 というの である。 こう 主張 


している 教授 を 主人公と する ような 喜劇が、 今日の 日 

本で は 社会的に 大いに 必要な の だが。 

一体 教授 達が、 ホンの 僅かな ことに 侮辱 を 感じた が 

るの は、 云う まで もな く、 彼等の 先生 意識からで ある。 

つまり 教授と いったよ うな 先生 業 は、 その 生業が 成立 

する 条件と して、 或る 何 かの 社会的 威厳 を 必要と する 

ので ある。 この 威厳が 保てない と 商売に さしつかえ を 

生じる わけなの であるが、 併し 威厳の 必要な 職業 は 他 

にも 沢山あって、 将校 や 警官、 又 上級 官吏 や 社長 や 課 

長から、 凡そ ありと あらゆる もの を 含んで いる。 この 

内 特に 知能的な 指導力が この 威厳 を 裏 づけて いて、 そ 


して 特に 又、 この 威厳 ある 知能的 指導力が 同時に 相手 

の 弱点に 食い入る 支配力 を 意味す る 時、 初めて 先生と 

いう 身分が 発生す るので ある。 弁護士. 医者. 代議士- 

売卜 者から 所謂 先生で ある 教師に 至る まで、 皆そう し 

た 条件 を 持った 限りの 威厳 業 を 意味して いる。 —— で 

例の 大学教授 連盟 も、 もしこう した 一種の 威厳 業 組合 

か、 又は 威厳 業 ギルドであるなら、 歌舞伎 座へ ねじ 込 

むの も 商売 上 大いに 必要な わけだろう。 

教授 や 先生が 一 種の 威厳 を 条件に する 威厳 業 だとい 

うこと に対して 反対す る 人 は、 今日 教師 達が どこの 学 

校に 於ても、 皆 夫々 教員 職業 組合 を 結成して いると い 


う 事実上の 意義 を 理解し ない 人 だ。 学生 生徒の 行動 か 

ら 学校 問題が 発生す る 時、 学生 生徒の 集団に 対してい 

つも 正面に 押し出されて 来る もの はこの 威厳 業 組合 だ 

と いう こと を 注意 すれば、 この 点 はすぐ 判る だろう。 

—— 一体 今日、 学の 自由 を 叫んだり 叫ばなかった りす 

る 大学の ュ— 二 ヴァ— シティ ー なる 名前 は、 中世の 力 

トリック 教会 学校 関係者の 職業 組合 を 意味す る 言葉で 

あって、 今日の 大学 は 実は、 こうした 中世 大学に 対抗 

し て 起きた ブル ジ ョ アジ ー の ァカデ ミ— が 変質し た も 

のな の だが、 その 名前に は 依然 この 中世の 「ュ— 二 

ヴァ ー シティ ー」 を 冠して いる。 そして 大切な こと は 


この 教職 組合 =ュ —二 ヴァ —シティが、 今では 学生と 

は 全く 独立した 組織と なった こと だ。 大学の 学生 はこ 

の 二十世紀 的ュ— ニヴァ ー シティに は 入れて もらえな 

いので ある。 

だが 所謂 教授 達の 大部分の ように、 夫々 の 立派な 又 

は 影 の 薄 い 教員 聖職 ギルド を 持てる 程に、 社会的 に 優 

遇されて いる 先生方 は、 実際に は 大して その 威厳に つ 

いて 思い 労らう 必要 はない よう だ。 内職 を やつ て も、 

かけ 持ち や 原稿 書きなら ば、 名誉で こそ あれ、 威厳 を 

損じる もので は あるまい。 困る の は 小学校の 先生な の 

である。 


ある 時巿 内の 某 小学校の 校長が、 教え 児で ある 女給 

を 誘惑しょう としたの を 発見され て馘 になった。 無知 

な 少女 を 誘惑しょう とした こと は 多分 絶対に 許し 難い 

行為だろう が、 その他の 点 はそんな に 問題に なるべき 

性質の もので はない と 私 は 思う。 小学校の 校長が 待合 

入り をした というの がいけ ない というなら、 それで は 

小学校の 校長の 上に 立って 之に 対して 事実上の 命令 権 

を 持って いる 官公吏 又 各種 議員 達 は、 何もそう いう こ 

と はしないだろう か。 もし 先生 だけが していけ ない と 

いうなら、 そんなに 偉い 先生 を 先生で ない 者が 支配す 

ると いう 今日の 教育行政 組織 は 全く 変な 組織と 云わね 


ばなら ぬ。 

この 事件で 最も 社会的 意義の ある もの は、 実は 小学 

校 教員の 内職 問題で ある。 例の 校長が 酔って 女給 をつ 

れ 出した のが、 同僚が 経営して いる バ —か カフェ ー 

だった からで ある。 一体 先生が 本 を 書いたり 論文 を 書 

いたりす る こと は、 主に 一 つの 副業と してで あるが、 

この 内職 は 却って 威厳 を 増す のに、 カフェ— の 経営の 

方の 内職 は、 その 威厳 を 傷け る。 その 意味に 於て 官吏 

や 将校 は 断じて 内職 を 許されて いない。 丁度 一昔前の 

職業婦人が 賤 しく 恥ず べき ものと 考えられた 段階に、 

今日の 所謂 内職の 位置が あるので ある。 処で 小学校の 


先生の やれそう な 内職に は、 あまり 立派な 内職 (？) 

は 少な いので、 多く は 所謂 内職ら しい 内職 を 選ぶ 他 は 

ない。 その 結果 先生に ある まじき 内職にまで 及ぶ の だ 

そうだ。 だが いかに 先生に ある まじき 内職と 云った 処 

で、 そうした 内職 を やる ことが 先生に とって 必要で あ 

ると したら、 夫 はすで にある まじい 内職で はない わけ 

ではない か。 所謂 内職 は 先生の 威厳 を 著しく 傷け る。 

併し その内 職 を やらない 限り、 他方に 於て 先生ら しい 

威厳が 又 保てない としたら どうなる か。  でこう し 

て 先生 業の 威厳 は 今日、 この 一角から 崩れ 出す ので あ 

る。 


「嘆きの 天使」 の 先生と なる 前に、 「嘆きの 天使」 の改 

変 を 要求したり など 出来る と は、 先生 冥加の 至りと 云 

わねば なるまい。 


2 学校教育 二 題 

一 入学 受験 準備の 問題 

入学試験 乃至 その 受験 準備の 問題 は、 今日の 教育家 

と 父兄との 頭 を 極度に 病まして いる 処の ものである。 

却って 受験者 当人の 方 は それほど にも 思って いないと 

いうよう な 点 も 注意し なければ ならない が、 それ はさ 


てお き、 この 当人 自身 だって 頭 をつ からせて いる こと 

は 云う まで もない ことで ある。 

尤も 大学 や 専門学校の 入学試験 受験 準備の 問題と、 

中等学校 入学の 場合の 夫と は 一 概に 一 緒に は 出来ない。 

現在 就中 問題に なって いるの は、 云う まで もな く 中等 

学校 入学試験の 場合に ついて なので ある。 だが、 受験 

者 当人に して 見れば、 探究 や 理解 やの 興味と は 元来 殆 

んど 全く かけ 離れた 入学試験 受験 法な どに、 貴重な 頭 

を 使う ことが、 極度に 苦痛で も あり、 又 根本的に 馬鹿 

げて 感じられる こと は、 大学 や 上級 学校への 入学試験 

の 場合と、 中等学校 入学試験の 場合と で、 根本的な 区 


別 はない 害 だ。 ただ、 後の 場合に は 何しろ 受験者が ま 

だ 無邪気な 児童 上りで あり、 彼等 自身に は 本当の 意味 

で の 入学 意志が あるか どうか、 簡単 に は 決定 出来な い 

のであって、 一種の 子供ら しい 見栄 や 責任感から、 自 

分 みずからが 持 つ だろう 受験 の 本当の 必要 感とは 無 関 

係に、 幼弱な 身心 を 無用に 過労させる ので あるが、 そ 

ういう ことが、 児童の 身辺の 者から 見て 我慢が 出来な 

いという 処 から、 特別に 小学校 児童の 受験 準備が、 殆 

んど 人道 上の 問題に 類す るよう な大 問題と して 意識 さ 

れ ている わけなの である。 

併し 問題の 要点 は、 単に 児童の 幼弱な 身心 を 苦しめ 


るから いけない という だけで はなく、 夫が 児童の その 

後の 発育に 深い 禍根 を 刻む に 相違ない という 処 にある 

ので あり、 又 それだけ ではなく、 元来く だらない こと 

この 上 もない 受験 術と でもい うべ き 特別な 工夫に 全力 

を 傾ける こと は、 それだけで 児童の 精神 を 歪曲す る も 

の だとい う 点が 大切 だ。 単に 発育 を 阻害す る だけで は 

ない、 精神 を 歪曲し、 それだけ 児童の 心情 を、 大きな 

真理への 接近から 妨げる という 点 だ。 之 は 大げさに 云 

えば、 云わば 人類に 対する 由々 しい 冒瀆 だと 考えても 

いい 位 いのもの なので ある。 —— 元来 受験 術に 興味 を 

有って 了ったり 何 かする ような タイプの 子供 は、 その 


限りで は 決して 多く は 伸び 得ない 子供で はない かと 私 

は 考える。 子供の 時から、 親 や 教会の 人達に 教えられ 

て 神様の ことな ど を 口走った りする ような 子供 は、 そ 

の限リ では 決して 真人間になる 見込がない と 私 は 思 つ 

ている が、 丁度そう いう 意味に 於て、 私 はそう 考える 

の だ。 例えば 受験 術 • 受験 法 • に 精通して いるよう な 

中学校 卒業生 は、 決して 信頼し 得る 秀才で は あるまい。 

児童に ついて だって その 通り だ。 それから、 こういう 

タイプの 子供が 大きくな つて 学者に でもな つたと すれ 

ば、 例えば 経済の 研究 を やる 代りに 経済学 方法論ば か 

りに 興味 を 有ったり、 教育に 興味 を 有つ 代りに 教育学 


や 教育学 方法論 にば かり 関心 を 持ったり する タイプに 

なる のだろう。 精神の こう 云った 種類の 歪曲 は、 児童 

の 受験 準備の 間にす でに その 萌芽 を 見出す ので はない 

かと、 いうので ある。 

無論 親 達 も、 教育家 や 先生 達 も、 今の この 点 を こん 

な 風の 形で 心配して はいない。 親 達に して 見れば、 専 

ら 自分の 子供が 苦しめられ るのに 対して、 本能 的な 義 

憤 を 感じる に 止まって いるよう だ。 所謂 受験地獄が、 

受験 児童 自身 の 意志からで はなくて、 却って 親 達の 意 

志 か ら強 制さ れ るの だとい う 自覚 を 親 達 は 暗々 裏 に 

有って いるので、 この 本能 的な 義憤 は 愈々 劇しい 形 を 


取る の だ。 親 達 は 子供 を この 地獄の 苦悩に 落さねば な 

らぬ 自分自身の 社会的 不幸 を 呪って いるので ある。 だ 

が この 本能 的な 感じ を つきつめて 行く と、 私が さっき 

云った、 例の 人類に 対する 冒瀆 というよ うな 処へ 行き 

つくので ある。 

又 教育家 達 にして 見れば、 受験 準備に よる 児童 の 無 

用な 苦痛 を 何と か 軽減せ ねばなら ぬと い う 親 達 の 観点 

と は 一 見 全く 無関係な 或る 立場から、 入学試験 受験 準 

備の 問題 を 困った もの だと 公言して いるので ある。 と 

云う の は、 入学試験が 現に 存 する 以上、 小学校に 於け 

る 何等かの 形の 受験 準備が 絶対に 必要な わけ だが、 こ 


の 受験 準備の 結果が 小学校 教育 の 正規の 方針 を 著しく 

偏 極させる ことになるので、 之で は 充分に 小学校 教育 

の 主旨 を 貫徹 出来なくなる と 云って、 苦情 を 持ち出す 

わけで ある。 ことに 文部省 あたりが 見る 公的な 根拠 は 

専ら この辺に あるら しい。 実は ここに 少し 疑問が ある 

のであって、 一体、 入学 準備 教育に よって 排除され た 

り 歪められた りする こと を 心配され る 所謂 小学校 教育 

の 主旨なる ものが、 社会的に 考えられた 現実の 教育 情 

勢から 独立し 得る 程に それ 程 抽象的に 完備した もの か 

ど うかが、 多少 皮肉に 観察 さ れ ねばならぬ ものに ぞく 

する。 さっき、 受験 法に 興味 を 有つ ような タイプの 子 


供に は 恐らく 口 クな児 はいない だろうと は 云 つ たが、 

併し その 受験 法の 内容になる ものが、 夫々 の 学科の 要 

点 や 要図で あると したら、 受験 術の 教育 はおの ずから 

小学校 教育の 締めく くりに さえなる かも 知れない ので、 

受験 準備 も 一 概に非 教育的な ものと は 限らぬ ことにな 

る。 それに 試験 を 受ける という こと も、 実は 児童に 対 

する 一 つの 社会的 教育で さえ も あるか も 知れない では 
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従って 小学校の 本来の 教育が 理想的な ものであるが 

故に、 その プログラムに 於て 公認され ていない 受験 準 

備の 教育 は、 それだけで 反 教育的 だとい うのなら、 そ 


れは 文部省 的 思い 上りと 云わねば ならぬ。 で、 教育家 

や 先生 や 文部省 の 役人が、 受験 準備 を 呪う 心情の 内 で 

取るべき もの は、 単に 人間的 教育 そのものの 歪曲に 対 

する 呪いだ けであって、 所謂 小学校 教育の 大方 針から 

外れた からと 云って、 準備 教育 を 悪魔の ように 呪う の 

は 見当違いだろう。 一 体 小学校の 本来の 教育 方針 その 

ものが、 人類 教育の 歪曲で なく、 例の 人類に 対する 冒 

瀆 でない と、 誰が 保証し 得る のだろう か。 

で 以上から 結論され るよう に、 入学試験 準備の 問題 

が、 世間の 問題になる の は、 或いは 世間の 問題と して 

の 権利 を 有つ 点 は、 結局に 於て、 之が 自然な 真理の 可 


能 性に 富んだ 子供の 精神 を 明らかに 歪曲す る、 という 

ただ 一 つの 事実に あるので ある。 そして 而も 之が、 児 

童の 身心の 形式的な 発育 を さえ 妨げる ことに なるとい 

うの だから、 この 事実が 一種の 実証的な 根拠 を 得て 来 

るので ある。 —— 前に も 云った 通り、 一般に 受験 準備 

なる もの は、 人生の 一 つの 不可避な 不幸であって、 之 

に 就いての 訓練 は、 そのもの として は 立派に 教育的 価 

値 を 有って いる。 この こと を 忘れて はならない の だが 

併し 他方、 例えば 就職運動に ばかり 巧みな 男 は、 決し 

て 社会的に 意味の ある 男で はあり 得ない、 という こと 

の 真理の 方が、 この 際 一層 大切 だ、 というの である。 


だが 之 は 少しも 問題の 内容の 説明で もなければ、 ま 

して その 解決で もない。 以上 は 単に、 この 問題が どう 

いう 点で 問題に なって いるの か、 又され ねばならな 

かった のか、 という 説明 だけ だ。 —— 処が、 入学試験 

が 現に 存在して いる 以上、 受験 準備の 必要 は 絶対的な 

の で 、 受験 準備 の 善悪 に 拘らず 之 は 必然な ことに ぞく 

する。 少なくとも 入学試験が 現存す る 以上 はで ある。 

そこまでまず 第一に 考えられる 解決策 は、 何とかし 

て 入学試験 そのもの を 不要に しょうと いう 企てで ある。 

一 体 入学試験の 必要 はどうい う 機構から 生じる かとい 

うと、 云う まで もな く 夫 は、 中学校なら 中学校の 教育 


に 値い する 人間 だけ を 選択し、 教育の 価値の ない もの 

は 之 を 拒もうと いうよう な 根拠から ではない。 尤も こ 

う 云う と、 如何なる 児童 も それなりに 中等教育 を 受け 

る ことに 妨げの あろう 害 はな いで はない かと 云う かも 

知れぬ、 だから 中学校 ( 一 般に 中等学校) 教育に 値い 

すると か 値い しないと かいう こと は 無意味で なければ 

ならぬ、 という かも 知れぬ。 だが、 社会 全般の 見地 か 

ら すれば、 一 定の 与えられた 量の 中等教育 施設の 下で 

は、 中等教育に 値い する しないと いう 標準 は 立派に 立 

ち 得る 害な ので ある。 処が 現在の 階級 別によ る 経済 条 

件に 基く 限り、 こうした 一般的な 被 教育 資格の 標準 は 


存在し ない。 相対的に 優秀な 素質 を 有つ という ことと、 

被 教育 資格 を 社会的に 保証され ると いう ことと は、 殆 

んど 全く 関係がない のが、 この 社会の 教育 事情 だ。 教 

育の 機会 は 均等 だとい うか も 知れない、 出来る 子供 は 

いつでも 入学 出来る ように 制度が 出来て いる、 という 

かも 知れぬ。 だが それ は 単に 名目 上の 制度から そうだ 

と いう 迄で あり、 それが 実質的に もそう だとい うなら、 

夫 は 子弟の 教育費 資本 を 所有す る ごく 一  部分の 社会層 

だけ を 見て 之 を 社会の 全般と 考える 極めて 偏頗な 同類 

感に立 つ ている 結果に すぎぬ。 無産者 大衆が 教育の 機 

会 均等 を 実質的に 享受して いるな ど という こと は、 全 


く の 譫言に すぎ ま い 。 —— で 中等学校 の 入学試験 の 必 

要は、 社会 全体の 合理的な 計画的 施設と して 生じて い 

るので はなくて、 現代 社会の 云わば 全くの 自然現象と 

して 生じて いるので あると いう こと を、 記憶せ ねばな 

らぬ。 教育 施設の 全 社会的な 合理的 統制から ではなく 

て、 教育 施設の 或る 意味での レ ー セ. フエ ー ル から 生 

じる ものが、 今日の 入学試験の 要求で ある。 

この 点 判り 切った こと だと も 云える が、 併し 之に 

よって、 単に 入学試験 準備 だけでなく 入学試験 その も 

のまでが 一 種の 社会的 罪悪で あるかの ように 見做され 

易い 理由 を、 説明 出来る だろう。 つまり 之 は、 自由 競 


争が 社会的に 信用 を 失いつ つ あるのと 同じような 理由 

に 基いて いるので ある。 そこで 入学試験 そのもの がー 

種の バ —バ リズムで あるかの よ うな 気持 になり、 入学 

試験 否定 論 も 発生し 得る わけ だ。 小学校からの 成績 申 

告書を 専ら 利用す る ことにし たらば どうだろう かと か 

入学願書 受付 順に 入学 さ せろ とか、 抽籤で 入学 を 決め 

ろと かいう 思想 も、 ここから 発生す るので ある。 云う 

まで もな く 之 は、 入学試験 準備の 弊に 耐えなくて 始 

まった 工夫な の だが、 併しい つの 間に か、 入学試験 そ 

の ものの 否認 を 動機と する ようにな つ ている という 点 

を、 今 は 見落して はならぬ。 そうでなければ、 受験 準 


備に 較べ ていさ さか も 合理性 を 持たぬ 抽籤 や 願書 順の 

ような 迷 案 を 工夫す る 気になる 害がない だろう。 こう 

した 入学試験の 代用 案が、 実際問題 として は 決して 一 

般 的に 通用し 得ない ものである こと は 云う まで もない 

が、 とに 角く じ 引きの 如きに 至って は、 何と 云っても 

完全な 社会的 ナンセンス だと 云わねば なるまい。 

それ はさて 措き、 入学試験の 必要が、 教育 施設の 或 

る 意味での 自由放任 主義から 生じて 来て いると いう 点 

は、 「良い」 中等学校と 良くない 中等学校との 対立と 

なって 現われて いるので ある。 良い 学校と 良くない 学 

校との 開きが あるが 故に、 少なくとも 現在の 入学試験 


の 必要が 生じて 来て いるので ある。 中等学校の 収容 可 

能の 人員の 総数と 入学志願者の 総数と を 比較して 見る 

と、 必ずしも 入学志願者の 方が 目立って 多い と は 限ら 

ない というの が 現状 だ。 従って、 元来 今日の 中等学校 

数に 止めて おいても 必ずしも 入学試験 は 必要で はない 

かも 知れない ので ある。 処が、 良い 学校と そうでない 

学校との 間に 開きが あるた めに、 良い 学校への 入学難 

と、 悪い 学校の 入学者 募集 難と いう、 珍現象 を呈 して 

いる わけ だ。 

一体 良い 学校と いうの は 何かとい うと、 必ずしも 教 

師ゃ 設備の よい 学校の ことで はなく、 より 多く 秀才の 


集まる 学校 のこと に 過ぎな い。 つま り 入学志願者が 多 

くて、 同じ 二百 人 を 取る にもより 優れた 二百 人 を 取る 

, J とが 出来る という 学校の- J とだ。 処が この 良い 学校 

に は 入学 志 願 者が 愈 々 殺到す る というの だから、 つま 

リ 志願者 の 多い 学校 は 益々 その 志願者が 殖え る (或い 

はより 秀れた 志願者が 殺到す る ) という ことに 他なら 

ない。 之 は 丁度、 資本が 大きければ 大きいだ け、 資本 

増大の 量 も 愈々 大きくなる という 資本主義 的レ— セ - 

フエ— ルの 法則と、 本質的に 同じような 物な ので ある。 

処が この 良い 学校と 悪い 学校との 〔# 「良い 学校と 

悪い 学校との」 は 底本で は 「良い 学校との 悪い 学校と」 


と 誤記〕 対立の 原則 は、 単に 現在の 凡ての 中等学校 を 

公立 や 官立に して 見た 処で、 決して 根絶され る もので 

はない。 一旦 平等に なっても、 一寸した 傾向が つくと、 

その 傾向 は 自分み ずから を 助長して、 またまた 著しい 

対立 を 産み 始める だろう。 夫 は 丁度、 資本主義 機構の 

内で、 如何に 資本の 過度の 増大 や 分配の 不公平 ゃを修 

正しても、 資本主義 の 根本 機構 で ある 貧富 対立 の 原則 

は 停止 しないと 同じような もの だ。 で、 資本主義の も 

とに 於け る 統制経済が、 資本主義の レ— セ • フエ— ル 

に 相当す る 貧富 対立 を 是正 出来ない ように、 今日の 階 

級 的な 教育 機会の 不均等の 原則 を 改めない 限り、 如何 


に 中等学校に 於け る 入学者の 分配の 公平 を 期しても、 

私立 中等学校への 補助 を 試みても、 学校 増設 を 企てて 

も、 要するに そうした 「統制」 や 「社会政策」 を 施し 

て も、 入学試験の 必然性 を 食いと める こと は 出来ない 

の だ。 

もし 仮に 一 切の 無産者 大衆の 子弟の 中から、 今日 だ 

けの 数の 中等学校 入学志願者 を 募る とするならば、 彼 

等 は その 素質に 於て (環境に よる 影響 は 別と する)、 今 

日の 小市民 層 以上から なる 同数の 入学志願者 団 とは較 

ベ ものに ならぬ 程 優秀な、 ピック. アップ • チ— ムを 

構成す るだろう。 この 粒の 揃った 一団 は、 之 を どうい 


うように 分配しょう とも、 良い 学校と 悪い 学校との 開 

きを 実質的に 無視し 得る 程度に 止める ことが 出来る だ 

ろうと、 私 は 相! -像 する。 それに、 もうそう いう 場合に 

は、 頭の 比較的 悪い 中流 以上の 子弟で 以て 一儲けし よ 

うとい うような、 営利 中等学校 は 存在 出来まい。 —— - 

つまり、 今日の 良い 学校と 悪い 学校との 対立 は (そこ 

から 今日の ような 遽 しい 入学試験 競争と 受験 準備と が 

始まる)、 無産者 大衆の 圧倒的に 多数の 子弟が 殺到し 

ない の を 幸に して、 大して 被 教育的 価値の ない 分子が、 

小市民 や ブル ジョァ 層から、 経済 上の 余裕 を 利用して、 

入学志願者の 群に 投じる ことから 生じる の だ、 と 私 は 


云いたい の だ。 こうした 根本的な 社会的 不平等が、 回 

リ 回って、 受験 準備と いうよう な 児童 精神の 歪曲の 道 

へ と 導く のであった。 

無論こう いう 理想的な ピック • アップ. チ ー ム とし 

ての 入学志願者 達に しても、 夫が 中等学校から 上 級 学 

校 や 大学へ、 皆が 皆 そのまま 這 入れる というよ うな 施 

設は、 まず 望めない としょう。 上級 学校へ 行けば 行く 

ほ ど 、 収容 人員が 減る と 見る のが この 思考 実験 で は自 

然 であるよ うだ。 だから そこに は 矢張り、 いつも、 入 

学 試験なる ものが 待ち受ける かも 知れない。 だが 一方 

に 於て、 試験 準備に よる 教育 上の 惨禍 は、 受験者の 意 


識が 発育し 独立す るに 従って、 減少して 行く の だし、 

又 他方に 於て、 各 段階の 教育に 応じて 夫々、 被 教育 資 

格 者 の 全 社会的な 水準が 設定され るの だから、 要する 

に 相対的に 高度の 素質 を もつ ものが、 公平に、 相対的 

に 高度の 教育 をう ける という 結果になる だろう。 で少 

なくと も、 小学校 児童の 試験 準備と いうよう な 悪質な 

困難 は、 容易に 避ける ことが 出来る というわけだ。 

こうい う 思考 実験 は、 現下の 小学校 教育制度 の 下に 

於て は、 全くの 空想に ぞくする。 併し 必要な の はこの 

思考 実験ではなくて、 この 思考 実験 を 要求す るよう な、 

現下の 教育の 事情の 認識な のであった。 今日の 日本の 


教育 は、 その 内容 は 云う まで もない として、 教育 施設 

から 云っても、 夫が 中等学校 以上に なれば 階級 教育な 

ので ある。 義務教育 からこの 階級 教育へ 移る 処に、 恰 

も 中等学校 入学試験なる ものが 横たわつ ている。 中等 

学校へ 行こうと 希望す る 者の 可な りの 多数 は、 心算 だ 

けで も 少なくとも 専門学校 や 大学へ 志す ものだろう。 

. J の 方向 は 社会に 於け る 階級 的 特権 を 保証す る もの で 

あるか、 そうでなくても 少なくとも 特権の 記号と なる 

もの だ。 それ故に こそ 小市民 層 以上の 親 達 は、 その子 

弟 の 中等学校 入学に 就 い て ああ も 真剣 になら ざ る を 得 

ない ので ある。 そして 「良い」 中学校と は、 余計に 高 


等 学校 や 官立の 専門学校 へ 入学 出来る 学校の こと だ。 

「良い」 高等学校と は、 余計に 帝大へ 入学 出来る 学校の 

こと だ、 等々 —— で ここまで 来れば、 受験 準備が 児童 

の 真理の 可能性に 富 ん だ 精神 を冒瀆 すると か 何とか 

云って 見た 処で、 夫 は 野暮と 云う ものである かも 知れ 

ない。 

実際問題 として、 入学試験 準備の 弊 は 根本的に 除き 

得る か。 この 社会の 教育 原則に 立つ 限り 決して 除き 得 

ない というの が、 以上からの 結論で ある。 公立の 中等 

学校 を (東京に 就いて 云う と) 今日の 十倍に したなら 

ば、 一 時 之 を 除く こと は 出来よう。 だが 恐らく 之 は 事 


実 上 不可能な ことだろう。 そうすると 他に 何等の 決定 

的な 対策 も 残されて いない。 わずかに、 試験問題の 合 

理化 (なるべく 受験 準備の 如何によ つて 規定され ない 

ような 問題 を 出す こと)、 受験 準備の 弾圧、 父母への 訓 

戒 (良い 学校への 虚栄！ を 捨てよ) 云々 位な もの だ。 

この種の ものが ごく 瑣末な 影響し か 与え 得ない こと は、 

誰知らぬ 者 もない ので ある。 

困難 は、 現下の 教育 理想の 内部に 止まって 技術的に 

解決しょう とする 限り、 解けない。 この 問題の 「教育 

家」 的な 解決 は、 もはや 断念すべき ではない かと 私 は 

思う。 


二 高等教育の 問題 

日本 ブル ジョ アジ— の 代表的な 社交 機関で ある 経済 

連盟 は、 かって 時の 松 田 文相の 希望に よって、 実業 教 

育 懇談会なる もの を 組織して、 実業 教育 否 広く 高等 教 

育 一 般 についての 意見 を 練って いた 処 文部省から 正式 

に 実業 教育 改善 意見の 答申 を嘱さ れ たので、 この 懇談 

会の 成案 を 答申書と して 提出す る ことにな つた。 

要点の 第一 は、 高等学校 (高等科) を 廃して、 大学 

予科 一年 又は 中等学校 第五 学年 を 以て 之に かえ、 大学 


卒業 年度 を 二 年 乃至 三年 短縮しょう という ことで あり、 

要点の 第二 は、 総合大学 を 廃して 単科大学 (今日の 専 

門 学校に 相当す る) を 主体と し、 特に 学術 研究の 志し 

ある もの だけが 大学院 (今日の 総合大学に 相当す る) 

に 入学す る こと、 というの であ リ、 要点の 第三 は、 各 

階梯の 学校が 夫々 完成 教育 を 施す 処 であって 上級 学校 

への 予備 教育の 機関で ある 弊 を 打破す る こと、 である。 

それより 少し 前に、 中学校 乃至 中等学校 を 四 年 制の 

建前に しょうと いう 当局の 意見 もあった が、 中等学校 

教員 や 教育者の 多数が、 大反対 をした ので その後 あま 

り 音沙汰 を 聞かない。 とに 角、 教育 年限 短縮 はこの 頃 


の 社会の 持論の ように 見受けられる。 

四 年 制 中等学校の 建前に 対する 反対意見の 主なる も 

の は、 上級の 最後の 一 年間の 教育が 中等教育に 於て 占 

める 絶大な 効力 を 尊重し なければ ならぬ、 という 点に 

あつたよ うだ。 年限 短縮 論者の 中には、 欧米の 大学卒 

業の 年度が 日本に 於て ょリ遙 かに 年少で ある こと を 根 

拠に しょうと する らしい が、 夫 は 必ずしも 当らない そ 

うで、 日本 だけが 特に 教育 年限が 長いので はない とい 

うので ある。 

今、 中等学校 教員の 生活 問題から 来る 反対 動機 はさ 

し 当り 論外と しょう。 なぜなら 之 はたし かに 社会に 於 


ける 「教育」 なる ものの 重大問題 であるの だが、 併し 

少なくとも 直接に は、 被 教育者の 教育の 問題で はない 

からだ。 之 を 抜きに して 考える として、 即ち 被 教育者 

の 教育 だけ を 社会に 於け る 教育 全体から 抽象して 問題 

にす る 限り、 教育 年限が 長す ぎ て 悪い という こと は ど 

こに もない 害 だ。 まして 日本 だけが 教育 年限 を 短縮し 

なければ ならぬ という 理由 は どこに もない。 だから そ 

の 限り 吾々 は、 遽か にこの 中等学校 年限 短縮 案に は賛 

成 出来ない、 と 云わねば ならぬ。 

だが 問題 はもつ と 根本的な 処に 伏在して いる。 一体 

中学校の 第五 年 学級が、 中学 一 般 教育 上 絶大な 教育的 


効力 を もつ のが 仮に 本当と しても、 その 教育的 効力な 

る ものが、 どういう 種類の ものである かによ つて、 改 

めて 考え直して 見なくて はなるまい。 中学校で は 本当 

に 普通教育 的な 即ち 人間の 生長に と つ て 本当に 普遍的 

な 意義の ある、 教育 を 元来 施して いるの かどう か、 そ 

れが 判らなければ、 この 教育的 効力なる もの は 信用な 

らぬ。 処で 一体 中学校で は、 吾々 が 日常生活 している 

この 社会の 産業 や 経済の 基本的な 常識 を どこで 与えて 

呉れる か。 人間の 科学的 思想の 点で 活 きた 好 さ を 一 体 

どんな 教師が 生徒の 胸に たたき 込む か。 文学的 頭脳 や 

読書 法が 誰が 授けて 呉れる のか。 無意味に 瑣末な 歴史 


的 トリビアリズム や、 地理学 的 雑多 や、 方程式の 解法 

の 形式的な 習得 や、 真理への 興味 を 殺す ための 修身 や、 

卑俗な ブル ジョァ 社会の 通念 を 尤もらしく 見せる 公民 

科、 などし か、 そこに はない。 —— 中等学校で 本当に 

教育され る ものが あると すれば、 夫 は 全く、 例外に 自 

分 自身 を 教育し 得る ような、 すぐれた 素質の 生徒 だけ 

だ。 あと はた だ 五 年なら 五 年と いう 年限の 来る のをブ 

ラ ブラと 待つ だけな ので ある。 

こういう 中等学校 など は 早く 切り上げて、 もう 少し 

は 生きた 人間的 教育 や 又 少なくとも 専門的 教育 を 施す 

ような 上級の 学校に サッサ と 這 入って 了った 方が、 確 


かに 教育的 効果が 絶大と 云わねば なるまい。 そういう 

点で 私 は、 中学校の 本質が 今日の ようで ある 限リ、 五 

年よりも 四 年、 四 年よりも 三年の 方が 望ましい 年限 だ 

とさえ 考える。 —— 中等学校が 入学試験の 予備 教育で 

あるかの ような 観を呈 している という 弊 は、 今日の 中 

学校教育の 当然の 本質的な 帰結であって、 元来 教育的 

な 内容 を 持って いない もの は 受験 準備の 機能で も 営む 

方が、 まだし も 増しな ので ある。 

こう 云って 来る と、 如何にも 高等学校 • 専門学校 以 

上の 教育 は、 中等学校のと 較べて、 立派で あるよう に 


聞え るが、 決してそう ではない。 ただ 教育の 師範学校 

的 観念 は、 低 学級に なれば なる 程 意義 を もってい るの 

で、 小学校よりも 中学校、 中学校よりも 高等学校 乃至 

専門学校、 それよりも 大学と いう 風に、 段々 師範 的教 

育 観念 は 無意味に 帰す るので、 即ち それだけ 上 学級に 

なる 程、 学校 的 教育から 被 教育者の 方が 自由にな つて、 

社会的な 自己 教育に 依存して 来る ので ある。 だから、 

学校 的 教育の 弊害 や 悪 作用 は、 高等教育に 進む につれ 

て 段々 薄くなる、 というわけだ。 —— だが それに も拘 

らず、 生徒 や 学生の 社会的 自己 教育 を、 出来る限り 妨 

害して、 学校教育 (夫 は 結局 師範 教育 を 典型と する) 


の 独占に 帰せし めようと する のが、 今日の 高等教育の 

方針な ので ある。 無論 どんな バカ げた 方針に 基く 教育 

でも、 それが 強制す る イデ ォロギ ー の 媒介物になる 客 

観 的な 実質の ある もの は、 曲り なりに も 教育され 教え 

込まれる から、 本来の 意義に 於け る 教育的 効果の 多少 

の もの は どのような 場合に もな く はない が、 それ を理 

由に して この 教育の 全体 を 是認す る こと は 出来ぬ。 

でこう いう 理由から、 私 は 現代の 学校教育 (下級 教 

育から 高等教育 • 大学 課程まで も 含めて) はなるべく 

早く 切り上げて、 少しで も 早く 社会教育と 之に 基く 自 

己 教育と を 被 教育者に 任せる 必要が あると さえ 考える 


の だ。 —— ただし ここで 条件 をつ けて おかねば ならぬ 

の は、 こうした 社会教育 乃至 自己 教育 を、 卒業後 もな 

お 依然として、 否 益々、 有力に 又 誤たずに 実施し 得る 

だけの 能力と 見識と を 与える こと は、 あくまで 学校 教 

育の 責任で あり、 或いは 寧ろ、 学校教育 を 利用し なが 

ら 之を蟬 脱すべき、 高等 被 教育者の 自己 責任 だ、 とい 

うこと だ。 学生 や 生徒 は、 どんな 教育 方針の 下に あつ 

て も、 少なくとも 大学 や 学校に 於て、 研究 法と 勉強 法 

と 読書 法と を 獲得す ベ きな ので ある。 

処が 又、 この 社会的 教育なる ものが、 今日の 日本で 

は 学校教育 以上に 不誠実な ものな ので、 却って 之 を は 


ね 除け つつ 之 を 利用す る だけの 見識と 能力と を、 学校 

教育から 吸収せ ねばならぬ 位いだ。 —— だから こうな 

ると、 実は、 強ち 学校教育の 年限 さえ 短縮 すれば よい、 

とば かり は 云えなくなる ので ある。 要はつ まり、 学校 

教育の 年限の 長短ではなくて、 学校教育の 本質の 改革 

如何に 関わる ので ある。 そんな こと は 判り 切った こと 

ではない かと 云う かも 知れない が、 併し 文部省 的 (夫 

が 又 師範 的な の だ) 教育 観念に 対して は、 之 は 相当 こ 

たえる 結論な ので ある。 と 云う の は、 文部省で は 教育 

は 実質に 於て 半年 一 年と いう 零細な 年限 を 単位に して 

評価され るので あって、 人格 教育と か 情操 教育と か 其 


の 他 云々 という 教育の 本質 (無論 そんな もの は 教育の 

本質な どで はあり 得ない の だが) の 方 は、 全くの つけ 

足し だとい うこと が 正直な 肚 だから だ。 

さて 以上 は、 教育と いう 観点から 教育 年限. 教育 制 

度 を 問題に したので あつたが、 例の 経済 連盟の 高等 教 

育 改善 案 (実業 教育 改善 案 は その 本質に 於て 之 だ) は、 

全く 別な 観点から 問題を取り上げ ている。 経済 連盟の 

ブル ジョァ 代表 達 は、 専ら 彼等の 使用人の 生産と いう 

観点から、 この 問題 を 提起す るので ある。 そして 夫が、 

文部省が 経済 連盟に 対して 教育制度に 就いて 諮問した 

( 一 寸 意外な) 意味な ので ある。 経済 連盟の ブル ジョ 


ァ 代表 達 は、 何と 云っても この ブル ジョァ 社会の 当の 

主人で あり 選手な の だから、 先生 や 文部省のお 役人と 

は 違って、 教育と いう もの を 社会に 於け る 一 つの 実体 

として 見る 術 を 心得て いる わけで、 被 教育者に 対する 

人間 教育と いうよう な 抽象的な センチメンタルな 教育 

学 的 イデ— などから は、 立派に 解放され ている。 ブル 

ジョァ 社会に 於け る 教育 を 最もよ く 知る もの は、 教育 

家で もなければ 教育行政 家で もなくて、 正に この ブル 

ジ ョ ァ 代表の 卓見な ので ある。 

だが この 卓見の 内容に は 色々 の 動機が 連関して 含ま 

れ ている。 ブル ジョ アジ —によれば、 学校 乃至 大学 は、 


ブル ジョ アジ— の 広義に 於け る 使用人 を 生産す る 施設 

に 他なら ない。 官吏 を 養成す るの も 学者 を 養成す るの 

も、 サラリ —マン を 養成す るの も、 つまり 社会に 於け 

る 知的な 活動 分子 を 生産す る ことに 他なら ず、 夫が ブ 

ルジョ アジ— が 広義に 於け る 使用人 生産の 一 つの 場合 

に 他なら ない。 之が 彼等に よれば、 実際 社会に 役に立 

つ 教育と いう こと の 意味 だ。 

処が この 実際 社会に 役に立ち 方が、 時代の 生産 条件 

と共に 変化す る。 一 頃の 日本で は、 生産の 資本家 的 組 

織に とって 最も 必要だった の は、 支配 • 管理 • 労働- 

の 技能 ある 幹部であった。  幹部 は その 人間 圧力から 


云っても、 一般 勤労者と は 差別され た 特色 又は 優越の 

レッテル を 持って いなければ ならない。 それが 大学 

(帝大 • それから 官立 大学 • それから 公立 私立の 大学)、 

経済 連盟で 総合大学と 呼んで いるものの、 卒業生で 

あつたの である。 

だが この 幹部の 新しい 部署が 段々 減って 来なければ 

ならぬ につれ て、 大学 出の インテリ 失業 問題が 起る (尤 

も 之 は 実は 一 般の 失業 問題の 一 環に すぎない の だが)。 

そこで 当然 この 資本 社会の 代表者 達 は、 そういう 幹部 

(学士) 生産に 対する 生産 制限 を 答申 せざるを得ない。 

そうでな いと、 インテリの 失業と いう (多分 資本家 自 


身に も 責任の ある！) 社会問題が 発生す るから だ。 I 

I 金の かかる (国費 も 要れば 息子の 学資 も 要る し、 そ 

れに 大事な 点 は 雇い入れる にも 専門学校 卒業生より 少 

し は サラリ —を 余分に 出さねば ならぬ) 不経済な 総合 

大学が 無用で ある 所以 だ。 —— まして 国費 を かけて 国 

体に 反する ような 教授 や 学生 を 出す 大学な ど は、 無用 

の 長物 だ、 という わけで ある。 

資本家の 教育 理論 は、 教育 フ— ルの センチメンタル 

な 教育 理論な どと はちがつて、 右の ように ガッチ リし 

たもの なので ある。 だが 資本に だって 資本に 固有な セ 

ンチメ ントが 欠けて はいない。 資本 は 宗教 的 情操 を 


有って いる。 この こと を 知っている 文部省 は、 経済 連 

盟 への 諮問と 同時に、 僧侶と 牧師と から 出来て いる 宗 

教 教育 審議会に、 宗教教育に ついて 諮問 を 発した もの 

である。 その 答申に よると、 日本の 教育 は 大いに 宗教 

的 晴操を 織り込ま ねばならぬ という ことで ある。 


^ 受験地獄 論 

田舎の 或る 女学校に 勤めて いた 私の 友人が、 とうと 

う 校長と 暄嘩 をして 追い出された。 同僚の 先頭に 立つ 

て、 校長 排斥 を やった 処、 校長 は イツ 力な 動こうと し 

なかった ので、 社会的な 質量の 軽い 方の 彼が、 反作用 

によって 追い出されて 了った ので ある。 校長 排斥の 理 

由 は 彼に よると 数え切れない 程 あるので あって、 どれ 


一 つと して 現在の 公立 中等学校、 中で も 女学校の 校長 

という 地位 を 特徴 的に 物語って いない もの はない ので 

あり、 どれ も 必ずしも この 校長の 人格 だけに 固有な 特 

徴 として 非難され るべき もの はない の だが、 その内に 

一 つ、 次の ような 笑って 済ませない 理由が 含まれて い 

た。 

県 当局に 対して 万事ぬ かりのな いこの 校長 は、 実は 

同時に 仲々 卓越した 人間 通 だとい う 結論になる。 彼 は 

部下の 若い 女 教諭に 命じて、 卒業 間近 かの 小学校の 女 

生徒の 家 を 訪問 させて、 自分の 女学校へ 入学す る こと 

を 勧誘 させた ので ある。 尤も 近所に は 通える ような 学 


校 は あまり 無い の だから、 他の 女学校 へ 行かずに 自分 

の 学校へ 来い と 云って 勧誘す るので はなく、 娘さん を 

とに 角 女学校と いう ものに お入れなさい、 と 云って 勧 

める ので ある。 別に 秀才 や 天才児の 家庭 を 選んで 勧め 

て 歩く ので はなく、 四 年間 か 五 年間 通学させる だけの 

学資の 出る 家庭で さえ あれば いいの だから、 その内に 

は 低能で 始末の 悪 いのもい るだろう。 それ を 承知で 勧 

誘す る 以上 は、 入学 させてから 矢 鱧に 落第 させたり 何 

か は 出来ない。 でつ まり 落第 はさせ ない、 四 年なら 四 

年で 卒業させる、 という 請負 をして 歩かせる わけで あ 

る。 それ はま あいい として、 友人が 一等 噴嘅 したの は、 


校長が この 女 教諭に 対して、 特にお 白粉 を 塗って 行く 

ように 注意した という 点な の だ。 

敏感な 友人の こと だから、 この 注意 を 何 か 特別に 売 

笑 的な ものと 感じて 憤慨した のだろう が、 併し この 程 

度 の 売 笑 性なら ば 寧 ろ 社交性 や 服飾 道徳 にさえ 数 え ら 

れ るべき もので、 美人で ある こと は 夫 だけと して 見れ 

ば 秀才 である ことと 同じ 自然 的 素質な の だから、 秀才 

にあ やかる ために、 又は 益々 秀才 振リを 発揮す るた め 

に、 勉強す る ことが 良い ことで あるよう に、 お 化粧 を 

する こと は 良い ことなの だ。 娘の 両親で もお 祖父さん 

でもお 祖母さんでも、 綺麗 〔# 「綺麗」 は 底本で は r 奇 


麗」 となって いる〕 な 先生に 勧誘 されれば、 あまり 綺 

麗 〔# 「綺麗」 は 底本で は 「奇麗」 となって いる〕 で 

ない 先生に 勧められ るよりも、 気が 進む の は 自然で あ 

る。 校長の 奇知 は そこ を覘 つた ものと 見える。 

併し 問題 は、 そうまで して 浮 身 を やつして まで 入学 

志望者 を 募集し なければ ならない 女学校 又は 他の 諸 学 

校の 存在で ある。 というの はもし 入学志願者が いつも 

定員に 満たない よう だと、 学級の 整理と 教員の 整理と 

は 必然の 結果な ので ある。 その 結果 は 又、 その 学校の 

社会的な 資格が 段々 落ちて 行く こと だ。 校長に して 見 

れば、 ジット した ままで いて、 自然と 左遷され ている 


ことになる。 こうなる とだから 入学志願者が 学校 を 造 

るので はなく、 学校が 入学志願者 を 製造し なければ な 

らぬ。 東京な どの 私立 営業の 学校に はこうした 場合が 

極めて 多い ので、 別に 女学校に 限らず 又 中等学校に 限 

ら ない。 客引きがなければ 宿屋の 主人 も 番頭 も 食えな 

くなる。 偶々 女学校 だから 女の 先生 を マネキンに 使つ 

た 迄であった、 そして 女の マネキン は 綺麗 〔# 「綺麗」 

は 底本で は 「奇麗」 となって いる〕 なのが 当り前 だ。 

思う に 入学志願者 の 少ない こ の 女学校 の 校長 は、 入 

学 志願者の 多過ぎる 学校の 校長よりも、 遙 かに 教育の 

名に 钤て 苦悩して いる ことだろう。 他の 校長 達 は 自分 


の 学校 の 入学志願者が 多すぎ る - J と を 喜び 又 誇り と し 

ている だろう。 之 は 鉄道 省の 役人が、 いつも 満員で 乗 

客が ゥン ゥン 云いながら 詰め込まれ ている 列車 を 見て 

満足す るよう な もの だ。 私が 友人なら ば、 例の 女学校 

の 校長よりも、 こうした 名誉 ある 校長 を 排斥す る 心算 

である。 

少なくとも 中等学校の 数 は、 中等学校 入学志願者の 

数 を 根拠と して、 与えられなくて はならない。 と 云う 

の は、 入学志願者の 大抵の ものが 無条件に 入学 出来る 

だけの 中等 学級 数 を 用意す るの が、 一応 当然な ので あ 

る。 況して 今日の 中等学校 では 一 般 人間と して 受ける 


べき 程度の 教育 さえ 授けられて いないだ ろうから、 殆 

んど 凡ての 入学志願者 を 入学 さ せる という こ と は無条 

件に 必要な こと だ。 その 意味で 中等学校の 実質 は 一種 

の 義務教育 だと 考えて い い。 —— 処で 義務教育 ならば、 

単 に 自発的 に 入学 を 志願す る もの だけ を 受動的 に 収容 

する だけで はいけ ない ので、 進んで 入学志願者 を 開拓 

しなければ ならない il である (こういう 点から 云って 

も 女の 先生に お 化粧 させた 例の 校長の 方が 結果から 

云って 良心的 かも 知れぬ)。 併しそう すると、 資産 や 

学資の 如何に 関係な く、 一  切の 社会層から 入学志願者 

を 開拓す るの が理の 当然と なる だろう。 それで は 財政 


上の 予算が 許さない し、 又 学校 商売と しても 成り立た 

なくなる。 そこで 一等 都合の よい 入学志願者 制限 法、 

即ち 又 学校 制限 法 は、 或る 一定 社会 以上に 志願者 を 限 

定 する ように、 万端 施設す る ことで ある。 曰く、 相当 

高い 授業料、 就職の 禁止、 昼間 学校の 建前、 等々。 

でこう なると、 入学志願者と 中等学校 数と を 均衡に 

せよ と 云って 見た 処で、 その 入学志願者 数 そのものに 

一 向 社会的な 公正 さがない の だから、 無用な 心配と 云 

わざる を 得な い。 入学志願者が 不足 だとい うこと も、 

実は 予め 入学志願者 を 社会的に 制限した 上での ことで、 

入学志願者が 多過ぎ ると いう こ とも 亦 単に 、 こうした 


入学志願者の 社会 制限 にも拘らず なお 或る 学校の 受験 

者 だけ を 取れば 数が 多すぎる、 というに 他なら ない。 

事実上 は、 入学志願者 総数と、 入学し 得べき 中等学校 

と は、 それほど 不 つり 合いで はない らしい、 単に 受験 

生が 或る 特定の 学校に 偏在す るに 過ぎない の だから、 

社会の 階級 的 施設と して は、 今日 中等学校の 数 は 却つ 

て 理想的 だと 云って いい かも 知れない。 

だが 丁度 普通選挙の 理想の ような 普通 入学 ( 一 般入 

学) ではなくて、 (階級 的な) 制限 入学な の だから、 す 

でに それだけ 普通教育 = 義務教育の 目標から はずれて 

いる わけ だ。 そうすれば、 どうせ はずれて いるならば 


普通教育の 代りに 秀才 教育 か 何 か を 主義に した 方が、 

教育の 理想から 云 つ て 合理的ではないだろう か。 所謂 

中産階級 層 以上の 子供 を 一 様に 教育す る 代りに、 その 

内での 相当の 秀才 だけ を 選抜して 教育した 方が、 ブル 

ジョァ 社会の 幹部 候補生 養成と しても ズット 合理的な 

箬 である。 中産階級 層 以上の 家庭な リ 子供 自身な リが 

進んで 中等 教育 を 受け させよう 受けよう というの を 拒 

むこと は 正しくない、 というなら、 無産者が その子 供 

にせめ て 形式的な 中等教育 (内容 的に は 随分 歪曲され 

た 社会 知識 を 注入す るが それ は 大人に なれば 訂正され 

る) を 受けさせようと いう 気持に なること を 拒む こと 


は、 正しい ことか。 ブル ジョァ 的 有力者の 馬鹿 息子が 

中等 以上の 教育 を 受け 得な いのは 世 道 人心 を 害する と 

でも 云う のであろう か。 

さてこう なって 来る と 私 は、 一 般 的に 云えば 寧ろ 入 

学 試験の 賛美 者と ならねば ならぬ。 単に 学校の 収容 人 

員に 対して 相対的に 入学 を 制限す るば かりで はなく、 

寧ろ 子供 や 生徒の 知能の 絶対的な 一 定 標準に 従って、 

入学 を 制限した 方が よいと さえ 考える。 ブル ジョ ァ層 

や 小市民 層 出身の、 出来ない 生徒 を 相手に した ことの 

ある 教師 は、 これ だけの 数の 生徒 を 無産者 大衆から 選 

抜したならば、 どれ だけ 社会的に 経済的 だろうと、 思 


わない ものはないだろう。 —— だから 悪 いのは、 入学 

試験 そのものではなくて、 一 定の 階級 的 入学 志望 制限 

統制 を 社会的に 施して おいた 上で 自由競争 的な 入学 試 

験 を やる ことから 生じる 色々 の 結果に あるので ある。 

と 云う の は 例えば、 社会的に 入学 志望 を 制限す るから、 

人類 全般の 知能 素質から 見て 大した 教育 上の 効果 を 期 

待 出来ない ような 入学 志 願 者が それだけ 割合 を 多くす 

るので、 入学 志 願 者 の 間の 知能の 開きが 大きくな り、 

之が 自由競争 をす る 結果 「良い」 学校と 「悪い」 学校 

とが 出来て、 入学志願者が 多過ぎ て 困る 学校と 少な 過 

ぎ て 困る 学校と の 分裂が 始まる の だ。 少し 考え て 見る 


と、 これが 今日の 入学試験 地獄の 根本的な 遠因で ある 

ことが 判る。 

「良い」 学校と いうの は 世間で 往々 考える ように 教師 

と 施設と が 良い 学校 を 云う ので はない。 男の子な らば、 

上の 良い 学校 (又しても 良い 学校) へ 余計 入学 出来る 

ような 学校の こと を 指す ので、 それが 原因と もな リ結 

果 ともなって、 沢山の 入学志願者と 高度の 入学試験 落 

第 率と を 有つ 学校が 良い 学校な の だ。 その他に 学校の 

優良 さの 意義 はない の だから、 良い 学校と 悪い 学校と 

の 対立が 一 旦 始まった が 最後、 良い 学校 は 或る 程度 ま 

で 益々 良くな り、 即ち 志願者が 集中し、 悪い 学校 は 或 


る 程度まで 益々 悪くなる、 即ち 志願者が 減って 行く、 

というの が 原則になる ので ある。 之 は 大きく 云えば こ 

の ブル ジョァ 社会の 自然法 則 だから、 家庭 や 子供に 向 

かって、 虚栄心 を 捨てろ、 自分の 個性に 応じた (？ ) 

学校 を 選べ 、 皆ん なの 行く 処 へ 流行 を 模倣す るよう に 

集って 行って はいけ ない、 等々 と 世間の 教育 僧侶 達が 

どんなにお 説教しても、 少しも 効き目の な いのは 当リ 

前で ある。 誰が 一 体、 見す見す 損 をすべく、 「悪い」 学 

校 を 選ぶ 者が あるだろう か。 

つまり 今日の 中等学校 は、 相当 優秀な 子供 を 収容す 

るに は あまりに 数が 多すぎる ために、 或いは 相当 優秀 


な 子供の 数が 中等学校の 数の 割に あまりに 少ないた め 

に、 良い 学校と 悪い 学校との 対立の 余地が 生じて いる 

わけで、 もし 仮に 無産 大衆の 圧倒的な 多数の 内から 之 

だけの 数の 子供 を 選ぶ と 空想す るなら ば、 悪 い 学校 を 

実現す るだろう 素質の 劣つ た 今日の ブル ジ ョ ァ ゃ小巿 

民の 子供な ど は、 初めから 問題に なれない から、 入学 

志願者の 偏在な ど は、 起き 得ないだろう。 つまり 鈍才 

でも 資本主義 的巿 民権 を 有って いる 子弟 だとい うので、 

社会が 教育 を 志す， J とから 入学難が 生じる ので ある。 

—— 教育から 階級 的 意味が 消え失せる 時には、 所謂 秀 

才 教育から も その 弊害が 消え失せる だ ろう。 今日の 入 


学 志願者の 偏在 は 金 や 資本の 偏在の ような もので、 大 

きく 云えば 資本 制 自由 社会の 必然的な 一 結果 だと も 云 

える ので ある。 

尤も 特に 女の 児の 場合な どになる と 之に もっと 複雑 

な 事情が 加わる。 と 云う の は 良い 学校と いう 意味に も 

う 少し 複雑な ものが 加わる ので ある。 今日の 処、 女 学 

校 は 普通、 嫁入り 仕度の 一 つに 数えられて いるの は 否 

定 出来ない よう だ。 中産階級 層 以上の 教育 ある 男の 妻 

となる に は、 その 知識 はと も 角と して (女学校の 授け 

る 知識 は 大して 社会的 通用 性から 云って 問題に なら 

ぬ)、 その 趣味 や イデ ォロギ ー から 云う と、 どうしても 


少なくとも 女学校 卒業 者でなくて はならぬ。 処が、 男 

の 方 は 少なくとも 先頃まで は、 主に 頭の 能力に よって 

出世 も 出来、 世渡り も 出来、 就職 も 出来る と 想定され 

ていたが (実は 必ずしもそう ではなかった の だし、 又 

益々 そうで なくなりつつ あるの だが)、 女の 方の 出世 

であり 世渡りで ぁリ又 就職で ある 嫁入り は、 今の 処何 

と 云っても、 当人の 知能的 能力ば かりで なく、 容色 や 

品 や 乃至 は 実家の 資産 や 地位に よ つ て 決定され る 部分 

が 多い。 そこで、 自然と 良家の 娘が 集まる 学校が、 結 

婚 率が 高く て 結婚 年度が 低い 学校と なり、 女学校 を 嫁 

入り 仕度に 数えて いる 家莛 にと つて は、 そうした 学校 


が 良い 学校と なる。 知能 上の 素質の 高い 学校に 這 入れ 

なくても、 良家の 子女の 通う 学校なら ば、 見栄から 云つ 

て も 女らしい 野心から 云っても 満足 だとい うこと にも 

なる ので ある。 だが そうは 云っても、 同じ 嫁 を 貰うな 

らば 頭の いい 方が いいに 決って いる。 処が女 は 女学校 

以上の 学校に 進む 者が 男 程 多くない のであって、 仮に 

素質が 善く 学資に 不自由し なくても 社会的な 又 家庭的 

な 惰性で、 上の 学校 を 望まない 者が 多い の だから、 こ 

の 社会で は 女の 頭の 良し 悪し を 間接に テストす る 標準 

が 甚だ 不足な の だ。 それだけ 女学校の 成績と いう もの 

が 見合の 一 部分と なる の だが、 それ は 結局 出身 女学校 


の 出来る 出来ない の 評判に 帰着す るの が 現状の よう だ。 

そうなる と やはり 入学試験 落第 率 の 高 い 出来る 女学校 

が 嫁入り 仕度と しても 概して 良い わけになる。 無論 そ 

ういう 「出来る」 女学校 も 嫁入り 資格 を 看 却す る 害 は 

ない。 出来るだけ 良家の 子女の 内から 優良児 を 選ぼう 

と 考える。 

こうして 一 般に 女学校で は、 入学志願者の 父兄の 資 

産 調べに は 抜け目が ないよう だ。 折角の 卒業生 も 無産 

者の 娘で は 碌な 処へ 嫁に も 行けまい、 卒業生 夫 入団に 

仲間入り 出来ない ような 才媛 は 学校と して あまり 利用 

価値 はない。 私立の 女学校に なると、 事業家で ある 校 


長 先生 は 何のかん のと 生徒に 無心 を 仰せつ ける。 女の 

生徒 は 男の 生徒の ように 悪たれで なく 批判的 意志が な 

くて 従順 だから 問題 はない が、 父兄 母 姉団に 充分な 資 

産がない と 問題が 起きる し、 金が 集まらない。 之に 反 

して 父兄 母 姉団の 大勢が 有産 者なら ば、 今度 は 父兄 母 

姉 も 生徒 も 競って 献金して 呉れる。 入学者の 資産 状態 

を 厳重に 調査す る 必要が 益々 ある わけ だ。 

男の 特殊な 学校で も 資産 状態 や 家庭 の 状態 ま で を 調 

査 する。 之 は 夫々 の 社会 圏の 幹部と なる に 相応 わしい 

貴族と しての 資格 を 調査す る わけで ある。 帝政 時代の 

ロシアの 将校 は その 殆んど 大部分が 貴族であって、 こ 


の 貴族と いう 社会的 支配権の 尤もらし さ を、 軍隊の 指 

揮 権にまで 利用した ので あるが、 それに 似た 現象 は ど 

この 国に も 珍しくない。 そして、 「恒産な きもの は恒 

心なし」 という 支那の 聖人の 唯物論 を 逆用し ようとす 

る この 現象 は、 今日で は 一般の 中学校の 入学 許可に 際 

しても なく はない よう だ。 例えば 前科者の 子弟 は 何と 

云っても 普通の 子供よりも 入学に 不利だろう。 無職の 

父兄の 子弟 も 亦そう だ (悪い 意味に 於け る 無職と いう 

の は 社会的 定位 を 占めない ことで、 即ち 社会で は 可能 

的な 犯罪 性 を 意味して 来つ つ ある)。 思想 傾向 を 考査 

する ような 場合 も 結局 はこうし たものに 帰着す るので 


ある。 女学校な どに なれば 愈々 この 点が 深刻に 又 神経 

質になる ので、 現に、 心中したり 婦人 関係で 問題 を 起 

したりした 有名な 人物の 娘 は、 体よ く 退学 させられて 

いる 位いだ。 旧く は 女優に なった ために 同窓会から 除 

名され た 人 もいた。 嫁入り 仕度の 最中に、 こういう 不 

吉な こと は 縁起が 良くない に違いないから である。 

さて 今 述べた 事情 は、 今日の 入学試験の 一般的 事情 

の 上に、 主に 資本 制 社会の 内部に 於け る 封建的 家庭 制 

度から 来る 一 種 込み入った 条件が 加わった 処の もの 

だった ので ある。 そこで 再び 元の 一般的な 事情に 立ち 

かえるが、 例の 入学志願者 偏在と いう 現象 は、 当然 子 


供 の 非 人道的な 入学試験 準備 を 呼び起こ さ ざ る を 得な 

い。 之 は 前に 云った 所の ブル ジョァ 社会の 自然法 則の 

ほんの 一 つの 結果に 過ぎない の だが、 特に それが 世間 

の 親 達の 道徳的 実感に 直接に 触れる ものである ために、 

今日 入学試験 に対する 問題と 云えば、 殆んど 凡て ここ 

を 中心に して 提出され ている わけなの である。 この 試 

験 準備の 浅まし さに 面 を そむけない 者 は 恐らく 一  人 も 

いないだろう。 だが ただ 物の 結果 だけ を どんなに 矯め 

ようとしても 矯められる もので はない。 暫く 前 東京 府 

の 学務 課で は、 小学校に 於け る 入学試験 準備 を 厳禁し 

て 見た が、 必然性あって 産まれた この 入学試験 準備が、 


ただ 一 通りの 禁令で 止む 害 はない。 潜行 的な 形で 依然 

として 行なわれ たので、 或る 程度までの 準備 は大 眼に 

見ようと いう ことにな つたと 覚えて いる。 今の ままで 

入学試験 準備 を 廃止す るに は、 試験 準備 をしても しな 

くても 受験に 大して 影響を及ぼさな いような 試験の 仕 

方 を 選ぶ こと だが、 そうかと 云って 一 頃 試みられ たく 

じ 引き や 怪しげな メンタルテスト は 全くの 不合理 か 或 

いは 単に 新しい 種類の 入試 準備 を 強要す る ものに 過ぎ 

ない。 小学校 側からの 成績 申告が 殆んど 無意味で ある 

こと も 亦 云う 迄 もない。 文部省が 入学考査に 難問題 を 

提出す るの を 禁止した のが、 せめても 合理的な 対策 だ 


と 思う が、 之 とても 準備の 量 を 制限す る だけで 却って 

質 を 重 加す る 結果 を 招く に 過ぎな いか も 知れない。 

入学試験 準備 の 軍縮 会議が 成立 しないと なれば、 残 

るの は 府立と か巿 立と かいう 「良さそう な」 中等学校 

を 新しく 沢山 造る ことだろう。 之なら 問題 は 一 応 綺麗 

〔# 「綺麗」 は 底本で は 「奇麗」 となって いる〕 に 解決 

する だろう。 だが それでも やが て 又 例の 入学志願者 偏 

在が 始まる に 相違ない。 全 受験者 即ち 全 入学者の 内に 

優良児と 中 以下の 子供との 間の 大きな 開きが ある 以上、 

或る 学校に は 比較的 優良な 子供 だけが 入学す ると いう 

可能性が、 段々 著しくなる というの が、 ブル ジョ ァ自 


由 社会の 例の 自然法 則だった ので ある。 

世間の 人 は 入学試験 準備の 弊 を 試験 施行 者で ある 中 

等 学校教育 家の 罪に 帰したり、 或いは 試験 準備 施行 者 

である 小学校 教員の 責任に 帰したり する。 だが 色々 の 

部分的 現象に 就いては とに 角と して、 原則として は 夫 

は 全く 当って いないの だ。 又 之 を 母親 や 父親の 見栄 や 

流行 かぶれに 帰す るの も 何等の 解決で はない ので ある。 

子供の 父兄 は 一定の 已むを得ない 理由な しに、 単に 見 

栄 をしたり 流行 を 追った リす るので はない。 それに は 

すでに 述べ たような も つ と 実質的な 根拠が あ つ たの だ。 

だが 次の ような 意味で は、 試験地獄の 弊が 家庭の 親 


達の 「責任」 問題になる という こと を 見逃して はなら 

ない。 一体 受験地獄 という 言葉 は、 受験者 当人で ある 

子供達の 気持から 出た 言葉 だと いうよりも、 寧ろ 自分 

で 子供に 試験 準備 を させて いる 当の 親 達の 意識から 出 

た 言葉な ので ある。 年 はも 行かぬ 頭の 柔 かい 子供達 を 

不自然な 残酷な 準備に 駆り立てながら、 そうする こと 

が、 不可避な 必然性と 客観性と を 有って いると いう こ 

と を 知っている 親の 目に は、 之 は 全く 地獄の 名に 値い 

する。 誰も 好きで 地獄に 堕ちる もの はない の だが、 堕 

ちざる を 得なくて 堕ちる のが 地獄と いう ものの 神学 的 

な 意味で はない か。 で、 受験者 は 当の 子供な の だが、 


受験 責任者 は 、 受験 の 責任 を 最も 直接 に 感じる もの は、 

却って 親 達 自身な ので ある。 苦しめた 者が 自分で あつ 

て 見れば、 それだけ 成功 させて やりたい という もので 

はない か。 

子供の 方 は 場合によ つ て は 案外 試験 を 気にして いな 

いか も 知れない。 親 達が 或る 学校 を 受けろ というから 

受けて 見る ので、 受験 責任者 は 親 達の 方 だと 思って い 

る 子供 も 少なくない かも 知れない。 とに 角 一等 心配し 

ている のが 親 達 だ という こと は 平凡な よ うだが 見逃す 

ことの 出来ない 一 つの 事実で ある。 そうして この 事実 

は 年と 共に 著しくな つてい く。 この頃で は 中等学校の 


入学試験 ばかりで はなく、 帝大の 入学試験にまで、 大 

きな子 供 (？) にっき そって やって来る 母親が ある そ 

うだが、 之 は 何も 帝大の 入学試験が 困難に な つ て 来た 

からで はない ので (以前 は 高等学校の 入学試験 でさえ、 

父兄が つ いて 行くな どと いう 珍 風景 は 見られな か つ 

た)、 それだけ 受験 責任者が、 受験者 自身から 父兄 乃至 

親 達に、 即ち 又 家庭 そのものに 移行した こと を 示す も 

ので あり、 それが 中等学校の 入学試験から 段々 と 高い 

処 にまで 及んで、 遂に 最後に 大学の 入学試験にまで 現 

われた に過ぎない。 こういう 意味に 於て、 最近の 試験 

地獄 は、 親 達の 責任に 移行しつつ あるので ある。 


従来は、 男の子な ど、 父親の 社会的 地位 や 職掌から 

は 比較的 独立に、 子供 は 子供な りに 新しい 運命 を 開拓 

すべ く 入学 を 志望す る、 という 意味が 相当に 活 きてい 

たのに、 最近の 社会で はそう いう 新しい 未知の 運命 を 

開拓す るな どと いう こと は、 例外な 場合 か 空想と して 

しか 許され なくなった。 受験者た る 子供の 家庭の 家庭 

的 及び 社会的 条件が 、 自然と 圧倒的に 入学 希望 の 内容 

を 決めざる を 得ない ように、 世の中が なって 来たので 

ある。 重役の 息子 は 重役に 平 社員の 子 は 平 社員になる 

ように 稼業が もう 一遍 世襲 的 (？) になって 来る よう 

に 見える。 入学試験の 責任者が 親 達へ 移行した ことの 


原因 はこ こに あるので ある。 

社会の 表面に 現われた 秩序が 今日の ように 固定 化さ 

れて 来る と、 今まで は 家庭が 社会からの 避難所で あつ 

たり、 逆に 又 社会が 家庭からの 開放だった りした のが、 

今度 は 家庭 自身が 社会秩序の ただの 一 延長に なり、 或 

いは 同じ こと だが、 社会 全般が 云わば 家庭 主義 社会と 

いうよう な ものに なって 来る。 ここで 親孝行と 云った 

ような 日本の 身辺 道徳が、 社会 道徳の イデ ォロギ ー に 

されたり する の だが、 こういう 社会で は、 社会へ 向か つ 

て 伸びて 行こうと する 子供 も、 全く 家庭 化された 善良 

な 家族の 一 員と して 終始 せざるを得ない ように、 段々 


なって 来る ので ある。 —— そういう 事情の 一 つの 現わ 

れが 家庭の 親 達 を 入学試験の 受験 責任者に する ので 

あって、 旦那 様 は 外で 働き、 奥様 は 家庭の 取り締り 役 

に 任じ、 坊ちゃん やお 嬢さん は ママと 女中と が 育てる 

と 云った ような、 中 産 以上の 社会層に 見られる 所謂 家 

庭ら しい 秩序の 外面 を 保って いる 家庭で は、 子供の 入 

学 試験. 試験地獄 は、 もはや 子供の ものではなくて、 

お産 や 病気と 同じように、 全く 家庭の 日常の 主婦 的な 

心配事と 相場が 決って 来て いる。 

で、 小市民 層 以上の パパ や ママが、 試験地獄 を 気に 

病む 程、 実は 却って それだけ 試験地獄 は 深刻化して 行 


くこと になる の だ。 子供達が この 試験地獄から 解放 さ 

れる ために は、 彼等 は 入学試験から 解放され るよりも 

先に、 家庭から、 家族の 一員と しての 母性愛 的 隸属か 

ら、 解放され なければ ならぬ。 夫 はつ まり 日本の 「家 

庭」 という ものが 従来の 魔術 を 失う ことなの だ。 


^ 学生 スポ— ッ論 

一 スポ ー ッ . 就職. 学生 

政治家な ど は 多分、 忙しくて 困る 困る といいながら 

忙しく していな いと 居ても 立っても いられな いの だろ 

う。 学者 は 苦しい 苦しい といいながら、 本 を 読んだり 

物 を 書いたり していな いと 落ちつかない らしい。 サラ 


リ— マン は 退屈 だ 退屈 だとい いながら、 仲々 愉快な 暇 

つぶし を やって いるよう だ。 自分の 行動 形式が 結局 一 

等 好ましい もの だとい うこと を、 義理に も 正直に いい 

触らさなければ ならない 者 は、 恐らく、 信仰 家と 呼ば 

れる 宗教 専門家 だけ だろうと 思う。 —— ひとり 宗教 的 

信仰に 限らず、 政治 上 の 奔命 も ビジネス も 読書 や 著述 

も、 一種の 耽溺 三まい 境 を 用意して いる 意味で、 どれ 

も 薬品 的な 阿片 的な 効果 を 有って いるので ある。 

スポ— ッも亦 この 意味で、 他の 行動 形式と 同様に、 

一 つの 阿片であって、 特に それが 生理的な 効果に もつ 

ともよく 結びつい ている だけに、 宗教 的 自己 高揚より 


も、 もっと 阿片 的 だとい つても 好い かも 知れない。 だ 

が 宗教が 民衆の 或いは 寧ろ 無知な 市民 や 農民の、 阿片 

だと すれば、 スポ— ッは 中層巿 民の、 或いは 特に イン 

テリ 市民の 阿片な ので ある。 

心理的 興奮 や 生理的 興奮が、 瞬間、 楽天的な 世界観 

を 伴う こと は、 たとえ それが 不健全な 現象で ある 場合 

でも、 それだけ では 少しも 非難に 値い しない。 自分 自 

身で スポ— ッを やって 見れば、 少なくとも それが どん 

なに 愉快な、 良い、 健康 感を 覚えさせる もので あるか 

という こと は、 すぐ 判る。 

だが、 この 甚だ 結構な スポ— ッが、 阿片 的 効果 を 現 


わすの は、 第一 に、 それが 耽溺と いう 形で、 例えば 社 

会 的 関心と か 実際 生活の 計画性と かから 全く 隔絶して、 

丁度 四畳半に シケ 込んだ と 全く 同じに、 逃避 境 を 提供 

する ようになった 場合で ある。 それ は 「文学 中毒」 や 

「哲学 中毒」 と 少しも 変らない ので、 昔の 文学青年 ゃ哲 

学 青年 は 煩悶 や 厭世 で 自殺した が、 今日の スポ ー ツマ 

ン (スポ —ッ 青年) が 自殺 しないの は、 偶々 阿片が ス 

ポ— ッの 場合で は、 心理よりも 生理の 方に 先に 効く の 

で、 それだけ スポ ー ッは 「健康」 で 「健全」 であるか 

らに 過ぎな い。 

これ はま だ 良い の だが、 この ァ ヘン 的 効能が 社会的 


に 利用され ると、 色々 な 結果 を もたらして 来る。 かつ 

て は スポ— ッを 体育と 称して 奨励した が、 そういう 「体 

操」 は 段々 人気が なくなって、 剣道 柔道と いうよう な 

もっと 「精神的」 な 武士ら しい ものが 公認と なり、 や 

がて 一寸 下等に なって は 相撲が 台頭し、 それから いわ 

ゆる スポ— ッ として 野球が 絶対 王権の 玉座 を 占める に 

至った。 しかしもう 野球と なって は、 ほとんど 日本 魂 

が なくなって いるから、 それに 対抗して 教練 (これ は 

兵式体操が 進化した もの) が 実施され るよう になって 

来た。 

それ はとに かく、 いわゆる スポ— ッ という 外国語で 


呼ばれる 行動 形式 は、 どうも、 直接に は 富国強兵の 手 

段に はならない らしい ので、 一頃 スポ— ッは 学校教育 

では あまり 優遇され なかった ものである。 ところが 幸 

か 不幸 か、 第一 次 大戦 以来、 「日本人」 の 思想 も、 世界 

の 人間 並に 悪化して 来たので、 即ち マルクス主義が 学 

生の 「ァ ヘン」 (？) となり 始めた ので、 社会に おける 

教育 当事者 は、 これに 対抗すべく スポ— ッを 別な ァへ 

ン として 大安 売り を 始めた ので ある。 そこで 体育の 価 

値が 新しく 再評価され てく るよう になり、 学問ば かり 

が 教育の 内容で はなく、 体育と 徳育と が 知育に 並べら 

れる ことに 決定され た (但し この 体育と いうの は 徳育 


のこと に 外なら ない の だが)。 これ は 極めて 尤もな こ 

とで、 秀才 や 美人と 同じに、 スポ— ツマ ンは 天賦の 資 

質に 立脚して いる わけで、 女学校が 色々 の 意味で、 結 

局 美人 教育 を 必要と すると 同じに、 男の 学校で もス 

ポ— ッ 教育が 色々 の 点で 大事な はずで ある。 

スポ ー ッのァ へ ン 性が こういう 風に 社会 自身に よる 

思想 対策の 秘薬と なった ばかりで はなく、 財団に よる 

営業 諸 大学 は、 スポ— ッ のこの 社会的 ァ ヘン 性と、 そ 

れ に対する 世間の 渴 望と を 利用して、 スポ— ッ 場をス 

テ ー ジゃシ ョ ー ウィンド— に なぞらえ、 スポ— ッ マン 

を マネキンに 仕立てる。 良い 教授 を 雇う よりも 一人の 


マ ネ キン を 雇う 方が 資本 は かかる かも 知れない が、 結 

局、 その 方が 利益になる の だ。 なぜなら 私立大学の 学 

生の 大半 は、 自分の 学校の 有名な 教授の 名 は 知らな く 

て も、 他人の 学校の 野球選手が 何 を 好物に している か 

位い は 知つ ている からで ある。 

所が 学生 スポ— ツマ ンは、 自分が 世間 や 学校の 傀儡 

である こと を 能く 知っている、 そして これ を 逆に 利用 

する ので ある。 彼 は 選手で あると いう ことによって 世 

間 的に は 非常に 有名で ある。 所が ディ ス ティン ギッ 

シュ だとい うこと は、 この 就職難の 頂点に おいて は 何 

よりも 有利な 特権 だ。 重役 や 課長に しても、 自分の 会 


社の マネキンに 仕立てよう というば かりで はなく、 世 

間で よく 知られて いる 人物の 方に、 より 興味 を 持ち、 

やがて 好意 を さえ 有つ ようにな るの は 自然だろう。 だ 

から 選手に とって は スポ— ッが 何よりも の 勉強で、 こ 

れ さ え 精進 すれば 秀才 連 は 足下に も 及ばない こと を 能 

く 知つ ている ので ある。 

今日の スポ— ツマ ンは 社会 全体と こうした 互恵 関係 

にあり、 特に 私立大学 になれば、 この 互恵 関係が、 大 

学 乃至 校友会と 選手 及び 学生との 間に、 コ ンデ ンスさ 

れ るから、 今日の 近代 学生 (帝 大生 はも はや 「近代 学 

生」 に 数える こと は 出来ない かも 知れない) はスポ ー 


ッに 異常に 熱心で あらざる を 得ない。 スポ— ッ によ つ 

て 彼等 は、 就職 • 有名 • 更に 又 恋愛 を さえ 連想す る こ 

とが 出来る。 そうした 華やかな 肩身の 広い 夢に よ つ て、 

近代 学生生活の 一 面が 構成され ている ので ある。 r 応 

援団」 というよ うな ものが こういう 近代 学生生活 面の 

象徴な ので ある。 

しかし いわゆる 学生運動 という 運動の 方になる と、 

大分、 視角 を 変えて 考えなければ ならぬ。 

二 スポ ー ッの 喪失と ファンの 発生 


文部省 的 頭脳に よると、 スポ— ッとは 体育の ことで 

あるの だが、 処 がそれ がすで に、 例えば 六 大学 野球 連 

盟の 社会的 発達の 結果、 段々 怪しくな つて 色々 の 矛盾 

にっき 当る ようになり、 更に 職業 野 球団が 出来 上った 

り、 学生 スポ ー ッ マンが 職業 スポ— ッ マン 化して 行つ 

たりす る ことによって、 決定的に この 文部省 的 スポ— 

ッ 観念の 崩壊 を 来さなければ なら なくなった。 そして 

この 見方 は 最近 愈々 確かめられて 来たよう に 思われる 

ので ある。 

一 体 スポ— ッが 体操 をで も 中心に して 考えるべき 体 

育と いう もの を、 その 本質と する もので ない こと は、 


少し 考えて 見れば すぐ 判る ことで、 それ は 文学 や 映画 

が 修身の 手段で ない のと 同じ だ。 云って 見れば スポ— 

ッは 一 面に おいて 服飾 や 舞踊の ような 風俗 的 快感の 一 

種で も あるし、 他面に おいて は 宴会 や サロン や 碁ゃ将 

棋 のよう な 社交的 娯楽 や 勝負) J とで も あるので ある。 

少なくとも 体格 教育に 興味が あるので はなくて 肉体的 

魅力 や 競技 勝負に 興味が あるの だ。 そう 見なければ 今 

日の スポ— ッ • ファンの 気持ち は 理解 出来ないだろう。 

それ はそうと して、 野球に 関して はスポ ー ッ 体育 説 

は 愈々 空疎な ものと なりつつ ある。 今日の 六 大学 野球 

リ— グ戦 や、 関西で は 甲子 園の 全国 中等学校 野球 戦に、 


人気が あるから といって、 別に 学生の スポ— ッゃ 体格 

教育 (体育) に 世間が 興味 を 持って いるので はない。 

だから 夫 は 文部省 的な 興味と は 少しも 関係がない の だ。 

そのよい 証拠 は 職業 野 球団の すばらしい 人気で ある。 

例えば 巨人軍 は 全国 至る所で 胸の すくよう な 快勝 振リ 

を 発揮して いる。 こういう 妙技に 接して 世間の スポ— 

ッ 眼が 沃 えて 来る と、 学生の 幼稚な スポ— ッ など は 今 

に 到底 見る に 耐えない ものと なる だろう。 所謂 スポ— 

ツマ ン • シップと いうよう な 学生 用 セン ティ メン タリ 

ズ ム や 応援団 的 心気 亢進 は、 どこかへ 消し飛んで 了う 

だろう。 関西の 阪神 電鉄で はいよ いよ 職業 野 球団 を 組 


織す る ことにした そうだし、 名 古屋、 福 岡に も 夫が 出 

来る そうで ある。 時代 は 職業 野球 時代に 這 入って 来た 

と 見て いい。 して 見れば もはや 野球 は 文部省 的 スポ— 

ッ 観念の 「管轄」 外に 逸脱した ものと 見ねば なるまい。 

処が 文部省 的な 「体育 即スポ ー ッ」 理論 を 裏切る の 

は、 無論 野球 だけで はない。 少なくとも 二十 二種 類の 

スポ— ッ がそうな ので ある。 というの は、 明治神宮 体 

育 会に よる 第 八 回 大会 二 九 三 三年) に は、 二十 二種 

の スポ— ッが 競演され た。 そして その内に は 所謂 ス 

ポ ー ッ という 観念 そのもの さえ 乗り越えた ものが 見出 

される。 —— 例えば 射撃 や ヨット (それから 今に 飛行 


機 競争 も 這 入る そうだから、 雄弁 会 や 算盤 競争 • タイ 

ピスト 競争 • 夜業 競争 だ つ て 這 入る かも 知れない。 い 

ずれ も 体力 や 肉体 技能に 関係が ある 限り)。 処で この 

大会の 興味の 中心 は、 青年団 対抗の 四 競技 (陸上、 剣 

道、 柔道、 相撲) にあった。 処が 又、 実は この 四つの 

競技に 興味が あるので はなくて、 全国の 青年団が 明治 

神宮の 名に 於て 之 を 機会に 顔を合わせる という 点が、 

この 大会の 呼び物で あつたので ある。 

なる 程 青年団 は 青訓ゃ 青年 学校 や 軍事教練から 連想 

される ように 全く 文部省 的 存在で は あるが、 併し この 

文部省 的 存在 自身が、 少なくとも 文部省 的な スポ ー ッ 


観念 を 裏切って、 スポ ー ッを 一 種の 青年団 示威運動と 

も 云うべき もので 以て、 すりかえて 了った ので ある。 

元来 神宮 大会なる もの は、 文部省に 淵源した もので 

はなくて、 内務省 系の ものだった ので ある。 文部省 は 

嘗て 之に 学生の 参加 を 許して はならぬ と 云って 内務省 

と 抗争した 処の もの だ。 その後、 この 抗争 を 避ける 目 

的で、 民間 スポ— ッ 団体に 一 任された ので、 今日の 「明 

治 神宮 体育 会」 の ものと なった という 歴史 を 有って い 

る。 名前 は 体育 大会 だが、 文部省の 考えて いるよう な 

体育と は 無関係で、 主として 青年団 精神の 教育の 機関 

となって 了った。 そして、 こうした 日本 精神 教育が、 


今日で は 全く 文部省の 管轄 外であって、 国体 明徴の 場 

合で も 明らかであった ように、 もっと 外の 管轄に ぞく 

する こと は、 有名 だ。 

こうやって スポ— ッは、 企業家の 手 や 日本 精神 家の 

手に 依って、 文部省の 懐ろ を 離れて 行く。 スポ ー ッは 

今や 愈々 「体育」 ではなく なって 来た わけで ある。 或 

いは 依然として 体育で あるか も 知れない が、 夫 は 日本 

精神 か 資本家 企業 かの 手段と しての 体育と なった。 少 

なくと も スポ— ッ 実行者 自身 の 体育 ゃ自 己 発達 や 風俗 

的 快感 や 社交的 娯楽と は 全く 別な 目的の 為の 手段と 

なった。 スポ ー ッ はもう それ 自身に 於て 喜ばしい もの 


ではなく なった。 スポ— ッは それ 自身に 神聖な もので 

はなくな つ た。 ただ 祭壇の 犢が 神聖 だと いう 意味に 於 

てし か 神聖で はなくな つた。 

明治神宮 体育 会 の 系統が 民族主義 的 ス ポ— ッ 団体 だ 

とすれば、 之に 対立す る 国際主義 的 スポ— ッ 団体 は 国 

際ォ リム ピック 系の 日本 体育 協会だろう。 処が 一 頃 明 

治 神宮 体育 会 系が 甚だ 賑か であるに 引き かえ、 国際 ォ 

リム ピック 系 は あまり 華やかではなかった。 ォ リム 

ピック 後援会なる ものが 出来て その 会長に 内 田 鉄 相が 

就任した が、 氏 は ベルリン における 第 十一 回 大会に 遠 

征軍を 派遣すべき 資金の 調達に 就いて、 各方 面の 援助 


を 懇望して いる。 だが、 それ にも拘らず 国際 オリ ム 

ピック は、 その 場に 臨む まで は あま リ 朝野の 関心 を惹 

かなかった の だ。 野 球団 は ベルリン 辺りまで 出かける 

費用 を 節約して、 その 資本 を 協会に でも 献金した 方が 

いいと 考えた ような 次第であった。 —— だが 第 十二 回 

ォ リム ピックの 東京 開催が 決定す るに 及んで、 ォ リム 

ピックの 人気 は 俄然 台頭して 来た。 処が、 それ はス 

ポ ー ッ としてではなくて 正に 国威 発揚の 一 手段と して 

であった の だ。 

だが、 こういう 途方 もな く 歪曲され た 条件の 下に 於 

て も、 スポ— ッ そのもの は、 まがりなりにも 急速な 一 


応の 発達 をす る もの だ。 夫 は 丁度、 官許の 展覧会に 

よ つて アカデミックな 美術が すばらしい 発達 をす る こ 

とと 別で はない。 不純 極まる スポ— ッも、 実は 立派に 

発展した スポ ー ッ たる を 失わない。 併しそう いう 意味 

で 発達した スポ— ッは、 純粋 スポ— ッ (？) として は、 

どんな に 水準が 高く て も、 時間 も 場所 も スポ— ッ 用具 

も 有たない 日本の 勤労大衆 一般にと つて、 本当 は 何等 

のスポ ー ッ でもない の だ。 —— 之に 無理に 厚意 を 有と 

うとす ると、 所謂 ファンと いう ものに でもなる 他 はな 

い。 サラリ —マンな ど は、 この 勤労大衆の 欝憤 を 晴ら 

すため に、 一同 に^って スポ— ッ. ファンと なる ので 


ある。 彼等に は その 程度の 余裕なら あるから である。 

三 学生 野球 統制 令の 矛盾 

現在 スポ— ッで 人気の あるの は、 何とい つても 野球 

であり、 而も 学生の 野球で ある。 併し 独り 野球に 限ら 

ず、 一般に スポ— ッが 人気が あると いう こと は、 単に 

学生に 特有な 集団生活と 閑暇 生活と からの 結果 偶々 学 

生界に 於て スポ— ッが 盛んで あるから ばかりで はない。 

人々 が 学生 スポ— ッに 於て 期待す る ものが、 スポ ー ッ 

それ 自身に あるので はなくて 寧ろ 学生生活 そのものの 


一 表現が スポ— ッ だとい ぅ処 にある からで ある。 

勝負 • 賭け • 遊戯 • 体育 • といった スポ ー ッの もつ 

ている 各種の 意味が、 偶々 実社会から 隔離され た 教育 

対象で ある 学生の 生活 条件と よく 一  致す る ことから、 

特に スポ— ッが 主として 学生生活の 一 表現と 見做され 

る ことになるの である。 学生 野球 ファン は 事実、 銘々 

の 選手 や 各 チャンスに 就いて、 野球の スポ— ッ 技術に 

興味 を 持って いるよう に 見える が、 実はそう いう 興味 

の 裏 を 一 貫す る もの は、 実際 社会から 何 かの 意味で 隔 

離された 学生の 世界に 対する 世間の 興味な のであって、 

「社会」 に 労れた ファン は そこに 一種の 心安 さ を 見出 


すの だ。 或いは 単にそう いう 興味 を 純 スポ— ッ 的な 興 

味 だと 幻想す るので ある。 

学生 野球、 否 一 般に 野球 は 多分 一 高から 始ま つ たと 

思われる。 之 はいう まで もな く 野球 技術から いえば 素 

朴で、 幼稚 極まる もので あつたが、 夫 は 単に 野球の 発 

達が 若かった こと を 意味す るば かりで なく、 野球が ま 

だ 純 スポ— ッの 意味 を 有たずに 単に 学生生活の 一 表現 

と いう 意味 を 有った に 止まる、 という こと を 意味す る _ 

六 大学 リ— グ戦 乃至 中等学校 野球 大会 以前の 野球の 興 

味の 中心 は 早慶戦と 一 高 対 三 高 戦と であった が、 之 は 

全く スポ— ッ としてで はなく 「学生運動」 として その 


ファン を 獲得して いたの だ。 

六 大学 リ— グ戦 でも 併し 一応、 この 「学生運動」 と 

しての 野球が 依然として 基本的な 興味 をな している 様 

に 思われる 側面が 著しい。 その 証拠に、 仮に 六 大学の 

チ ー ムが 単に ABC …… F という 六 組の 混成 チ ー ム 

だった とすれば、 一体 何人 金 を 払って 之 を 見に 行く か 

疑問だろう。 

処が この 学生運動 としての 野球に 対する 興味 は、 

言って 見れば、 甚だ 他愛の ない 薄弱な ものな ので、 野 

球が 技術的に 発達し、 又 ファンの 眼が 肥えて 来る に 

従って、 夫 は 自然と 怪しくな つて 来る。 そうして 興味 


の 中心 は 学生生活から 純 スポ— ッ 技術に 移らざる を 得 

なくなる。 少なくとも そうした 純粋な 野球 ファンが 発 

生す るので ある。 最近の 職業 野 球団 はこうした 「ファ 

ン」 社会の 需要に 応じて 企業され たもので あって、 日 

本で この 商売が 立派に 成立す るだろう こと は アメリカ 

職業 野 球団の 来朝の 際、 如何に 日本の 野球 ファンが 死 

に 物狂いに 殺到した かとい うこと で、 すでに 試験 済み 

なので ある。 

処が 一方、 六 大学 野球 連盟 自身が、 この 時す でに 職 

業団 化して いる こと を 見ねば ならぬ。 それ を 通じて 各 

大学の 野球部 自身、 又 選手 自身が、 職業 化して 来た。 


選手 は 野球 専攻 (？) の 学生と なり、 その 研究費 (？) 

を 賃銀 (？) として 受けと るよう にさえ なる し、 この 

選手と 共に 野球部 は 営業 大学の 事業部の 役割 を 持 つ て 

来る し、 連盟 自身 は 事実上 興行主 体と 何等 選ぶ 処 がな 

くな つた。 この 関係が 社会的に 色々 のボ 口を出す よう 

になった ので、 文部省 は 野球 統制 令 を 敷いて、 例の 「学 

生 運動」 としての 学生 野球と この 企業と しての 学生 野 

球との 矛盾 を 折衷し ようと 試みた。 一季 制 案が その 一 

例だった ので ある。 処が 学生 野球の 必然性 は、 すでに 

崩壊しつつ ある 学生運動 としての 学生 野球が 新興の 学 

生 野球 企業 を 圧迫す るの を肯ん じる ことが 出来ない。 


そこで 連盟 側から ニシ ー ズ ン 制 復活 運動が 猛然と 台頭 

したので ある。 文部省 は 遂に、 入場料の 値下げと 各大 

学 分配金の 制限 (六 万円 以内) と を 条件と して、 ニシ ー 

ズン 制の 復活 を 許した。 

文部省 は 初め ニシ— ズ ン 制が 学生の 勉学に さし 障り 

が あると いう 純 教育 上の 理由から、 一 シ— ズン 制に し 

たので あつたが、 今度 之 を 入場料と 分配金の 制限と い 

う 純 企業 統制 上の 条件に 代えた の だから、 之 は 確かに 

文部省 自身、 学生運動 野球から 企業 野球への 必然的な 

動きの 前に、 譲歩した こと を 意味す るに 他なら ぬ。 

さて そこで 問題になる の は、 こうした 半 学生運動 


的 • 半 企業 的 • 学生 野球と 純 職業 野球 • 野球 業との 関 

係が 色々 と 発生す る ことで ある。 ここで も 文部省の 学 

生 野球 統制 令 は 再び 色々 の 矛盾に 逢着した。 その 一 つ 

として、 在学 中 本職の 野球 業に たずさわる 学生 生徒 は 

之 を 大学 乃至 学校から 除名し なければ ならぬ という こ 

とに もな つたので ある。 音楽の 専門 商売人 を 養成す る 

上野の 音楽学 校 でも、 在学 中 ステ— ジに 立つ ことが 出 

来ない というから、 それから 見れば 野球 専門の 学校の 

学生 や 生徒で ない 以上、 之が 当然と も 思われる かも 知 

れ ない。 併し 今い つたよう な 学生 野球 統制 令が 学生 野 

球 商売と 職業 野球 商売と を 判然と 切り離せ ると 考える 


の は、 今では 一 つの 幻想に すぎない。 今日の 学生 野球 

は その 必然性から いって、 単に 稚拙で 不完全な 職業 野 

球へ と 次第にな りつ つ あるの だからで ある。 

文部省 は 例の 統制 令に よ つ て、 他に 全国 中等学校 野 

球 統制 団体の 設立 を 目論んで いるば かりで なく、 この 

統制 令の 精神 を 徹底す る ことによって、 国民 体育の 問 

題 を も 解決しょう とする らしい (国民 体育 会館の 設置 

の 計画な ど)。 だが 元来から 云って スポ— ッは 文部省 

や 世間で ゥッ カリ 考えて いるよう に は、 ただの 体育に 

帰着す る もので ない ので ある。 夫 は 肉体の 運動 能力 を 

賭ける 一つの 勝負事と して、 一つの 巿井 的な 社会現象 


なの だから、 之 を 「体育 主事」 的に 解決す る こと は 元 

来 出来ない。 まして この 巿井 現象 を 商品と する スポ— 

ッ業 になれば、 文部省の 教育行政 理想と は 何等 関係の 

ない ことだろう。 之 は 私立大学の 教育 営業 を 統制す る 

ように 統制 出来ない ので ある。 精々 統制 出来る もの は、 

スポ— ッの イデ ォロギ —的 要素 位 いなもので、 例えば 

半 軍事的 観念に 帰着す る 「東洋 体育 協会」 の 問題な ど 

に 尽きる だろう。 

スポ ー ッが 資本主義 的 発達 を 遂げて、 もはや 「学生 

スポ— ッ」 とか 「体育」 とかいう 不徹底な ブル ジョ ァ. 

スポ— ッ 形態に 局限され 得なくなる と、 スポ— ッの文 


部 省 的 観念 は 破産す る。 もう その 時が 来たと いう こと 

を、 私 は ハツ キリと 注意した いと 思う。 


第三 部 宗教 風俗 

^ 新興宗教 について 

最近の 宗教 氾濫 現象の 一 つの 特徴 は、 新興宗教の 流 


行と なって 現われて いる。 仏教 運動の 台頭 や、 倉 田 I 

本 間 (俊 平) I 西 田 (天 香) I 伊藤 (証 信) 系統の 修 

養 系 乃至 教養 系の 宗教の 社会的 再評価 や、 各種 国粋 運 

動 は、 云う まで もな く 今日の 宗教 氾濫 時代の 重要な 内 

容を なす もの だが、 こうした ものよ リ遙 かに 特色の あ 

るの は 所謂 新興宗教 なので ある。 その 故に 世の 多くの 

人間 達 は、 他の 宗教 運動に 就いて 宗教 運動と して は あ 

まリ 注意 を 払わず、 或いは 少なくとも あま リ 反発 を感 

じない らしい にも拘らず、 新興宗教 だけ は 之が 何 かよ 

ろしくな いものの ように、 こずき 回して いる。 新興 宗 

教は インチキ であると か、 迷信で あると か、 其の 他 其 


の 他と、 まるで 他の 宗教 運動 や 明治 以前に 発生したり 

輸入され たりした 宗教 は 迷信で も インチキ でもない か 

のように。 

一体 新しく 興った という この 新興宗教と は、 いつ 頃 

から 起こった というの であるか、 或いはい つ 頃から 社 

会 的に 相当の 重大 さ を 持つ ようになつ たもの のこと を 

いうの か。 その 時期 を 画する もの は 満州事変 以来 だと 

いう ことで ある。 この 事変 以来、 平均 日に 幾つかず つ 

の 新 宗教が 発生して いるそう である。 以て 新興宗教の 

「新興」 という こ との 社会的 意義が 推察され るだろう。 

これ 等 新興宗教 は 大体に 於て、 最初から 多 かれ 少な か 


れ 非常時 用の 宗教で あると 見做して さしつかえ はない 

よう だ。 他の 宗教 は 非常時 を その 隆盛の 動機に してい 

るが、 新興宗教 は 特に、 非常時 を その 成立の 動機に し 

ている ので、 その 教義 内容の 如何に 拘ら ず、 非常時 的 

本質 を もつ こと を その 存在理由に している。 だから こ 

ういう もの を、 現代の 非常時 社会 は、 そう 無下に 悪し 

ざまに は 云えない 義理が あるので ある。 

世間で は 之 を 類似 宗教と も 云って いる。 それ は 文部 

省から 公認され た 宗教で ない という 意味で、 例えば 天 

理教は 明治時代に 政府に 献金して 公認して 貰った が、 

大本 教 (皇道 大本) の 方 は 類似 宗教 だとい うこと にな 


る。 そして 所謂 新興宗教 はこの 大本 教 並みに 待遇され 

るべき もの だと 考える わけ だ。 大本 教の 検挙 (之 は教 

義 内容 自身が 不敬罪 や 治 維 法に 触れる の だそう であ 

る) は 類似 宗教の 邪教 性 を 天下に 公示した ことになる 

が、 公認 宗教であって 邪教で ない 害の 天理教が、 教義 

と 無関係に 単に 脱税 行為 だけが、 検挙の 目標と なって 

いる こと は、 公認 宗教と 類似 宗教との 区別が、 単に 事 

務 的な のでない こと を、 即ち 夫が 社会的 正義感 や 道徳 

的 評価に 直接関係 している という こと を、 公示した こ 

とになる。 尤も 脱税の 検挙に 対して さえ、 奈良県 当局 

か ら 横槍が 這 入 つたと い う 噂 さ で、 天理教が つぶれて 


は 奈良県の 財政が あぶなく なるとい うこと だが。 

類似 宗教 は 偽 似 宗教 で 真性 宗教で ない という 感じ か 

ら、 それだけで すでに 評判 を 悪く する に 充分で あるが、 

だが 宗教 を 一 つの 伝染病と 見做すなら、 類似 宗教 こそ 

最も 伝染 力が あるの が 事実で、 之 こそ 真性な 宗教で な 

くて はなるまい。 この 真性 宗教の 効果 は、 単に 阿片 的 

な ものに 止まらず、 殆んど 青酸 加里 的 性質 を 持って い 

るので、 単に 魂 を 羽化 登仙させる だけで はなく、 生命 

そのもの を 昇天 させて 了う の だが、 この 点 は 後に 解説 

しょう。 


二 

人 はまた 之 を インチキ 宗教と 呼んで いる。 インチキ 

と いう 言葉 は 甚だ 愛すべ き 言葉 だが、 その 言葉の 使い 

道 自身が 又往々 にして インチキ である こと は 遺憾で あ 

る。 一体 インチキと はどうい うこと か。 この 俗語 は 二 

つの 場合 を 指して いる。 一 つ は 事物の 客観的な 力関係 

乃至 比重 を、 主観的な 利害 やひい き 目から、 実際に 見 

誤る ことで あり、 もう 一 つ は 夫 を 故意に 他人に 見誤ら 

せる ように 仕向ける ことで ある。 自分 を えらそう に 重 

大 そうに 見せる のに も、 実際 自分 をそう 思って いる 場 


合と、 実際に は 自分の えらくな さや 小 ささを 知つ て い 

るが 故に わざと 大きく 見せよう とする 場合と が 区別 さ 

れる。 寧ろ 前者の 方が 性格 薄弱 者 や 性格 破産者の み じ 

めな インチキ さで あるが、 併しい ずれに しろ、 事物 や 

人間関係の 客観的に 公正な プロボ— シ ョ ンを うぬぼれ 

や 利害 感 から、 ゴマ 化す ことが、 インチキ という こと 

の 哲学的 或いは 論理学 的な 本質な ので ある。 

観念と 物質との 客観的 比重 を 無視して、 精神主義 を 

強調す る もの は、 元来 それだけで インチキな もので あ 

るの だが、 併し 忘れて はならない こと は、 観念と 物質 

との 比重 も、 之 を 純 観念的に 測定す る 限り、 少しも 比 


重の ゴマ 化し は 暴露し ないです むので あって、 従って 

どんなに 荒唐無稽な 体系で も 教義で も、 それが 純 精神 

的な 世界に 終始す る 限り、 インチキに 見えずに 済む も 

の だ。 だから 修養と か 精神 鍛鍊 とか 肚を つくる とかい 

う 限り、 一切の 宗教 は インチキで なしに 却って 尤もに 

見える わけ だ。 処が 自分 は 神 を 見た とか 観音様に 会つ 

たと かいう 物理的 生理的 因果関係 を 一枚 入れる と、 夫 

はすで に 観念と 物質との 物的 比重に 解かれる ので、 そ 

こで 初めて、 この 人間 は 山師 かそうで なければ 狂人で 

はない か、 と 気がつく の だ。 或る 男が 海面 を ノコ ノコ 

歩いた と 書いて あれば、 之 はどう も 眉唾物 だとい う 事 


になる。 思念 一 つで 一 切の 病気が 治ったり、 不幸が 他 

人へ 身替 りしたり、 ポンプの 水が 出たり するとい う 証 

言 は、 どうも インチキ だとい うこと になる。 

その 意味に 於て 治療と 結び つ いた 宗教 教義 や 宗教 行 

為が、 最も 容易に その インチ キ性を 暴露 され 得る ので、 

之が インチキ 宗教なる ものの 定義で も あるかの ように、 

既成 宗教 業者 達 は 云う ので あるが、 併し 之 は 単に 自然 

科学的な 物質的 認識に 於け る 事物の 客観的 比重 をゴ マ 

化した からそう 云われる までで、 同じく 物質的 認識に 

於け る 事物の 客観的 比重 をゴマ 化すに しても、 その 認 

識が 社会科学 的な ものに なると、 この 支配者 社会 自身 


の 社会科学 的 認識 の 常識 そのものが 初めから インチキ 

に 出来て いるので、 インチキ 宗教と 呼ばれる こと を 免 

れ 得て いるので ある。 真理 を 行う 処の 商店 は、 どんな 

に 大きな デバ ー トが 出来ようと、 それに お構いなく 繁 

昌 するとい うような こと を 証言して いる 「真理 運動」 

など は、 インチキ どころ ではなく 正に 「真理」 だとい 

うこと になる。 真理 運動に 限らず、 大衆の 現実の 苦悩 

から は 完全に 独立 化した 既成 大 宗教な ど は、 治療 や 商 

売 繁昌の 御利益 を 説く 宗教 は 迷信に すぎない と 云って 

いる。 そのく せ 自分 は、 日本 資本主義の 繁栄 は 宗教の 

御利益に よらねば ならぬ と 考えて いるので ある。 


かって ラジオの 講演で 迷信に ついての 話し をした 人 

があった が、 迷信 は 誤った 信仰と か 正しくない 信仰と 

か 色々 に 定義され ている と 云って いた。 なる 程 迷信 は 

迷える 信仰の ことに 他なる まい。 だが 大切な こと は、 

之が いつも 必ず 何等かの 利害 打算に 基いて いると いう 

点な ので ある。 だから こそ 投機 業者 人気商売 は、 迷信 

的な の だ。 その 人 はこの 点に は 殆んど 見向き もしない 

で、 単に 科学的 認識との 矛盾ば かり を 指摘して いたよ 

うだが、 利益 や 利益と 思われる ものの ない のに、 誰が 

酔狂に 科学的 認識と 矛盾しょう などと いう 気持ち を 起 

こすだろう か。 単に 科学的な 無知から ではなく、 その 


無知に 一応 満足して おいて、 それより もっと 手取り 早 

く 利益 を 得ようと すれば こそ、 迷信の 必要が あるので 

ある。 治療 宗教 • 御利益 宗教 は、 自然科学 的 (仮に 治 

療 医学 を 自然科学へ 分類 するとして) 認識と 矛盾す る 

こと を 却って 必要と こそ 感じる 迷信で あり、 正 信ゃ宗 

教的 「真理 内容」 や 文化的 宗教 は、 社会科学 的 認識と 

矛盾す る こと を 絶対に 必要と 感じる 迷信な ので ある。 

ただ 対 自然科学 的 迷信の 方 は、 或る 程度まで 支配 諸 社 

会の 必要と 常識と に 矛盾す るので、 社会的 権威 を 与え 

られ ていない に反して、 対 社会科学 的 迷信の 方 は、 国 

家 的 権威 を さ え 付与 さ れ ている という だけの 違いだ。 


だが 支配者 社会から 権威 を 認められない にも拘らず、 

. J の 対 自然科学 的 迷信が 、 この頃で は 段々 社会的 に 必 

要に なつ て 来たと いう こと を 見逃す こと は 出来ない。 

医者 は 大衆の 生活費に 較べ て 馬鹿々々 しく 高価な ので、 

併しそう だからと 云つ て 病気 を 治療 しないと いう わけ 

に は 行かない ので、 一見 金の かからない 類似 医学 や 

も つ と 大悟 徹底 すれば 治療 宗教 を その 代用 物と して 採 

用す る。 もし 不治の病、 即ち 治療費が 嵩む 病気なら ば、 

そうした 方が 安上りに 治療の 良心 を 静める ことが 出来 

て、 理性的に 賢明な わけ だ。 どうせ 死ぬ のなら ば、 金 

を かけずに 早く 死んだ 方が いい かも 知れない。 そこで 


インチキ 治療 宗教の 青酸 加里 的 効用が あ つたわけ だ。 

だから 必ずしも 迷信 (科学的 無知) から インチキ 宗教 

へ 赴く ので はなく、 却って 理性的な 打算から インチキ 

宗教へ 赴く のであって、 雑誌の 出版屋に しても、 イン 

チキ 宗教 を 信じる こと を 標榜した 方が、 その インチキ 

宗教の 信者 を 読者に 獲得 出来る わけ だし、 まして イン 

チキ 宗教 を 売り出す 当人 達の 方で は、 初めから 終り ま 

で 完全に 理性的な ので ある。 ただ 宗教 業者の 方 は、 あ 

くまで 何等の 迷信 を 有たずに や つ て 行ける に反して、 

その 顧客の 方 は、 いつの 間に か 本当に 迷信 をす るよう 

になる ものが 少なく はない という だけ だ。 —— 迷信 は 


社会的に 見る と、 無知の ことではなくて、 利害 感に立 

脚す る インチキ 現象の 一種の ことで あり、 従って 却つ 

て 極めて 理性的な 本質の ものな ので ある。 だから こそ、 

対 自然科学 的、 又 対 社会科学 的、 迷信 は、 この 社会に 

於て 現実的に 実在し 得る の だ。 

三 

上品な 現象から 云って 行けば、 新興宗教 は インテリ 

の 不安に つけ 入った もの だと 云って いい かも 知れない。 

そ うすれば 不安 の 文学と か 不安 の 思想と かいう もの も、 


一 種の 新興宗教に 数える ことが 出来て 便利で ある。 だ 

が 科学的 知識が 豊富 だ つたり、 或いは 又 そのために 科 

学に 対して 懐疑 を 有て る 程に 偉い 害の 現代 インテリが、 

「迷信」 や 「インテリ 宗教」 を 代表者と する ような 新興 

宗教に つけ 入られる という こと は、 少し 辻 棲が 合わな 

いように も 思われる。 

現代の 宗教 運動 は 現代 インテリと 直接関係が あるの 

ではなくて、 実は 現代の 小市民 層に 直接関係 している 

の だ。 そこで 「ひとのみち」 に 見られる ような、 あま 

り 上品で ない 教義 や 行為が、 最も 有力になる わけなの 

である。 その 徹底した 家庭的 エロ ティ シズム など はた 


しかに インテリ 向きではなくて、 小 商人 向きな ので あ 

る。 それから 「生長の 家」 は 本 を 読む ことが 大事な 契 

機に なって いるし、 精神主義 的 ロジック も 学者の 如く 

ではなく 権威 ある ものの 如くに 中々 鋭い から、 少なく 

とも 相当 教育が あるか 又は 相当 頭がなくて は 這 入りに 

くい。 之 は 確かに 或る 層の インテリに 向いて いる。 処 

が 指導者 谷 口が、 精神 治療 を 行った 実例 を 枚挙す るの 

を 見る と、 いずれも 近代 生活 をな し 得る 程度の 小市民 

の 日常生活からの 引例な ので ある。 お 神さん や 女房 は 

あまり 出て 来ない が、 良家の マダム は 沢山 出て 来る。 

子供の 学校の 成績 や 入学試験で 夢中に なって いる マダ 


ム 達が 沢山 出て 来る ので ある。 —— それから 「真理 運 

動」 の 賛成者 を 統計で 見る と、 商人の 次に はサ ラリ— 

マンであって、 仏教 的 教養の ある インテリ 専門 かと 思 

うと、 必ずしもそう ではなくて、 単に 小市民 層 向き だ 

と 云った 方が 当ってい るよう だ。 勿論 サラリ —マン は 

範疇と して は サラリ —マンで あ つ て 範疇と しての イン 

テリ ゲン チヤで はない ので ある。 

新興宗教が 多数の インテリ を 動かして いる こと は 事 

実 だが、 それ は 正に 小市民と しての 資格に よる もの だ 

と 見るべき だろう。 それ は あまり インテリ 向きに 出来 

ていない という 事実 を 見落して はならぬ。 処で 実は そ 


こに、 その 一 種の 無 教養. 無 伝統 -歴 史的 権威の 欠如- 

と  いう 処に、  新興宗教が 所謂 「インチキ」 と 考えられ 

る 一 つの 理由が 伏在して いるので ある。 自分で イン テ 

リ だと 思って いる インテリ は、 キリスト教 とか 仏教と 

かいう 歴史的 伝統の 権威 を 持った もので なければ、 教 

養 ある ものと は 認めない。 注釈と 解釈と によって 文化 

的 財産の 形 をと つた もので なければ、 信用し ない。 そ 

ういう 歴史的 距離 を距 てて 見なければ、 一 切の もの は 

成リ 上り 者に 見える ので ある。 彼等 は 原始 キリスト教 

や 原始 仏教 そのもの は 承服 出来ない。 ただ それが 今日 

から 解釈され 注釈され て 初めて、 価値 を 認め 得る の だ。 


そうしない 限り は インチキな ものな ので ある。 —— 彼 

等 は 文献学 的 文学的 古典 を 至る処に 求める。 そういう 

意味に 於て、 古典的 文献と しての 威厳の ない 宗教 は 凡 

て インチキ なの だ。 

新興宗教 は 少なくとも 高級な インテリの 文化的 要求 

を 満足 させない。 大本 教ゃ 天理教の 聖書 は 文学的 価値 

を 持たぬ。 まして 「ひとのみち」 の もの を や だ。 谷 口 

雅春ゃ 友 松 円諦の 書く もの は 多少 文学的 価値 を 有つ か 

も 知れぬ、 だが 夫 は 古典的 価値 を 持たない。 —— 彼等 

の 宗教 的 情緒 を 満足させる もの は 寧ろ キ— ルケ ゴ ー ル 

であり、 優れた 「文献学 者」 だと かいう 二— チェ だろ 


う。 価値の あるの はこの 歴史的な 形而上学 (！) だ。 

之に 較べれば 「お振り替え」 (ひとのみち) や 「思念」 

(生長の 家) や 「真理 商店」 (真理 運動) など は 何と 形 

而下 的で インチキ である ことか。 —— だが こういう 点 

から、 或る 宗教が インチキで あるかな いか を 決める の 

は、 真理と しての 問題ではなくて 趣味と 教養との 問題 

だ。 私 は 初めに、 之と は異 つた 説明 を インチキに 就い 

て 加えて おいた ので ある。 

現に 今 は、 大本 教が インチキ だと 世間から 見られて 

いるの は、 殆んど 趣味 や 教養の 問題と してではなくて、 

大本 教の 僭上 沙汰に あるので ある。 つまり 王 仁 三郎ゃ 


大本 教 そのものの 社会的 比重に 就いての 測定に インチ 

キが あるので ある。 処が 前に 云った 通り、 凡そ インチ 

キ性は 全く 合理的で 理性的な 存在理由が あ つたので あ 

る。 ス ウイ フトの 『ガ リバ— 旅行記』 や モリエ ー ルの 

『人間嫌い』 ゃゴ— ゴリの 『検察官』 が 当時の 社会との 

関係に 於て 極めて 合理的で 理性的で 従って 現実的で 

あつたよ うに、 王 仁 三郎の 「大本 教」 も 合理的で 理性 

的で 現実的な 社会的 根拠 を 有って いる 一 つの 風 剌的存 

在 だ、 と 云っても いいだろうと 思う。 


^ 宗教の インチキ 性と は 何 か 

新興宗教 乃至 類似 宗教と 呼ばれる ものが、 今 は、 ィ 

ンチキ であると か 邪教で あると か 云われて いる けれど 

も、 特に 新興宗教 や 類似 宗教 だけが インチキで 邪教で 

あると いう わけで はない。 「インチキ 宗教」 に対する 


攻撃に 興味と 利益と を 感じる ものが 既成 宗教 業者に 少 

なくない らしい こと は、 この 攻撃の 仕方に とって、 根 

本 的な 反省 を 要求す る 事柄であって、 やり方の 如何に 

よって は、 却って 既成 宗教の 擁護に 何より 役に立つ 結 

果 になる だろう。 そういう 意図に 於て 類似 宗教 攻撃 を 

行なおう とする のが、 当局の 方針で あるよう に 見える 

し (宗教団体 法案 • 宗教教育 問題 • 大本 教 検挙 • 天理 

教 検挙)、 世間の 常識的 通念で あるよう に 見える。 だ 

が 勿論、 之 は 「インチキ 宗教」 攻撃の 本当の 形で あつ 

て はならぬ。 

「インチキ 宗教」 批評 は 一 般 的な 宗教 批判 • 反 宗教 運 


動の 一 環と して 初めて、 科学的な 意味が あるので、 そ 

こまで 行かない 形態の もの は、 全く 反対な 効果 をし か 

現実 上 持って いない。 これ は 少し 事情 を 省察す る 労 を 

惜 まない 人 は 誰でも 気の ついている ことで、 今更 私が 

ここに 持ち出す まで もない こと だが、 併し それで は 凡 

ての 宗教が インチキ であり 所謂 邪教で あるかと 問われ 

ると、 簡単に そうだと 云って は 済ませぬ ものが ある こ 

と を 注意す る 必要が ある。 キリスト教 や 仏教が 「ひと 

のみち」 や 大本 教と 同じ 意味に 於て インチキで 邪教で 

あるかと いうと、 決してそう ではない の だ。 

だから 「インチキ 宗教」 とか 邪教と か 呼ばれる、 そ 


の 言葉の 意味 をもう 少し 分析して かからな いと、 所謂 

インチキ 宗教の 批判 は 勿論 充分に 行かない わけ だし、 

それだけで なく、 既成の 社会的 信用 (？) の ある 世界 

的 宗教の 批判に も 不便 を 感じる だろう。 

宗教 は 一 般に 精神主義の 原型 を もつ ものであって、 

仮に その 形而上学 的 神学 組織が、 物心の 対立 を 超えた 

ものである 場合に も、 その 神学 組織の 実際的 運用に 於 

て は、 忽ち 精神主義の 原型に 帰着す る。 世界の 物的 変 

革と いう 手段が 理論的 に 必然 だ という こと を 極力 否定 

する か、 それとも そういう 課題に 絶対に 近づこう とし 

ない。 最も 革命的であった 原始 キリスト教 さえ も、 宗 


教 としての 興味 は 之と は 全く 別な 処に 横たわつ ていた 

ので ある。 

処が この 精神主義の 原型 は 色々 の 形 を 取って 現われ 

る。 その 一 つの 現われ 方が、 御利益 主義であって、 之 

は 観念 上の 信心 や 出来るだけ 極度に 安易な 物質的 運動 

である 処の 呪文お まじない 其の 他に よって、 要するに 

なるべく 観念的な 近道に よって、 極めて 複雑な 物質的 

運動の 結果で ある 処の 物的 利益 を 結果しょう という、 

超越 的な 観念的 因果関係の 設定の ことなの である。 無 

病 息災 • 成功 出世 • 其の 他の この 物的 利益が、 精神的 

ではなくて 露骨に 物的で ある 処に、 元来の 精神主義と 


いう 宗教 的 原型と その 特別な 一 発現 形態との 間の、 一 

種の 矛盾 を 感じさせる。 そこで、 之が インチキな 宗教 

の インチキ たるの 一 要因と 見做される わけ だ。 

もし 得られる 予定に な つ てる 結果が 精神的な 御利益 

ならば、 それが どれ 程 功利的で あり 打算的で あろうと、 

元々 精神の 一 手で 綺麗 〔# 「綺麗」 は 底本で は 「奇麗」 

となって いる〕 に片 がっくので、 建前 上の 食い違いが 

なく、 決して インチキに は 見えない。 どんなに 荒 唐 無 

稽 であろうと、 正しい 信仰で ある 資格 を もつ ことが 出 

来る。 元来 荒唐無稽 であると かないと か は、 精神 界だ 

けに 止まって いる 限リ 問題に もなら ぬのであって、 ど 


んな 妄想 を 懐 こうと その 内容が 純 精神的な も の に 限定 

されて いれば、 決して 狂人と は 認められない。 処が俺 

は 神の 子で あると いうよう な 肉体的 因果 づけな ど を 主 

張し 出す と、 大分 怪しくな つて 来る。 自分 は 神で ある 

とか 私 は 神に 会った とか 云い 出す と、 初めて 狂人と 見 

做される。 そしても しこの 妄想 自身が 物的 御利益 を 明 

ら かに 伴うならば、 彼 はも はや 狂人ではなくて 正に ィ 

ンチ キ師と 見做され るので ある。 

「生長の 家」 のように、 一 種の 宗教 運動 —— 精神主義 

運動 —— を 標榜しながら、 それが 最も 近代的な 物質 利 

益の 追求の 一形 態で ある 株式会社 活動で ある 時、 この 


矛盾 は それだけで 又 インチキの 称号に 値い する ことと 

な る。 そして 宗教 運動が 資本主義 的ジ ャ— ナ リズムに 

すりかえられる という 処 にも、 食い違いが あるので、 

ここから も 重ねて インチキの 称号が 尤もに 見えて 来る _ 

二 

元来 インチキ という 俗語の 指す ものに は 二つの 場合 

が ある。 第 一 は 意識的に 相手の 眼をゴ マ 化す ことで あ 

り、 第一 一は 知らず知らずに 恐らく 自分の 主観的 興味 か 

ら、 事物の 客観的な 公正 を 無視す る ことで ある。 自己 


宣伝の インチキ にしても、 自分の 社会に 於け る 比重の 

小さい こと を 知る が 故に 之 を 大きく 見せかけ ようとす 

る 場合と、 自分の 社会的 比重 を 客観的に 見境 づけ 出来 

ないた めに、 当然の ことのよ うに 自分 を 誇大に 示そう 

とする 場合と が、 あるだろう。 後者の 方が 寧ろ 不健全 

な憐 むべき インチキ 性 だが、 いずれにしても、 客観的 

な プロボ ー シ ヨンの 無視から 来る 食い違いが 一 般にィ 

ンチキ という もので、 この 食い違いが バレる と、 初め 

て インチキ 性が 露出す るので ある。 

宗教、 特に 類似 宗教の インチキ 性 も 亦、 正にこう し 

た 云わば 数学的と も 論理的 ともいうべき 性質の もので、 


之 は 社会の 常識的 通念 (之 は 主として 平均値 的に 小巿 

民の 常識に 相応す るの が 普通 だ) にと つて、 的確に 検 

出 出来る もの だ。 

処が この 小市民 的 社会 常識なる もの は、 云う まで も 

なく 甚だ 怪しげな ものな ので ある。 というの は 今日の 

小市民 的 常識に よると、 大 ブル ジョァ と は 違って、 社 

会 は 甚だ 精神的に 捉えられて いるので ある。 つまり 資 

本家 的な 企業の カラク リの 内部に は 全く 身 を 置く こと 

の 出来ない 小市民 は、 この 資本主義 社会の 物的 本質 を 

身み ずから 実証す る 機会 も 能力 も 頭の 内に 持ち 合わさ 

ないから、 その代りに、 この 社会 過程 を、 最も 手つ 取 


リ 早く 安易に、 一 遍に片 づけて 了え そうな、 精神的 解 

釈を 採用した くなる ので ある。 ブル ジョ アジ— は 社会 

の 精神的 本質な ど は 決して 信じて はいない、 ただ 信じ 

たような 顔 をして いる だけ だ。 処が夫 を 本気で 信じて 

いるものが 小市民な ので ある。 

さて この 小市民 的 社会 常識 は、 社会の 精神的 本質 を 

説く 宗教、 そして 社会の 精神的 利益 を 説く 宗教 を、 も 

はや インチキと は 看破 出来ない わけで ある。 社会の 精 

神 的 利益なる ものが 実は 社会の 物的 利益の ことで ある 

という 秘密 は、 彼等に よると 社会 そのものが 精神的な 

の だから、 到底 気がつかない。 かくて この種の 宗教 は、 


真の 宗教で あり、 宗教の 真面目 だとい うこと になる。 

既成の 世界的 宗教 や、 各種の 新興 類似の 教養 宗教 • 文 

化 宗教 • 哲理 宗教 は、 かくて インチキ や 邪教 どころ で 

はなく、 正に 正 信 そのもの だとい うこと になる。 之 を 

目して 今日の 常識的 通念 は、 迷信で ない 宗教 だと 称し 

ている。 

で 宗教が 「インチキ」 であるか ないか は、 之 を 見る 

立場に ある 社会の 常識的 通念の 如何によ る もので あつ 

て、 社会の 根本的 矛盾に 就いて 本当の 知識 を 有たない 

通念に とって インチキ でない 宗教 も、 社会の 根本的 矛 

盾 を 見得る 通念から すると、 紛れ もない インチキ 宗教 


なので ある。 つまり 内部に 根本的な 食い違い を 有ち な 

がら、 之 を 意識的に か 無自覚に か、 何の 食い違い もな 

いような 円満 具足な ものと 見せかける ものが、 インチ 

キ 宗教 一般の 本質 だ。 —— そういう 意味に 於いて、 唯 

物 論 的 認識論 (乃至 論理学) から 云う と、 インチキで 

ない 宗教 は 元来なかった し、 又 決して あり 得ない とい 

うこと になる。 ただ今 日なら 今日と いう 社会の 常識的 

通念に よって、 その内の 一部 は インチキで 他の 部分 は 

インチキ でない と 呼ばれる に過ぎないので、 そうした 

常識的 通念 そのものが、 唯物論 的 見地に 耐え 得ない も 

のな の だ。 


三 

併し、 次の 点 はなお 参考され ねばならな いので ある。 

同じく インチキ という 一 般 的な 評価に 値い する にして 

も、 例えば 福音書 的 キリスト教と 「生長の 家」 的 宗教 

とで は、 決して 同一な ものと して 機械的に 片づ けられ 

はしないだろう。 生長の 家が 今後 どういう 「聖典」 を 

伝承す るか 私の 予断の 限リ ではない が、 その 聖典 振り 

と バイブルの 聖典 振りとの 間に は、 確かに 大きい 距り 

が あるよう に 見受けられる こと を、 否定して はならぬ。 


私が そういうの も、 谷ロ雅 春の 書く もの は、 通俗的な 

卑俗な 友 松円諦 などの ぁリ 合わせの 教養の つぎはぎと 

は 違って、 多少 宗教 的な 鋭 さ を 持って おり (倉 田 百 三 

や ある 場合の 武者 小路の タイプに 近い)、 多少 キリス 

ト的 でさえ あるから だが、 例えばお 筆先の 類と 聖書の 

含蓄 ある 部分と を 較べて 見れば、 この 区別 はもつ とよ 

く 判る だろう。 

之 は 文化的 宗教と 非 文化的 宗教の 区別と か、 教養 あ 

る 宗教と か 教養の ない 宗教との 区別と か、 という もの 

と は 別な ので ある。 宗教哲学 者が 云う 様な 宗教 的 「真 

理 内容」 の 上での 区別 だとい う 風に 云って 了っても い 


けない。 まして 一方 は 世界史 的に 承認され た 宗教で あ 

るに 反して、 他方 はま だ 出来立ての 成り 上り 宗教に 過 

ぎない から、 という だけで もない。 宗教の 真理 (？) 

というものがあるなら、 夫 は 文化 や 教養と は 可な リ無 

関係な もので なければ なるまい し、 世界 宗教 は 原始的 

段階に あれば ある 程、 真理 (？) だと 考えられる。 そ 

して、 にも拘らず この 「真理」 • 宗教 的な 真理 内容 • な 

どと いう もの は、 実は 元来 成り立ち はし 得なかった も 

ので ある。 

だが なぜ そんなた だの 噓が 人々 を惹 きつけて 来た か。 

今日 世間で いう 所謂 インチキ 宗教なら ば、 之 を 人間の 


科学的 無知から 説明す る y J とも 出来よう。 尤も 実は 必 

ずし も 無知から ばかり 説明 は 出来ない ので、 私の 知つ 

ている 或る人が 「生長の 家」 を 信じる ようになった 過 

程 は、 もっと 遙 かに 合理的 (！) なのであった。 と 云 

うの は、 その 人 は 不治の病 気 だが 貧困で 医者に かかる 

ことが 出来ない。 それで 医者に かかる 代りに、 その 弁 

解と して、 神様 を 信じる ことにし たので ある。 こうい 

う 弁解の 道が 発見され たので、 その 人 は 安心 をし、 そ 

して 無駄な 金 を 費わずに 死ぬ ことが 出来た。 だから 邪 

教 への 動機 を 一 概に 迷信に よって 説明す る こと は 決し 

て 適切で はない の だが、 併し、 世界的 宗教の 高遠な 虚 


偽 は、 そういう 弁解に も 口実に も 経済に も あまりなる 

ので はない。 何が、 では 人々 を惹 きつける のか。 

私 はどう も、 人々 を惹 きつける 所謂 宗教 的 真理 内容 

(夫 は 世界的 大 宗教に 存 すると 云われて いる) は、 実は 

宗教 的 内容の ことなので はなくて、 文学的 内容の こと 

なので はない かと 思う。 梵 文学 や 仏教 聖典 • キリスト 

教 聖書な ど は、 明らかに 文学的 遺産と して 吾々 に 伝え 

られ ている。 之 は 文学と して 見る 時、 たしかに 大きな 

文学だろう。 尤も その 文学が 科学的 真理と どう 連絡し 

ている か は 今 は 問わない ことにしよう。 なぜなら 今日 

まで、 科学的 真理 を まるで 無視した 文学 も、 なお 大文 


学と して、 或る 存在 権利 を 与えられて 来て いるから だ。 

モ ー ル トン は バイブル を 世界の 五大 文学の 源泉の 一 つ 

に 数えて いる。 彼に よると バイブル は 単に 聖典な ので 

はなくて、 夫が 聖典と して 伝承され 得た の は、 韻 を 踏 

んだ 立派な 大きな 文学的 古典であった からな ので ある 

(彼 は 本来 持って いた 韻 を 復活 させた 読み ものと して 

の バイブル 原型 を も 出版して いる)。 この 点、 他の 世 

界 宗教に ついても 同様に 云える ので はない かと 思われ 

る。 

でつ まり 宗教 的 真理 内容が あると 云われる 世界的 大 

宗教と、 所謂 今日の インチキ 宗教と を 区別す る もの は、 


その 宗教 的 真理 価値で はない ので、 その 文学的な 真理 

価値 (だが 本当に 之が 真理で 価値が あるか は 別に 検討 

せねば ならぬ が) なの だ、 という ことになる。 夫は宗 

教 としての 区別ではなくて、 却って 文化と しての 区別 

なので ある。 —— だから 宗教 を 文学的な 認識から 引き 

離し、 宗教 を 教養 や 文化から 独立 させよう とする トル 

ス トイの 手に よれば、 キリスト教 は 何等の 世界的 大宗 

教 でもなくて、 安心の ための 弁解と 口実との 例の イン 

チキ 宗教の 範疇へ 還元され る。 「イワン -ィ リイ ツチ 

の 死」 は、 イワンの そういう 「インチキ 宗教」 的な 死 

に 際の 秘密 を 解い ている の だ。 


ここから も 判る ように、 宗教 をた だの 文化的 教養と 

してで はなく、 あくまで 宗教と して 純化す る 時、 その 

典型 は 他なら ぬ 「インチキ 宗教」 なので ある。 この 点 

逆説の よう だが、 明白な事 実に ぞくする。 であれば こ 

そ、 所謂 新興宗教の 一 種の 新鮮さと 魅力と が ある わけ 

で、 そしても し 仮に 宗教 を、 社会が もつ 社会 自身の 自 

己 風刺 だと 云って いいと すれば、 類似 宗教. インチキ 

宗教 • 邪教 こそ、 今日 出で ざる を 得ず して 躍り 出た、 

社会の 最も 自然な 而も 痛烈な 風刺な ので ある。 


^ 風刺と しての 邪教 

文部省に おける 宗教 制度 調査 会の 初 総会に おいて、 

宗教団体 法案 綱要の 審査 会が 開かれた。 席上 時の 文相 

松 田 氏 は 述べて いわく。 「方今 物質文明の 異常なる 発 

展に 伴い、 これが 幣竇 もまた 顕著なる もの あり、 ひい 

て 国民 思想の 動揺 を 来し、 人心 ややもすれば 中正 を 失 

し 矯激に 走る ありて 洵に 寒心に 堪えぬ」 …… 「なかん 


ずく 人心の 感化 社会 風教の 上に 至大の 影響 を およぼす 

宗教の 健全なる 発達 を 遂げし むる こと は、 もっとも 緊 

要なる ことの 一た る を 失わぬ」 云々。 そのために 今 こ 

こで、 宗教団体 法案なる もの を 案出した から、 審議し 

て 欲しい というの である。 

すなわち 文相の いう 所に よつ て も 明らかな ように、 

今度の 宗教団体 法案 は 宗教の 健全なる 発達に よつ て、 

物質文明の 幣竇を 矯めよう という 目的 を 有つ わけ だ。 

だが 一体 宗教の 健全なる 発達、 というの は 即ち 健全な 

る 宗教の 発達、 という ことに 相違ない が、 それが 抑々 

何で あるかが われわれの 遂に 正確に 理解し 得ない 所な 


ので ある。 

宗教団体 法案の 内容 を 見る と、 これ は 何より 先に、 

宗教 法案ではなくて 宗教団体 に関する 法案で あると い 

うこと を 示して いる。 宗教 法案の 成立 は 各方 面から 要 

望され て 今日に 至ってい るので、 殆んど 三十 年来の 日 

本 政府の 宿題で あつたの だが、 それが 宗教 自身の 直接 

な 取締り を 標榜す るので は、 丁度 或る 一 定の 学説 内容 

に 関する 取締りが 思想 言論 の 自由の 精神 に 抵触す る よ 

うに、 信教の自由の 観念に 抵触す る わけ だ。 無論 取締 

ら ねばならぬ ような 思 想 言 論の 方の 所有者 は、 その ま 

まで は (これ を 反対の 一定の 定型の ものへ 転向 させな 


いで は) 支配 社会の 役に立た ぬから、 いわば 支配 社会 

の 無用 有害な 分子に 過ぎない ので、 政府 はこれ に 対し 

て 何等の 好意 ある 顧慮 を 必要と しないだ ろうが、 しか 

し 宗教 は、 実際 上の 問題と して、 決して これと 同一に 

取扱う こと は 出来ない。 宗教に も 色々 と 支配 社会の 気 

に 入らぬ もの や 不都合な もの や 困った ものが あつたし、 

また 現在 も あるだろう。 だが 宗教の 本質 は 決して そん 

な 不逞な もので はない はず だ。 だから この 取締 リを標 

榜 する ことによって、 信教の自由 を 蹂躪したり、 また 

善良で 利用価値の 高い 宗教 業者 を 無用に 刺激した りす 

る こと は、 得策で ない。 そこで 宗教 そのものの 代りに、 


その 社会的 生存 条件で ある 宗教団体 を 取締る という 建 

前にしょう というの が、 この 案の ねらい 処だ。 

宗教団体の 方に 国家権力の 重し が 利いて いれば、 宗 

教の 数多くの うちに ヒョ ット して 現われない でもない 

ような、 あま リ 肩身が 狭くなる ように 見っともな いも 

の は、 間接に だが 確実に、 取締る ことが 出来る わけで、 

宗教の 社会的 信用 を墜 としそう な 分子 は 整理す る こと 

が 出来る。 これによ つて、 宗教 は 健全と なるとい う 次 

第で ある。 そこで 寺院 • 教会 • 教派 • 宗派 • 教団 等の 

宗教団体 や これに 類似した 宗教 結社 を 法定 化し、 宗教 

教師の 資格 も 従来より 適切に 規定しょう というの が、 


この 法案で ある。 

なるほど これによ つて 淫祠 邪教と いうよう な、 宗教 

の 信用 を 失墜 させそう な もの は 征伐 出来る だろう から、 

宗教 は 健全になる だろう。 だが そういうなら、 一体 何 

が 淫祠 邪教で あり、 どういう 宗教が そうでな いか、 ど 

こに 区別の 標準が あるの だろうかと いう 疑問が、 その 

代りに 起きて 来る まで だ。 ところで 実は、 一体 如何に 

して 宗教が インチキで なく あり 得る かとい うこと が、 

われわれの 相 変らず の 疑問な ので ある。 

最近の 文部省 は 宗教の 健全 性と いう テ— マに ついて、 

非常な、 非常時 的な、 思索に 耽って いる。 とに 角 文部 


省に とって は、 というの は 一般に 支配 社会に とって は 

という ことになるが、 宗教 は 必要な の だ。 ただ 文部省 

にと つ て は 宗教 を 無条件に 運用す るのに その 建前から 

いっても、 先の 信教 自由 は 別と しても、 いくつかの 障 

碍が 横たわつ ている。 その 一 つ は 明治 初年 以来の 政教 

分離に 基く 学校に おける 宗教教育の 禁止 だ。 そこで 

困った 文部省 は、 先般、 或る 口実 を 設ける ことによ つ 

て、 学校に おける 宗教教育 を 許可し、 または 寧ろ 奨励 

する ことにし たので ある。 というの は、 学校に おいて 

禁止すべき もの は 宗教教育ではなくて 宗派 教育で ある、 

宗教教育 は 宗派 教育 を 離れて 行なわれるべき だとい う 


解釈 だ。 ところが 宗教 はすべ てまたい つの 世で も 宗派 

や 教団から 離れて はない の だから (宗教団体 法に よつ 

て 宗教 取締と 宗教 奨励と を 企 てる 文部省 は 実は この こ 

と を 一等よ く 知っている はず だ)、 これ を 超越した 宗 

教 というと、 つま リ 宗教 的 情操と いう ものになる。 実 

際 文部省 は 各 学校に 向か つ て 宗教 情操 教育 を 施せと 命 

じている らしい。 ところが この 宗教 的 情操なる ものく 

らい 訳の わからな いもの はない ので、 第一 各 宗派に 共 

通な ような もの は、 到底 具体的な 宗教 的 情操で はない 

から、 従ってつ まり はこれ は 宗教 的 情操で はない とい 

うこと になる。 そこで、 この 宗教 的 情操 は、 教育勅語 


と 一致す る 限りの 内容に ほかならぬ、 という 解釈 を 文 

部 省 は 採用す る ことにし たらし い。 

しかし これで は 宗教 的 情操な どと いう 名目 は 無用の 

長物だった わけで、 教育 は 従来 通り、 教育勅語 一 つで 

立 派に 遂行され 得る はずな の だ。 何のた めに 宗教 を 回 

リ 道した か 訳が わからぬ。 だから、 宗教 的 情操と いう 

ものに、 宗教の 健全 性 を 求めても、 教育の 健全 性 は 見 

つかる かも 知れぬ が、 宗教の 方の 健全 性 は どこに も 発 

見され ない わけ だ。 健全な 宗教と いう ものの 意味 は、 

依然として 一 向 ハツ キリし ない。 

では 最近 邪教の 標本と して 内務省と 司法 省の 槍玉に 


挙げられ ている 大本 教を 見れば、 何が 健全な 宗教で、 

何が インチキ 宗教 かが わかる だろう、 という かも 知れ 

ない が、 必ずしもそう ではない ので ある。 大本 教 (皇 

道 大本) の 検挙の 内容に ついては、 本当 はま だ 詳細 ま 

たは 正確に 知る こと は 出来ない が、 とに 角 それが 犯罪 

を 構成す るら しい 点 は、 治安維持法 違反 か 不敬罪の 類 

であるら しい。 だからい ずれに しても 日本の 国体の 尊 

厳 を 犯す という 所で あるら しい。 で この 宗教 乃至 類似 

宗教が 邪教 = インチキ 宗教と して 犯罪 取締 リを 受ける 

の は、 一般の 思想犯と 共通な 点で あるら しい。 社会で 

は 大本 教の 持って いる 異常 精神的 奇怪 味 を 目して イン 


チキ といって いるの かも 知れない が、 それならば 天理 

教 (これ は 公認され た 宗教 だ) の ファナティシズムに 

だって ある ことで、 独り 大本 教 だけの もので は ある ま 

い。 法律 的に インチキ なの は 大本 教が 広義に おいて 不 

敬な 点 だけに あるの だ。 これに 反して、 アメリカ人 キ 

リスト 教 宣教師が 最近 日本で 出版した 『最近の 日本』 

なる 文章が、 皇室の 尊厳 を冒瀆 するとい う 理由で 新聞 

紙 法に ひっかかった、 という 例が あるが、 然し 世間で 

は、 この 宣教師の 宗教 行為 を 不敬 だと はいっても、 邪 

教 とか インチキ 宗教 だと か は 言わない。 ここで 矢張り 

宗教の 健全 不健全、 正 信と 邪教の 代りに、 一般に その 


思想が 日本 主義 的で あるかな いかが 問題に されて いる 

に過ぎない。 何が 宗教の 健全 さか は、 依然として わか 

らぬ。 

では 「ひとのみち」 はどう か。 これ もまた、 検事局 

の 手入れが あつたが、 「み 知らせ」 による 病気 治療 や 「お 

振替え」 (信者 は 便法 上 自分の 不幸 を 教祖 御木徳一 の 

身へ 振替え る ことが 出来る という) の 説 や 金銭 取 立て 

のから くりや、 また その 特有な エロ ティ シズム は、 社 

会 常識から 見て 極めて インチキ であり、 淫祠 邪教の 尤 

なる ゆえん を 示して いる こと は 明らか だ。 だが 西方 浄 

土の 説 や 本山 末寺の 金銭 取 立て 組織に おいて は、 これ 


は 敢えて 本願 寺の 敵で はない ので ある。 病気の 治療と 

信心と を 結びつけ るから 邪教 だとい うなら、 社会的 不 

幸の 治療と 信心と を 結びつける こと は、 なぜ インチキ 

ではない のだろう か。 こう 考える と、 健全な 宗教 はェ 

ロティ シズム に は よらぬ ところの 宗教の ことにで もな 

リ そうだ。 これで はお 話しに ならぬ。 

ところで、 次に 「生長の 家」 は 自分で は 宗教で ない 

といって いるが、 世間で はこれ を 一種の 宗教と 認定し 

ている。 思念した だけで 一 切の 病気 • 不幸 • 困難が 姿 

を 消す という 誇張され た 精神主義が、 即ち 宗教 だと 世 

間で は 見て いるので ある。 だが、 生長の 家 自身 これ を 


宗教と は 考えず、 寧ろ 凡ての 信念の 帰着 点 だ と 主張し 

ている ことに は、 大いに 意味が あるの だ。 というの は、 

世間で は、 そういう ことが 取りも直さず 「宗教」 とい 

うこと で、 そして 同時に それが 「邪教」 H 「インチキ 

宗教」 という もの だと 見て いるの だからで ある。 —— 

つまり 宗教で ない もの も、 それが インチキ である こと 

によって 忽ち 宗教と なる、 というわけだ。 生長の 家が 

出版 企業と 宗教と を 結びつけ たが ゆえに 初めて インチ 

キ 宗教に なった、 ので はない 証拠に は、 たとえば 出版 

企業と 出版 報国と を 結び つけても そ の 報国 活動が ィ ン 

チキ にならぬ こと を 見れば いい。 


さて この辺から、 少なくとも 宗教の インチキ 性が 何 

かとい うこと がわ かり かけて 来る。 インチキに 見える 

の は、 その 荒唐無稽な 精神主義、 その 意味に おける 迷 

信と、 その 迷信が 何 かの 条件で 社会的な 価値と して 通 

用して いると いう 点と にあった ので ある。 だが 宗教 的 

迷信に 正 信 を 対立 させ、 真理 を 押し立てる らしい 友 松 

円諦氏 等の 「真理 運動」 派 は、 果して 荒唐無稽な 精神 

主義で はない のか。 なるほど これ は、 自然科学の 成果 

を 無視し ないど ころで なく、 大いに 尊重して 見せる と 

いう 点に おいて、 即ち それ を 上手に 問題 圏外に おくと 

いう 点に おいて、 「ひとのみち」 や 「生長の 家」 の反自 


然 科学的 迷信に 較べる と 確かに 「真理」 だろう。 だが、 

社会の 真理 化 —— これ はつ まリ 精神に よる 真理 活動の 

こと だ —— によって、 一切の 社会的 矛盾 や 困難が 解決 

される と 称する の は、 荒唐無稽の 精神主義でなくて 何 

か。 これ も 一 つの 新しい タイプ を 浮き彫り にした 悪質 

な 迷信な の だが、 この 迷信が 社会的に 見て 従来の もの 

より 尤もらしく 信用され て 通用す るら しく 見える の は、 

たまたま 現代 社会人の 圧倒的 矛盾 感と 社会 常識に おけ 

る 社会科学 的 認識 の 未熟と いう、 弱点に 乗じて いるか 

らに すぎぬ。 この 点、 いわゆる 邪教が 自然科学 的 無知 

や 病気 や 個人的 不幸の 弱点に 乗ずる のと、 本質に おい 


て 少しも 変らない ので ある。 だから、 最も 常識的で ス 

マ ー ト らしい 真理 運動 さえが、 宗教 (= 精神主義) で 

ある ことによって、 忽ち インチキ 宗教の 実質 を 受け取 

る。 宗教の インチキ 性が、 宗教 そのものの 本質に 他な 

らぬ こと はこれ で わかろう。 —— で 少なくとも 宗教の 

インチキ 性の 方 は、 これで わかった。 

だが 宗教の 健全 性 • 健全な 宗教 • の 方 はどうな つた 

か。 しかし 宗教の 本質が 邪教であるなら、 健全な 宗教 

などと いう もの は 無意味に ならざる を 得ない。 インチ 

キ 宗教と 健全な 宗教との 区別な ど は、 本質的に は 意味 

がない という ことになる。 まあ 精々、 文学的な 価値 か 


ら でも 区別す る 他 は あるまい。 例えば バ イブ ルゃ お経 

は 非常に 立派な 文学的 遺産 だが、 お 筆先で はお 話しに 

ならぬ から インチキ だとい う 種類の 区別だろう。 しか 

し 無論、 文相 達 は、 宗教の 文学的 価値な どに 思い及ん 

だ こと は あるまい から、 これ は 今の 問題に はならない。 

ところで 松 田 文相 は、 「宗教の 健全なる 発達」 のた め 

に、 宗教団体 法 を 制定し ようと 欲して いるの だから、 

思わざる も 甚だしい もの だとい わねば なるまい。 「物 

質 文明の 幣竇」 を 矯める ための 宗教 は、 いうまでもな 

く 徹底した 精神主義の 他に はない はず だ。 ところが こ 

の 徹底した 精神主義 は、 取りも直さず いわゆる 邪教に 


如く はない。 ところが 文相ら は、 一方に おいて 宗教の 

健全な 発達 を 欲しながら、 他方に おいて、 邪教の 撲滅 

策 を 講じて いるので ある。 これ は 何 かしら 宗教の 効用 

を 少し 誤算して いる こと だ。 

それ はさて おき 宗教の 社会的 効用に は、 松 田 文相 そ 

の 他が 見る ところの ものより、 遙 かに 深遠な ものが あ 

るので ある。 それ は 現代 社会の 鏡 だ。 そこに は 現代 社 

会の 姿が ありあり と (裏が えしに だが) 写る。 でい わ 

ゆる 邪教 も、 ただ 単に 邪悪な 信仰の ことな どで はない。 

それ は 偶々 「タチ が 悪く」 「ヒト の 悪い」 鏡な ので ある。 

だからた とえば 大本 教の 如き、 その 内容 を 少しよ く考 


え 合わせて 見る と、 われわれ 日本の 社会に 対する 痛烈 

極まる 風刺 を 含んで いるで はない か。 これ を 単に 僭上 

な 誇大妄想 や 山 カンと 思って 非難す るなら、 世間 はみ 

ずから を 知らぬ ものと 云わねば ならぬ。 


^ 宗教に おける 思想と 風俗 

「ひとのみち」 教団の 教祖 御木徳一 氏が 初代 教祖の 位 

置 を 隠退す ると 時 を 同じく して、 関係者 一同と 共に 検 

挙 された。 数名の 処女 を 宗教 的 暗示に よって だまして 

犯した という 犯罪が、 被害者の 一人の 家族に よる 告訴 


から 露見した というの である。 同氏 は その 犯行 を 認め 

て 性犯罪の 罪名の 下に 送 局され た。 

当時の 新聞 社会面 を 一 見す ると、 初めは 何 か、 ひと 

のみち 教団 そのものに 手入れが あつたよ うに 読者に 感 

じさせる ものが あつたが、 検察 当局の 握って いる 弱点 

はま だ 教団の 教理に 触れた もので はなく、 また 教団 そ 

の もの —— その 組織 • 経済的 内実 • 等 —— にさえ も 触 

れ てはいなかった ので ある。 之までの 処 問題 は 全く 教 

祖 一個人の 犯罪に つきる のであって、 単に この 人物が 

偶々 この 教団の 始祖であった というまで であり、 ある 

いは 教団の 始祖で あつたが 故に 初めて 宗教 的 威力が 自 


由に なった ので、 こういう 犯罪に 陥った といった 方が 

正しい、 というまで である。 

勿論 この 犯罪の 実質 は 決してた だの 個人的な 性質の 

もので はない。 この場合に 限らず 一般の 犯罪 はそう い 

う もの だが、 しかし 普通の 場合に は 犯人 個人の 立つ 社 

会 的 バック は 問題に しない ことにな つてい るのに、 今 

の 場合 は 信徒 一 一 百万と 号す る 教団と いう 特別の グル— 

プと 宗教 教理と いう 特別な 運動 原理が 控えて いるお か 

げで、 問題 は 個人から 一 種の 社会的 バックにまで 一 続 

きのよう に 受け取られ 易い。 当然 これ はしか あるべき 

もので、 普通の 場合に それ を 社会的 条件にまで 遡源 さ 


せて 見ない 方が 間違って いるの だ。 —— 当局 は 教理に 

不敬が あり はしな いか 教団 会計に 横領が あり はしな い 

か、 と 見て いるので あり、 また ひとのみち 教団が 宗教 

行政に 適応す るた めに 名目 上 自分で その 一 派と 名乗つ 

ている 扶桑 教 にも 検察の 眼 を 向け 始めた ものである。 

大本 教の 検挙 はこれ と は 趣 を 異にして いた。 大本 教 

の 検挙の 法的根拠 は そ の 教理 内容の 実際が 不敬に わた 

る ことだった。 不敬と いうの は 国体と 観念的に 相容れ 

ぬ ことで あり、 それと いうの も 実は 却って 国体の 不敬 

な 模倣であった からで あり、 つまり 似寄って いたから 

であるが、 この 点になる とひとの みち 教団の 教義 内容 


も 極めて 国体 主義 的な ものな の だ。 恐れ多く も 教育 勅 

語が その 教典の 一 つに なって いる 位いだ。 その 点 教育 

関係の 当局 や 有識者の 大いに 参考になる 点 だが、 しか 

し 教育 関係者が なお 安心して よい 点 は、 ひとのみち 教 

団は まだ ほとんど 何等の 政治的 綱領 を 有って いないら 

しいと いう こと だ。 そこで まだ いわゆる 不敬に ならず 

に 済んで いるので ある。 

「ひとのみち」 は 宗教 的 世界 征服 計画 は 持って いない。 

これが 大本 教と 異る処 であり、 また この頃 日本で 流行 

の 大陸 教ゃ 南方 教と 異る処 だ。 禅宗 僧侶の 出身と 伝え 

られる 「おしえお や 様」 御木 氏 は、 もっと 巿井 猥雑の 


間に 行なわれ 得る もの を 以てした。 夫婦の 性行為 を 強 

調す る処の 性的 宗教と 見なされて 来て いる ゆえんで あ 

る。 で ひとのみ ちの 刑法 的 価値 は、 今の 処 思想警察 関 

係と いうより、 風俗 警察 関係に あると いうべ きだろう- 

ひとのみち 教団 は 類似 宗教の 公式 的 典型 だ。 こう 

い つ て も 私 は 別に ひとのみち 教団 だけ を 特別に 悪い と 

考えて いるので はない。 悪 いのは いわゆる 新興宗教 全 

体で ぁリ、 それより もっと 性の 悪 いのは いわゆる 正 信 

や 既成 宗教 や 宗教 圏外の 権威 を 持つ 宗教 的 信念で ある 

の だが、 ひとのみち は 偶々 正直に も、 この 悪い ものの 

代表と してみ ずから 買って出た ものであって、 この 点 


むしろ 極めて 誠実な 犠牲的な そして 天才 的 ともいうべ 

き 現代 「宗教」 なの だ。 

ひとのみ ちに は キリスト教 や 仏教の ような 文献 上 や 

文学 上の 長所がない。 だから 宗教学 者の いう 「宗教 的 

真理」 を 持ち 合わさない。 品 も 悪く 柄 も 悪い。 しかし 

下等な 人格 や 品の 悪さ にも拘らず 美人と いう ものが あ 

るよう に、 恐らく この 宗教に は ある 甘美な 風俗 感を催 

させる 何 かが あるの だろう 〔# 底本で は 「あるだろう」 

となって いる〕。 そこに 問題が あるの だ。 

二 


たとえば、 類似 宗教に 数えて しかるべき 「生長の 家」 

の 谷 口 氏 は、 一種の 文学的 才能 を もっている。 講演し 

たもの を 読んで みると、 一種 キリスト 風の ソフ イズム 

を 感じる ので ある。 倉 田 百 三 氏の 『出家と その 弟子』 

などと、 ジャンル は 別 だが 文化的 本質 を 同じく してい 

るだろう。 既成 大宗 教も その 阿片 的 魅力の 大部分 は 実 

はこうい う 文学的な 魅力で ある こと を、 注意し なけれ 

ばいけ ない と 思う が、 処が 「ひとのみち」 になる と (天 

理教ゃ 大本 教で もそう だが) そういう 文学的 魅力 はま 

るで ない の だ。 


通リ 一 遍の 文化人 は、 この 非 文学的な 宗教 を 見て、 

一 遍に 軽蔑して しまう。 そして これ こそ インチキ 宗教 

の インチキ たる 証拠 だと 考える。 そこへ 持って来て、 

猥雑な 観念と デ リカシ ー を 欠いた 趣味の 悪い 実践と だ。 

いよいよ インチキ だとい うこと になる。  だが こう 

した 点 は インチキ 宗教の インチキ たる 症状で は あ つ て 

も、 その インチキ 性 自身で はない。 発熱 は 病気の 症状 

だが、 病気の 本質で はない。 熱が 出ずに 次第に 命 を 落 

とす 病気 も 多い。 文化人の 趣味 や 嗜好に とって インチ 

キに 見えない ような インチキが 沢山 ある こと を 忘れて 

はなるまい。 だから 「ひとのみち」 だけが インチキ 宗 


教 なのではなくて、 たまたま それが 露骨な ために、 宗 

教 なる ものの インチキ 性 を 思い切って 露出した まで だ 

と いうので ある。 

しかし 社会の 既成 観念の 秩序が 乱れて 来る と、 教養 

ぁリ 教育 ある 人間 も、 その 趣味 や 嗜好で はもう やって 

行けなくなる。 その 趣味 や 嗜好の 洗練が 物の 役に立た 

ぬと なれば、 文化人 も 平 俗人 も 結局 同じ ものになる。 

で そこに、 一種 風俗 感を催 情す る ものと して 立ち 現わ 

れた 「ひとのみち」 や これ を 典型と する 一連の 類似 宗 

教は、 識者と 無 識者と を 問わず、 斉しく 風俗 的 魅力 を 

有って 来る 理由が あるので ある。 この 風俗 的 魅力と は 


思想に おける 最も 抽象的な 共通 物の ことであって、 丁 

度 猥談が 最も 抽象的で 共通な 論議で あるよう な もの だ。 

軍人 や 学者 や 政治家 や 実業家と いう 偉い人 達が、 類似 

宗教に 投じる 所以であって、 その 際 インテリの 既成 宗 

教 についての 教養な ど は、 問題に ならぬ ので ある。 I 

I 小僧 を も つ とよく 働かせる 手段と して 「ひとのみち」 

の 類 を 信仰す るの だ、 という 風にば かり は 私 は 考えな 

い。 もっと 親切な (？) 見方が 必要の よう だ。 

さて 新興 類似 宗教の- J の 特殊な 風俗 的 魅力 は 何 だろ 

うか。 つまり 何 だって 見識の ありそうな 人まで がこう 

いう 無知な グロテスクな ものに 熱中し なければ ならぬ 


か、 という ことで ある。 内務省と 文部省との 意見が 一 

致した 処 によると、 そこに は 大体 四つの ものが ある そ 

うで ある。 第一、 既成 宗教が 無気力で ある こと。 第二、 

大衆の 生活 不安と 思想 混迷。 第三、 医療制度の 不徹底。 

第 四、 宗教 復興. 精神 作興. の 声の 利用。 というので 

ある。 

当らず とも 遠からずの 説明で は あるが、 しかし これ 

を どういう 風に 理解す るかで、 見解 は 全く 別な ものに 

もなる ので ある。 既成 宗教が 無気力で あるた めに 類似 

宗教が 勃興して 来たと いうの は 本当 だが、 それで は既 

成 宗教 を 盛大に すれば 類似 宗教 は それだけ 下火になる 


のだろう か。 宗教団体 取締法に よって 宗教 を 国家的に 

統制したり、 また 権威 づけたり、 学校に 宗教 情操 教育 

を 持ち込んだ りすれば 類似 宗教 は 多少と も 参る だろう 

か。 いや 一体そう いう やり方で いわゆる 既成 宗教の 気 

力と かが 生じて 来る だろう か。 宗教の 気力 は 一 つの 場 

合に は 政治的な 反抗 意識と して、 また 他の 場合に は 地 

上の 権力 的 支配 意識と して、 燃え立った 歴史 を 持って 

いるが、 今日の 日本の 既成 宗教に そういう 気力 は 絶対 

に 期待 出来ない。 

大衆 の 生 活 不安な る ものの 内に は 医療制度の 社会的 

不備 を 含ませねば ならぬ。 非科学的 治療 を 信頼す る こ 


とが 迷信で あると いうよう な 観念 は、 単に 医学博士 的 

なまた は 自然科学 の 教授 然 たる 迷信の 観念に すぎ ぬ 。 

類似 宗教の インチキ 治療が、 医者の 治療よりも 安そう 

だと 思えば こそ、 同じ 死ぬなら 金の かからぬ 治療 方法 

で 以て 死のうと いう 次第な の だ。 だから 迷信 を 極めて 

合理的に 運用して いる 場合 も あるの だとい うこと は、 

注目に 値い する。 これが 迷信 的 治療の 極めて 理想的な 

本質な の だ 。 迷信 に さ え 理性的 本質 を 与え ると いう こ 

とが、 今日の いわゆる 生活 不安の 悲しむべき 作用な の 

である。 


三 

類似 宗教 台頭の 原因の 一つ を、 現代 思想の 混迷に 帰 

せようと する 内務. 文部 案 もまた、 間違って はいない。 

だが 一 体 今日の 思想 は 混迷して いるの だろう か。 マル 

クス 主義 乃至 唯物論の 側に 立つ 思想 も、 勿論 今 は 絶対 

的 安定 を 得て いるな どと いう こと は 出来ない が、 しか 

し 結局に おいて ハツ キリと した 見 透し を 持って いる わ 

けで、 混迷な どと は 似ても 似つ かぬ 事態の 下に ある こ 

と を、 思い出さねば ならぬ。 混迷して いる 思想と いう 

の は、 ある 特別な 思想に 限る ので ある。 


思想の 混迷と かいう もの はどうい う 時に 発生す るか。 

既成 思想の 崩壊に 当って、 これに 代るべき 新しい 生き 

た 思想が、 与えられない 時 だ。 あるいは 与えられ たよ 

うに 思われても、 その 与えられ たのが 輪郭 〔# 「輪郭」 

は 底本で は 「輪郭」 と 誤記〕 の 潔くない、 その 意味で 

不潔な、 尤もそう なまた 尤もらし からぬ、 不信用な 観 

念で ある 時で ある。 そして 特に、 当然 行くべき 思想 段 

階に 行きつ こうと して、 しかも それ を 強力 的に 妨げら 

れる 時、 思想 は 最もい ちじる しく 混迷し 腐敗す る もの 

なの だ。 

だから 思想の 混迷 を 矯正 するとい つ て、 思想 を 強制 


的に 統制し ようとし 始めたり すれば、 それ こそ かえつ 

て 思想 をく さらせて 混迷に 導く ものな ので ある。 内務 

省 や 文部省が 思想の 混迷 を 類似 宗教 発生の 一 原因と 見 

なす 場合、 思想の 進歩と 代謝と を 圧制す る ことによ つ 

てこれ を 混迷 させた もの も 自分 達なら、 また 次に これ 

を 強権 的に 統制して 重ねて 混迷へ 導く もの も、 自分 達 

自身で ある ことと いう こと を、 あるいは 自分で も 知ら 

ないだ ろ う。 類似 宗教 征伐に 最も 熱心で ある ものが、 

あに 計らん や 類似 宗教の 温床で あると いう こと、 こう 

いう 一種の 「インチキ」 は 政治 事情の 上で はいつ も あ 

る こと だ。 暴動 を 鎮圧した と 見せかける のが 暴徒の 一 


味 だ つ たり 何 かする ものである。 

最後に、 宗教 復興 • 精神 作興 • の 声 を 利用して 類似 

宗教が 進出した という 関係 当局の 見解 は、 最も 天晴れ 

といわねば ならぬ。 全くそう なので ある。 だから 私 は 

当局の 思想 対策と 類似 宗教 簇出と は、 社会的に 同じ 本 

質の 二 つの 現象 だと 云って いるので ある。 特に 注意 さ 

れて しかるべき 点 は、 類似 宗教 中、 最も インチキな 部 

類に ぞくする と 見なされて、 社会で 兎や角 話題になる 

ものの 大部分が、 何等かの 神道に 関係の 深い もの だと 

いう こと だ。 大本 教- ひとのみち (扶桑 教に ぞくす) 

を 初めと して、 天津 教. 島津 治子教 (？)  • などい ずれ 


もそう だ。 脱税 問題で 問題に なり かけたり 教義に つい 

て ある 種のう わさが 流布され たりして いる 天理教 を 見 

て もよ い。 とに 角 「類似 宗教」 乃至 類似 宗教 類似の 宗 

教は、 惟神の道 や 国史 的 言論と 密接な 関係が あると い 

うこと を、 あくまで 重大視せ ねばならぬ。 

それで あれば こそ、 却って 初めて 類似 宗教 は 大体に 

おいて 不敬 問題 を ひき 起し やすいの である。 島 津治子 

女史 一味の 不敬 は 精神病 学 専門家の 判決 (？) による 

と、 精神病に 原因す るそう で、 一 味の 婦人 達 はにわ か 

に 松 沢 精神病院へ 収容され た。 だが、 幾人 かの 婦人 達 

が ある 特定の 不敬な 妄想 内容 を 共通に するとい うこと 


は、 恐らく 精神病 学 的に 特別な 興味 を ひく ものだろう。 

精神病の この種の 社会的 カテゴリ— が 発見 されれば、 

今後の 歴史家 は 歴史上に おける 反動 現象 を 記述す るの 

に、 大変 重宝がる こと だろうと 思う。 と 同時に この 調 

子で 行く と、 社会 思想 を 取締る に は、 すべて これ を 社 

会 的 宗教 的な 発狂と 診断 すれば よい ことにな りそうで、 

安心が ならぬ わけで あるが。 

島津治 子教の 不敬 は 病理 現象 だとして、 天津 教の如 

き は 極めて 手の込んだ 国体 的 文献学に 基いて いるら し 

い。 形式から いって、 また 内容から いって、 この 教え 

が 不埒で ある こと は、 狩 野享吉 博士が 鑑定し 証明した 


通り だろうと 思う。 また 大本 教の 不敬に ついては あま 

リに 有名 だし 「ひとのみち」 その他の ものと いえ ども 

決して そういう 羽目に 陥らぬ と は 断言 出来ぬ。 

だが 問題 は 不敬 宗教が 決して、 不逞な 意図から 出た 

ので はなく、 かえって 宗教 復興 • 精神 作興 • の 意図 そ 

の ものの 側から 出て 来て いるもの だとい う 点に ある。 

不敬 を 生んだ もの は ほかならぬ 敬虔の 社会的 強制 その 

ものな の だ。 —— 要するに 類似 宗教の 一 切の 害悪 は、 

現代に おける 一 切の 宗教 主義の 単なる カリ ケチュ ァに 

帰す るに ほかなら ない。 だから 眼く そが 鼻く そ を 笑う 

こと は 出来ない 害で ある。 


^ 社会 不安と 宗教 

一 日本の 宗教 復興 は 小市民 的 不安から か 

この 二三 年来の 日本の 観念 界は 一種の 「好況」 に 見 

舞われて いる。 私 は 之 を 復興 景気と 名 づける のが 最も 

いいと 考える。 所謂 宗教 復興 も 亦 この 復興 景気の 一 部 

分と して、 少なくとも 世間の ジャ ー ナ リスト 達から 持 


て はやされ ている のが 事実 だ。 一例 を 挙げれば JOA 

K の 聖典 講義、 その 産物で ある 友 松円諦 氏の 仏教 解説 

書、 それが 意外に 売れた というので、 色々 の 出版業者 

の 宗教 物 出版 熱。 之が この 現象の 最も 著しい ものの 一 

つで ある。 この 現象の 最も 手近かな 物的 原因の ひとつ 

は、 云う まで もな く 満州事変であって、 軍事的 戦場と 

して、 又 軍事的 資源 地と して、 更に は巿 場. 資本 投下 

地 • 過剰人口 移植 地と して、 満州 は 日本 資本主義の 一 

つの 血路 を 約束す るよう に 見えた。 之と 直接 政治的 連 

絡の ある 軍需工業の 隆盛、 それから インフレ— シ ヨン、 

低 賃銀 対外 為替 安に よる 軽工業 製品 • 化学工業 製品 - 


手工業 的 製品 • の 輸出の 隆盛に よって、 日本 資本主義 

の 修正 可能 論が 台頭した ので あるが、 この 関係が、 こ 

の 現象の 第二の 最も 手近かな 物質的 原因 だ。 之に よつ 

て マルクス 主義 的 世界観 は 大衆 ゃ巿 民が まだ その 根本 

的な 核心に 触れる に 至らない 内に、 早く もジャ ー ナリ 

ズム から 以前の 露骨な 姿 を かくして 了い、 それが 当局 

の 左翼 弾圧の 強化の 結果で ある 転向 風景が 点 出される 

ことによって、 更に 政治的に 裏づ けられた。 中で も 

ジャ— ナ リズムに 於け る この 復興 景気に 貢献した の は、 

左翼 文壇の 文学 主義 的 モラルへの 「転向」 であって、 

少なく と もジ ャ ー ナ リズム 上の 宗教 復興 は、 この 文学 


ジ ャ ー ナ リズ ム 上の モ ー ラ リズ ム の 動き と 切り離し て 

は 考えられない。 

だが こうした 手近かな 原因の 背後に、 もっと 国際的 

に 広範な 又もつ と 前から 歴史的に 作用して いる 所の、 

幾つかの 条件が 置かれて いる。 現に 満州事変 そのもの 

が、 元来 五 • 一  五 事件と 全く 同じ 系統の ものであるら 

しいの だが、 この 事変の 意識的 動機に なって いる 観念 

(之 をジ ャ —ナ リズ ム は 簡単に フ ァ シズ ム と 呼んだ が ) 

は、 云う まで もな く 日本 資本主義の 長く 歴史的に 蓄積 

された 危機から 発生した、 日本 特有の 形式の フ ァシズ 

ム 観念だった ので ある。 一体 日本に 於て は、 ブル ジョ 


ァ • イデ ォロギ —は 農民 労働者 は 云う 迄 もな く ブル 

ジョ アジ— 自身に とって さえ、 決して 親しい もので は 

なかった。 夫 は 殆んど 全く 小市民 的 インテリゲンチャ 

の ブル ジョァ 的 教養と して 国外から 受け取られ たもの 

に 過ぎなかった。 

そこで 権威の あった マルクス主義 的 思想が 一 旦 沈静 

するとな ると、 それの 代りと して 模索され る もの は、 

ブル ジョァ 的 観念 或いは それの 変容と 云う よりも、 寧 

ろ 夫に よ つ てま だ 侵 透され るに 至らな か つ た 半 封建的 

な 世界観でなくて はならなかった。 仏教と いう 封建的 

な 思想 上の 伝統 を 持つ 日本に おいて は、 この 半 封建的 


観念への 模索 は、 一見、 何よりも 仏教 復興と して、 或 

いは 寧ろ 仏教への 模索と して、 現われる 理由が ある。 

之が 宗教 復興の 俗衆 的な 場合で ある。 即ち 比較的 知能 

の 低い 社会 大衆 は、 仏教と 云う 旧 文化財に 何 か 未知の 

尊い ものが あるよう に 思った リ、 又 ある こと を 知って 

いるよう な 顔 をしたり する ので ある。 

この 型の 仏教 復興 は 併し、 資本家 的 イデ ォロギ ー 自 

身が 頹廃 変質し て 生じた、 例えば ドイツ 哲学の 最近の 

動向に 於て 見られる ような、 哲学 その他に 於け る 神学 

復興、 と 無論 一 つで はない。 仏教 復興の 方 は、 小市民 

的 インテリジェンスから は 縁遠い ブル ジョァ や 小市民 


や、 又 農民 労働者の 一 部分 を、 相手に している ので あ 

る。 だが、 日本の 小市民 的 インテリゲンチャの 代表的 

な 或る 分子に 於て は、 仏教 復興よりも 先に、 今 云った 

かの 神学 復興の 方が 著しく 見られる ので ある。 ここで 

は 仏教 復興 も 社会 大衆 的な 宗教 復興と してで はなく 単 

に 神学 復興の 一 つの 場合と して 現われて いる。 哲学の 

合理的 脊柱の 喪失、 実証的 科学 へ の 不信が、 小 ブル ジ ョ 

ァ • インテリの 思想 組織 を 駆って、 超 実際的な ものへ、 

神秘と 形而上学 とへ、 赴かせる。 之が 神学 復興 だ。 之 

が 宗教 復興の 小市民 インテリ 的 形態で、 高級 ジャ ー ナ 

リズムに 於け る 宗教 復興の 現象 をな す 所の ものな ので 


ある。 

民間 宗教 (之 は往々 民間 治療と 密接に 結びつい てい 

るの だが) が 盛んになって 来つつ あると いう 現象 は、 

所謂 宗教 復興と は 少し 異 つた 場合で ある。 なぜなら 宗 

教 復興と いう もの は 実は、 ジャ ー ナ リズムに 現われ そ 

うな 一 現象 を、 ジャ— ナ リスト 達が そう 名 づけた もの 

に 他なら ないから で、 そして そこに、 所謂 宗教 復興と 

ジャ— ナ リズムとの、 切っても 切れない 連関が あるの 

だから。 

だが、 下級 高級の ジャ— ナ リズムに おける 仏教 復興 

や 神学 復興 も、 又ジ ャ —ナ リズ ムと 必ずしも 直接関係 


のない 民間 諸 宗教の 盛大 も、 ジャ ー ナ リズム を 含めて 

一 切の 日本 社会 機構に 溢れる 日本 民族宗教の 復興 • 台 

頭 • に 較べたならば、 殆んど 問題で はない 程 小さな 意 

味し か 持たない 現象 だ、 という ことに 注目し なければ 

ならない。 この 根本 現象 さえなかったら、 世界的 宗教 

の 儀礼に 慣れぬ 日本な どに 於て、 宗教 復興 は 全く 

ジャ ー ナ リストの 類推 的な 思いつきで しかなかった か 

も 知れない ので ある。 日本 民族宗教が、 教育 • 政 治- 

外交 • 経済 又 哲学 • 文学に 於て さえ 復興 • 台頭し つ つ 

あると いう ことが、 日本の 「宗教 復興」 全般の 本質な 

の だ。 


だから 「宗教 復興」 の 現象 を、 社会に 対する プチ ブ 

ルの 不安の 意識から 説明す る こと は、 嘘で はない とし 

て も、 決して 事物の 本質 を衝 くもの はない ので ある。 

軍義的 分子と 官僚と を 引き 具す る 所の 日本 型大 ブル 

ジョ アジ— の 刹那的な 安心の 表現 こそ、 日本 特有の 「宗 

教 復興」 の 本質 をな す。 - I 無論、 大 ブル ジョァ のこ 

の 刹那的な 大安 心 は、 小 ブル ジョァ にと つて は 却って 

不安の種 にもな ろう。 丁度 積極的な 階級に とって は 夫 

が 憤怒の 種に ならねば ならぬ と 同じに。 

二 宗教団体 法案 は なぜ 必要 か 


議会に 提出すべき 「宗教団体 法案」 の 草案が 文部省 

の 手に よって 決定され た。 いわゆる 宗教 法案なる もの 

は 宗教家の 側から する 多年の 要望だった ので あるが、 

しかし それと 同時に 信教の自由の 建前から いって、 宗 

教 そのもの を 官庁が 取締る かの ような 宗教 法案 は、 宗 

教家 自身の 感情から いつ て もす ぐ 様 賛成 出来ない もの 

だろう。 宗教 法案の 立案が 企てられて 以来 三十 余 年に 

至る 今日まで、 該 法の 成立し 得なかった 理由の 一 つ は 

ここに あ つ たろう。 

そこで 今 案が 決定され た 法案が、 実は いわゆる 宗教 


法ではなくて、 宗教団体 法で ある こと を 注目し なけれ 

ばなら ない。 宗教 そのもの (もしそう いう ものが どこ 

かに あると すれば) を 取締る のではなくて、 単に 宗教 

団体 だけ を 取締ろう というの が、 この 法案の 自慢した 

いところ だと 思う。 

尤も 宗教団体 を 取締る ことが、 実質 上 は 宗教 自体の 

取締り を 意味して 来る こと は 自明な ことで は あるが、 

然し 今 大切な 点 は、 仮に 名目 上の 問題で あるに しても、 

少なくとも 宗教 そのものの 自律、 いわゆる 信教の自由、 

と いう もの を 日本の 支配者 機関が 尊重し 又 尊重す るよ 

うに 見せかける という、 その 心がけ 自身に あるので あ 


る。 なぜそう 云う かとい うと、 実際に は 一種の 信教の 

自由に ぞくして いる 処の 「思想」 の 自由な ど は、 こう 

した 名目 上の 問題と しても、 今日す でに 決して 認めら 

れて はならない からで ある。 たとえば 「民族的 信念」 

(これ も 確かに その 言葉が 示す 通り 信教に ぞくする だ 

ろう) は、 その 内容の 巨細に 至る まで 取 リ締リ を 受け 

ねばならぬ ことが、 政府に よって 声明され ている。 こ 

れ から 見る と 宗教の 方 は 殆んど 極楽浄土の 感な きを 得 
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だが これ は、 今日の 日本の 「宗教」 なる ものが、 そ 

の 一切の 差異 にも拘らず、 つまり 本質の 一定した 間違 


いのない もので、 それが 「宗教」 である 限り 特に 取締 

リを 必要と しない 底の ものである こと を、 ハツ キリと 

告げて いるので ある。 支配者 当局 は 考える、 取締る ベ 

きもの は 宗教で はない、 却って 宗教 類似の もの、 新興 

宗教 • 類似 宗教 • インチキ 宗教 • その他 等々 だ、 宗教 

をして 不逞な 思想の 類に 太刀打ちさせる ために は、 ま 

ず 宗教 そのもの をこう した ものから 護らねば ならぬ、 

と。 そこで 宗教団体 法なる ものが 出て 来る。 

だから 宗教団体 法 は 宗教 を その 社会的 不信用から 救 

済す る 使命 を 持 つてい る。 第一、 教派. 宗派. 教団. 

を 法人と する ことによって、 宗教団体の 主脳者と 財政 


との 関係 を 切り離し、 管長 や 教団 代表者が 金銭 上の 汚 

名 を 受ける こと を妨 ぐ。 それから 第二に、 いわゆる 類 

似 宗教 (これ を 本当の 宗教団体から 区別して 宗教 結社 

と 呼ぶ) を 宗教団体 に準じて 取扱う ことによって、 こ 

れを 向上 昇格させる。 そうすれば 少なくとも インチキ 

宗教と 非 インチキ 宗教と を 区別す る ことに 役立ち、 宗 

教が 元来 決して インチキ でない という こと を、 特に 社 

会に 明示す るのに 役立つ ので ある。 宗教団体 法が イン 

チキ 宗教 取締りの 目的 を 有って いると いうの は、 この 

意味に おいてな ので ある。 

要するに この 宗教団体 法案なる もの は、 宗教団体の 


社会的 経済的 存在に おける 世間 的な 信用 を 高め、 従つ 

ておのず から 間接に、 しかし 的確に、 宗教 そのものの 

社会的 権威 を 擁護しょう というの である。 単に 信教の 

自由 を 許す とか 奨励す ると かいうの ではない。 積極的 

に 宗教 を (だが 必ずしも その 自由 をで はない こと を 注 

意せ よ) 押し立て、 ひけら かす。 それが 政府の 宗 教団 

体 法の 社会的 意義 だ。 宗教 はいつ の 間に か 社会の、 為 

政 者の、 それ 程 大切な ペット か マスコット 見た いなも 

のにな つ ている ので ある。 

文部省 はすで に 学校に おける 宗教教育の 採用に つ い 

て 苦心 を 払って いる。 教育に おける 明治 初年 来の 政教 


分離の 方針に は、 大いに 手心 を 加えよ と 学校に 向かつ 

て 訓令して いる。 宗教 的 情操 は 教育 上 絶対に 必要 だと 

告白して いる。 宗教 は 今や 日本に とって 非常に 大切な 

お客様と なった。 インチキ 宗教 (もし インチキ でない 

宗教が あつたと すれば) が 流行 するとい うこと 自身 も 

また、 これと 全く 同じ 日本 社会の お客様と してな ので 

ある。 

だが 凡そ 宗教に ついて その インチキと 非 インチキと 

を どこで 区別して よい か、 無論 当局の 誰に も 判る はず 

はない。 誰か 烏の 雌雄 を 知らん ゃ焉 である。 そこで 宗 

教の 代りに、 宗教団体の 方 を 標準に して これ を 決定し 


ようと いう わけなの である。 

三 大本 教 与し 易し 

一九 三 六 年 三月 十三 日 を 期して、 かねての 懸案で 

あった 大本 教 禁圧が 実行され た。 司法大臣 は 出口 王 仁 

三郎 以下 八 名の 大本 教 幹部の 起訴 を 検事局に 命令し、 

同時に 内務大臣 は 皇道 大本 以下 八 個の 大本 教団 体の 解 

散 を 発令した。 大本 教 幹部の 大本 教に 基く 罪状が 不敬 

罪と 治安維持法 違反で ある 以上、 同教諸 団体の 解散 は 

当然と 云わねば ならぬ。 


だが 大本 教を 以て 所謂 邪教の 代表と 見做す こと は必 

ずし も 当ってい ない。 自然科学 的 真理 を 蹂躪し 更に 又 

社会科学 的 真理 を 蹂躪す る もの は、 豈 大本 教に 限ろう 

か、 否豈 所謂 邪教に 限らん や だ。 いや 豈 宗教に 限ろう 

や だ。 大本 教が 特に 弾圧の 代表者と して 選ばれた の は 

正に 夫が 単なる 邪教ではなくて、 もう 少し 凄みの ある 

邪教、 即ち 所謂 妖教. 怪教 であった からだ。 妖怪 や 化 

物 は 一種の 凄み を 有って いる、 なぜかと いうと 夫 は 何 

等 かの 現実 に似てい るから だ。 吾々 の 現に 知っている 

ものに 似 かよった 処が あれば ある 程 その 凄みに 現実 味 

が ある。 それが 化物の もつ リアリティ ー という もの だ- 


まるで 見た こと もない ような 別な ものなら 恐れる こと 

も 燥え る こと も ある ま い。 

大本 教の 犯罪 味 は 前に も 云った 通り 不敬罪と 治安 維 

持 法 違反と である。 即ちい ずれに しても その 不当な 皇 

道 主義 を 標榜した 点が いけない ので ある。 わが国 家の 

神聖 を 保持す るた めに はか かる 妖気 は 払い清めなくて 

はならぬ、 それが 又 わが国に 於け る 宗教 そのもの を 護 

るた めのお 祓いに もなる。 かくて 大本 教は 処断され た。 

私 は 為政者と 共に 之 を 欣快と する ものである。 

併し それ はそう でも、 私 は 大して 飛び 上る 程 うれし 

いと は 思わない。 大本 教が 如何に 妖凄 だと は 云え、 司 


法 省 や 内務省が、 宗教 的な (いや 寧ろ 反 宗教 的な？) 

行為し か出来な いような 物理的に 無力な この 一 勢力 を、 

やっつける ことが 出来る という こと は、 あまりに 当り 

前の ことで、 今更 出かした とも 有難い とも 感じない 位 

いだ。 これ は 司法大臣が 選考し 直されても、 警保 局長 

が 休職 更迭に なっても、 大丈夫 出来る こと だから だ。 

この 妖怪め いた 皇道 主義 振り や 妄想 的な 政治的 信仰な 

らば、 之 を 祓い 潔め るた めに は 一 通の 電話と 一 葉の 命 

令 書で 充分な ので ある。 

尤も 容易し いこと を 敢行した からと 云って 批難す る 

人間 はいない 害 だ、 これ はやさし いこと であった に は 


相違ない が、 その 効果から 云えば 絶大で 徹底的な 意味 

を 有って いるの だから、 やはり 吾々 は 大いに 喜ぶべき 

だろう。 と 云う の は、 大本 教が 弾圧され た 結果、 大本 

教と 普通の 宗教と を 加えて 二で 割った ような 偽 似怪教 

とで もい うような ものが 生長す るので はなくて、 大本 

教の 宗教 行為 だけで はなくその 精神 や 意図 そのもの ま 

でが、 完全に 合法性 を 失って 了った ので ある。 大本 教 

弾圧 は その 意味に 於て 大本 教に 取って は 完全に 零 化か 

マイナス を 意味す る。 大本 教 はいい 気になって ばかり 

いたた め、 その 精神 を 何とか 活かす ためにみ ずから、 

予め 不敬な 点 や 治 維 法 違反の 点 を 整理す る 建前 を 取つ 


て 見せる ことに 気づかなかった から、 今回の ような 徹 

底 的な 失墜 を 招いた ので ある。 もし 大本 教に してもう 

少し 尤もらしい 自己 統制 を 行なう ことが 出来たら、 こ 

の 世の中 は 却って 益々 大本 教的 になって、 その 精神 や 

意図が 実質的に 実現 出来た かも 知れない、 危ぃ処 だつ 

た。 

何年の 何月 何日に 建 直しが 行なわれ ると いう 代りに、 

徐々 に 建 直しが 行なわれたり 何 かする の だったら、 世 

の 中 は 知らぬ 間に 大本 教の ものに なって 了った かも 知 

れ ない。 而も 世間の 人間 は 夫が 一向 大本 教的 であると 

は 気がつかぬ かも 知れない。 邪教 ゃ妖教 的に なった と 


は 思わずに、 ノル マルに 宗教 的に なった と 世間で は考 

える かも 知れない。 —— 処が 幸に して そこ を 大本 教は 

覘 うこと を 知らな か つ た。 併しもう 片づ いたの だから 

少なくとも 大本 教に 限って は、 心配 は 無用 だ。 大本 教 

は 非常時 主義 〔# 底本で は 「教は 非常時」 に 傍点〕 か 

ら 見事に 落伍した の だから。 


^ ブル ジョァ 哲学と その 宗教 化 的 本質 

今日の ブル ジョァ 哲学 は、 いうまでもなく、 殆んど 

総て 観念論で ある。 観念論 という 規定 は 言葉 として は 

稍々 マンネリズムに 堕した 感が なく はない が、 併し 今 

日 夫が 意味す る 内容に 就いて 云えば、 極めて、 生々 と 

した 概念 だとい わねば なるまい。 それ は あとに 述べる 

として、 今日の 所謂 ブル ジョァ 哲学と いう ものが 何 を 


指す かも、 問題で なく はない ので ある。 この 点 を 少し 

ハ ッ キリ させて おかないと いけないだろう。 

元来の 単純な 意味で は ブル ジ ョ ァ 哲学と は ブル ジ ョ 

アジ ー の イデ ォロギ —としての 哲学 を 指す ので ある。 

つまり ブル ジョ アジ— 階級の 哲学で あるが、 ブル ジョ 

ァの 階級 哲学と 云っても いいだろう。 ブル ジ ョ ァ 階級 

出身の 哲学者に よる 哲学に は 限らぬ、 又 ブル ジョ ァ階 

級に ぞくする 哲学者の 哲学に は 限らぬ。 又 ブル ジ ョ ァ 

ジ ー の 経済的 • 政治的 • 文化的 • 利害 乃至 意識 を、 無 

意識的 又 意識的に 表現した 哲学 だけが ブル ジ ョ ァ 哲学 

でもない。 なぜかと いうと、 現代 社会 は 勿論 ブル ジョ 


アジ ー だけで 出来 上って はいない が、 それ にも拘らず 

資本 制の 支配す る 社会な ので ある。 だから ブル ジョァ 

ジ ー の 経済的 • 政治的 • 文化的 • な 利害 や 意識 を、 必 

ずし も 直接に 云い 表わした もので なくても、 それが ブ 

ルジ ョ ァ 社会の 支配的 権力と 観念的 連絡が ありさえ し 

たら、 やはり ブル ジョァ 哲学な ので ある。 ブル ジョァ 

社会に 於け る 政治的 支配と 平行して 支配的な 哲学、 と 

い う 意味で も亦ブ ルジョ ァ 哲学 の 名 は 価値が あるの だ。 

日本の ブル ジョァ 社会に 於て 支配的な 政治的 権力 を 

持つ ものが、 必ずしも ブル ジョ アジ ー 自身で ない こと 

は、 勿論の こと だ。 或いは 純粋な ブル ジョ アジ ー は 日 


本の ブル ジョ アジ— を 代表す る もので はない と 云った 

方が いいだろう。 封建的. 軍 義的. 官僚 的な ファッショ 

(日本 型 ファッショ) が 直接の 支配者で ある。 だから 

もし、 ブル ジ ョ ァ 哲学なる もの を、 ブル ジ ョ アジ ー 自 

身の、 又は 純然たる ブル ジョ アジ— の、 哲学に 限定し 

て 了うなら、 日本に 於け る ブル ジョァ 哲学 は、 極めて 

数が 少ない か 或いは 極めて 微力で あるか、 それとも 全 

然今 はない とさえ 云って いい かも 知れない 程 だ。 では 

今日の 多く の 日本 主義 思想 乃至 哲学、 東洋 的 神秘主義 

と 見做されて いるもの、 其の 他 等々 は ブル ジョァ 哲学 

ではない のか。 少なくとも そういう 日本 ファッショ 哲 


学 乃至 日本 ファッショ 的 哲学 は、 この ブル ジョァ 制 社 

会に 於て、 支配的な の だが、 そういう 支配的な 哲学 は 

ブル ジョァ 哲学で はない のか。 ブル ジョァ 哲学が、 単 

純に ブル ジョ アジ— の 哲学 だと 云って 片づ けられない 

所以で ある。 

西 田 哲学が ブル ジョァ 哲学 か、 それとも 封建的 哲学 

であるか、 という 問題が 出された こと も あるが、 この 

設問 はだから 同じく 誤ってい るので ある。 日本の 多く 

の ブル ジ ョ ァ 哲学が 封建的な 関心な しに は ブル ジ ョ ァ 

哲学に なり 得ない という ことが、 大切な 要点 だ。 つま 

り 日本の ブル ジョァ 社会に 於て、 その 政治的 支配力と 


平行した 支配力 を 有つ 哲学 は、 ブル ジョァ 哲学で あろ 

うと 封建的 哲学で あろうと、 ブル ジョァ 哲学に ぞくさ 

ねばなら ぬわけ だ。 区別 は その後に 与えられ ねばなら 

ぬ。 

かくて ブル ジョァ 社会に 於け る 支配力と 平行して 支 

配 的で ある 哲学が、 ブル ジョァ 哲学と いう ものの 意味 

であるが、 この ブル ジョァ 哲学の 諸 形態の 多くが、 今 

日 観念論 だ というの である。 

観念論 の 規定 は 精神から 自然 を 説明す る ことに ある 

と 云われて いる。 この 際 精神と か 自然と かいう 用語 は、 

一 定の 哲学 史的 常識に 沿うて 用いられ ている わけで、 


この 言葉 を 別の 仕方で 理解す るなら、 この 規定 は 全く 

の 無意味に さえなる ので あるが、 従って 吾々 は 常に こ 

の 種の 規定 を、 現在に 生きて いる 具体的な カテゴリ ー 

によって 具体化して しか 実用に 供す る こと は 出来ない 

わけ だ。 だから 之 を 以て 直ちに 観念論 の 形式的な 定義 

だな どと は 思い も よらぬ ので、 吾々 は 現下の 文化 事情 

にそくして、 観念論 を 歴史的に 定義し なくて はなら な 

い。 所で 今日の 観念論、 つま リブ ルジ ョァ 哲学 は、 ど 

ういう 規定 を もってい るか。 

古来から お 訛え 向き に 出来た 露骨な 観念論 = 観念 唯 

一 主義 や 精神 万能 主義 = など は 極めて 少なかった。 露 


骨な 観念 万能 主義 を 被覆す る 点に 於て 複雑 化した こと 

は、 特に 今日の 観念論の 特色 をな す。 今日の 観念論 は 

極めて 高度の 発達 をして いるから、 心理学的な 意識 や 

精神、 自然科学 的な 自然 や 物質、 を 直接の 問題と しな 

い。 例えば 自然と 云われる もの はも はや 自然科学で 取 

り 扱って いる 自然で はない、 そういう 自然 は 本当の 自 

然の ほんの 常識的な 一 部分に 過ぎない。 本当の 自然 は 

その内に 客体と 主体との 対立の 統一 を 含んで いる。 そ 

の 意味から 云う と 自然の 内に は 精神が 含まれて いる。 

否 精神と 自然と が 対立し 乍ら 一 つに 統一され る ことに 

よって、 初めて 自然 も 精神 も あり 得る の だ、 云々 と 云 


う。 この 際の 精神な る もの は 無論 心 や 観念 のこと では 

なくて、 かの 形而下 的で ない、 超 物理的な、 自然の 対 

立 物と しての 或る ものな の だ、 という 具合に である。 

用いられる カテゴリ— が このように 形而下 的で 日常 

的な ものから、 形而上 的な 形而上学 的な ものにまで 変 

質す るの が、 今日の 観念論の 一 つの 共通な 特色で ある。 

尤も この 際 如何に 形而上 的な カテゴリ— が 事物の 関係 

を 説明す るに しても、 その 説明が 説明され る 事象 自身 

にピッ タリ 要点々々 で 当ってい るなら、 その 結果 は 決 

して 形而上 的 だと は 云われない。 処が 観念論の 特色 は、 

そういう 実証的な 検証 を 与える こと も 出来ない し、 又 


与えよう とも 欲しない という 処 にある ので ある。 人間 

に ぞくすべ き 主体の モメントが 自然の 内に すでに ある 

と いう、 そういう 主体的 契機がなければ 自然 は 哲学的 

な カテゴリ— にならぬ という。 そういう 自然が 何等の 

実証 性 を 有たない こと は、 宇宙 開闢 直後の 自然に 就い 

てで も 考えて 見れば すぐ 判る ことで、 今日の 自然科学 

的 常識 は、 人間の いない 自然が まず 存在した こと を 実 

証す る 観察 や 実験に 基 い て いるから だ。 

観念論 はこ こに 実証 界と非 実証 界 との 不 遠慮な 峻別 

を 想定して いる。 と 云う の は 実証 界に 就いての 理論の 

代りに、 非 実証 界に 就いての 理論 を 以て、 凡て を悉そ 


うとす るので ある。 之 は 単純な ことで ぁリ、 知れ 切つ 

たことの ように 思われて いるが、 実は 根柢 的な 意味の 

ある こと だ。 古来の 所謂 形而上学 に対する 不信 は、 単 

に 形而上 的な カテゴリ— で 物 を 云う から 起きた ので は 

ない。 哲学が 物理的 • 形而下 的 • な カテゴリ— だけで 

物 を 云う ことの 出来な いのは 当然であって、 そこに 哲 

学の 深い 真理 も あると いう もの だが、 併し 不信 を 買 つ 

た 根拠 は、 実証 界とは 独立に 非 実証 界の 秩序 を 打ち 建 

て、 この 天上の 秩序 を 以て 地上の 秩序に おきかえたり、 

之に 干渉したり、 之 を 統制したり、 しょうと する 企て 

の 内に あつたの である。 


神の もの は 神に、 カエサルの もの は カエサルに 返せ、 

という ことから 始まって、 神の もの は カエサルの もの 

を 支配す る ことと なり、 更に 神の ものが カエサルの も 

のとな リ、 又 逆に カエサルの もの は 神の ものと なる。 

神の 秩序の カエサルの 秩序からの 独立、 神の 国の カェ 

サルの 国からの 独立、 そして 前者の 支配、 それから 前 

者の 唯一 独立 存在、 理論の 上で そういう 事情になる の 

が、 古来の 形而上学の 特色であった。 今日の 観念論 は 

そういう 形而上学の 理論的に 精練され たものに 他なら 

ない。 


現代の 観念論 は 併し、 観念論と して 他に 特有の 発達 

を 持って いる。 従来の 観念論 は 精神 や 観念 を 中心 概念 

として 持ち出した。 その後の 近世 観念論 は 意識と いう 

根本 概念 を 中心 とした。 実体論 から 認識論にまで 進ん 

だので ある。 だが 認識論 は 一方に 於て 意識の 歴史的 内 

容に 注目し なければ なら なくなり、 意識 は 認識論から 

フィ ロロ ギ ー (文献学) 主義の 世界へ と 移された。 歴 

史的 観念論 は 歴史から フ イロ  ロギ— を 導き出した の で 

ある。 かくて 意識 は 今や 論理学 的 乃至 先 験 心理学的な 

意識から、 文化 論 的な 意味に 於け る 意識にまで、 つま 

り 「意味」 という ものにまで、 変って 来たので ある。 


観念 も 精神 も 意識 も、 ザ J の 意味と いう も のに 帰着する。 

意味と は 事物の 存在で はなく して 事物の 存在が 吾々 に 

とって 持って いる 処の 「意味」 のこと なの だ。 勿論 事 

物 自身と それが 有つ 意味 そのものと は 別で あるが、 実 

際 は 事物が 意味 を 有つ という 一 つの リアリスティック 

な 関係が 大切な の だ。 

処が 現代の 観念論の 最も 進歩した 形の もの は、 この 

意味 を 事物 そのものから 脱臼して、 意味 は 意味 同志、 

他の 「意味」 との 関係に 置かれる こと を、 最も 手際の 

よい 哲学的 理論と 考える。 それが 解釈と いう ことで あ 

リ 哲学的 説明と いう ことであって、 この 際 事物に 当る 


もの は、 もはや 事物ではなくて 意味の 所有者と いう 資 

格 を 新しく 与えられた 「表現」 という ものになる。 初 

め 事物が 意味 を 持って いたのに、 今度 は 意味が その 担 

い 手で ある もの を 生産して 之 を 表現と 名 づける。 表現 

はも はや 事物で はない。 茶碗 は 手工業に よって 粘土 か 

ら 造られた ものである なしに 拘ら ず、 とに 角 時代 や 民 

族 や 社会の 生活の 一 表現に 他なら ない、 という ことに 

なる。 

でつ まり、 事物の 実在の 世界と 意味の 通用の 世界と 

が 区別され る ことによって、 事物の 物的 存在 は 表現の 

意味 的 表出に 変って 了った わけ だ。 ゲ— テは イタ リャ 


旅行に 際して、 歴史上の 口  — マ も 亦 一 つの 自然で ある 

と 云った が、 この 観念論の 方 は 口— マの 水道 も 亦 一 つ 

の 意味の 表現で ある、 と 云う ことになる。 なる 程そう 

云えば 口 ー マの 水道が 或る 人間的 意味 を 現わした もの 

であった という こと は 云い 現わされ るが、 口— マの 水 

道の 表現す る 意味と ポンペイの 壁画 ゃァ レナの 廃趾が 

表現す る 意味と を、 この 観念論 はどう 結合し ようとす 

るので あるか。 高々 口  — マの 工学 的 精神と 淫蕩 振りと 

を 結びつける 他 はない。 要するに 口 ー マの 文明 自身 を 

以て 口  — マ の 文明 現象 自身 を 説明す る わけで ある。 

このような ロジック は 今日の 発達した 観念論に 特有 


な ロジック だ。 表現の 論理学と も 意味の 論理学と もい 

うこと が 出来よう。 観念論の 論理 を 単に 形式論理 学と 

いう 側面から ばかり 把握して はならぬ。 解釈の 論理 こ 

そ 今日の 観念論の 論理 だ。 そこで は 意味と 意味との 連 

関 だけが 解釈され る。 之に よって 事物 そのものの 実際 

的な 説明 や 実地の 処理 は 少しも 涉ら ぬ。 西 田 哲学に 於 

ける 無の 論理 は、 こうした 論理の 天才 的 水準 を 示す も 

のだろう と 私 は 考える。 

であるか ら 現代の ブ ルジョ ァ 観念論 の 新しい 特色 は、 

神の 国と 地上の 国との 区別と いう、 かの 神学 的な カラ 

クリ を、 主体 や 意識 や 意味と いう 観念 を 中心とする こ 


とに よって、 新しい 衣裳の 下に 再び 持ち出し たという 

ことに あるので ある。 今日の ブル ジョァ 観念論 は 往々、 

ヒュ ー マ 二 ズムゃ 文化 主義の 被服 を 纏 つ た 神学に 他な 

ら ない。 観念論の 本質 は、 今日で も 依然として その 特 

殊な 形態に よる 僧侶 主義に あるの だ。 

観念論 哲学が とどのつまり 神学と 僧侶 主義と に 通じ 

る こと は、 別に 今日に なって 始まった わけで はなく、 

寧ろ 観念論 の 本来の 規定に すぎない ので あるから、 之 

を ブル ジ ョ ァ 哲学の 宗教 化と い う 風に 云 い 表わす こと 

は 出来ない が、 併し 抑々 観念論が 種々 の 形で 宗教 化し 


得る 根柢 を 用意して いるもの である こと を、 忘れて は 

ならぬ。 

だが 宗教 化と は 何 か、 或いは 此の際の 宗教と は 何 を 

指す か。 或る 種の 批評家 は マルクス主義 さえが 一 つの 

宗教 だとい う。 云う 意味 は マルクス主義が 何 か 一 つの 

教義と 儀礼と を 特有して いるから というば かりで はな 

く、 その 世界観が 科学的に 冷静 公平でなくて 寧ろ 信仰 

と 独断 的 信念に 近いから、 というの である。 之に よつ 

て 一 体 宗教と いう ものが 良い というの か 悪い というの 

か、 私に は 意の ある 処が 判らぬ 場合が 多い の だが、 と 

に 角、 マルクス主義 は 信仰 だから 宗教 だとい うらし い。 


だが もし 信念 を 有つ という ことが 宗教なら、 一 切の 科 

学者の 主張 は 宗教 的な ことと なる。 もし 信念と 信仰と 

が 違うならば、 なぜ マルクス主義 は 信念ではなくて 信 

仰 だと 云う のだろう。 

主観的な 個人的 意識が、 信念で あるか 信仰で あるか、 

之 は プロテスタント 風に 考えれば 問題に ならぬ ことで 

あり、 又 之 を カトリック 風に 考えるなら、 もはや 個人 

の 主観的な 意識の 問題ではなくて、 教義 や 儀礼の 問題 

に 解消す る。 そこで 個人の 心情に 基く と考えられる モ 

ラル 的 宗教 内容 は、 この 際どう でもよ い。 安心立命し 

たい もの はする がよく、 事実 迷って いるもの は 迷う が 


よい。 その 限り 之 は 私事で ある。 というの は 世界の 秩 

序と は 関係がない ので ある。 之 は 宗教学 的に 云う と 重 

大な 宗教 現象で あるが、 私が 今 問題に している 範囲で 

は ネグレクトして 構わない 性質 を 持って いる。 もし 単 

なる 心情に おける 信心が そういう ものと して 止まる， J 

とが 出来るならば だ。 

処が 実際に は、 決してた だの 心情に 止まる 宗教 はな 

いので ある。 個人の 修養 を 標榜す るよう に 見える 修養 

宗教 も、 実は 忽ち 社会的 闘争からの 脱却 を 説いたり、 

社会的 不幸の 正当化 を 説教したり せざる を 得まい。 そ 

ういう ものに 触れない 抽象的な 宗教 的 心情 や 信仰 は あ 


り 得ない からだ。 すると そこに 必要な もの は 必ず、 何 

かの 思想 体系で ある。 神学 教義な ので ある。 そして そ 

の 神学 組織た る や、 必ず 例の 神の 国の 秩序と 地上の 国 

の 秩序との 対立 乃至 交換と いう タイプに ぞくする ので 

ある。 そうでなければ、 生きた 社会科学 的 知識 や 文学 

的 知恵の 代りに、 わざわざ 「宗教 的」 な 心情 や 信念 や 

信仰 は 要らない 害だった の だ。 

既成 宗教の 有って いる 習慣、 それ は 歴史的に 年の 甲 

を 経て いないと、 大抵 奇怪で 野蛮で インチキに 見える 

もの だが、 そこに 宗教 的 儀礼の セクト 性 や 非 社会性が 

見出され るので、 多くの 宗教 擁護 者 は、 これ 以外の 処 


に 宗教の 本質 を 見ようと する。 そうすると 勢い 宗教 的 

な 情操 か 宗教 的 教理に、 宗教の 本質 を 求めざる を 得な 

い。 処が 宗教 的 情操の 方 は、 今 云った ように、 もし そ 

の ものに 止まるならば 社会的 内容と して は 無 内容な も 

のだった から、 結局に 於て 宗教の 本質 は その 神学 的 組 

織に 帰 するとい うこと になる。 宗教の 本質 を その 既成 

の クルト ウス や 情操に 見ずに、 専ら 教義に 見ようと す 

るの は、 悪 合理主義 的で 又 観念的な 見地に ぞくする と 

考える 向き も あるだろう が、 併し 観念論と 宗教との 握 

手す る 周知の 秘密 を 明るみに 出す ために は、 ここが 宗 

教の 本質と ならねば ならぬ。 


かくて 観念論 は 本質に 於て 宗教 的 神学な ので あり、 

宗教 は そして その 本質に 於て この 観念論 的な 神学な の 

である。 文学 現象 も 道徳 現象 も あるよう に、 社会的に 

眼に 見える 形態 を 取った 宗教 現象の ある こと は 云う ま 

でもない けれども、 又 文学 も 道徳 も 思想で あるよう に、 

宗教 も 一 つの 思想で ある。 その 限り 元来 宗教 は 哲学な 

の だ。 そこで その 思想の 体系がなくて はならぬ。 宗教 

的 思想 体系が ロジカルな 形 をと つた ものが 神学 だ。 そ 

し て 夫が 取りも直さず 観念論 の 体系の ことだった ので 

ある。 その 体系の 完全に 共通な 一般 特色 を 私 は 述べて 

来た わけ だ。 


だ が 神学が 神学の 形で 栄える ことの 出来た の は、 要 

する に 中世で ある。 という 意味 は、 自然 的 知恵に 於て 

暗黒であった 中世 (他の 文化に ついて 暗黒だった ので 

は 決してない)、 即ち 社会的 環境 それ 自身が 非合理的 

であった 中世に 於て は、 神学と いう 超 物理的 体系 はな 

お 合理性 を 持ち 得た ので ある。 近世に 這 入って 神学の 

環境が 合理化され、 啓蒙され るに 及んで、 とに 角 神学 

としての 神学 は 科学的に は 殆んど 全く 名目 的な ものと 

なった。 

だが 神学 を 名目 的なら しめた 社会に おける 合理 意識 

は、 却って ブル ジョァ 社会 そのものの 不合理 性 を 発見 


せざる を 得 なくなった。 この 社会の 不合理 性 を その ま 

ま 合理化す るた めに は、 再び 不合理な 思 想 の 体系が 必 

要と なる。 ここに 神学の ルネサンスが 必要と なる。 現 

代に 於け る ブル ジョァ 哲学の 宗教 化 は 全く ここに 由来 

する。 ファシズム • イデ ォロギ ー は 資本 制の 矛盾 を 暴 

力 的に 無視す る 必要に 迫られて 発生した が、 それが 哲 

学 体系の 場合 は、 哲学の 宗教 化と なる ので ある。 ブル 

ジ ョ ァ 哲学の 宗教 化 は、 ブル ジ ョ ァ 哲学 の ファッショ 

化と 直接な つながりが ぁリ、 資本 支配の ファッショ 化 

と 密接な 連関が あるので ある。 

かくて 現代の 観念論に 於け る 神学 体系 は、 極めて 非 


合理的な 組織と して 現われざる を 得ない わけ だ。 非 合 

理 主義が だから ブル ジ ョ ァ 哲学 宗教 化の 第 一 の 形態と 

なる。 これ は 各種の 神秘主義と なっても 現われる。 西 

田 哲学 は 普通 云われる ような 意味に 於け る 神秘主義で 

はない。 神秘主義で なければ こそ、 無の 論理と いうよ 

うな 特有の 論理 を 明示す る ことが 出来る。 西 田 哲学 は 

之 を 弁証法と 呼んで いる。 だが この 無 的 弁証法が 結局 

同 一 哲学的 神秘 論理に 帰着す る こと は、 田 辺 元 博士 等 

が 批評す る 通りだろう。 神秘主義 でない 西 田 哲学 は、 

その 論理に 於て 却って 神秘 説に 帰着す る。 だが、 だか 

らと 云って 之 を 宗教 的 だと 断定す る こと は、 卑俗な 速 


断と 云わねば ならぬ。 それ は 無の 立場から 物 を 考える 

から 禅 的 だとい うような もの だ。 西 田 哲学が 宗教 的 本 

質で ある 所以 は、 まず その 超 物理的な 世界 解釈の 体系 

にある の だ。 その 体系 —— 論理が、 初めて 神秘 説と な 

リ 非合理 主義 を 導 いて 来る と 見るべき だ。 だが それに 

も拘ら ず、 西 田 哲学が 神学 的で ある 結果と して、 非 合 

理 主義に 赴く 点が、 この 際の 要点な ので ある。 

非合理 主義の 最も 露骨な 判り やすい 構造に 立つ もの 

は、 各種の 日本 主義 哲学で ある。 すぐ 後に 述べる その 

特有な 日本 主義 的 調味 を 別に すれば、 それが 思想 的特 

色が ナチの 通俗 哲学と 共通 性 を もっている こと は、 広 


く 知られて いる。 そこで 必要な の は 理論 や 分析、 又は 

其 にも とづ く 信念 や 確信で はなく て 、 理論 や 分析に 代 

る 信念 や 信仰 だ。 処が 日本の 場合、 日本 民族 生活と 日 

本の 政治 形態との 特有に 頑固な 結合が、 この 哲学の 内 

容の 第一 テ— ゼ となる ので ある。 この 哲学 は 或る 古神 

道 的な ものから 出来て いる。 いや それ 以外に 本質 上哲 

学 的な もの は 含まれて いない。 

ただ それが 外来の 哲学 用語で 書かれたり、 国粋主義 

的 用語 や 人工的な 速 製 用語 法で 書かれた りする、 とい 

う 区別が ある だけ だ。 之 は 日本の 今日 最も 通俗で 卑俗 

な 理想で あり、 哲学で あり、 又 日本に 於て 支配権 を 付 


与した がられて いる 支配的 哲学 だが、 夫が 一種の 神道 

的 神学の ものである こと は、 知れ 過ぎる 程 知られて い 

る こと だ。 今、 ただ 注意すべき 点 は、 この 哲学が 他な 

らぬ 日本 ファシズム 哲学 だとい うこと であって、 その 

非合理 主義が 、 この 日本 ファシズム 哲学なる ブ ルジョ 

ァ 哲学 (その 意味 はすで に 述べた) とその 宗教 振りと 

を、 結びつけ ている という こと だ。 

かかる 形の ブル ジョァ 観念論の 宗教 化 を、 模倣す る 

ものが 所謂 新興 (インチキ) 宗教の 多数で ある こと は、 

もう 少し 注目 されても いい 点で はない かと 思う (大本 

教. ひとのみち. など)。 あそこに 古神 道 的 神学が 働い 


ていたと すれば、 ここで は 夫の 代りに 各派 神道 的 神学 

精神が 働いて いるので ある。 尤もこう なると、 もはや 

世間で は 哲学と は 呼ばない。 ブル ジョァ 哲学が 宗教 化 

したと もい えなくなる。 だが 生長の 家で 色々 と 手当り 

次第に ョ— 口 ツバ 哲学 を 利用して いるの を 見れば、 こ 

の 種の 擬 神道 インチキ 宗教 も 亦、 一 個の 哲学と 見なさ 

れ ていい かも 知れない。 そして この種の 思想 体系が、 

如是 閑 氏の 表現 を かりる と、 ナポレオン 的 世界 征服の 

代りに、 大本 教的 世界 征服 を 企てて いると いう 意味に 

於て、 擬似 ファッショ 思想 体系で ある こと を、 注目す 

べき だ。 この 擬似 ファッショ 哲学 も 亦、 日本の ブル 


ジ ョ ァ 哲学 宗教 化の 一 つ の 場合だろう。 

だが、 日本の ァカ デミ— 哲学 は、 主として 外国 特に 

ドイツから 受け取つ たもの だ。 最近の ドイツ 哲学が 一 

種の 不安の 哲学と して、 観念 上の 世界 秩序の 問題から 

脱落し、 且つ 一 種の 不合理 主義に 道 を 求めて 行きつつ 

ある こと は、 日本に も 殆んど そのまま 反響 を 呼び 起し 

ている。 それから 比較的 翻訳 的な 反響 を 持たない 独自 

性 を 有った ブル ジョァ • ァカ デミ— 哲学に 於ても、 キ 

リスト 教ゃ 仏教の カテゴリ— を 特別に 有効な 合言葉と 

するとい う 傾き は、 盛大で ある (ァ ガぺゃ 菩薩 道など)。 

この ブル ジ ョ ァ 哲学の 宗教 臭 化 は 明らかに ファシズム 


の 進行と 関係が あるの だ。 処が この種の 多少と も 宗教 

化した ョ— 口 ツバ 系 ブル ジョァ 哲学の 諸 代表者が、 必 

ずし も 表面上 日本 ファッショ 哲学者で はない という こ 

と は、 今 特筆して おかなくて はなるまい。 ただそう し 

た 哲学者の 個人的 意図と、 また その 一 応の 思想 体系 範 

囲と から は 独立に、 この種の ブル ジョァ 哲学が 日本 

ファッショ 哲学の 道 を 清め 得る ものである ことに、 変 

リ はない ので ある。 

だから 吾々 はこう 結論して よい。 最近の 日本に 於け 

る ブル ジョァ 哲学の 宗教 化 は、 直接に 及び 間接に 日本 

ファシズム 思想の 原因と なり、 又 結果で あると (之 は 


尤も 日本 だけに 限った 事情で はない が)。 そして 更に 

又、 一 般に 観念論が 如何に ファシズム 哲学に とって 都 

合の よい 教養 を 提供して いるかと いう ことが、 結論 さ 

れ るので ある。 ブル ジョァ 観念論が なぜ このように 容 

易に 宗教 化し 得る のか、 その 説明 は 前半に 述べた 処だ。 


2 

現代の 哲学と 宗教 

哲学が 何かとい うこと に 就いては、 従来 常識 界に於 

て も 思想界に 於ても、 又 学界に 於ても、 一 致した 結論 

は殆ん どない と 云って いい。 哲学 は 時代に よって 国民 

によって、 又 学派に よって、 更に 又 個人に よって、 事 


実 違って いるので、 その 間に 決して 完全な 一致がない。 

そ れば かりで はなく、 今日の ように 各 思想が 国際的 に 

共有 化して 来る と共に、 文化が 治者 階級と 被治者 階級 

とに 分裂す ると、 哲学の 階級に よる 相違が 相当 ハツ キ 

リす るよう になって 来る。 無論 もし 何等の 共通な 性質 

もない とすれば、 同じく 哲学と いう 名で 呼ぶ こと は 出 

来ない わけ だが、 それ にも拘らず、 哲学が 何かとい う 

こと 自身が、 いつも 繰り返される 疑問な ので ある。 

併し 説明の 便宜上、 哲学と いう ものの 主な 性質 だけ 

を ごく 形式的に 云い 表わして 見る と、 思想の 科学と 

云って いいだろうと 思う。 それ は 思想 を 常識的 に 所有 


する ことに 満足し ないで、 之 を 学問的に 一定の 確実な 

根拠の 上に 立って 展開す る こと を 意味す ると 共に、 又 

吾々 の 眼の 前に ある 多数 多種の 諸 思想に 就いて、 之 を 

学問的に 分析し 批判す る こと を も 意味して いる。 例え 

ば 政治なら 政治と いう もの は、 常識的に は 誰でも 知つ 

ている 意義の もので、 デモ クラシ— なる ものが 正しく 

又 優れた 政治 原理 だと 今日の 吾々 は 常識的に 信じて い 

るが、 併し なぜ 夫が 正しく 又 優れた もの かとい うこと 

に 就いては、 常識 は 殆んど 何も 答える 術 を 有たない。 

政治学と いう 科学で さえが 必ずしも これの ハツ キリし 

た 根拠 を 与える と は 限らない。 哲学 はこうした 政治 上 


の 思想に 向か つ て、 最も 広範で 又 最も 統 一 的な 論拠 を 

提供したり、 或いは 又 反対に、 之に 対する 反対の ため 

の 論拠 を 与えたり する 役割 を果 すので ある。 この 際、 

政治学 者 其の 他の 専門家の 研究 はド シドシ 活用され る 

のであって、 そういう 連絡から 云えば、 科学と 哲学と 

の 根本的 区別 はない し 又 要らない と 考えて いい。 

自然科学 でも 数学で も 社会科学 乃至 歴史 科学で も、 

又 各種の 芸術 • 道徳 • 宗教で さえ も、 皆 自分の 内に 思 

想 を 持って いる。 思想 を 世界観 又は 狭く は 人生観と さ 

え 云っても いいが、 この 思想と いう ものに よ つ て、 吾々 

の 日常生活 や 生産 生活 や 文化 活動の 一 切が 貫かれて い 


る。 この 一 貫す る 思想 を摑み 出して 研究す る ものが 哲 

学 だ、 と 一応 云って いいだろう。 但し 之 は 一応の 話し 

で、 もっと 詳細に 又 具体的に 云おうと すれば、 この 云 

い 方 は 欠点に 充 ちている が、 それ は 避ける ことの 出来 

ない 遺漏で ある。 

思想の 科学、 即ち 又 世界観の 科学、 と 云った が、 の 

思想 乃至 世界観と いう 吾々 の 全 生活 を 一 貫す る この 普 

遍 的な ものに 直接 触れる ものと して は、 哲学の 他に 宗 

教が 存在す る、 と 〔# 底本で は 「と」 が 脱落〕 考えら 

れ ている。 宗教が 何かとい うこと に 就いても 亦 殆んど 

一 致した 見解がない と 云える が、 併し 少なくとも 宗教 


が 一 種の 思想 乃至 世界観に 基く 何物 か だとい うこと は 

動きの ない 処だ。 では 哲学と 宗教、 思想 乃至 世界観に 

基き 又は それ を 正面から 相手に する 処 のこの 一 一つの も 

のの 関係 を、 吾々 は 今日 一 般 的に どういう 風に 考えて 
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処が 両者の 関係に 就いても 亦、 古来 色々 異 つた 関係 

が 存在した し、 又 従って 色々 異 つた 見解が 並存して い 

る。 大体から 云って 区別す ると 併し、 両者が 結局に 於 

て 一 致す るか 或いは 一 致しない 迄 も 同じ ものの 二 つの 

異 つた 面と か異 つた 段階と かと 考えられ ている 場合と、 

両者が その 密接な 事実上の 関係 にも拘らず 本性 上、 全 


く 相反した 相容れな いもの だと 考えられ ている 場合と、 

の 二つに 分れる。 

哲学が 宗教と 一 つで あり 又は 同じ 側の もの だとい う 

見解 は、 卑俗な 常識と して 可な リ 普及して いるよう に 

見える。 この 常識 説に よると、 例えば 仏教 や 印度の 哲 

学に 於ての ように、 知識と 信仰と がー 致す るの が、 哲 

学と 宗教との お 互いの 極致 だとい うこと になって いる。 

或いは そこまで 行かなくても、 キリスト教の 神学に 於 

ての ように、 哲学と 宗教と はごく 密接な 近親 関係に 

立って いるものと 考えられる。 そして 多くの場合、 こ 

の 種の 考え方に は、 宗教が 科学と 相容れない 又は 少な 


くと も 全く 場面 を 異にした ものであって、 科学 はごく 

実用的な 知識に 過ぎない が、 宗教 は 之に 反して 精神的 

信仰 だとい う 仮定が 置かれて いる。 そして 哲学の 知識 

は 知識で あつ て も 科学の 知識な どと は 違って 宗教 的 信 

仰と 非常に 近い 精神的な 知識 だ、 と 仮定され ている の 

である。 尤も 時に よって は、 科学と 宗教と は 一定の 条 

件で 妥協 出来る と 考えられ ている 立場 も あるが、 それ 

ならば、 益々 そういう 宗教 上の 真理 は 学問的な 哲学の 

真理と 相 許す もの だとい うこと になる。 

だが、 宗教と 哲学との この 同志 説 は、 すでに 哲学と 

宗教との 夫々 に 就いての、 或る 特別な 注文 を 仮定して 


いるので ある。 その 仮定の 一 つ は、 普通の 「哲学 概論」 

などに よく 見受けられる 処で、 文化 を、 科学. 芸術- 

道徳. 宗教 及び 哲学に 分ける か、 又は 文化の 価値 を 真- 

善 -美- 聖に 分ける 処の、 宗教 独自の 領域、 而も 人類 

の 存在と 共に 永久 不変な 聖域 を 想定す る 宗教の 所謂 ァ 

プリ オリ (先 験) 主義で ある。 宗教 は 人間 本来の 要求 

(神と か 無限と かへの) に 基く、 という 非常に 普及して 

いる 俗説が 之で ある。 もう 一 つ は、 哲学と いう ものが 

何 か 聖人め いたりす る 観念 上の 思索 や 煩悶 や 達観に 帰 

着 するとす る 卑俗な 見解で ある。 この 後の方の 見解 は 

哲学 を 例の 思想 の 科学 だ と 云った あの 科学的な 性質 を 


ば 哲学に 就いて 軽んじる ものであって、 つまり 哲学と 

ただの 世界観 的 常識との 区別 を 抹消して 了う もの だか 

ら、 今 は 一顧の 価値 も 有たない。 〔# 底本で は 「ご が 

脱落〕 問題になる の は、 哲学と 宗教と が、 夫々 独自の 

而もお 互いに 仲の よい、 二つの アプリオリ (先験的な 

立場) に 立つ もの だとい う 領土 協定 説で ある。 哲学 は 

学問的な 世界観 だ、 之に 対して 宗教 はもつ と 深い 又は 

もっと 高い 又は もっと 切実な 信仰に 基く 世界観 だ、 と 

いうので ある。 

併し 之 は 明らかに 事実に 反する 領土 協定 説に 過ぎな 

い。 広く 観念論と 呼ばれて いるものの 多く は 確かに 宗 


教 に対して 協定 を 取り結ぶ こと は 出来る が (自分で は 

却って 観念論 を 否定す るかの ように 云って いる 処の観 

念 論 も 例外で はない)、 観念論に 対立す る 唯物論 は 寧 

ろ 宗教の 否定 を こそ その 本来の 面目と している。 つま 

り 唯物論の 哲学的 主張が、 宗教 上の 各種の 信仰 を 許容 

し 得ない ので ある (但し 宗教の 方が それ を 気に かけよ 

うが かけまい が 事情 は 一 向 変り がない)。 尤も 純粋な 

観念論と 目され る もの は それ 程 沢山ない ように、 純粋 

な 唯物論 も 多くない のであって、 唯物論 的な 哲学で も、 

一 種の 宗教 肯定 説 を 結論して いるもの は 珍しくな いが、 

夫 は その 点に 於て 唯物論 哲学 としての 資格 を 欠いて い 


ると 云う まで だ。 

で 結局、 唯物論から 云えば 宗教 は その 本来の 面目 を 

認められ 得な いもので (宗教 的 思想に 付着し ている 各 

種の 哲学的 思考の 断片に ついては 又 話しが 別 だが)、 

宗教 的 世界観 を 許容し 得る もの は 少なくとも 観念論 的 

哲学 以外に はない という ことになる。 唯物論から 云え 

ば、 観念論 は 歪曲され た 世界観の 科学 又は 歪曲され た 

世界観の 歪曲され た 科学 (？) であり、 之に 対して 宗 

教は、 逆立ちに された 世界観に 他なら ない。 と 云う 意 

味 は、 人間が 自分で 創案した 神に よって 却って 支配 さ 

れ ると 考えたり、 生活 を 死ぬ ことから 規定したり、 現 


実 を 空想的な 来世に よ つ て 決めたり する 世界観 だから 

である。 処が、 観念論 も 亦 大体から 云って こうした 世 

界 観の 倒錯 症に 陥って いる。 例えば 観念 は 物的な 実在 

に 基き 又 対応し て 初めて 意義 を 有 つ 害な のに、 観念論 

では 観念が 何 かの 形で 実在 を造リ 出す かの ような 結着 

になる。 観念論と 宗教との 近親 関係 は、 だから 極めて 

自然な ので ある。 之に 反して、 唯物論の 方 は 正面から 

宗教に 対立し 之と 矛盾 又は 撞着す る。 

で、 もし 哲学と して、 唯物論が 観念論よりも 真理で 

あると 仮定 すれば、 宗教 は そのまま では、 或いは 之 を 

如何に 改良しても いやしくも 夫が 宗教で ある 以上 は、 


許し 難い ものと なる、 という 帰結に 行かざる を 得ない。 

一 体現 在、 本当の 哲学、 即ち 思想の 科学と して 正当な 

哲学、 は 何 か。 

二 

今日の 哲学 に 於て ほど、 観念論と 唯物論と の 対立 抗 

争が 大規模に 又 ハツ キリと 現われて いる 時代 は、 未だ 

かって 無かった。 尤も 簡単に 観念論と か 唯物論と かい 

うと、 各種 雑多な 哲学 を あまり 単純化す る ものの よう 

に 考えられる かも 知れない が、 併し 凡ゆる 分類 や 区別 


にも 増して、 この 対立が 根本的 だとい うこと を 記憶し 

なければ ならない。 ここで 唯物論と いうの は 物質と い 

う 哲学的 概念 (必ずしも 物理学 や 化学で いう 物質の 概 

念の ことで はない) で 考えられる ものが 根本的な 実在 

だとす る 哲学的な 立場の ことで、 之に 反して 観念論と 

いうの は 観念と いう 哲学的 概念 (必ずしも 心理学で い 

う 観念 や 心 や 精神 や の 概念と は 同じで な い ) で 考えら 

れる ものが 根本的な 存在 だとす る 哲学的な 立場の， J と 

で、 このように 二つの 対立 は 根本的な の だ。 

之 は 根本的な 区別な の だから、 二つの 哲学の 立場 は 

交々 又 対抗しつつ 哲学 史 又は 思想 史の 上で 消長して 今 


日に 至ってい る。 唯物論の 側から 云えば、 ギリシア 哲 

学の 前期 (ソクラテス 以前) や 十七. 八 世紀の 英 仏の 

哲学な どが その 適例で あるが、 観念論が 変遷 又は 進歩 

して 来たよう に、 唯物論 も 亦 変遷 又は 進歩して 今日に 

至ってい る。 処が 今日 ほど 両者の 対抗が 著しい 時代 は 

ない の だ。 それ は 他の 原因から ではない ので、 唯物論 

と 観念論と が 今日の 著しい 階級 対抗の 分野に 従って、 

二つの 陣営に ハツ キリと 分れた からで ある。 後者 はブ 

ルジョ アジ— の、 又は ブル ジョ アジ— が 支配して いる 

社会に 於て 公認され た、 哲学で あり、 前者 は 之に 対し 

て、 無産者 階級の、 又は 無産者 階級が 支配す る 社会に 


於て 一般的に 受け 容れ られ る、 哲学な ので ある。 

処で 最初 私 は、 哲学に 就いては その 所説に 殆んど 一 

致した もの を 見出さな いように 云った が、 併し 少なく 

とも 今日の 唯物論 (弁証法的唯物論) は、 国際的に 云つ 

て さえ、 人々 の 間に 積極的な 共同の コ— スが 横たわつ 

ている という 意味で、 客観的な 一致 を 有って いるので 

ある。 処が 今日の 観念論 相互の 間 ほど、 差異 や 食い違 

い や 無関係 状態が 甚だしい もの を 見ない。 

無論 仮にも 学問的な 形 を 取る 以上、 どんな 哲学で も 

いつも 研究の 途上に ある もの だから、 そこから 当然、 

或る 程度の 出入り や 交錯 は 避け 難い。 之 を さえ 均して 


了おうと すれば、 研究 上の テ— マの 積極性と いう もの 

は 失われる に 相違ない。 だが 何と 云っても 今日の 観念 

論の 陣営 の 内部 の 乱麻 のよう な 混乱 は 甚だ し 過ぎる。 

I この 現象 は 一 つに は 確かに、 観念論の 伝統の 系統 

が 複雑で ある ことに 由来して いる。 夫が あまりに 複雑 

であるた めに、 今日に 至る までに それの 整理され る 余 

裕 がなかった ばかりでなく、 今日で は 無理に それが 繊 

細 化される 必要に 迫られた 結果、 益々 多岐に 分れて 拾 

収 出来な くな つたのに 由来して いる。 だが この 伝統の 

複雑さ 自身 は 何に 原因して いるかと 云えば、 それ は 観 

念 論 そ の ものの 根本 性質から 来て いる こ と を 注意し な 


くて はならない。 

観念論 哲学で あっても、 云う まで もな く 或る 種の 

人々 の 或いは 社会 そのものの 実際的な 必要から 呼び 起 

された もの だ。 それ は その 意味から 見れば、 現実の 忠 

実な 反映 だとい うこと が 出来る。 処 がそれ にも拘らず 

その 反映の 仕方に は 一 つと して 動かすべからざる 終局 

的な 拠リ処 がない。 自然科学 ならば 実験と いう ものが 

ぁリ 数学なら ば 計算と いう ものが あって、 之に よって 

銘々 の 人の 銘々 の 理論が 共通の 尺度に 従って 試験 出来 

るの だが、 観念論に は 恰もそう した ものが 欠けて いる 

のであって、 この 公共の 尺度の 代りになる もの は、 い 


つも 主観的で ある こと を 免れない 観念 (想定 • 予想 - 

空想 • 希望 • 欲求 • など) に過ぎない。 その 結果、 観 

念 論の 諸説 は 無 拘束に 分裂 発散す るので ある。 吾々 の 

実際 生活 は、 いつも 社会に 於け る 物質的 生産 を 基調と 

している。 ここに 吾々 の 生活の 客観的な 共同の 尺度が 

あるので ある。 処が 観念論 は 殆んど 総て、 そうした 生 

産が 哲学に 対して 有つ 意義 を 問題に しない。 だからお 

互いに 取り止めのない 分裂に 陥らざる を 得ない ので あ 

る。 

併しそう は 云っても、 今日の 観念論 を その 諸 根本 特 

色に 従って、 之 を いくつかの 群に 分類す る こと を 妨げ 


ない。 ただこの 分類 をす るに も、 少なくとも ブル ジョ 

ァ 諸国の 夫々 の 国情の 特色に 従って、 別々 に 工夫し な 

ければ ならぬ という こと は、 先に 云った 観念論の 宿命 

の 致す 処 である。 その 結果 今日の 夫々 の 国家 は 大体 そ 

の 国に だけ 伝統的な 又 支配的な 哲学 を 持って いるので 

あって、 例えば イギリスの 経験論と か ドイツの ドイツ 

的 観念論と か フランス の 直覚 主義と か アメリカの 実用 

主義と かが その 例で あるが、 処が 日本に なると、 単に 

そうした 伝統的 乃至 支配的な 哲学が 無い ばかりでなく、 

又 全く 別個に 日本 乃至 東洋 独特の 哲学 思 想が 醸成 さ れ 

ている 結果、 観念論 哲学の 分布図 は 乱雑の 極に 達して 


いる。 

それば かりで はない。 現今の 日本 は、 各種の 哲学が 

陰に陽に、 又 知る と 知らぬ と 関係な く、 政治 上の 力 を 

持つ ものと して、 盛んに 利用され ている ために、 社会 

層の 政治的 役割の 差に 応じて、 各種 観念論の 間の 差 は 

可な り 踏み越え 難い 形に なって 残されて いる。 又 それ 

だけで はない。 哲学ら しい 名の つ いた 哲学 は 欧州から 

輸入され て 以来 まだ 半世紀し か 経たない ため、 日本の 

ブル ジョァ 社会の 常識と この 「哲学」 との かけ 隔てが 

大き 過ぎ て 、 哲学の 紹介 機関と しての 役割 を 引き受け 

た 日本の ァカ デミ ー 哲学 は、 殆んど 全く ブル ジョ ァ日 


常 社会の 思想と は 縁 を 絶 たれて いると 云っても よい。 

にも拘らず、 こうした ブル ジョ ァ 常識 界 でも 矢張り 間 

接に はァカ デミ— 哲学の 余波に よつ て 動く の だから、 

一 一 つの ものの 間に 間隙 はいつ も 眼 立って 不規則に 見え 

る わけなの である。 

日本の ァカ デミ ー の 哲学者の 内に は、 純然たる 文献 

学者 も 少なくない。 と 云う の は、 哲学的 古文書の 解釈 

を 仕事と している 者が 少なくない。 無論 之 は 哲学に 

とって 大切な 専門的な 仕事 だが、 併し 之 は 少なくとも 

直接 思想 を 正面から 問題に する の ではな いから、 今 は 

論外と しょう (但し 哲学的 古文書 を 研究す るよう な 顔 


をして、 私 かに 思想の 問題に 口 を容れ ようとす る 観念 

論 的 似而非 哲学者に 油断 は 出来ない が)。 日本に は 

ョ ー 口 ツバ • アメリカに 行なわれた 哲学が 凡て 一 応は 

輸入 紹介され ている。 そして その どれ かの 一哲 学の 相 

当 忠実な 信奉者 は 探せば いつもい ない こと はない。 併 

し 世界大戦 直後の 頃、 最も 有力な ものと して 現われた 

の は、 カント 主義 又は 新 カント 主義であった。 なぜ そ 

の 時に なって 有力に なった と 称する かと 云えば、 その 

時期に なって 初めて、 この 哲学 学派が 経済学 や 法律 

学 • 自然科学 • の 領域に 或る 種の 実 を 結ぼうと し 始め 

たからで ある。 


この 哲学 は 日本に 一 時 方法論 全盛期 を 画した ので 

あつたが、 その 観念論ら しい 欠陥の 一 つ は、 夫が 極め 

て 形式主義 的な 観点 を 採って いた ことで、 往々 にして 

その 内容が 空疎と なること を 免れなかった。 つまり 科 

学の 方法論と して 役立つ に は あまりに 無 内容な 方法論 

だとい うこと に、 段々 人々 が 気づいて 来たので ある。 

この 哲学の 原産地で ある ドイツで も 亦、 この 点 は 段々 

に 教養 ある 人々 の 不満 を 買うよう にな つ ていたの であ 

る。 そこで 之に 代る ものと して 日本の ァカ デミ— 哲学 

を 風靡す るよう に 見えた もの は、 すでに ドイツに 於て 

重要性 を 認められ ていた フッセ ルルの 『現象学』 であつ 


た。 之 も 亦 若い 社会学 者 や 心理学者 や 法律学 者に よ つ 

て 相当 思想の 技術と して 利用され たという こと を 見落 

して はならない。 だが ここで も 亦 ブル ジョァ 観念論ら 

しい 根本 欠陥 は 初めから 見え透い ていた。 事物 を 意識 

の 面にまで 還元した 上で 論じよう とする この 哲学 法の 

態度が 根本的に 疑問であった ばかりでなく、 事物 を そ 

の 現象に 於ての み 捉えて、 その 構成 的な 本質 を 見よう 

としな いのは 所謂 現象 主義と いう 経験主義の 一 種な の 

であった。 尤も この 現象学なる もの は、 経験的な もの 

をスッ カリ 除外す る 結果、 先験的 だと も 本質的 だと も 

自ら は 称する ので あるが、 それ は 今の 場合 少しも 反証 


に はならぬ。 

処がァ 力 デミ— の 観念論 は、 この 現象学の 欠陥 (観 

念 論 的 欠陥) を 必ずしも そのよう に は 理解し なかった。 

寧ろ 不満の 種 は 却って この 哲学の 科学 性に あつたので 

ある。 と 云う の は、 吾々 の 人間性 情 を 満足させる よう 

な 事物の 取り扱い を、 この 哲学 は 一向 やって 呉れない 

という ことが、 不満の 中心と なった ので ある。 そこで 

注目すべき もの は 「生の 哲学」 になる。 今日の ブル ジ ョ 

ァ • ァカ デミ— 哲学に 於て、 否 今日の ブル ジョァ 常識 

哲学に 於ても 亦、 最も 愛好され 又 最も 勢力の あるの は 

各種の この 「生の 哲学」 なので ある。 


生の 哲学と 名のり 又名づ けられる ものに は 種類が 多 

い。 まず 第一 は 二 ー チェの 主意 説 哲学が あるが、 之 は 

日本に 旧く 紹介され て 多少の 信奉者 を 得た (例えば 樗 

牛)。 今日 再び わが国で ファシズム • イデ ォロギ ー を 

介して 一 種の 意味 を 持とうと している がま だ 形 をな し 

ていない。 それに 之 は あまり 哲学的な 学問的な 外見 を 

持って いないから 後 まわしに しょう。 そうすると 第二 

にべ ルグ ソンの 直観 論が あるが、 之 も 亦 古くから わが 

国に 名 を 知られて いた 割に 広く 実 を 結んで いない。 す 

ると ディルタイの 生の 解釈 学になる。 之 は ジン メルと 

共に、 歴史の 理解の 哲学で あるが、 今日の 日本に 於け 


る ブル ジョ ァ 哲学的 常識 は、 まずこう した 広い 意味に 

於け る 歴史哲学 乃至 理解 哲学と 離れる ことが 出来ない 

ので ある。 歴史 理論 自身 は 云う まで もな く 経済学 • 文 

芸 理論 • 其の 他に 渡って 広く 常識的に この 哲学が 行な 

われて いる。 特に かって マルクス主義 を 「哲学的に」 

理解しょう として 日本の 哲学 青年 達 は、 歴史 理論 乃至 

社会科学 理論に この 哲学の 応用 を 試みて、 彼等の 哲学 

的 趣味 を 満足 させよう とした。 時には 彼等 はこの 哲学 

を 進歩的で あると か 自由主義 的で あると かさえ 考える _ 

こうした 生の 哲学の 特殊な ものと して、 その 歴史 主 

義の方 は 忘れて 理解 即ち 解釈 だけに 注目す る 一 つの 系 


統が ある。 之 は ドイツの ハイデ ッガ ー の 解釈 学 的 現象 

学に 集中して いるので あって、 そこから 出て 来た 今日 

の 流行 ブ ルジョ ァ 哲学が 所謂 人間学な ので ある。 この 

人間学が どれ 程 各方 面に 於て 調法 がられ たかは、 夫が 

殆んど 一 切の 社会 理論 • 歴史 理論 • 倫理学 • 文芸 理論 - 

宗教哲学 • 其の 他に 応用され ている こと を 注意 すれば 

判る。 —— 私 はこうした 生の 哲学に 対して、 或いは 生 

の 哲学の こうした 横溢に 対して、 ただ 一 つの 特徴 を告 

げて おく ことにする、 曰く、 凡庸な 甘い インテリ 青年 

に 相応 わしい 哲学が 之で ある、 と。 

所謂 生の 哲学と 並んで、 日本の ブル ジョ ァ. イン テ 


リ ゲン チヤ を 魅了して いるもの は 西 田 哲学で ある。 こ 

の 哲学 は 思想と して はま だ 殆んど 利用され ていないに 

も拘ら ず、 世間の 之に 対する 好尚に は 著しい ものが あ 

る。 西 田 哲学の 流行 (？) は、 一 面に 於て は その 独創 

性と 思われる ものと 夫に 連絡が あるよう に 思われて い 

る 東洋 趣味と によるが、 他方に 於て は 常識への 文芸 的 

な 訴えに も 基いて いる。 処が西 田 哲学の 本質 は 決して 

そういう 処に 横たわる ので はない。 少なくとも 後期の 

所謂 西 田 哲学の 特色 は その 独特の 論理 乃至 哲学 方法に 

あるので ある。 無の 論理と いうの が 夫で あるが、 この 

論理 は  一 二の 例外 を 除けば 決して 広く 世間で 使われて 


いるもの ではない。 世間で は 西 田 哲学 を 殆んど 全く 文 

芸 的な ファン 意識で 受け取つ ている。 尤も 例の 生の 哲 

学 や 人間学 も、 大体そう だった の だが。 —— 処で 無の 

論理 は 今日の ブル ジョァ 観念論の 極致と さえ 云う こと 

が 出来る。 というの は、 無の 論理 は 事物 を 実際的に 実 

地に 処理す るた めで はなく、 反対に 事物の もつ 意味 だ 

け を 専ら 解釈す るた めに、 最も 発達した 考え方だった 

ので ある。 

西 田 哲学に 見受けられる 東洋 趣味 (無 • 神秘主義 - 

禅味. 其の 他) のお かげで、 西 田 哲学 を 東洋の 哲学 だ 

と 考える 人が いるが、 之 は 表面 だけ を 見て 核心 を 知ら 


ない 人の 見解 だ。 況して 之 を 封建的 イデ ォロギ —の哲 

学 だと 考える こと は 単なる 当て推量に 過ぎない。 本当 

に 東洋の ものら しく 見え、 又 封建的 イデ ォロギ ー の哲 

学ら しく 見える もの は、 今日で は 所謂 フ アツ シ ョ 哲学 

の 数々 でなければ ならない ので ある。 今日の 日本の 所 

謂 ファッショ 哲学 は、 最も 露骨に 非科学的な もの だが、 

その 第一 の 特徴 は 精神主義 にある。 之 は 外来の 物質 文 

明 (？) に対して 精神 文明 を 対抗させる 積り であるが、 

物質が 何だか も 精神が 何だか も 判らない の だから、 こ 

の 点 哲学と して は 歯牙に かける に 値い しない。 第二の 

特徴 は その 農本主義に あるの だが、 之 は 日本の 神話と 


日本の 産業 上の 特殊事情と を 混同した 上に、 土 や 米の 

礼讃に 帰着す るの だから、 真面目に 相手に なること は 

出来ない。 その 第三の 特色 は 日本 主義 又は アジア 主義 

であるが、 之 は 理論ではなくて 単に 一 部の 人物 達の 政 

治 上の 又は 外交 上 の 意志 発表に 理屈 を つけた ものにす 

ぎない。 —— こういう 他愛の ない 哲学 (？) にも 併し、 

哲学 の 専門家と 見做され ている 多数の 学者 達 に 魅惑 を 

感じさせる ものが あると いう 事実 は、 ブル ジョ アジ— 

の イデ ォロギ ー である こ の 観念論な る ものの 方が 、 ど 

ん なに 初めから 非科学的であった かとい うこと を、 

偶々 告げて いるに 他なら ない。 


さて 最後に、 唯物論 哲学 は 今日の 日本に 於て は 決し 

て 強力 だとい うこと が 出来ない。 だが ソヴェ —ト • 口 

シァを 除いて は、 最も 唯物論の 活 きて 動いて いる 国の 

一 つが 現在の 日本だろう。 唯物論 は 一方に 於て は その 

統 一 的な 観点から 一 切の 問題の 合理的な 解決へ と 進出 

しょうとして いるし、 他方に 於て は 観念論の 時宜 を 意 

味す る もの だとい うこと は、 特に 注目に 値い する。 そ 

こ を 忘れなければ 唯物論 を 物質 偏重 主義 だと か 精神 を 

否定す る 主義 だと か 考えたがる 滑稽な 無知から、 救わ 

れる ことが 出来る だろう。 哲学 史の 一 頁 も 読んだ こと 

の ある ものに は、 こういう 無知 は 到底 我慢な り 兼ねる 


もの だが、 特に 日本の 政治家 や 卑俗な 言論 家 達 は 哲学 

史に 無知な ことこの 上ない ので ある。 

三 

処で、 今まで 説明して きた 処 によって、 今日の 観念 

論と 唯物論との、 一体 どっちが 思想の 科学 又は 世界観 

の 科学と して 科学的で 学問的 かとい うこと は、 大体 見 

当が つ いた ことと 思う。 之 を 厳密に 論証す る こと は 

もっと 手数の 要る こと だが、 両方の 特色 を 挙げて 見た 

だけで も 輪郭 は 判る だろう。 そうすると、 前に 云って 


おいた ことによって、 宗教 乃至 信仰 を 許容す る ことの 

出来ない 唯物論が 科学的に 正しい 以上、 宗教 乃至 信仰 

の 立場 は、 その 本質に 於て 否定され なければ ならな く 

なる。 今日の 日本の 宗教 はどうな つてい るか。 

云う まで もな く、 現在の 日本に は、 神道 • 仏教 • キ 

リスト 教の 三種 類が 有力で ある。 まず 神道で あるが、 

所謂 「神道」 (宗派 神道) の 他に 「神社」 なる ものの 厳 

存 している こと は、 わが国 民と して 特に 注意 を 怠って 

はならない 点で ある。 なぜかと 云う に、 全国 約 二十 万 

の 神社の 祭り は、 行政 上 「宗教」 に は 入れられ ていな 

いので、 他の 神道 及び 各 宗派が 文部省の 管下に 属する 


に反して、 之 だけ は、 普通の 行政 並みに 内務省の 管下 

に 属して いるから である。 処が、 それ にも拘らず、 そ 

の 実質 は 宗教 的なる もの だと 見られねば ならぬ 点に 充 

ちている のであって、 現に この頃 は 敬神の 念 を 作興し 

ようとい う 教育 方針が 至る処で 受け 容れら れ ている が、 

之 は 主に この 神社 崇拝 を 指して いるに 他なら ない。 各 

派の 宗教 神道が、 有名な もの だけ を 挙げても 天理教- 

金 光教 • 大社 教 • 扶桑 教 • 黒住教 など、 国家的に 神道 

と 認められながら も、 事実の 上から は あまり 今日の 一 

般 社会の 普遍的な 信用 を 博して いると は 考えられない 

に対して、 神社 神道 は 日本の 国体 乃至 日本の 政治 (祭 


りごと) と 一 致す る ものと して、 今日の 日本の 社会で 

は 絶対的な 権威 を 付与され ている。 この 最も 公的な 行 

き 渡った 日本の 国家的 民族宗教に 近い ものが、 宗教に 

数えられて いないの は、 他の 色々 の 必要から 来る こと 

は 別にして、 少なくとも 政治と 宗教と を 分離し ようと 

する 明治 初年の 宗教 政策 (尤も ごく 最初の 政策 はそう 

ではなかった が) の 所産な ので ある。 併し 之が 宗教と 

して 公認され ていない という ことが、 宗教で ない とい 

う 証拠に はならない。 

仏教 は 宗派 神道に 較べて、 農民 其の 他の 大衆の 一部 

に、 一定の 地方 的 地域に 従って、 深く 根 を 下して いる。 


特に 真宗 • 曹洞宗 • 浄土宗 • 日蓮 宗 などが その 主なる 

もので、 仏教徒の 総数 約 四千 六 百 余 万と 称されて いる。 

尤も ， J のうち 宗教 的 信仰 を 懐 い て いると 見做し てよ い 

所謂 信徒 を 別にして、 大部分の 者 は 単に その 家族 関係 

から 云って 一 定 宗派の 寺院の 檀徒 だとい うに 止ま つ て 

いるから、 宗派 神道の 可な りに 熱心な 信徒と、 直接 そ 

の 数 を 比較す る ことが 出来ない (各派の 宗派 神道の 信 

徒 総数 は 約 千 六 百 九十 万で ある)。 一 般に 僧侶 は 従来、 

漢学者 • 国学者 • に 並んで 日本に 於け る 知能 分子の 代 

表 者であった から、 仏教徒の 内に は 相当 多数の 一種の 

知能 分子が 含ま れ ている こと を 注意す ベ きであって、 


相当の 実質 を 伴った 大学 や 学校 の 数 も 極めて 多い。 こ 

の 点 神道の 信者 達と 大いに 違う 点で、 後に 云う 今日の 

宗教 復興 運動の 主力が y  J の 知能 僧侶の 間から 出て 来る 

理由が 充分あった ので ある。 

キリスト教の 歴史 は 日本で は 云う まで もな く 浅い が、 

一 一十 有 個の 宗派に 属する 信徒 総数 は 約 一 一十 万人 足らず 

を算 えてい る。 キリスト教 はョ ー 口 ツバ • アメリカ - 

資本主義と 資本主義 的 文化と を 持って来 たもので あつ 

たから、 この 信徒の 内に は 資本主義 的 文化 を 担う 知能 

分子 は 極めて 多い。 

さて 処で この 三つの 宗教 は 日本に 於て 益々 盛んにな 


りつつ あるか、 それとも 次第に 衰えつつ あるかと 云う 

と、 部分的に 云えば 別で あるが、 結局に 於て は 段々 下 

り 坂 だと 見ねば ならぬ。 現に 神道で も 仏教で も その 信 

徒 は 段々 減少しつつ あるので あって、 キリスト教 信徒 

だけ は 殖えて 行く ように 見える が、 併し 総数が 少ない 

から 宗教 全般から いうと あま リ 有利な 好材料と はなら 

ず、 その 増し 方 自身 も 今日で はずつ と 下火になって 

了って いる。 —— 大体 神道 や 仏教 は 日本が 明治 以来 輸 

入した 資本主義と は 直接に 結びつけない 内容の 宗教な 

の だから、 日本の 資本主義 的 文化の 発達と は 割合 関係 

なく 遺されて 行く のであって、 このままの 形で は ブル 


ジ ョ アジ ー の 観念論 自身 か ら さ え 見離さ れ ざる を 得な 

いだろう。 

併しこう した 所謂 既成 宗教の 他に、 わが国で は 特有 

な 色々 の 民間 的な 宗教 現象が ある。 各種の 所謂 邪教 

(まだ 社会的に 承認 を 得て いない 宗教 営業) から 始めて、 

色々 の 民間 治療と 結びついた 信心、 陰陽道 (方角 を 気 

にす る)、 降神術、 其の 他が ある。 之 はごく 卑俗な 形に 

於け る 宗教 現象 だが、 他方 仏教 的 哲学 や キリスト教 神 

学 や 又 形而上 学 的 哲学 や 又 文芸 を さえ 通じて、 宗教 的 

信仰が 科学的 (？) な 衣裳 を 纏って 潜行して いる こと 

は 忘れて はならぬ。 ブル ジョァ 観念論 は、 最初に 云つ 


たように、 結局 は 宗教と 同じ 軌道に 乗って 了う もの 

だった の だ。 

処で、 最近の 日本で は、 一方に 於て マルクス主義 = 

唯物論が 下火になつ たという 常識と、 他方 大日 本 帝国 

の 各種の 海外 発展と いう 俗間の 期待と によって、 ファ 

シズム • イデ ォロギ —の 一 部分と して、 又 夫と 平行し 

て、 今まで 云った 各種の 宗派の 宗教 及び 各種の 宗教 現 

象が、 故意に 高揚され 強調され るよう にな つ て 来た。 

之 は 満州 問題 を 直接の キ ッカケ とする もので あつたの 

だが、 こうした 宗教 復興 運動 は、 資本主義 社会の 有望 

な 発展に 勇 気づ けられた もの や 何 かではなくて、 正に 


日本が 之に 愴惶 として 善処 (？) しつつ ある 処の 資本 

制の 断層 化の 所産で あり、 且つ又 夫が、 その 断層 化 を 

観念的に 蔽 いかくす ための 社会政策の 意義 を 持って い 

る こと を、 今日 知らない 人 はない。 

所謂 宗教 復興 現象の 現われ 方 は、 本来 色 々あり 得る 

わけ だが、 今日の は、 主に 仏教徒 僧侶 達が、 ジャ ー ナ 

リズムの 上で、 社会の 安価な 知能 分子 を 動かす という 

形で 現われて いる。 そのために は、 旧来の 仏教 を 打倒 

して、 現代に 相応 わしい 活 きた 真理 ある 仏教 を弘 布せ 

ねばならぬ、 という スロ ー ガン を 掲げる のであって、 

之に よって 一 見 宗教 批判の 役目 も果 すらし いと 共に、 


そうした 宗教 批判に 堪え 得る 「本当の」 宗教 を 再建し 

ようとす る 本来の 意図 を も 満足させる ことが 出来る だ 

ろう。 だから 一頃 宗教 批判の ごく 端まで、 即ち 唯物論 

の ごく 端まで 歩みよ つていた 幾人 かの 名 を 知られた 宗 

教 批判者 達 は、 この 時とば かり 宗教 復興 運動に 飛び込 

んで 了った ので ある。 —— ジャ ー ナ リズムの 上に 現わ 

れ 精神薄弱な インテリゲンチャ を 動かす 所謂 宗教 復興 

は、 実は 宗教 復興で も 何でもなく、 まして 宗教 的 真理 

の 建設で も 何でもな いの だが、 併し この 現象 は 現下の 

日本に と つ て 避ける ことの 出来ない もっと 根本的な 宗 

教的 痙攣の 一 つの 余波、 と 見做させる だけの 意義 は あ 


るので ある。 この 宗教 的 痙攣 は 云う まで もな く 唯物論 

の 宗教 批判に 逆襲す るた めに やる 宗教の 身振りに 他な 

ら ない。 

唯物論の 側から する 宗教 批判の 組織的 活動 (無神論 

又は 反 宗教 闘争) は、 今日の 反動 時代に 於て 決して 盛 

大 だと 云う こと は 出来ない。 見方によっては そうした 

組織的な 活動 は 行なわれて いないと も 云える かも 知れ 

ない。 処が 実は 今日、 唯物論に よる 宗教 批判の 活動 は 

断片的で あるに せよ、 相当 日常 常識 化されて、 次第に 

大衆化しつつ あると いう こと は 多分 否定 出来ない。 宗 

教の 欺瞞 は いつまでも 大衆の 眼を蔽 うこと は 出来ない 


からだ。 そして その 破綻 は 例の インチキ 宗教 現象と も 

なって 現われて いるので ある。 
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